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昭和60年度から実施されてまいりました児玉町北東部の女堀川右

岸の水田地帯を対象とする県営ほ場整備事業児玉南部地区も、いよ

いよ本年度をもって面工事が終了する運びとなりました。事業の開

始からこの10年の間に、児玉町で最大の水田地帯も道路や水路が縦

横に整備された新しい近代的な圃場に生まれ変わり、昔の景観も今

では大きく変貌したように感じられます。

この地域には、千年以上も前の古代に施行された可能性が考えら

れる約109m四方の碁盤の目のように区画された条里がほぼ全域に

存在していました。そのため町の文化財保護審議委員会でも、事業

の性格上条里をそのまま現状保存することは困難であるにしても、

何とかその歴史的景観を現代に生かすことができないものか検討さ

れておりました。幸いにも、当地区の土地改良を実施するにあたっ

ては、現状の条里坪の区画をベースとした土地区画が様々な面から

みても最も有効であるとのことから、事業者側でもこの条里にほぼ

沿った路線計画をとることになり、現在のほ場整備の区画は条里の

地割り方向の面影をある程度残したものにすることができ ました。

今回報告する遺跡は、ほ場整備が児玉町を対象とするようになっ

た昭和62年度エ区から平成元年度エ区に伴って発掘調査されたもの

です。現地の発掘調査から本書刊行に至るまで、埼玉県本庄土地改

良事務所や地元の児玉南部士地改良区をはじめとする多くの方々や

機関より、様々なご協力とご教示をいただいたことに対して、心よ

り感謝申し上げるとともに、本書が学術研究の資料としてはもとよ

り、郷土の歴史に対する理解を深めるために、広 く活用される こと

を念願する次第であります。

平成 7年3月10日

児玉町教育委員会

教 育 長冨 丘 文雄



例 言

2. 

3. 

1. 本書は、埼玉県児玉郡児玉町大字下浅見に所在する飯玉東遺跡B地

点 ・東牧西分遺跡、大字高関に所在する梅沢遺跡C地点、大字吉田林に

所在する高縄田遺跡 ・樋越遺跡・鶴蒔遺跡 ・毛無し屋敷跡・石橋遺跡

の発掘調査報告書である。

発掘調査は、県営ほ場整備事業児玉南部地区の工事に伴う事前の記

録保存を目的として、昭和62年度～平成元年度に児玉町教育委員会が

実施し、その調査担当には恋河内昭彦があたった。

飯玉東遺跡と梅沢遺跡については、すでに第 1次調査の報告書（駒宮

他1979、富田・赤熊1985)が刊行されているため、今回の報告は同遺跡の

2冊目の報告書という意味でそれぞれIIとし、遺構番号もそれらから

4. 

5. 

．
．
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8. 

9. 

の続き番号としている。

児玉条里遺跡については、その性格から非常に広範囲に及ぶ遺跡で

あり 、総合的な検討が必要であるため、今回は報告の対象から除外し

た。そのため条里に直接関係しない遺構が検出された地点を本書では、

その小字名をとって別遺跡として扱っている。

発掘調査及び整理・報告書刊行に要した経費は、国庫補助金・県費

補助金•町費と県費委託金である 。

本書の執箪及び編集は、恋河内が行った。

本書に使用した写真は、遺構を恋河内が、遺物を小林節子と中里広

子が撮影した。

本書中の地図は、第 1図～第 3図が国土地理院発行の 2万 5千分の

1及び 5万分の 1、第 186図が児玉町役場発行の 2千 5百分の 1、そ

の他は児玉町教育委員会作成の「児玉条里現況測量図」（千分の 1)を

使用している 。

発掘調査から本書刊行にあた って、下記の方々や機関よりご助言 ・

ご協力をいただいた。記して惑謝いたします。

赤熊浩一、浅野晴樹、伊丹徹、市川 修、出縄康行、井上尚明、

井上肇、今井宏、梅沢太久夫、太田博之、岡本幸男、柿沼幹夫、

金子彰男、駒宮史朗、坂本和俊、佐藤好司、篠崎 潔、鈴木敏昭、

須田英一、外尾常人、高橋一夫、田村誠、富田和夫、中島宏、

中村倉司、長瀧歳康、長谷川勇、増田一裕、増田逸朗、丸山 修、

丸山陽一、水村孝行、矢内 勲、山川守男、山崎武、

埼玉県教育局文化財保護課、埼玉県埋蔵文化財調査事業団、

埼玉県本庄土地改良事務所、児玉南部土地改良区
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第 I章 発掘調査に至る経緯

県営ほ場整備事業児玉南部地区は、児玉町北部の共和地区から本庄市の一部にかかる女堀川右岸

の約360haの耕地のうち、水田を主体とする約315haを対象としている。事業は昭和60年度から平成

6年度にかけて面工事が実施され、当初は下流の本庄市側から上流に向かって施工されたが、昭和

63年度より上流の児玉町吉田林から下流に向かって施工されるようになった。今国報告するのは、

このうちの昭和62年度工区（児玉町分）～平成元年度工区に伴って発掘調査を実施した遺跡である。

昭和62年度工区は、上越新幹線と関越自動車道に挟まれた大久保山西側緩斜面に沿った約19haの

細長いエ区であり、このうちの南側約 6haが児玉町に該当している。昭和61年10月、事業担当の埼

玉県本庄土地改良事務所より昭和62年度工区内における埋蔵文化財の所在とその取り扱いについ

て、児王町教育委員会に対して事前協議があった。児玉町教育委員会では、エ区内の児玉町分には

周知の埋蔵文化財包蔵地のNo54-002遺跡に該当する雷電下遺跡と根田遺跡及び蜘54-286遺跡に該当

する飯玉東遺跡が所在しており、その包蔵地内を士木工事等により現状変更する場合には事前に記

録保存のための発掘調査を実施する必要があることを回答した。その後、県文化財保護課、県耕地

課、本庄上地改良事務所、児玉町教育委員会による調整会議が行われ、やむを得ず工事により現状

変更される4,400面については、発掘調査による記録保存の措置をとることになり、その発掘調査

は児玉町教育委員会が実施することになった。かくして、本庄土地改良事務所より昭和62年3月20

日付け本地第2252号による「埋蔵文化財発掘通知」が、児玉町教育委員会より昭和62年4月 1日付け

第 1図 児玉南部昭和62年度～平成元年度工区位置図



児教社第 1号による「埋蔵文化財発掘調査通知」がそれぞれ埼玉県教育委員会を経て文化庁に提出さ

れ、発掘調査に係わる事業は 5月28日より実施された。なお、文化庁からは昭和62年 7月10日付け

委保記第 2-2076号による発掘調査通知の受理について児玉町教育委員会に通知があり、埼玉県教

育委員会からは昭和62年4月27日付け教文第 2-4号による「周知の埋蔵文化財包蔵地内における土

木工事等について」の指示が本庄土地改良事務所に対して通知された。

昭和63年度エ区は、事業対象面積が約33haであるが、下流側の第 1エ区と上流側の第 2エ区の 2

箇所に分かれており、第 1エ区は大字下浅見及び大字高関内の約17haを対象とし、第 2エ区は大字

吉田林内の約16haを対象としている。昭和62年11月19日の本庄土地改良事務所と児玉町教育委員会

の間で行われた事前の打ち合わせ会議で、第 1工区内にはNo54-275遺跡に該当する梅沢遺跡とNo

54-288遺跡に該当する東牧西分遺跡が所在し、第 2エ区内にはNo54-121遺跡に該当する樋越遺跡と

児玉条里遺跡（高縄田遺跡については条里と直接関係のない集落跡であるため遺跡名を別にした）が

所在しているため、これらについてはできるだけ工事による掘削が及ばないように計画を配慮する

よう要望した。同年12月に県文化財保護課、県耕地課、本庄土地改良事務所、児玉町教育委員会に

よるエ区内に所在する埋蔵文化財の取り扱いに関する調整会議が行われ、やむを得ず工事により現

状変更される6,650面（第 1工区3,640m'、第 2エ区3,010mりについては、発掘調査による記録保存

の措置をとることになった。かくして、本庄土地改良事務所より昭和63年4月25日付け本地第175号

（第 1エ区）と第176号（第 2エ区）による「埋蔵文化財発掘通知」が、児玉町教育委員会より昭和63年4

月25日付け児教社第30号（第 1工区）と第29号（第 2エ区）による「埋蔵文化財発掘調査通知」がそれぞ

れ埼玉県教育委員会を経て文化庁に提出され、発掘調査に係わる事業は 6月2日より実施された。

なお、文化庁からは平成元年 1月18日付け委保記第 2-3838号（第 2エ区）と第 2-3839号（第1工区）

による発掘調査通知の受理について児玉町教育委員会に通知があり、埼玉県教育委員会からは、昭

和63年 5月31日付け教文第 3-54号（第 2エ区）と第 3-55号（第 1エ区）による「周知の埋蔵文化財

包蔵地内における土木工事等について」の指示が本庄土地改良事務所に対して通知された。

平成元年度エ区は、昭和63年度第 2エ区の東側に隣接し、北側の女堀川と南側の現国道462号線に

挟まれた約24haを対象としている。エ区内にはNo54-121遺跡に該当する児玉条里遺跡（広範囲にわ

たる遺跡であるため、本書では地点や遺構の性格により毛無し屋敷跡・石橋遺跡とした）とその条里

坪内に島畑的景観を呈する鶴蒔遺跡が所在しており、その取り扱いについて昭和63年12月26日に県

文化財保護課、県耕地課、本庄土地改良事務所、児玉町教育委員会による調整会議が行われ、やむ

を得ず工事により現状変更される5,500面については、発掘調査による記録保存の措置をとること

になった。かくして、本庄土地改良事務所より平成元年 5月2日付け本地第163号による「埋蔵文化

財発掘通知」が、児玉町教育委員会より平成元年 5月2日付け児教社第70号による「埋蔵文化財発掘

調査通知」がそれぞれ埼玉県教育委員会を経て文化庁に提出され、発掘調査に係わる事業は 6月20日

より実施された。なお、文化庁からは平成元年12月19日付け委保記第 5-2670号による発掘調査通

知の受理について児玉町教育委員会に通知があり、埼玉県教育委員会からは平成元年 6月9日付け

教文第 3-63号による「周知の埋蔵文化財包蔵地内における土木工事等について」の指示が本庄土地

改良事務所に対して通知された。
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第II章 遺跡の地理的・歴史的環境

県営ほ場整備事業児玉南部地区の昭和62年度エ区～平成元年度工区に伴って発掘調査を実施した

本報告の各遺跡は、児玉町北部の大字吉田林・高関 ・下浅見に位置している 。当地域は、群馬県と

の県境をなす神流川によって形成された神流川扇状地の東端部にあたり、南西側の上武山地と児玉

丘陵のほぼ境を走る八王子一高崎構造線の断層崖下付近に源を発する女堀川の開析作用によって、

沖積低地が北東方向に向かって帯状に開けている。この沖積低地の北西側には児玉丘陵下から延び

る比較的広大な低台地の本庄台地があり、南東側には児玉丘陵から分離された生野山・鶯山・大久

保山の残丘が列状に並んでいる。このような地形的環境をもつ女堀川中流域では、各時代にわたる

多くの遺跡が存在しているが、特に集落遺跡は沖積低地に面した本庄台地の縁辺部や残丘上及び残

丘下に広がる低台地上と沖積低地内の自然堤防や微高地上に主に立地している。本報告の各遺跡は、

飯玉東遺跡が大久保山西側斜面下の開析により半島状に突出した低台地上にある他は、この沖積低

地内の自然堤防や微高地上に立地している。

本報告の各遺跡が所在する女堀川中流域では、弥生時代後期末には残丘上に生野山遺跡（埼玉県

1982)や大久保山遺跡（荒川他1986)、残丘下の低台地上に飯玉東遺跡（駒宮他1979)や山根遺跡（増田

1990)などの集落が形成されている。該期の集落は、いずれも単一時期の数軒からなる小規模な集落

で、その立地から見ても残丘内の谷や台地上の開析谷を対象とした小規模な谷田経営を生産基盤に

していたと推測され、女堀川の両岸に広がる沖積低地はほとんど開発の対象にされていなかったよ

うである（恋河内1992）。しかし、古墳時代になると急速に遺跡数が増加し、低地内に水路等を掘削

して積極的に開発が進められるようになり、当地域の様相は弥生時代の時とはまった＜ー変する。

古墳時代前期の遺跡は、弥生時代後期末とした残丘上や低台地上の遺跡の中に、該期初頭に下る

かあるいは継続する可能性のあるものもあるが、低地内の自然堤防上に集落が進出するのは現在の

ところ布留式古段階の叩き甕や S字甕C類を伴う川越田遺跡（恋河内1993)が最初と思われる。この

遺跡は、その後集落の主体を北東に移動させて隣接する後張遺跡（立石他1982・ 83)の大規模集落に

展開し、当地域の中心的集落として発展するが、同時に沖積低地内の他の自然堤防上や周辺の低台

地及び残丘上にも小規模な集落が多く形成されるようになる。そして該期には、残丘上に県内最古

の古墳の一つとして有名な全長60mを測る前方後方墳の鷺山古墳（坂本他1986)が築造されている。

中期は、高縄田遺跡 （本報告）や蛭］1|坊田遺跡など低地内でも水路の掘削が顕著になり、集落の分

布も前期よりさらに展開す る様相が見られる。し かし、本地域の南東側の残丘上には集落がまった

く形成されなくなり、前山 2号墳（小久保他1978)・生野山将軍塚古墳（柳田］964)・金鑽神社古墳 （坂

本他1986)など、円墳を主体とする複数系列の首長附の墓が継続的に作られ るように なる （菅谷1984)。

また、当地域は中期でも比較的早い段階に住居にカマドが普及することで注目されている（中村1989)

が、本報告の東牧西分遺跡第41号住居跡もこの段階のものである 。

後期は、生野山の残丘上に全長60m級の前方後円墳の生野山銚子塚古墳 （菅谷1984)や生野山16号

墳（菅谷1984)が築造され、その後残丘上は生野山古墳群（菅谷他1973)や塚本山古墳群（増田他1977)

などの群集墳が形成される。集落は、古墳時代を通じて最もその数が多 くなるが、 7世紀中葉にな
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第 2図 女堀川中流域周辺の主要古代遺跡 1 （古墳時代）
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第 3図 女堀川中流域周辺の主要古代遺跡 2 （飛鳥～平安時代）



ると、下田遺跡（柿沼他1979)や本報告の東牧西分遺跡など一部 7世紀後半に継続するものもあるが、

自然堤防上の集落のほとんどは廃絶され、北西側の本庄台地縁辺部や南東側の残丘下の低台地上に

移動する現象が見られる 。

奈良時代では、 7世紀中葉以降に沖積低地を取り囲むように移動した集落がさらに広範囲に展開

するようになる。特に本庄台地縁辺部は、将監塚・古井戸遺跡（井上他1986・赤熊他1989)・南共和遺跡・

新宮遺跡・辻ノ内遺跡（鈴木他1991)・真下境東遺跡（鈴木他1989)など、遺構分布の粗密を有しながらも

帯状に連続するような広大な居住域として盛行する 。 この本庄台地縁辺部の集落は、平安時代の 9

世紀まで断続的に営まれるが、 9世紀後半になると衰退し、変わって自然堤防上に小規模な集落が

見られるようになる 。これに対して南東側の残丘上及び残丘下低台地の集落は、雷電下遺跡（駒宮他

1979恋 河内1990)鷺山南遺跡・新屋敷遺跡・阿知越遺跡（鈴木他1983・84)など、 10世紀以降も集落が

形成されているものが多く、古代の居住域としては比較的安定した場所であったことが伺えよう 。

主要遺跡一覧表

1 金左奈遺跡(1992年調査） 30 入浅見向田遺跡(1993年調査） 59 北廓遺跡（赤熊他1986)

2 高縄田遺跡（本報告） 31 東田遺跡(1992年調査） 60 今井遺跡群（赤熊他1986)

3 樋越遺跡（本報告） 32 浅見境遺跡(1986年調査） 61 往来北遺跡（増田1990、上里町1992)

4 鶴蒔遺跡（本報告） 33 浅見境北遺跡(1992年調査） 62 熊野太神南遺跡（赤熊他1986)

5 御林下遺跡（駒宮他1977、1987年調査）34 籾,1,南遺跡(]983年』か 63 八幡太神南遺跡（赤熊他1986)

6 阿知越遺跡（鈴木他1983・ 84) 35 南ノ前遺跡(1995年調資） 64 立野南遺跡（赤熊他1986)

7 割山遺跡(1991年調査） 36 東牧西分遺跡（本報告） 65 村後遺跡（細田他1984)

8 宮田遺跡(1991年調査） 37 雷電下遺跡（駒宮他1979、恋河内1990)66 向田遺跡（細田他1984)

9 辻堂遺跡(1990年調査） 38 飯玉東遺跡（駒宮他1979、本報告） 67 日の森遺跡（菅谷1978)

10 南街道遺跡(1991年調査） 39 根田遺跡（恋河内1990) 68 宮ケ谷戸遺跡(1983年美里町調資）

11 蛭川坊田遺跡(1990年調資） 40 梅沢遺跡（赤熊他1986、本報告） 69 樋之口遺跡（菅谷他1976)

12 上真下東遺跡(1986年確認調査） 41 川越田遺跡（赤熊他1986、恋河内1993)A 生野山古墳群（菅谷他1973)

13 真下境東遺跡（鈴木他1989) 42 後張遺跡（立石他1982・ 83) B 塚本山古墳群（増田他1977)

14 辻ノ内遺跡（鈴木他1991) 43 山根遺跡（増田1990) C 浅見山古墳群（本庄市］986)

15 新‘i・’,；遵跡(1991年調杏） 44 四方田遺跡（増田1989) D 東富田古墳群（本庄市1986)

16 坊田遺跡(1987年調査） 45 観音塚遺跡（増田1987) E 鷺山古墳（坂本他1986)

17 塚畠遺跡（鈴木他1991) 46 下田遺跡（柿沼他1979、増田1987) F 金鑽神社古墳（坂本他1986)

18 南共和遺跡(1990年調査） 47 元富遺跡（増田1987) G 生野山将軍塚古墳（柳田1964)

19 平塚遺跡（徳山他1994) 48 七色塚遺跡（増田1987) H 物見塚古墳（菅谷1984)

20 古井戸南遺跡（井上他1986) 49 久下東遺跡（増田1985) I 生野山銚子塚古墳（菅谷1984)

21 将監塚・古井戸遺跡 （井上他 1986• 赤熊他 1989 ) 50 浅見山 I遺跡（本庄市1986) ］ 生野山16号墳（菅谷1984)

22 左口遺跡（徳山他1994) 51 大久保山遺跡（佐々 木他1986・ 93) K 熊谷後 1号墳（美里町1986)

23 堀向遺跡(1988年調査） 52 東谷遺跡（小久保他1978) L 前山 2号墳（小久保他1978)

24 藤塚遺跡（徳山1992) 53 古川端遺跡（小久保他1978) M 公卿塚古墳（坂本他1986、太田他1991)

25 柿島遺跡(1989年調査） 54 笠ケ谷戸遺跡（長谷川他1979) N 四方田古墳（増田1989)

26 共和小学校校庭遺跡（恋河内1989) 55 雌禄遺跡（本庄市1986)

゜
宥勝寺北裏埴輪窯跡（橋本他1980)

27 日延遺跡(1991年調査） 56 社具路遺跡（長谷川他1987) p 八幡山埴輪窯跡（柳1961)

28 城の内遺跡（鈴木他1981、1991年調査）57 諏訪遺跡（柿沼他1979、増田1990) I 児玉条里遺跡（鈴木他1991、徳山他1994)

29 新屋敷遺跡(1989年調登） 58 久城前遺跡（駒宮他1978、増田1990) II 十条条里遺跡（美里町1986)
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第1II章 飯玉東遺跡B地点の発掘調査

第 1節遺跡の概要

本遺跡は、児玉町大字下浅見字飯玉東に所在する、縄文時代から中世にわたる複合遺跡である。

遺跡は、大久保山の西側斜面下に広がる低台地から湧水等による開析作用によって分離したと推測

される標高68mを測る半島状に突き出した細長い微高地上に立地している。本遺跡が立地する微高

地は、周囲の水田との比高差が40cm~50cm程度で、調査前は主に畑として利用されていたが、その

耕作土は10cm~20cmとかなり浅く、耕作土下は直接ハードローム層に達している。そのため、現在

の微高地は本来の地形よりもかなり強く削平を受けていると考えられ、 B地点の第 3号住居跡のよ

うに遺構の遺存状態がかなり悪いものも見られることから、中にはすでに削平により消滅した遺構

もあることが予想される。

本遺跡は、昭和49年(1974年）に関越自動車道建設に伴って、埼玉県教育委員会により発掘調査が

実施されており、住居跡 2軒（弥生時代後期 l•平安時代？ l)、方形周溝墓 5基（古墳時代）、土城 l

基（縄文時代中期）が検出されている（駒宮他1979)。そのため、この埼玉県教育委員会が調壺した地

点をA地点とし、今回の調査地点を B地点と呼称する。また、遺構番号については、 A地点で検出

された遺構からの続き番号にした。今回調査したB地点は、 A地点の東側に隣接し、東側に向いて

半島状に突出した微高地の東端部にあたる。

第4図飯玉東遺跡B地点位置図
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第 5図 飯玉東遺跡B地点全測図



B地点で検出された遺構は、住居跡 3軒（古墳時代中期 1・時期不明 2)、方形周溝墓 2基（古墳時

代前期）、土城10基（縄文時代中期 1•弥生時代後期 4 •古墳時代中期？ l ・古代 3 •中世 1 ) 、井戸跡 l

基（平安時代）、溝跡 8条（古墳時代中期 2・後期 l• 中世 3 ・近世以降 2 ) である 。 この他では、調査区

の東側を主体に倒木痕が複数見られ、調査区の中央部南側から南西側にかけては長方形を呈する最

近のイモ穴が多数掘削されている。

縄文時代の遺構は、土城がA地点（第 1号土城）と B地点（第 8号土壊）でそれぞれ 1甚ずつ検出さ

れただけである。形態はそれぞれ不整楕円形と円形を呈すが、その性格は不明である。時期は、 A

地点の第 1号土城より中期後半加曽利Em式の深鉢（完形）が出土しており、 B地点の第 8号士城も

おそらくそれに近時した時期のものと思われる。なお、本遺跡や本遺跡の南側に対峙する雷電下遺

跡（駒宮他1979・恋河内1990)からは、加曽利E皿式～ EW式の破片が多数出土しており、本遺跡の

近辺に該期の集落が存在することも予想されよう 。

弥生時代の遺構は、 A地点で住居跡 l軒（第 1号住居跡）とB地点で土漿4基（第 2・ 5 ・ 7 ・ 9号土

堀）が検出されている （第7図）。 これらは、密集せずに相互にやや距離を置き、比較的散漫とした遺

構分布の状況を呈しているが、微高地の中央部に住居跡、東端部に土壊群という意図的な配置が伺

える。住居跡は、 A地点の西側にもさらに遺跡が広がっているため、そちらに該期の住居跡が存在

する可能性もある。この第 1号住居跡は、樽式土器を主体的にもつ住居跡に特徴的な長方形を呈し

ているが、炉や主柱穴などの明確な施設がなく、貯蔵穴も定位置とは異なった場所にあり、 一般的

な住居跡とは趣を異にしている 。土壊は、いずれも直径1.5m前後の円形を呈している。出土遺物

が少ないためその性格は不明であるが、覆土が類似していることから同一の性格のものであったこ

とが推測される。これらの遺構の多くは、後期の櫛描文を特徴とする樽式土器を主体とするもので

あるが、 B地点の第 5号土城は系統の異なる縄文を特徴とする吉ケ谷式上器を出土している。本遺

跡から出土した樽式士器は、その特徴から後期でも終末段階以降に位置づけられるものであるが、

第5号土城から出土した吉ケ谷式土器は、それに平行する段階のものよりはやや古い特徴も見られ、

両者は時間差がある可能性も考えられる。

＼
~
一

〇鵞＼◇2号住 1号：し

1号住

B 地 点

0 10m 
l l 

第6図 A地点• B地点全体図
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古墳時代の遺構は、 A地点で前期と推測される方形周溝墓 5基（第 1~ 5号周溝墓）、B地点で前

期の方形周溝墓 2基（第 6・7号周溝墓）、中期の住居跡 l軒（第 3号住居跡）・溝跡 2条（第 1・ 2号溝

跡）、後期の溝跡 1条（第 4号溝跡）である。前期は、 A・B両地点とも方形周溝墓群が形成され、本

遺跡の東側半分は集落の墓域として利用されている （第 8図）。いずれも方台部盛土や主体部はすで

に削平されており、形態は周溝が全周するものが一般的で、周溝を接しないで群在しているのが特

徴的である。これらの方形周溝墓群は、 A地点の第 1~ 5号周溝墓と B地点の第 6~ 7号周溝墓で

は、方台部の向きが異なり距離も離れていることから、墓域を共有する集団の中でも異なるグルー

プによる群として大別できる。A地点の方形周溝墓群では、第 1号周溝墓が向きを同じくするもの

のやや離れて位置していることから、他と分離される可能性があり、さらに第 2~ 5号周溝墓は第

2・3号周溝墓と第 4・5号周溝墓の小グループに分けることができる。このA地点における周溝墓

の配列の原理から見ると、 B地点の 2基はそれぞれ別の小グループとして捉えることができよう 。

中期は、 B地点で住居跡 l軒と溝跡 2条が検出されているだけであり、小規模な集落が比較的短期

間に営まれていたようである。

この他、本遺跡では古代にも住居跡や井戸跡の存在から小規模な集落が形成されていたことが伺

えるが、中世以降は土城や溝がいくつか掘削されるだけとなる 。
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第 7図 飯玉東遺跡弥生時代後期遺構分布図
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第8図 飯玉東遺跡古墳時代前期遺構分布図
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第2節 検出された遺構と遺物

1. 住居跡

第3号住居跡（第 9図）

B地点調査区中央部のやや南側に位置する。遺構の遺存状態はあまり良好とは言えず、かろうじ

て住居の形態が分かるが、住居の床面近くまで耕作による強い削平を受けている。

平面形は、南西側壁が若干南に開く方形を呈し、規模は北東～南西方向5.14m、北西～南東方向

は5.23mを測る。壁はやや斜めに立ち上がり、北東側壁で最高12cm・南側コーナ一部で最低3cm残

存している。主軸方位は、N-56°-Eをとる。

床面は、住居の壁際をドーナツ状に掘り窪めた後、ロームブロックを少量含む暗褐色土で埋め戻

した貼床式である。全体に凹凸があり 、住居中央部に比べて周辺部はかなり軟弱である。カマドや

炉については明確な痕跡が認められなかったが、 Pl・P2間の中央の床面付近に焼土粒子や炭化

粒の分布が若干認められたことから、その位置にあまり使用頻度の高くないような炉が存在した可

能性が考えられる。周溝は、南東壁下の中央部にのみ見られる。

ピットは、住居跡内より 10箇所検出されている。ほぼ住居跡の対角線上に位置する Pl~P4は、

主柱穴と考えられるもので、平面形は円形を呈し、床面からの深さは44cm~57cmと比較的そろって

いる。p5は、いわゆる貯蔵穴と考えられるもので、直径42cm・深さ20cmの円形を呈し、中から白

色粘士塊とNo3の鉢や士器片が出士している。p6は、住居中央部の西寄りに位置し、深さ 6cmの

皿状を呈している。この他の ピッ トは、すべて覆土中にA軽石を含む最近のものである。

出土遺物は、住居跡の遺存状態を反映して土器が少量出土しているが、これらはすべて床面直上

もしくは貯蔵穴内からの出土である。上器以外では、主柱穴p1の西側より棒状の片岩が3個出土

している。

本住居跡の時期は、出上遺物より古墳時代中期の和泉期と考えられる 。

第 3号住居跡出土土器観察表

No. 器 種 法 量 形態・ 成形手法の特徴 調 整手 法の 特徴 胎 土・ 色調 備 考

口縁部径 脚部粘土紐巻き上げ成形。 口縁部内外面ヨコ ナデ。杯 白色粒 杯部1/3。

(18. 0cm) D縁部は外反ぎみに外傾す 部外面ケズリの後ナデ、内 脚部2/3。

1 高 杯 る。脚柱部はやや膨 らみな 面ナデ。脚柱部外面ナデの 坪部と脚部

推定 高 がら開き、脚端部は短めに 後ケズリ、内面ナデ。脚端 内外一明茶褐色 は接合しな

(15. 0cm) 外反する。 部内外面ヨコナデ。 vヽ゜
口径 7.5cm 輪積み成形。口縁部は緩や 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒・赤色粒 約1/2。

2 小形壷 かに外傾する。胴部は張り 、 部内外面ナデ。頸部内面シ 外一明茶褐色

推定高9.4cm 最大径を中位に有する 。 ボリ 。 内一橙褐色

D径12.3cm 粘土紐積み上げ成形。体部 口縁部外面指押さえ。体部 白色粒 約1/2。

3 杯 器高 4.8cm は内湾ぎみに開き、口縁部 外面ナデ、内面箆ナデ。 外面に黒斑

底径 5.2cm は複合状を呈す。底部平底。 内外一淡褐色 あり 。

- 11 -
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第4号住居跡（第11図）

B地点調壺区中央部の北端に位置する。他の住居跡に比べて遺存状態は良い方ではあるが、周辺

の状況からみて、耕作による削平を強く受けていると考えられる。

平面形は、長軸を東西方向にもつ比較的整然とした長方形ぎみの形態を呈する。規模は、東西方

向2.54m・南北方向2.23mを測り、比較的小形の住居跡である 。壁はやや斜めに立ち上がり、各壁

とも 10cm程度残存している。主軸方位は、ほぼN-90°-Eの真東を向く 。

床面は、住居を掘削した部分を整形して直接床面にした直床式で、掘り方はもたない。比較的平

坦であるが、やや北に向かって傾斜している。周溝はまったく認められない。

ピットは、住居跡の北東側で 1箇所検出されている。p1は、直径約30cmの円形を呈し、断面は

底面の小さい摺鉢状をしている。

カマドは、住居の東側壁の中央からやや南に寄った位置に付設されている。規模は、全長58cm・ 

幅78cmある。袖は、灰白色粘土を住居の壁に直接貼り付けて構築しており 、右袖の先端部はすでに

崩壊している。燃焼部は、住居の壁をあまり掘り込まず、燃焼面は住居の床面とほぼ同一で、あま

り焼けていない。煙道部はすでに削平されており不明である。

出土遺物はまったくなく、 一片の土器片すら出土していない。そのため本住居跡の時期は明確に

しがたいが、カマドの燃焼部が壁をあまり掘り込まない形態であることから、古墳時代後期～奈良

時代前半頃のものと考えられる。

面 -」 | 一 ＇！ <i 

1 口
鴫

A 11 II 11 
且 It. 

｀三“ 叫ド``` s ゜A A 

量 。 1m
1,  1 

第11図 第4号住居跡

＜
 

1m 

第 4号住居跡カマド土層説明

第 1層：暗褐色土層 （灰白色粘土粒子・焼土粒子を均ーに含む。粘性 ・しまりともない。）

第2層：暗褐色土層 （焼土粒子 ・炭化粒子 ・ローム粒子を均ーに含む。粘性・しまりともない。）

第3層：灰白色粘土層（灰白色粘土プロックを多量に、ローム粒子を微量含む。粘性はなく、しまりを有する。）
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第5号住居跡（第12図）

B地点調査区西端の南側に位置する。住居跡の遺存状態は非常に悪く、住居の床面近くまで耕作

による強い削平を受けている。また、本住居跡の大部分は調査区外に位置するため、住居の全容は

不明である。

平面形や規模は不明であるが、北西～南東方向は2.72mまで測れる。壁は、やや斜めに立ち上が

り、北西側壁で最高18cm確認できる。

床面は住居を掘削した部分を整形して直接床面にした直床式で、掘り方はもたない。比較的平坦

に作られており、水平をなす。

本住居跡に伴うと考えられるピットは、 p1の 1箇所が検出されており、その位置から主柱穴の

一部である可能性も考えられる。平面形は楕円形を呈し、断面は 2段に深くなっている。床面から

の深さは30cmある。

出土遺物は非常に少なく、古墳時代前期～中期の土器片が数片出土しただけである。本住居跡の

時期は、古墳時代前期～中期の可能性が高いと考え られるが、明細は不明である。

A. "-7 

□ ロ
A A 

0 1m 
I—- - 1- - — I 

第12図第5号住居跡

2. 方形周溝墓

第 6号方形周溝墓（第13図）

第 5号住居跡土層説明

第II層：暗褐色土層 (B軽石・ローム粒子を均ーに

含む。粘性 ・しまりともない。）

第 1層：黒褐色士層 （鉄斑を均ーに、ロ ームブロ ッ

クを微量含む。粘性に富み、し

まりはない。）

第2層：黒褐色土層 （白色粒子・ローム粒子を微量

含む。粘性・しまりともない。）

B地点調査区の南西側に位置する。本周溝墓の北東側約 3mには、第 7号方形周溝墓が近接して

いる。方台部盛士はすでに削平されており、主体部は残存していない。方台部に見られる士漿は、

すべてA軽石を含む近冊後半以降のものである。また、本周溝墓は後世の溝や耕作による撹乱をか

なり受けているが、周溝の遺存状態は比較的良好である。

方台部は、コーナ一部がやや丸みをもつ比較的整った長方形を呈し、規模は長軸方向12.83m ・ 

短軸方向11.28mを測り、これまでに本遺跡で調査されたA地点やB地点の方形周溝墓の中では、最

大の規模を有するものである。主軸方位はN-87° -Eをとり、ほぼ真東の方向に向いている。

本周溝墓の方台部盛土は、西側に隣接する古墳時代後期の土師器杯を出土した第 4号溝跡が、本

- 14 -
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第 6号方形周溝墓土層説明

第 1層 ：黒褐色土層（ローム粒子・鉄斑を均一

に含む。粘性に富み、しまりはない。）

第2層：黒色土層（ローム粒子を微量含む。粘

性に富み、しまりはない。）

e〉

第3層：黒色上層（白色粘土プロックを均ーに

含む。粘性に富み、しまりはない。）

第4層：黒褐色士陪 （白色粒子を均ーに、鉄斑・

ローム粒子を微量含む。粘性に富み、

しまりはない。）

第 5層 ：暗褐色土層（ローム粒子を均ーに、ロ

ームブロック・鉄斑を微量含む。粘性

に富み、しまりはない。）

第5'層 ：暗褐色士層（第 5層に類似するが、鉄

斑を多量に含む。粘性・しまりともない。）

第6層：黒褐色土層（ローム粒子・ロームブロ

ックを微量含む。粘性に富み、しまりは

ない。）

第 7層：暗褐色士層（ローム粒子を多量に、ロ

ームプロックを微量含む。粘性に富み、

しまりはない。）

第7'層 ：暗褐色土層（第 7層を基本とするが、

色調がやや暗く、ロームブロックが多

し％）

第8層：暗黄褐色土層（ロームプロックを多量

に含む。粘性・しまりともない。）

第8'層：暗黄褐色土層（第 8層と類似するが、

色調がやや暗く、ロームプロックが小

さい。）

＂ 

.. 

疇 ゜l | l 
2m 

第9層：黒色士層（ローム粒子を微量含む。粘

性に富み、しまりはない。）

第10層：黒色土層（白色粒子 ・ローム粒子を微

量含む。粘性に富み、しまりはない。）

第11層：暗黄褐色土層（ロームプロックを多量

に含む。粘性 ・しまりともない。）

第12層：黒色土層（ローム粒子・ロームプロッ

クを微量含む。粘性に富み、しまりは

ない。）

第13図第6号方形周溝募
- 15 ・ 16 -





周溝墓の方台部を若干避けるように流路をとっていることから、後期頃までは盛土の痕跡が残存し

ていたようであるが、中世の片口鉢を出土した第 6号溝跡が、本周溝墓を破壊して掘削されるころ

には、完全に削平されていたようである。

周溝は、南東側コーナ一部の周溝が調壺区外に位置するため、全周するか陸橋部を有するかは判

断できない。周溝の形態は、周溝外側はあまり整った形態を呈しておらず、南北両側の周溝幅が南

側最大 3m以上 ・北側最大2.85mと広いのに対して、東西両側の周溝幅は東側最大1.48m・西側最大

1. 71mとかなり狭い。また、コーナ一部は他の部分に比べて狭く浅い形態になっている。周溝断面

は、方台部側はかなり急で直線的に立ち上がるが、外側は比較的なだらかで緩やかに立ち上がる。

確認面からの深さはいずれも 50cm前後あり、周溝底面は凹凸の少ない広い平坦な面になっている。

周溝覆土は、基本的に 9層に分かれるが、方台部側からの流入が顕著である。

北側と西側の周溝内からは、それぞれ土壊が検出されている。北側周溝内の外側寄りに位置する

土城は、長さ178cm・幅60cmの細長い長方形を呈し、深さは約35cmある。周溝が若干埋没してから掘

られたもので、覆土はロームブロックを多量に含む黄褐色土（第11層）と黒色土（第12層）が互層をな

し、人為的に埋め戻されたものと考えられる。西側周溝内の南側コーナ一部寄りに位置する士壊は、

長さ 280cm • 幅86cmとやや規模の大きい長方形を呈し、周溝底面からの深さは北側で約 5 cm・南側で

約20cmある。これも周溝が若干埋没してから掘られたもので、覆土がロームブロックを多量に含む

暗黄褐色土を主体にしていることから、人為的に埋め戻されたものと考えら

れる。これらの周溝内土城の性格は、出土遺物がないため明確ではないが、

覆上の観察から本周溝墓の方台部に埋葬された主体者と関係する者が後から

追葬された埋葬施設の可能性が高いと考えられる。

出士遺物は、少量の土器片と滑石製の管玉（第14図No5)が周溝内より出士

しただけである。No1の複合口縁を呈する壷は、唯一本周溝墓に伴うもので、

胴部以下を欠失しているが、南側周溝内の底面に割れ口を接して正位で出上

している 。No2~ 4の和泉期の土器は、本周溝墓に直接伴うものではなく、

"＂＂" 
5
 

I

◎
 o 1cm 

1 , 1 

北側周溝のコーナ一部寄りの覆土上面に投棄されたものである。 NQ5の管玉 第14図 第 6号方

は、東側周溝の覆土中より単独で出土している。 形周溝墓出土管玉

2
 

3
 

4
 10cm 

第15図 第 6号方形周溝墓出土土器
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第 6号方形周溝墓出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・ 成形手法の特徴 調 整手 法の特 徴 胎 土・色 調 備 考

粘土紐積み上げ成形。口縁 複合口縁部ヨコナデ。頸部 片岩粒・白色粒 口縁部～胴

口縁部径 部は幅狭の複合を呈する。 内外面ハケの後ミガキ。胴 赤色粒 部上半のみ。

1 壷 15.4cm 頸部は胴部と明確な境をも 部外面ハケの後ミガキ、内

ち、緩やかに外反する 。胴 面ハケの後ナデ。 外一淡褐色

部は張る。 内一白褐色

口径(11.8) 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ヨコナデ、内面 片岩粒・白色粒 約1/3。

2 鉢 器高 9. 1 部は内湾ぎみに外傾する。 箆ナデ。胴部外面ケズリの 外ー暗茶褐色 外面に黒斑

底径 3.8 胴部は張り、底部は平底。 後ナデ、内面ナデ。 内一黒褐色 あり 。

残存 高 粘土紐巻き上げ成形。脚柱 脚柱部外面ケズリの後ナデ、 白色粒 脚部2/3。

3 高 杯 10.0cm 部は膨らみをもって広がり、 内面ナデ。脚端部内外面ヨ

脚端部は短く外反する。 コナデ。 内外一明茶褐色

残存 高 粘土紐巻き上げ成形。脚柱 脚柱部外面ケズリの後ナデ、 白色粒 脚部2/3。

4 高 杯 8.0cm 部はあまり膨らまず、脚端 内面ナデ。脚端部内外面ヨ

部は低く外反する。 コナデ。 内外一明茶褐色

第 7号方形周溝墓（第16図）

B地点調査区中央部に位置する。本周溝墓の南西側約 3mには、第 6号方形周溝墓が近接してい

る。方台部盛土はすでに削平されており、主体部は残存していない。本周溝墓の北側は、東西方向

に流路をとる第 2号溝跡と重複し、それによって切られている。

方台部は、コーナ一部が丸みをもつ比較的整った長方形を呈し、規模は長軸方向8.06m・短軸方

向6.51mを測る。主軸方位はN-87°-Eをとり、南西側に近接する第 6号方形周溝墓と同一方向

である。方台部盛土は、和泉期の第 2号溝跡が方台部の一部を切っていることから、その頃にはか

なり削平が進んでいたと考えられる。

周溝は、幅約65cm~1 mの比較的整った溝が全周する形態を呈するが、コーナ一部は他に比べて

幅がやや狭くなっている。確認面からの深さは、各辺の周溝とも35cm前後あり、コーナ一部では北

東側と北西側が30cm前後あるのに対して、南東側と南西側は 5cm前後とかなり浅くなっている。周

溝断面は、両側ともしっかり立ち上がるが、方台部側に比べて外側は傾きが若干緩やかである。覆

上は 3層に分かれるが、第 6号方形周溝墓のような方台部側からの顕著な流入は見られない。

出土遺物は、比較的少量であるが、西側周溝内より壷(No1)が、北側周溝内より器台(No2)が出

士している。 No1の壷は、周溝底面 より10cm浮いて散乱した ような状態で出土し、 No2の器台は、

周溝底面より 20cm浮いて倒立した状態で出土している。

第 7号方形周溝墓土層説明

第 1層：黒褐色士層 （ローム粒子を均ーに含む。粘性 ・しまりともない。）

第2層 ：暗黄褐色土層 （ロームプロックを均ーに含む。粘性 ・しまりともない。）

第3層：暗黄褐色土層 （ロームプロックを多量に含む。粘性・しまりともない。）

第 2号溝跡

第4層：暗褐色土層 （ローム粒子を均ーに含む。粘性 ・しまりともない。）

第5層：黒褐色土層 （ローム粒子・ロームブロックを微最含む。粘性・しまりともない。）

第6層：黒褐色土層 （ローム粒子・鉄斑を微量含む。粘性に富み、しまりはない。）

第7層：暗灰色士層 （灰色粘質土層。）

第8層：暗褐色土層 （ロームブロック ・鉄斑を微量含む。粘性に富み、しまりはない。）
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“ 第16図第7号方形周溝墓
土珊状落ち込み

第9層 ：暗褐色土層 （ローム粒子・ロームプロ ックを微量含む。粘性・しまりともない。）
第10層 ：暗黄褐色土層 （ロームプロ ックを均ーに含む。粘性・しまりともない。）

第11層：暗黄褐色土層 （ロームプロ ックを多虻に含む。粘性 ・しまりともない。）
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10cm 

第17図 第 7号方形周溝墓出土土器

第 7号方形周溝墓出土土器観察表

ぬ 器 種 法 量 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色 調 備 考

口径(15.2) 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ハケの後ナデ。白色粒・角閃石 約3/4。

部は緩やかに外反する。胴 胴部外面上半ミガキ、下半 赤色粒

1 亜・ギ 僻高 23.6 部はかなり張り、最大径を ケズリの後ミガキ。内面ナ

下位に有する。底部は突出 デ。底部外面ナデ。 外一淡橙褐色 胴部外面に

底径 6.0 し、中央部は窪む。 内一淡褐色 黒斑あり。

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ、器 白色粒 ・角閃石 完形。

2 器 台 8.4cm 部は器受部より段をもって 受部外面ケズリの後ミガキ、

器 高 上方に外反し、脚部は緩や 内面ミガキ。脚部外面ハケ 脚部穿孔は

7.0cm かに開く 。 の後ミガキ、内面ケズリ 。 内外一明茶褐色 3箇所。

底 部径 粘士紐積み上げ成形。底部 胴部外面ナデ、内面箆ナデ。 片岩粒・赤色粒 底部1/3。

3 亜- (7. 4cm) は突出し、平底を呈する。 底部外面ケズリ。 外一淡茶褐色

内一暗茶褐色

3.井戸跡

第 1号井戸跡（第18図）

B地点調査区の西端に位置する。井戸掘り方の遺存状態は比較的良好であるが、井筒は残存し

ていなかった。

掘り方の形態は、平面形は2.84m X 1. 90mの楕円形のような不整形を呈し、中央部が1.28m X 

1.10mの不整円形状に深くな っている。確認面からの深さは1.30mあり、比較的浅い。断面は、

上半の40cm位までが緩やかに傾斜し、下半は筒状に深くなっている。底面は平坦である。この掘

り方中央部の不整円形を呈する筒状の落ち込み内からは、杭の先端部が 1箇所壁面に突き刺さっ

た状態で出土しており、簡単な構造の木枠を伴っていたものと考えられる。

出土遺物は、杭の他に数片の国分期の土師器片と羽釜の破片が出士 している。 本井戸跡の時期

は、これらの土器片より、平安時代中頃のものと考えられる。

- 20 -



: n,
 

A 

g
 

A 

―ヽ

.. 

゜
2m 

第18図 第 1号井戸跡

4.土 壊

第 2号土壌（第20図）

B地点調査区西端に位置する。南西側には第 5号住居跡、 北西側には第

1号井戸跡が近接している。士城の一部を後世のピ ットによって切られて

いるが、遺存状態は比較的良好である。

平面形は、 1.48m X 1. 33mの円形を呈 し、確認面からの深さは53cmを測

る。壁は直線的に若干傾斜して立ち上がり、底面は平坦をなしている。出

土遺物は、覆土中より弥生時代後期の樽式士器の甕(No1)と高杯(No2)の

破片が出士 している（第19図）。

本土城の時期は、出土遺物や覆土の状態より、弥生時代後期のものと考

えられる。

> 2

O 5cm 
| 1 | 

第19図 第2号

土壌出土土器

第 2号土墳出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎 土・色 調 備 考

粘土紐積み上げ成形。D縁 口縁部外面ナデの後櫛描波 白色粒

1 甕 部はやや肥厚し、緩やかに 状文。波状文は右回りで、

外反する 。 下段か ら上段に順次施文。 内外ー黒褐色

内面ミガキ。

粘土紐積み上げ成形。坪部 外面ミガキ。杯部・脚部と 白色粒 ・角閃石 接合部のみ。

2 高 杯 は内湾ぎみに開き、脚部と も内面ナデ。 外ー暗茶褐色 外面に煤の

の境はなだらかである。 内一淡褐色 付着あり 。
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土凛土層説明

く第2号土壕＞

第 1層：黒褐色土層（白色粒子・鉄斑を均ーに含む。粘性に富み、しまりはない。）

第2層 ：黒褐色土層（ローム粒子・鉄斑を微最含む。粘性に富み、しまりはない。）

第3層：暗褐色土層 （ローム粒子を多量に、ロームブロックを微量含む。粘性に富み、しまりはない。）

く第 4号土塘＞

第 1層：黒褐色土層（白色粒子・ローム粒子を均ーに含む。粘性に富み、しまりはない。）

第2層：暗褐色土層（ローム粒子を多量に、ロームブロックを均ーに含む。粘性・しまりともない。）

く第 5号土壌＞

第 1層：黒褐色土層（ローム粒子・鉄斑を微量含む。粘性・しまりともない。）

第 2 層：黒褐色土層（口—ム粒子を均ーに、口—ムブロックを微量含む 。 粘性はなく、しまりを有する。）

第3層：暗褐色土層（ローム粒子を多量に含む。粘性・しまりともない。）

く第 6号土壕＞

第 1層：暗褐色土層（白色粒子を微量含む。粘性に富み、しまりはない。）

第2層：暗黄褐色土層（ロームブロックを多量に含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第 3層：暗褐色土層（鉄斑を均ーに含む。粘性に富み、しまりはない。）

第4層：黒色土層（鉄斑・ロームブロックを微量含む。粘性に富み、しまりはない。）

く第 7号土攘＞

第 1層：黒褐色土層 （白色粒子・ローム粒子を微量含む。粘性・しまりともない。）

第 2 層：暗褐色土層（口—ム粒子を均ーに、口—ムブロック・鉄斑を微量含む。粘性・しまりともない。）

く第 8号土壕＞

第 1層：暗褐色土層（白色粒子・ローム粒子・炭化粒子を微量含む。粘性に富み、しまりはない。）

第 2層：黒褐色土層（鉄斑点を多量に、白色粒子・炭化粒子を微量含む。粘性に富み、しまりはない。）

く第 9号土壌＞

第 1層：黒褐色土層（ローム粒子・ロームブロックを多量に含む。粘性・しまりともない。）

第2層：暗黄褐色土層（ローム粒子・ロームブロックを多量に含む。粘性・しまりともない。）

く第10号土壕＞

第 1層：黒褐色土層（鉄斑を微量含む。粘性に富み、しまりはない。）

第2層：暗褐色土層（鉄斑を均ーに、ローム粒子・白色粒子を微量含む。粘性に富み、しまりはない。）

第3層：黒褐色土層（ローム粒子を均ーに含む。粘性に富み、しまりはない。）
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第 3号土凛（第20図）

B地点調査区中央部の西寄りに位置する 。土城上面を A軽石を含む近世後半以降の第 7号溝跡に

よって切られているが、遺存状態は比較的良好である。平面形は、 92cmX8lcmの円形を呈し、確認

面からの深さは80cmを測る。断面は筒状を呈 し、壁はほぽ垂直に立ち上がっている。底面は平坦を

なしている。覆土は、 B軽石 ・ローム ブロックを含む黒色土の単一層である。出土遺物は、土城底

面より板状の緑泥片岩が5個重な って出土 している。本土壊の時期は、覆士中にB軽石を含むこと

から、中世のものと考え られる。

第 4号土壌（第20図）

B地点調査区中央部の南端に位置する 。調査区内で検出されたのは土壊の北端部であり、土城の

大部分は調査区外にあるため、本土城の形態や規模は不明である。検出された部分から推測すると、

平面形は方形もしくは長方形に近い形態を呈するようである 。壁はやや斜めに立ち上がり、確認面

からの深さは30cmある。底面は広く、平坦をなすようである。出土遺物はなく、時期はB軽石降下

以前のものである。

第 5号土壌（第20図）

B地点調査区中央部のやや南寄 りに位置する。本土城の東側には、第 3号住居跡が近接している。

耕作によりかなり削平を受けていると考えられるが、遺存状態は比較的良好である 。平面形は、

l. 38m X l. 32mの円形を呈し、確認面からの深さは32cmを測る。壁は直線的に若干傾斜して立ち上

がる。底面は平坦をなしており、深さ25cmのピットを 1箇所有する。出土遺物は、底面近くより弥

生時代後期の吉ケ谷式土器と考え られる壷の破片が少量出土している（第21図）。 本土城の時期は、

出土遺物や覆土の状態より、弥生時代後期のものと考え られる。
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第 5号土壕出土土器観察表

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法 の特徴 胎土 ・色調 備 考

1 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ナデの後、外 白色粒

部は直線的に外傾する。 面及び口唇部内面施文(RL)。 内外一茶褐色

2 亜・ ギ 粘士紐積み上げ成形。 外面ナデの後施文(RL)。内 白色粒

面ナデ。 内外ー暗茶褐色

3 亜.- 粘士紐積み上げ成形。 外面ナデの後施文(RL)。内 白色粒

面ナデ。 内外ー暗茶褐色

4 亜•=と 粘土紐積み上げ成形。 外面ナデの後、無文帯を挟 白色粒 内外面に煤

んでRLを横位施文。 内外ー暗茶褐色 の付着あり 。
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第6号土塘（第20図）

B地点調査区中央部の南東端に位置する。土壊上面の北西側を B軽石を含む中世～近世の第 3号

溝跡によって切られているが、遺構の遺存状態は比較的良好である。平面形は、 lmXlmの円形

を呈し、確認面からの深さは60cmを測る。断面は筒状を呈し、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。

底面は、平坦をなしている。覆土は、上半部に暗褐色土（第 1層）とロームブロックを含む暗黄褐色

土（第2層）の互層が認められ、人為的に埋め戻された可能性がある。出土遺物は、覆土中 よりごく

少量の土器片が出土しただけである。本土城の時期は、覆土の状態より B軽石降下以前の古代もの

と考えられる。

第7号土塘（第20図）

B地点調壺区中央部の東寄りに位置する。本土城の西側には第 3号住居跡が近接している。耕作

によりかなり削平を受けていると考えられるが、遺構の遺存状態は比較的良好である。平面形は、

1. 70m X 1. 58mの円形を呈し、確認面からの深さは32cmを測る。断面はかなり緩やかに傾斜して立

ち上がっている。底面は、比較的平坦

であるが、細かな凹凸が見られる。出

土遺物は、弥生時代後期終末の樽式土

器が出土している。No1の甕は、 土壊

底面に口縁部を密着させて倒立した状

態で出土している。No2の壷の胴部破

片は覆土中からの出土である。本土城

の時期は、出士遺物より弥生時代後期

終末のものと考えられる。

第 7号土壕出土土器観察表

10cm 二゚
魯
＾

ら

第22図 第7号土壕出土土器

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎 土 ・色 調 備 考

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面箆ナデ。胴部 片岩粒 ・赤色粒 約1/2。

1 甕 17.8cm 部は緩やかに外反し、口唇 外面箆ナデの後丁寧なナデ、 外ー黒褐色 外面に煤の

部は内湾し、上方を向く 。 内面ナデの後ケズリ 。 内一明茶褐色 付着あり 。

粘土紐積み上げ成形。文様 外面櫛描波状文を施文し、 片岩粒 ・赤色粒 外面赤彩。

2 亜=士=• 帯の下端に刺突を有する円 施文部外ミガキ及び赤彩。 外ー赤褐色

形浮文を張り付け。 内面ナデ。 内一淡黄褐色

第8号土凛（第20図）

B地点調査区中央部の北端近くに位置する。東側約 4mには第11号土城が位置する。遺構の遺存

状態は、比較的良好である。平面形は、 1.20m x 1. 12mの円形を呈し、確認面からの深さは60cmを

測る。断面は、直線的にやや傾斜して立ち上がっている。底面は平坦をなしている。出土遺物は、

覆土中より縄文時代中期後半の土器片が数点出土している （第23図）。本上城の時期は、出土遺物や

覆土の状態より、縄文時代中期後半のものと考えられる。
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第23図 第8号土壕出土土器

第 8号土壕出土土器観察表

ぬ 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 胎 土・ 色調 備 考

底 部径 粘士紐積み上げ成形。底部 外面ナデの後、櫛歯状工具 片岩粒・白色粒 胴下半1/3。

1 深 鉢 7.3cm は突出する。 による縦方向の条線を施す。

内面ナデ。 内外ー暗茶褐色

粘土紐積み上げ成形。 外面ナデの後、太い沈線に 片岩粒・白色粒

2 深鉢 よる縦位分割をし、幅広い

区画内に縄文(RL)を施す。 内外一茶褐色

第9号土壕（第20図）

B地点調査区東側に位置する。耕作による強い削平を受けており、遺構の遺存状態はあまり良好

とは言えない。平面形は、 1.75m X 1. 40mの円形を呈し、確認面からの深さは20cmを測る。断面は、

直線的にやや傾斜して立ち上がっている。底面は、比較的平坦であるが、細かな凹凸が見られる。

出土遺物はまったくなく、時期は不明であるが、形態や覆土の状態は第 7号土城等に類似しており、

弥生時代後期後半の可能性が高いと思われる。

第10号土塘（第20図）

B地点調査区東端に位置する。耕作によりかなり削平を受けていると考えられるが、遺構の遺存

状態は比較的良好である。平面形は、 1.43mX 1. 20mの長楕円形のような不整形を呈し、確認面か

らの深さは24cmを測る。断面はなだらかに傾斜して立ち上がり、底面は船底状にやや丸みをもつ。

出士遺物はまったくない。本上壊の時期は不明であるが、覆土の状態より B軽石降下以前のものと

考えられる。

第11号土壌（第20図）

B地点調査区中央部の北端に位置する。本土城の北側は水田によりカットされ、東側上面を土城

状の撹乱によって切られており、遺構の遺存状態はあまり良好とは言えない。平面形は、不整形を

呈するようであり、規模は東西方向が1.44mある。確認面からの深さは、 54cmを測る。覆土は、

ローム粒子と鉄斑を含む黒褐色土の単一層で、覆土中より古墳時代中期の和泉式土器の破片が少量

出士している。本土城の時期は、出土遺物や覆土の状態より、古墳時代中期の可能性が高いと考え

られるが、明細は不明である。
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5.溝 跡

第 1号溝跡（第24図）

B地点調査区の西側に位置する。本溝跡の東

側約 6mには第 6号方形周溝墓が、西側約 8m

にはA地点で調査された第 4号方形周溝墓があ

る。本溝跡周辺は耕作による強い削平を受けて

いるが、遺構の遺存状態は比較的良好である。

本溝跡は、本遺跡のA地点と B地点でそれぞ

れ検出された主軸方向の異なる方形周溝墓群の

ほぽ中間に位置し、南西～北東方向に向かって

直線的に流路をとっている。幅は、遺構上面で

84cm~ 124cm、底面で20cm~30cmを測り、比較

的均ーで整った形態を呈している。断面の形態

は、上半は緩やかに傾斜しているが、下半は中

位より角度を変えて深くなっている。底面は平

坦をなし、調査区内における溝の北東端と南西

端での底面の比高差はほとんどない。覆土は 4

層に分かれ自然堆積の様相を示すが、第 1層の

黒色土層は、埋没後に新たに掘り返された幅40

cm・ 深さ 15cm前後の小溝の覆土である。この璽

複する小溝は、本溝跡の中央部で若干ずれるが、

ほぽ同じ流路をとっている。

出土遺物は、和泉式の甕・小形丸底壷・高杯

等の破片が出土しているが（第25図）、これらは

すべて本溝跡に直接伴うものではなく、本溝跡

が埋没した後に掘り返された小溝の覆土 （第 1

層）から出士したものである。

第 1号溝跡土層説明

第1層：黒色土層 （鉄斑 ・炭化粒子を均ーに含む。粘

性に富み、しまりはない。）

第2層：黒褐色土層 （ローム粒子を均ーに含む。粘性

に富み、しまりはない。）

第3層：黒褐色土層 （ローム粒子・鉄斑を均ーに含む。

粘性に富み、しまりはない。）

第4層：黒褐色士層 （ローム粒子を多量に含む。粘性

に富み、しまりはない。）
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本溝跡の時期は、重複する小溝が和泉期であることか ら、和泉期以前のものであることはまちが

いないが、その流路がA地点の方形周溝墓群（第 1~ 5号）と B地点で検出された主軸方向の異なる

方形周溝墓群（第 6~7号）のほぼ中間であることは注目され、これらの方形周溝墓群と近時した時

期の可能性が高く、古墳時代前期の五領期に逆上ることも推測されよう 。

= ／ク3

□ 2 

10cm 
4
 

第25号 第 1号溝跡出土土器

第 1号溝跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 胎 土・色 調 備 考

1 甕 口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒・赤色粒 口縁部1/4。

(14. 6cm) 部は緩やかに外反する。 部外面ケズリ、内面ナデ。 内外一淡褐色

残存 高 粘土紐積み上げ成形。体部 体部外面上半ナデ、下半ケ 白色粒 ・赤色粒 体部のみ。

2 小杉丸底壷 6.0cm はやや偏平ぎみで、底部は ズリの後ナデ。内面上半ナ 角閃石

中央部が窪む平底を呈する。 デ、下半指ナデ。 内外一明茶褐色

3 高 杯 口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ナデ。 白色粒 口縁部1/2。

(19. 0cm) 部は直線的に開く 。 内外ー暗茶褐色

4 高 杯 口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 外面ケズリの後雑なミガキ、 片岩粒・赤色粒 口縁部1/4。

(16. 4cm) 部は内湾ぎみに開く。 内面ナデ。 内外一橙褐色

第 2号溝跡

B地点調資区の北側に位置し、やや蛇行ぎみながら調査区内ではほぼ東西方向に流路をと ってい

る。本溝跡は、西側で重複する第 4・6・7号溝跡に切られており、中央部で重複する第 7号方形周

溝墓の方台部の一部を切っている。遺構の遺存状態は比較的良好である。

形態は、比較的整った形態を呈している。幅は50cm~70cmと比較的均ーであり、確認面からの深

さは50cm前後を測る。断面は、溝の両側とも若干傾斜して直線的に立ち上がり、底面は平坦である 。

覆士は、 5層（第16図第 4~8層）に分かれ、いわゆる自然堆積を示すが、覆士中に灰色粘土を主体

とする層 （第7層）が見られることから、水が流れていたことが推測され、水路として機能していた

ものと考えられる。

出士遺物は、量的には比較的少ないが、覆土中より和泉式土器が主体に出土している。第26図に

図示したNa1 ~ 5の土器は、ある程度器形が伺えるものであるが、これらはすべて第 7号方形周溝

墓と重複している箇所から出土している。本溝跡の時期は、覆土の状態や出土遺物より、古墳時代

中期の和泉期のものと考えられる。
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第26図第2号溝跡出土土器

第 2号溝跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手 法の特徴 胎 土 ・色 調 備 考

n径 19.4 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒 約1/3。胴部

部は緩やかに外反し、胴部 部外面上半ケズリの後ナデ、 上半と下半

1 甕 器高(27.7) は張り、最大径を中位に有 下半ケズリ。内面ナデ。 は接合しな

する。底部は小さな平底を 外ー暗橙褐色 い。器形は

底径 5.1 呈する。 内一淡茶褐色 図上復元。

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ナデの後ケズリ、 片岩粒・赤色粒 口縁部1/4。

2 亜・ギ (14. 5cm) 部は緩やかに外反し、頸部 内面ナデ。 外ー暗茶褐色

は「く」の字状を呈する。 内一茶褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。杯 片岩粒・角閃石 口縁部1/6。

3 高 杯 (20. 4cm) 部は直線的に外反する。 部外面ナデの後一部ケズリ、 赤色粒

内面ナデ。 内外ー暗橙褐色

粘上紐積み上げ成形。脚柱 脚柱部外面ナデの後上半ナ 白色粒・赤色粒 脚部1/3。

4 高 杯 部は若干膨らみをもって広 デ、内面ナデ。脚端部内外

がり、脚端部は外反する。 面ヨコナデ。 内外ー暗橙褐色

粘土紐積み上げ成形。脚柱 脚柱部外面ケズリの後ナデ、 片岩粒・角閃石 脚部1/2。

5 高 杯 部は若干膨らみをもって広 内面ナデ。脚端部内外面ヨ

がる。 コナデ。 内外ー暗橙褐色

第 3号溝跡

B地点調査区の南東側に位置する。調査区内では南西から北東方向に向かってほぼ直線的な流路

をとっており、南側2.5mに位置する第 8号溝跡とほぽ平行している。古代の所産と考えられる第 4

号土壊や第 6号土城と重複し、これらを切っている。確認面は耕作による強い削平を受けており、

遺構の遺存状態はあまり良好とは言えない。

形態は、比較的整った形態を呈し、幅は70cm-80cmと比較的均ーであり、確認面からの深さは15
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cm前後を測る。断面は、溝の両側とも若干傾斜して直線的に立ち上がり、底面は比較的広く平坦を

なしている。覆土は、 B軽石とローム粒子を含む黒褐色土の単一層である。

出土遺物は、古墳時代の土器片が数片混入して出土しているが、本溝跡に伴うと考えられる遺物

はない。本溝跡の時期は、覆土の状態より中世以降のものと考えられる。

第4号溝跡

B地点調査区の西側に位置する。調査区内ではやや南西から北東方向に向かって流路をとり、隣

接する第 6号方形周溝墓の方台部を避けるように若干蛇行している。本溝跡は、重複する第 6号方

形周溝墓の周溝を切り、第 5号溝跡に切られている。確認面は耕作による強い削平を受けており、

遺構の遺存状態はあまり良好とは言えない。

形態は、比較的整った形態を呈し、幅は25cm~35cmと比較的均ーである。確認面からの深さは、

溝の南北両側では10cmあり、比較的遺存状態の良い中央部では30cmを測る。断面は、溝の両側とも

若干傾斜して直線的に立ち上がり、底面は狭いが平坦をなしている。

覆土は、ローム粒子を微量含む黒色土の単一層である。

出土遺物は、鬼高式土器が少量出土している 。本溝跡の時期は、

出士遺物や覆土の状態より、鬼高期のものと考えられる。

第 4号溝跡出土土器観察表

ロニ#1
10cm 

第27図第4号溝跡出土土器

No. 1器 種 1；↑至(12:)I体::□:［竺::、 1 :緑::j.面法ョ:ナ?。： I :：2 | ：/2。考

1 I 杯 1 口唇部は短く直立する。底 部外面ケズリ、内面箆ナデ。

料高 4.1 I部は丸底を呈する。 内外一淡茶褐色

第5号溝跡

B地点調査区の西側に位置し、重複する第 6号方形周溝墓や第 4号溝跡を切っている。遺構の遺

存状態は比較的良好である。

形態は、全長13.5m・幅80cmの比較的整った直線的な形態を呈し、確認面からの深さは20cm前後

ある。断面は、溝の両側とも若干傾斜して直線的に立ち上がり 、底面は比較的広く平坦である。覆

土は、 A軽石を多量に含む淡灰色土で、時期は覆土の状態より近世後半以降のものと考えられる。

第6号溝跡

B地点調査区中央部の西寄りに位置し、重複する第 6号方形周溝墓や第 2号溝跡・第 4号溝跡を

切っている。本溝跡の上面には、幅 3m・ 深さ30cm前後の規模の大きな堀状の掘り込みが存在する

が、これは調査前の現地表面で水田として利用されていたものであり、水田耕作による撹乱である。

本溝跡は南北方向に流路をとり、形態は幅55cm前後の比較的整った形態を呈している。確認面から

の深さは20cmであるが、掘削当初は40cm~50cmはあったものと思われる。断面は、やや丸みをもっ

て立ち上がり、底面は平坦である。覆土はB軽石と鉄斑を均ーに含む暗灰色粘土の単一層で、水路

として機能していたものと考えられる。
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出土遺物は、古墳時代を主体とする土器

片が覆土中より少量出土 しているが、本溝

跡に伴うものとしては第28図の瓦質の片口

鉢が 1点だけ出土している。本溝跡の時期

は、出土遺物や覆土の状態より中世のもの

と考えられる。

第 6号溝跡出土土器観察表

叫 器種 I法 量 形態 ・成形手法の特徴

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁

1 I片n鉢 I(25. 4cm) 部は「半月」状を呈し、 内面

は凹線状に窪む。

第 7号溝跡

l.0cm 

第28図第6号溝跡出土土器

調 整手法の特徴 胎土 ・色 調 備 考

口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒 口縁部1/5。

部外面縦方向のナデ、内面 環元焔焼成。

横方向のナデ。 内外ー暗灰色 瓦質。

B地点調査区中央部の西寄りに位置し、重複する第 6号方形周溝墓や第 3号土壊を切っている。

本溝跡は、西側に近接する中世の第 6号溝跡とほぼ平行した流路をとっており、調査前の現地表面

に存在した小道の直下にあたる。

形態は、幅70cm~95cmの比較的整った形態を呈し、確認面からの深さは15cmある。断面は、緩や

かに立ち上がり、底面は丸みを帯びる。覆土は、 A軽石を多量に含む淡灰色土の単一層である。

出土遺物はなく、時期は覆土の状態より近世後半以降のものと考えられる。

第 8号溝跡

B地点調査区の南東側に位置し、中世の水田層と考えられる暗灰色粘土層下より検出されている。

調査区内では南西から北東方向に向かってほぼ直線的な流路をとっており、北側2.5mに位置する中

世以降の第 3号溝跡とほぽ平行している。

形態は、幅25cm前後の比較的整った形態を呈し、確認面からの深さは15cmを測る。断面は、溝の

両側とも若干傾斜して直線的に立ち上がり、底面は狭いが平坦をなしている。覆土は、 B軽石と鉄

斑を均ーに含む黒褐色粘土の単一層である。

出土遺物は土器片が少量出土しているが、本溝跡に伴うものはない。本溝跡の時期は、覆土の状

態より中世のものと考えられる。
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第W章 高縄田遺跡の発掘調査

第 1節 遺跡の概要

本遺跡は、児玉町大字吉田林字高縄田に所在し、沖積低地内の標高86mを測る現水田内に立地し

ている。地形的には平坦で周囲との比高差はないが、北側に向かって非常に緩やかに傾斜している。

調査地点は、表土が浅く現水田耕作土下で遺構が確認できるが、住居跡等の遺構の遺存状態はあま

り良好とは言えない。このことから、調査地点及びその周辺は、本来は周辺の水田部よりも若干高

い微高地状の地形か、あるいは自然堤防の西側縁辺部であったことが推測され、後世の開墾や耕作

によりかなり強く削平を受けていることが推測される。なお、今回の調査地点では、その西側の第

1号住居跡や第 1号溝跡の上面に、氾濫によると思われる砂利層が薄く被覆していた。

調資区域は、南北に走る小排水路の調査で第 1号住居跡と第 1号溝跡の一部が確認されたが、周

辺の表土が非常に浅いことから、ほ場整備の地成り整地作業によっても破壊される可能性が高いと

考えられたため、その東側を拡幅して第 2号住居跡を検出した。さらに調査区域の周辺を確認調査

したが、関連する遺構はこれらの他にはまったく確認されず、比較的小規模な集落であったことが

推測される。

検出された遺構は、いずれも古墳時代の和泉期と考えられる住居跡 2軒と溝跡 1条である。住居

跡は、第 1 号住居跡が規模 5mの炉•主柱穴・貯蔵穴等の住居内施設をもつ中形の一般的な住居であ

るが、第 2号住居跡は規模 3mのかなり小形で炉以外の施設をもたないやや特異な住居と言えるも
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第30図 高縄田遺跡調査位置図
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のである。この 2軒の住居跡は、住居の主軸方向をいずれも北東方向のN-20°-Eに揃え、さらに

住居の北東側壁も同一線上に一致した計画的な配置をと っており、北側の第 1号溝跡の流路に規制

された配置であることが推測される。この 2軒の住居跡は、 ともに焼失したことが推測されること

からも、おそらく同時に存在した可能性が高いと考えられるが、住居の規模や構造には大きな差異

が見られ、極端に規模が小さい第 2号住居跡は第 1号住居跡に付属あるいは隷属した住居？である

可能性も考えられよう 。

第 1号溝跡は、その規模や形態から幹線的な水路と考えられるもので、調査区内では北西から南

東に向いた直線的な流路を取っている。どちらに向かって流れていたかは、調査区内では判断でき

なかった。溝の掘削時期は、住居跡との位置関係から住居跡と同時期か若干先行すると考えられる

が、埋没時期は住居跡の廃絶よりも遅く、和泉期終末から鬼高期初頭と考えられる。
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第2節 検出された遺構と遺物

1.住 居跡

第 1号住居跡（第32図）

第 1号溝跡の南側 3mに位置し、西側約 8mには第 2号住居跡がある。遺構上面には氾濫による

と思われる砂利層が薄く被覆していたが、すでに周辺は強い削平を受けていたらしく、遺構の遺存

状態はあまり良好とは言えない。

平面形は、若干平行四辺形のように歪んだ方形を呈し、規模は北東～南西方向5.25m ・北西～南

東方向5.12mを測る。主軸方位は、N-20°-Eをとると考えられ、北側の第 1号溝跡と住居の向き

を直交させている。

壁は、各壁とも直線的にやや外傾して立ち上がり、 北東側壁で最高20cm・南側コーナ一部で最低

3 cm残存している。各壁下には、幅20cm・深さ 5cm~ 10cmの壁溝が全周している。覆土は、焼土粒

子と炭化粒子を含む暗褐色土である。

床面は、ロームブロックを埋め戻した貼床式で、ほぼ水平で平坦に作られている。主柱穴に囲 ま

れた内側はロームブロックが顕著で比較的堅緻であるが、壁際に近い周辺部はロームブロックの少

ない黒色土を主体として埋め戻されておりやや軟弱である。床面上からば焼土塊や炭化材が多く見

られたが、特に住居の北側コーナ一部周辺に大量の焼土塊や大きな炭化材が顕著に認められる。こ

のことから、本住居跡は焼失したものと推測される。

炉は、主柱穴に囲まれた住居中央部のやや北側コーナー側に寄った場所に位置する。掘り込みを

伴わない床面がただ焼けているだけの地床炉で、直径46cmの円形に焼けている。

住居に伴うと考えられるピットは、 6箇所検出されている。Pl~4が主柱穴で、住居の対角線

上に位置している。平面形は直径30cm~35cmの円形を呈し、深さはいずれも35cm程度とそろってい

る。 p5は、南東側壁の壁際中央部に位置する。 27cmX 18cmの楕円形を呈し、深さは 5cmを測る。

P6は、いわゆる貯蔵穴と考えられるもので、南側コ ーナ一部に位置し、77cmX6lcmの楕円形を呈

する。深さは37cmあり、中からは何も出土しなかった。

出土遺物は、土器が出土しているが破片を含めても非常に少ない。1は、和泉式に特徴的なほぼ

完形の小形丸底壷で、住居北東側壁際中央の床面上より正位の状態で出土している。2は、小形鉢

第 1号住居跡出土土器観察表

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整 手法 の特徴 胎土・ 色調 備 考

口径 8.8cm 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。頸 片岩粒・角閃石 ほぽ完形。

部は直線的に外傾し、口唇 部内面シボリ 。休部外面上 白色粒

1 小形丸底壷 器高 8.5cm 部は短く上方に向く。体部 半ナデ、下半ケズリ。内面 体部外面に

は偏平ぎみで、底部は小さ 指ナデ。 帯状の黒斑

底径 3.2cm な平底を呈する。 内外ー明茶褐色 あり。

2 小形鉢 底部径 底部は薄く、平底を呈する。 外面ナデ、内面箆ナデ。 赤色粒 ・白色粒 底部のみ。

4.0cm 内外ー黒褐色

3 高杯 残存 高 粘土紐巻き上げ成形。脚柱 脚柱部外面ケズリの後ナデ、 白色粒 脚柱部のみ。

10.5cm 部はやや膨らみをもつ。 内面ケズリ 。 内外一橙褐色

-35 -
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の底部と思われる破片で、住居南東側壁下の壁溝内から出土している。3は、高杯の脚柱部で、住

居南東側壁際の床面より若干浮いた状態で出土している。本住居跡の時期は、

り古墳時代の和泉期と考えられる。

これらの出土土器よ

第 2号住居跡（第34図）

第 1号住居跡と同様に第 1号溝跡

の南側2.5mに位置し、第 1号住居跡

と住居の主軸方向と北東壁をそろえ

て配置されている。本住居跡の周囲

では、西側の第 1号住居跡の上面を

被覆していた氾濫によると思われる

砂利層はま ったく見られなかった。

遺存状態はあまり良好ではなく、か

ろうじて住居跡が残存していたよう

な状態であり、また住居跡の東側は

すでに削平されているため、その全

容は不明である。

平面形は、残存する部分から推測
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第34図第2号住居跡

すると、比較的整った方形もしくは長方形を呈すると思われる。規模は、北東～南西方向3.20m・ 

北西～南東方向は2.72mまで測れる。主軸方位は、N-20°-Eをとると考えられ、第 1号住居跡と

同様に北側の第 1号溝跡と住居の向きを直交させている。

壁は、かろうじて残存しているが、南東壁はすでに削平されているため不明である。確認面から

の深さは、残存する各壁とも 2-4 cm程度である。各壁下とも壁溝は見られない。覆土は、焼土粒

子と炭化粒子を含む暗褐色土である。

床面は、地山を直接床面にした直床式で、ほぽ水平で比較的平坦に作られている。床面上には焼

土粒子や炭化粒子の分布が顕著に見られ、北側コーナ一部付近では中央部の炉ほどではないが一部

床面が焼けている箇所がある。明確ではないが、おそらく本住居跡も第 1号住居跡と同様に焼失し

た可能性が考えられる。

炉は、住居中央部のやや北東壁に寄った場所に位置し、東端を後世の浅いピットに切られている。

掘り込みを伴わない床面が焼けているだけの地床炉で、直径31cmの不整円形に焼けている。

住居内からはビットが2箇所検出されているが、

はなく、後世のものである。

これらは覆土の状態から本住居跡に伴うもので

出土遺物は、遺構の遺存状態を反映してか非常に少なく 、和泉式と思われる土器片がごく少量出

土しただけである。本住居跡の時期は、出土遺物が極めて少ないため明確ではないが、住居跡の形

態や他の遺構との計画的な位置関係から見ても 、第 1号住居跡や第 1号溝跡と同一時期のものと推

測されよう。
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2.溝 跡

第 1号溝跡（第35図）

本溝跡は、第 1号住居跡と第 2号住居跡の北側約 2~3mに

位置する。調査区内では北西方向～南東方向に直線的に延びて

おり、おおよそ等高線に沿うような流路をと っている 。規模は、

確認面で上幅2.80m ~ 3. OOmとほぼ均一の幅をなし、確認面か

らの深さは100cm~110cmあり、調査区内ではほぼ一定してい

る。

断面形態は、上半部は非常に緩やかな傾斜で、中位より急激

に方向を変えて直線的に落ち込み、底面は40cm~50cmの一定の

幅で平坦である 。溝の南側壁面の下部には段状の狭い平坦面が

見られるが、部分的であるため、溝に付随する構造のものか掘

り返しによる溝底面のずれによるものかは明らかではない。

覆土は、 7層に分かれる。このうちの第 2層と第 4層は、自

然的な堆積層 （第3層・第 5層）を切るような土層であり、掘り

込みの形態はあまり整然としたものではないが、おそらく l~

2回の掘り返しが行われたものと思われる。

出土遺物は、覆土中より比較的多くの土器が出土しているが、

完形品はない。これらはいずれも和泉期のもので、溝の埋没過

程中に投棄されたものであるが、 3のような口縁部の外反が弱

〗／〗［口／：；；：：：：：
第5層：淡灰色土層（白色粒子・マンガン塊を多量含む。粘性に富み、し

まりはない。）

第6層：暗黄灰色土層（黄色粘土粒子・白色粘土粒子を多量含む。粘性・

しまりともない。）

第7層：灰色土層（粘土ブロック・白色粒子を均ーに含む。粘性に富み、

しまりはない。）
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第35図 第 1号溝跡
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くやや長胴ぎみの甕など、他に比べてやや後出的なものもあり若干の時間幅が伺えるが、概ね第 1

号住居跡や第 2号住居跡と同時期と見てよいであろう。

第 1号溝跡出土土器観察表

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手 法の特徴 胎土 ・色 調 備 考

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・ 小石 口縁部1/3。

1 甕 (19. 4cm) 部は緩やかに外反し、口唇 部外面ナデの後ケズリ、内 外一淡褐色

部内面は窪む。 面箆ナデ。 内一黒褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。D縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・赤色粒 口縁部1/2。

2 甕 (13. 2cm) 部は緩やかに外反し、口唇 部内外面ナデ。

部は上方に向く 。 内外一淡橙褐色

口径(15.2) 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・赤色粒 約1/2。

3 甕 器高 244 部は緩やかに外反する 。胴 部外面ケズリの後丁寧なナ

底径 6.8 部はやや長胴ぎみで、底部 デ、内面ナデ。 胴部下半は

は突出する 。 内外一橙褐色 荒れている 。

口径(14.0) 粘上紐積み上げ成形。D縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・小石 上半1/4。

4 甕 推定裔(18.8) 部は緩やかに外反する 。胴 部外面ハケの後丁寧なナデ。 黒色粒・白色粒 下半1/2。

底径 6.0 部は中位に最大径を有し、 内面上半ハケの後ケズリ、

底部は若干突出する。 下半ナデ。 内外ー暗茶褐色

胴部と台部を接合後、外側 胴部外面ケズリ、台部外面 白色粒 接合部のみ。

5 台付甕 に粘土を貼り 付けて補強し ナデ。内面ナデ。 外一淡橙褐色

ている。 内ー暗褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。体部 口縁部外面ヨコナデ。体部 白色粒・赤色粒 約1/4。

6 鉢 (22. 2cm) は内湾しながら開き、 D縁 内外面祖いハケの後ナデ。

部は緩やかに外反する 。 内外一明茶褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面箆ナデ、外面 白色粒・赤色粒 口縁部1/4。

7 小形甑 (21. 4cm) 部は粘士紐の積み上げによ 上端指押さえ。体部外面ナ 外ー暗褐色

る雑な複合状を呈する。 デ、内面箆ナデ。 内一暗茶褐色

残存高10.0 粘士紐積み上げ成形。胴部 頸部内外面ヨコナデ。胴部 片岩粒・白色粒 約1/4。

8 鉢 は張り、最大径を中位に有 外面ケズリの後ナデ。内面 外一茶褐色 外面に黒斑

底径 5.7 する。底部は突出する。 ナデ。 内ー暗褐色 あり。

口径(9.9) 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・赤色粒 約3/4。， 小杉丸底壷 料高 8.5 部は直線的に外傾する。体 部外面ケズリの後ナデ、内 角閃石

底径 I. 8 部は張り、球形を呈する。 面指ナデ。

底部は小さな平底を呈する。 内外ー暗橙褐色

口径(11.4) 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。頸 白色粒・赤色粒 約2/3。

10 鉢 料高 7.5 部は緩やかに外反する。体 部外面指押さえ。体部外面

底径 4.4 部は膨らみを持つ。底部は 上半ナデ、下半ケズリの後 外ー暗褐色 器表面は荒

突出し、中央部が若干窪む。 ナデ。内面箆ナデ。 内一淡褐色 れている。

11 鉢 底部径 粘士紐積み上げ成形。底部 体部外面ナデの後ケズリ、 白色粒・赤色粒 底部のみ。

5.4cm は厚くやや突出する。 内面箆ナデ。

残 存高 粘土紐巻き上げ成形。脚柱 脚柱部内外面ナデ。脚端部 白色粒・赤色粒 脚柱部のみ。

12 高 杯 9. 1cm 部は膨らみをもって広がり、 内外面ヨコナデ。

脚端部は緩やかに外反する 。 内外一淡褐色

13 高 杯 残 存高 粘土紐巻き上げ成形。脚柱 脚柱部外面ケズリの後ナデ、 白色粒・赤色粒 脚部のみ。

8.0cm 部・脚端部は直線的に開く 。 内面ケズリ 。脚端部ナデ。 内外一淡橙褐色
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第V章 樋越遺跡の発掘調査

第1節 遺跡の概要

本遺跡は、児玉町大字吉田林字樋越に所在し、標高85mを測る微高地の北東側縁辺部に立地して

いる。本遺跡の南側約150mには本書の第w章で述べた高縄田遺跡があり、北東側約150mには本書

の第VIII章で述べる鶴蒔遺跡が位置する。また、本遺跡の北西側約100mには女堀川が北流している。

調査区域は、主に畑と して利用されていたが、調査区と水路を挟んで東側の水田とは標高差がほ

とんどなく、西側の水田との比高差は15cm~40cm程度であ った。調査区近辺の水田部の地割り区画

には、かなり崩れてはいるものの、条里形地割りの痕跡が部分的に認められ、調査区の東側に接し

て流れている現在の水路も、ほぼ条里の坪線に部分的に沿った流蹄をと っている。

検出された遺構は、溝跡12条と土壊4甚である 。この他には、調査区の中央部から北側にかけて、

縄文時代中期（加曽利E皿式）の倒木痕が4箇所検出されている。溝跡は、そのほとんどが水路と考

えられるものである。時期は、古代（真間期前半）及びその可能性の高いもの （第3・ 7 ・ 8 ・ 9 ・ 10号

溝跡）、中世後半頃のもの （第2・ 12号溝跡）、近世後半以降のもの（第 1・4・5・6・11号溝跡）の 3時

期に分けられる。古代～中世の溝跡は流路を東西方向かあるいは南西から北東方向にとり、近世後

半以降の溝跡は南北方向にと っているものが主体的である。

古代（真間期前半）の溝跡は、調査区の北側で 4条の溝跡（第7~10号溝跡）が密集して検出されて
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いる。これらの溝跡は、ほ とん

ど重複せずにいずれも一定の距

離を置いて南西から北東方向に

向かってほぼ並行した流路をとっ

ており、覆土の類似性か らも、

ほぼ同時に存在した溝群として

捉えられるものである。この溝

群は、中央の幹線水路 （第8号

溝跡）と西側調査区外の上流で

この幹線水路から分岐した枝溝

群（第7・ 9 ・ 10号溝跡）と考えら

れ、ほ場整備施工前の水田部で

多く見られた、水温調節のため

に幹線水路の分水口から各水田

の水口までの導水路の距離を非

常に長くとる枝溝が複数並走す

る導水形態が、古代にすでに行

われていたことが具体的に明ら

かになったことは注目される。

また、この溝群は条里形地割り

とま ったく 一致しない流路をと っ

ていることから、その掘削にお

いて条里の地割りに規制されて

いないことが伺え、調査地点の

周辺に部分的に見られる条里形

地割りの痕跡から推測される本

遺跡周辺における条里形地割り

の施工が、この溝群が掘削され

た古代の時期まで朔らないこと

を示唆している。

土壊は、いずれも出土遺物が

ないため、その明確な時期や性

格はよく解らないが、覆土の観

察や重複関係から見て、古代以

前（第 1号土城）と中世以降のも

の（第2~4号土城）がある。

X 22360 

X 99340 

゜
10m 

第38図樋越遺跡全測図
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第 2節 検出された遺構と遺物

1.溝跡

第 1号溝跡

A地点東側の調資区に沿って断続的に検出されている。調査区内では溝の西側の壁しか検出され

ていないため、その全容は不明であるが、そのすぐ東側には現在の水路が同様の流路をとって北流

しており、その元水路か掘り返し以前の旧流路と考えられる。覆土は、A軽石を多量に含む細砂を

主体としている。時期は、近世後半以降である。

第2号溝跡（第39図）

A・B両地点の調査区南端付近に位置する。B地点に比べてA地点の調壺区南端は、後世の耕作

により南に向かってかなり 強く削平されているため、遺構の遺存状態が悪く、溝の下半部しか残存

していなかった。本溝跡は、ほぼ東西方向に流路をとっているが、調査区域が狭くまたA・B両地

点が離れているため明確ではないが、おそらく西から東に向かって流れていたものと思われる。

規模は、 B地点で幅122cm~130cmを測り、確認面からの深さは34cmある。断面の形態は二段になっ

ており、上半部はかなり緩やかに傾斜しているが、下半部は方向を変えてやや急傾斜になっている。

底面は40cmの均ーな幅で、平坦である。

本溝跡の時期は、出土遺物がないため、明確な時期は不明であるが、覆土中にB軽石を均ーに含

むことから、中世のものと考えられる。

第 3号溝跡（第40図）

A地点の調査区中央部に位置し、重複する第 1号土城を切っている。調査区内ではほぼ東西方向

に向いて直線的な流路をとっている。規模は、上幅130cmの均ーな幅で、確認面からの深さは40cm

を測る。壁は、内湾しながら緩やかに立ち上がる。底面は、幅30cm~40cmの平坦な面をなすが、調

資区内の東西両端ではほとんど比高差はない。

本溝跡の時期は、出土遺物がまったくないため明確にできないが、覆土の状態は調査区北側の古

代の溝群（第 7~10号溝跡）と類似しており、おそらくそれらの溝群と同時期の可能性が高いと考え

られる。おそらくは、その流路の方向からすると、上流において北側溝群の幹線的水路である第 8

号溝跡から分岐した可能性が推測される。

第 4号溝跡

A地点の調査区北側に位置し、重複する第 7~10号溝跡を切っている。流路は、南北方向に蛇行

しており、西側に位置する第 5号溝跡と並走している。両者は覆土も同一で、おそらく同時期のも

のと考えられる。調査区内では約llmほど確認されているが、南北両側はすでに削平されている。

幅は60cm~80cmあり、確認面からの深さは 8cm程度を測る。壁は緩やかに立ち上がり、底面は平坦

であるが、北に向かって低くなっている。覆土は、 A軽石を多量に含む細砂を主体としている。時

期は、近世後半以降である。
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第12号溝跡土層説明

第 1層：黒茶褐色土層 （鉄斑．

B軽石を均ーに含む。

粘性はな く、 しまりを

有する。）

第 2号溝跡土層説明

第 1層：暗灰褐色士層 （鉄斑

B軽石を均ーに含む。

粘性に富み、しまりを

有する。）

第2層：暗灰色土層（鉄斑 ．B

軽石を均ーに、マンガ

ン塊を微量含む。粘性

に富み、しまりを有す

る。）

第3層：黒灰色土層（鉄斑を多

量に含む。粘性に富み、

しまりを有する。）

第 3号溝跡土層説明

第I層：淡灰色土層 （現耕作

土。）

第 1I層：暗茶灰色土層 （マン

ガン塊を均ーに、 B

軽石を微量含む。粘

性・しまりともな

い。）

第 1層：暗褐色土層 （鉄斑．

マンガン塊を均ーに

含む。粘性・しまり

ともない。）

第2層：暗灰色土層（鉄斑を

微量含む。粘性に富

み、しまりはない。）

゜
2m 

第3層：暗灰色土層（鉄斑・

砂を均ーに含む。粘

性に富み、しまりは

ない。）

第39図 第2 • 12号溝跡 第40図第3号溝跡
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第 5号溝跡

A地点の調資区北側に位置し、重複する第 7~10号溝跡を切っている。流路は南北方向に蛇行し

ており、おそらくその南端で第 1号溝跡より分岐したものであろう。本溝跡の東側には約90cmの間

隔をもって第 4号溝跡が並走しており、両者の間には畦が存在したものと考えられる。規模は、上

幅 lmとほぼ均ーで、確認面からの深さは最高で30cmを測る。壁は直線的に立ち上がる。底面は幅

20cm~40cmあり、北に向かって低くなっている。覆上は、第 1号溝跡や第 4号溝跡と同じく、 A軽

石を多量に含む細砂を主体としている。時期は、近世後半以降である。

第6号溝跡

A地点の調査区北側に位置する。重複する第 5号溝跡を切っている。流路は、ほぽ東西方向を向

いているが、西側は途中で切れており、東端は第 1号溝跡に合流している。規模は、上幅60cmと均

ーで、確認面からの深さは15cmを測る。壁は緩やかに立ち上がる。底面は平坦で、東に向かって低

くなっているが、東端の第 1号溝跡と合流する部分では、一段深くなっている。これらの形態より、

おそらく、本溝跡は第 1号溝跡に水を落とすための排水と考えられる。覆土は、第 1号溝跡や第 4

号溝跡及び第 5号溝跡と類似する A軽石を多量に含む細砂を主体としている。時期は、近世後半以

降である。

第 7号溝跡（第41図）

A地点の調査区北側に位置し、重複する第 4・5号溝跡や第 2・3号土城に切られている。流路は、

若干湾曲ぎみに南西から北東方向に向いており、調査区内で検出された溝跡の中では最も規模の大

きい北西側に近接する第 8号溝跡と流路を同じくして並走している。規模は、上幅が90cm~110cm 

あり、確認面からの深さは30cmを測る。壁は、内湾ぎみに緩やかに立ち上がっているが、溝の東側

半分からは壁の下半で段をもち、そこから方向を変えて急傾斜になっている。底面は、約30cmの均

ーな幅で平坦をなすが、やや小さな凹凸が見られる。

出土遺物は、縄文時代中期の加曽利E皿式土器、古墳時代後期以降の土師器の破片が覆土中より

少量出土しただけである。本溝跡の時期は、出土遺物がごく少量であるため明確にできないが、覆

土の状態は北西側の第 9号溝跡と同ーで、古代の第 8号溝跡と類似することから、それと同時期の

ものと考えられる。おそらく調査区外の上流で北西側の第 8号溝跡から分岐されたものと思われる。

第8号溝跡（第41図）

A地点の調査区北側に位置し、重複する第 4・5号溝跡に切られている。流路は、第 7号溝跡と同

じく若干湾曲ぎみに南西から北東方向に向いており、第 7号溝跡と約1.3m離れて並走している。北

西側にも第 7号溝跡と類似した形態の第 9号溝跡が同程度離れて並走しており、本溝跡の南西側に

は第 9号溝跡の旧分水口が見られる。

規模は、上幅で2.5m~2.9mあり、確認面からの深さは60cmを測る。溝断面の形態は、緩やかな

弧状を呈し、底面は丸みをもち北東に向かって低くなっている。覆土は暗褐色土を主体とするが、
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瓢
7号溝

8号溝

゜
2m 

9 ・ 10号溝
第42図 第 7~10号溝跡土層断面図

第 7~10号溝跡土層説明

第I層：淡灰色土層 （現耕作士。）

第 I'層：淡灰褐色土層 （旧耕作士。）

第II層：暗茶灰色上層 （マンガン塊を均ーに、 B軽石を微量含む。粘性 ・しまりともない。）

第1層：暗褐色土層 （白色粒子・鉄斑を均ーに含む。粘性・しまりともない。）

第2層 ：暗灰色土層（鉄斑 ・マンガン塊を微量含む。粘性に富み、しまりはない。）

第3層：暗茶褐色土層（鉄斑を均ーに含む。粘性・しまりともない。）

第4層：暗褐色土層 （鉄斑・マンガン塊を均ーに含む。粘性・しまりともない。）

第4'層：暗褐色土層 （砂を多量に、鉄斑・マンガン塊を均ーに含む。粘性・しまりともない。）

第 5層：暗褐色土層（砂利を多量に、鉄斑・マンガン塊を均ーに含む。粘性・しまりともない。）

三 三 2
0 10cm 

~ 3 

第43図 第 8号溝跡出土土器

第 8号溝跡出土土器観察表

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土・ 色調 備 考

D縁部径 口縁部は比較的短く、緩や 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 D縁部1/4。

1 lIIl (19. 0cm) かに外反する。器高は低く、 部外面ケズリ 、内面ナデ。

推 定高 体部は内湾しながら開く 。 内面に煤の

(4.0cm) 底部は丸底を呈する。 内外一橙褐色 付着あり。

口径13.4cm 口縁部は短く内湾する。体 内面及び口縁部外面ヨコナ 黒色粒・白色粒 約3/4。

2 杯 部は内湾ぎみに開き、底部 デ。体部外面ケズリ 。

器高 3.9cm は丸底を呈する。 内外一明茶褐色

口縁部径 口縁部は短く内湾する。体 口縁部内外面ヨコナデ。体 角閃石 ・白色粒 約3/4。

3 杯 (10. 8cm) 部は内湾ぎみに開き 、底部 部外面ケズリ、内面ナデ。

は丸底を呈する。 内外ー暗褐色
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底面付近には砂や砂利の堆積が顕著に見られる。

出土遺物は、真間期前半の土器片が比較的多く出土している（第43図）。この他では、縄文時代中

期後半の土器片や石鏃 l点及び古墳時代後期の鬼高式土器の破片などが少量出土している。本溝跡

の時期は、出土遺物より古代の真間期前半頃と考えられる。

本溝跡は、調査区内で検出された溝跡の中では最大の規模であることから、並走する同時期と推

測される溝群の幹線的水路と考えられる。本溝跡の両側に並走する第 7・ 9 ・ 10号溝跡は、おそらく

上流において本溝跡から分水のために分岐した枝溝であろう 。

第 9号溝跡（第41図）

A地点の調査区北側に位置し、重複する第 4・5号溝跡に切られている。流路は、南東側の第 7号

溝跡や第 8号溝跡と同じく、若干湾曲ぎみに南西から北東方向に向いており、幹線水路と考えられ

る第 8号溝跡と 1.2m ~ 1. 5m離れて並走している。規模は、上幅が1.2m ~ 1. 4mあり、確認面から

の深さは40cmを測る。壁は、直線的に緩やかに立ち上がるが、壁の下半で段をもち、そこから方向

を変えて急傾斜になっている。底面は、溝跡の南西側は約20cmであるが、北東側は約30cmと若干広

くなっている。全体に細かな凹凸が顕著に見られる。本溝跡では、ちょうど近世後半以降の第 4.

5号溝跡と重複している付近で、南東側の第 8号溝跡に近接するように若干蛇行し、その南西側延

長に第 8号溝跡と本溝跡を結ぶ浅い溝跡が見られる。これは、本溝跡が掘削された当初の分水口と

考えられ、本溝跡はこの第 8号溝跡からの分水口が、後に調査区外のもっと上流に付け替えられた

ことにより、掘り返されたものであることが伺える。

出土遺物は、真間期の土師器の破片が少量出土しただけである。本溝跡の時期は、出土遺物がご

く少量であるため明確にできないが、覆土の状態は南東側の第 8号溝跡と類似し、またそれから分

岐された水路と考えられることから、第 8号溝跡と同時期の真間期前半頃のものと推測される。

第10号溝跡（第41図）

A地点の調査区北側に位置し、厘複する第 4・5号溝跡に切られている。流路は、南東側の第 7~

9号溝跡と同じく、若干湾曲ぎみに南西から北東方向に向いており、第 9号溝跡から1.4m-2.0m 

離れて、それらの溝群と並走している。本溝跡は、その中央付近から第10a号溝跡と第10b号溝跡

の2本に分岐しており、その分水口から約 8m並走した後、北側の第10a号溝跡は北に向かって大

きく流路を変え、南側の第10b号溝跡も調査区の北東端で北に流路を変えるようである。

規模は、溝の南西側で上幅が1.6mあるが、北東側で第10a号溝跡と 10b号溝跡の 2本に分岐し

た後は、それぞれ50cm程度の規模とな っている 。確認面からの深さは15cmを測る。溝断面は、並走

する南東側の第 7号溝跡や第 9号溝跡と類似した形態を呈している；底面は、分岐前と分岐後も幅

20cmと均ーで、比較的平坦である。

出土遺物がまったくないため、本溝跡の時期は明確にできないが、覆土は南東側の第 7~ 9号溝

跡と類似しており、また流路も並走していることから、それらの溝群と同時期の可能性が高いと推

測される。おそらく、調資区外の上流で第 8号溝跡から分岐した水路であろう 。
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第11号溝跡

A地点の北側に位置する 。調査区内ではほぼ南北方向を向き、直線的に約6.5mにわたって検出

されているが、溝の南端は途切れている。幅は20cm~30cmあり、確認面からの深さは最高で 8cmを

測る。底面は10cmの均ーな幅で、比較的平坦である。覆土は、ローム粒子を微量に含む黒褐色土の

単一層である。本溝跡の時期は、出土遺物がまったくないため明確にできないが、覆土の状態は南

側の第 7~10号溝跡と類似しており、それらの溝群と近時した時期の可能性が高いと思われる。

本溝跡は、他の古代の溝群と異なり、小規模で直線的な形態を呈している。調査区内で検出され

た部分が短いためその性格は不明であるが、溝の南端部が途切れていることから、水路とは異なる

性格の溝である可能性も考えられる。

第12号溝跡（第39図）

B地点の調査区中央部に位置する。流路は、南西から北東方向にとり、南側の第 2号溝跡とほぼ

同じ方向に向いている。規模は、上幅で62cmあり、深さは30cmを測る。断面の形態は、 Vの字状に

壁が直線的に立ち上がる形態を呈している。底面は、 15cm前後の比較的均ーな幅でやや丸みをもち、

北東側に向かって低くなっている。本溝跡の時期は、出土遺物がまったくないため明確にできない

が、覆士にB軽石を均ーに含むことから中世のものと考えられる。あるいは、 AB両地点の中間あ

たりで、南側の第 2号溝跡から分岐された溝である可能性も推測される。

2.土壌

第 1号土壌（第44図）

A地点の調査区中央部南寄りに位置する。重複する古代と推測される第 3号溝跡によって、士城

の北側を切られているため、その全容は不明である。

平面形は、残存する部分から判断すると楕円形に近い形態を呈するものと推測される。規模は、

南北方向は190cm、東西方向は152cmまで測れる。確認面からの深さは10cmあり、比較的浅い。底面

は平坦でほぼ水平をなし、中央部の南西寄りと東寄 りの2箇所に浅いピットがある。土城の長軸方

向は、 N-22°-Eをとる。

出土遺物は、西側の壁際より自然石が 1個出土しただけである。本士城の時期は、出士遺物がほ

とんどないため明確にできないが、第 3号溝跡に切られていることから、古代以前の所産であるこ

とが伺える。

第 2号土壌（第44図）

A地点の調査区北側の東端に位置し、重複する第 7号溝跡と第 3号上城を切っている。平面形は

不整形を呈し、規模は南北方向194cm・東西方向198cmある。上半部は深さ50cmで平坦になっている

が、中央部は86cmX 105cmの不整円形の筒状に深くなっている。確認面からの深さは114cmを測る 。

本土墟の形状は井戸に類似しているが、その性格は不明である 。時期は、出士遺物がないため明

確ではないが、覆土中に B軽石を均ーに含むことから、中世のものと推測される。
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第44図第 1~3号土壌

第 3号土塘（第44図）

A地点の調査区北側の東端に位置する 。重複する第 7号溝跡を切り、第 2号土堀に切られている。

平面形は、北側を第 2号上城に切られているため不明である。 規模は、東西方向182cm・南北方向

は112cmまで測れる。形状は第 2号土城と類似し、上半部は緩やかに立ち上がっているが、中央部は

不整楕円形の土城状に深くなっている。確認面からの深さは67cmを測り、底面は平坦であるが北東

側に向かって若干傾斜している。覆土は、上半がB軽石とロ ーム粒子を均ーに含む黒褐色士で、下

半は鉄斑やマンガン塊をふくむ暗褐色土であった。遺物はまったく出土しなかった。

本土城の時期は、覆土の状態より中世のものと推測される。

第4号土塘（第39図）

B地点の調査区中央部に位置する。調査区内で検出されたのは、土城の東側半分だけであるため、

本土壊の全容は不明である。

平面形は、調査区内で検出された部分から推測すると、比較的整った方形か長方形を呈するもの

と思われる。規模は、南東から北西方向72cm・南西～北東方向は83cmまで測れる。確認面からの深

さは10cm程度で、比較的浅い。底面は広く平坦をなしている。覆土は、 B軽石・ローム粒子・炭化

粒子を微量に含む暗褐色土を主体にしている 。遺物はまったく出土しなかった。

本士壊の時期は、出士遺物がまったくないため明確にできないが、覆土の状態からは中・近世の

ものと推測される。
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第VI章 梅沢遺跡C地点の発掘調査

第 1節遺 跡の概要

本遺跡は、女掘川中流域の標高70mを測る自然堤防上に立地する古墳時代の集落跡である。この

集落跡は、本地点の北側約100mの川越田遺跡（富田・赤熊1985、恋河内1993)や北東側約300mの後

張遺跡（立石1982・ 1983)と有機的に連環する様相が見 られ、 古墳時代を通じて営まれた当地域の中

心的大集落の一部を構成していたものと推測される。

本遺跡の発掘調査は、昭和57年に児玉工業団地の取 り付け道路建設に伴う県道（現国道 462号線）

拡幅工事に伴って、埼玉県埋蔵文化財調査事業団により A区と B区の 2地点が調査されている （富

田・赤熊1985)。そのため、今回の調介地点を C地点と呼称し、遺構番号はAB両地点からの続き

番号をつけている。

今回のC地点の発掘調査で検出された遺構は、竪穴式住居跡11軒・土壊 2基・溝跡 2条であり、

時期不明の土壊 2基と近世後半以降の第 2号溝跡以外は、すべて古墳時代に属すものである。これ

らの遺構は調査区内での密集度が高く、すべてが重複しているため、遺構の全容が判断できるもの

は少ない。時期は、第36号住居跡が前期に潮る可能性がある他は、すべて和泉期～鬼高期である 。

この中で特に注目されるものは、和泉期の第37号住居跡か ら出土した羽口である。その大きさや形

態より小鍛治に使用されたものであることが推測されるが、該期のものは他にあまり例がなく、貴

重な資料と言えよう 。また、調査区の南東側に位置する第 1号溝跡は、古墳時代後期に埋没したも

ので、その埋没の様相や時期が川越田遺跡B地点（恋河内1993)で検出された河川跡と類似している

ことは、両者の有機的な関係が伺え、本集落周辺の開発や自然環境の変化の一面を示すものとして

注目されよう 。

第45図梅 沢遺跡C地点位置図
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第46図梅 沢遺 跡C地点全測図
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第 2節検出された遺構と遺物

1.住居跡

第27号住居跡 （第47図）

調査区の北東端に位置する。重複する第28号住居跡を切っているが、住居跡の東側を第 1号溝跡

や近代以降の溝によって切られている。調査区内では住居の南西コ ーナ一部付近が検出されただけ

であるため、本住居跡の全容は不明である。

床面は、暗黄褐色土や暗褐色土を埋め戻した貼床式で、確認面からの深さは25cmある。南西壁下

には一部壁溝を伴う 。出土遺物は、覆土中より鬼高式の土器片がごく少量出土している。

第28号住居跡（第47図）

調査区の北東端に位置し、重複する第27号住居跡や第 1号溝跡に住居跡の一部を切られている。

調査区内では、住居の南西側の一部が検出されただけなので、本住居跡の全容は不明であるが、方

形かあるいは長方形を呈する比較的大形の住居跡のようである。

壁は、緩やかに立ち上がり、調壺区内で検出された壁下には壁溝は見られない。確認面からの深

さは、 10cm~20cmある。
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27 -̂
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2m 

第47図 第27• 28号住居跡

第27• 28号住居跡土層説明

第 1層：暗茶褐色土層 （白色粒子・鉄斑を均ーに、ロ ーム粒子 ・焼土粒子を微贔含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第2層：暗褐色土層 （白色粒子・ロ ーム粒子を均一に、焼土粒子 ・炭化粒子を微量含む。粘性・しまりともない。）

第3層：暗褐色土層 （ローム粒子を多贔に、ロ ームプロックを微鼠含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第4層：暗黄褐色土層 （ロームブロックを多量含む。粘性はなく、しまりを有する 。）

第5層：暗茶褐色土層 （白色粒子を多贔に、鉄斑 ・ローム粒子を均ーに含む。粘性はなく、しまりを有する。）
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床面は、地山を直接掘り窪め

た直床式で、掘り方は伴わない

ようである 。比較的平坦である

が、全体にやや緩やかな起伏が

見られ、調査区内ではあま り堅

緻な部分は見られない。

出土遺物はあまり多くはない

が、住居跡中央部の床面上より、

ほぼ完形の小形壷と高杯が正位

で並んで出土している。

第28号住居跡出土土器観察表

2
 10cm 

第48図 第28号住居跡出土土器

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎 土・ 色調 備 考

口径11.3 粘土紐輪積み成形。口縁部 口縁部内外面ハケの後ヨコ 片岩粒・赤色粒 ほぼ完形。

1 小形壷 器高16.4 は内湾ぎみに外傾する。胴 ナデ。胴部外面上半ハケの 白色粒

底径 3.3 部は張り、最大径を中位に 後ナデ、下半ナデ。胴部内 外面に黒斑

有す。底部は小さな平底。 面ケズリの後下半指ナデ。 内外一茶褐色 あり 。

口径19.4 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ハケの後ナデ、 片岩粒・赤色粒 ほぼ完形。

部は直線的に外傾し、杯部 その後雑なミガキを加える。

2 高 杯 器高15.2 下端はやや小さい。脚柱部 脚柱部外面ケズリの後ナデ、

・脚端部とも直線的に開く 。 脚端部外面ハケの後ヨコナ

脚糾13.5 デ、内面ハケ。 内外一明茶褐色

第29号住居跡（第49図）

調査区の北東側に位置する。重複する第30号住居跡を切り、第 2号溝跡に切られている。調査区

内では住居の南側コーナ一部付近が検出されただけであるため、本住居跡の全容は不明である。

壁は、緩やかに立ち上がり、確認面からの深さは 5cm-lOcmある。床面は、地山を荒掘りした後、

口ームブロックを多量に含む暗黄褐色土（第 5層）を埋め戻して構築した貼床式で、 比較的平坦であ

る。出上遺物は、土器の小破片が数片しただけである。

第30号住居跡（第49図）

調査区北東側の第29号住居跡の西側に位置する。住居北東側壁の一部を重複する第29号住居跡に、

住居北西側壁を第 2号溝跡によって切られている。

平面形は、比較的整った長方形を呈するものと推測される。規模は、南西～北東方向2.82m、南

東～北西方向は2.72mまで測れる。住居跡の長軸方位は、 N-28°-Wをとる。

壁は、緩やかに立ち上がり、確認された各壁下には壁溝は存在しない。確認面からの深さは 5~

10cm程度ある。床面は、地山を掘 り窪めた直床式で、掘 り方を伴わないようである。比較的平坦に

作 られているが、 全体にやや軟弱である。住居中央部のやや南側寄りに円形の掘り込みを伴うが、

炉や主柱穴等の施設はない。
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第49図第29• 30号住居跡

第29• 30号住居跡土層説明

〈第 2号溝跡〉

第 1層：暗灰褐色土層 (A軽石・鉄斑を均ーに含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第 2層：黒灰色土層 (A軽石 ・鉄斑 ・マンガン塊を均ーに、ロ ーム粒子を微量含む。粘性はなく、しまりを有する 。）

第3層：暗褐色土層 (A軽石を均ーに、ローム粒子 ・鉄斑・マ ンガン塊を微量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

〈第29号住居跡〉

第4層：暗褐色士層 （ローム粒子を多量含む。粘性 ・しまりともない。）

第5層：暗黄褐色土層 （ロームブロックを多量含む。粘性・しまりともない。）

〈第30号住居跡〉

第6層：暗褐色土層 （鉄斑を多量に、白色粒子・マンガン塊を微贔含む。粘性・しまりともない。）

出土遺物は、住居中央部の床面上を中心に、比較的多くの土器が出土している。これらの土器は、

その出土状態より住居内で使用されていたものがそのまま廃棄されたものと推測され、良好な一括

資料と言える。

第30号住居跡出土土器観察表

門
種

壷

器ぬ

1
1

形態・成形手法の特徴

粘土紐積み上げ成形。口縁

部は二重口縁を呈し、口唇

部は平坦面を有する。

調整 手法の 特徴

口縁部内外面ハケの後ヨコ

ナデ。頸部内外面ハケ。段

部外面指押さえ痕。

胎 土 ・色 調

赤色粒 ・白色粒

内外一明茶褐色

備 考

口縁部1/2。

内外面に黒

斑あり 。
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No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整 手法 の特 徴 胎土 ・色 調 備 考

口縁部径 粘上紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒 • 白色粒・赤色粒 D縁部1/3。

2 甕 (19. 5cm) 部は外反し、口唇部はやや 部外面ナデ、内面指ナデ。 外ー赤茶褐色

内湾する。胴部は張る。 内一淡茶褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・白色粒 口縁部2/3。

3 甕 (18. 0cm) 部はやや強く外反する。胴 部外面ケズリの後箆ナデ、

部は張る。 内面箆ナデ。 内外一明茶褐色

口径(15.8) 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ハケの後ヨコナ 片岩粒・白色粒 約1/3。

部は緩やかに外反する。胴 デ、内面ハケ。胴部外面ナ 赤色粒

4 甕 器高 25.5 部は長胴ぎみで、最大径を デの後部分的にハケとケズ

やや上位に有する。底部は リを加える。胴部内面ナデ。

底径 5.1 小さな平底を呈する。 内外一淡茶褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・白色粒 ほぼ完形。

14.9cm 部は緩やかに外反する。胴 部外面ケズリの後上半ナデ、

5 台付甕 部は張り、最大径を中位に 内面ナデの後部分的にケズ

器 古向 有する。台部は内湾ぎみに リ。台部外面ケズリ、内面 外面に黒斑

26.6cm 開く。 箆ナデ。 内外一茶褐色 あり。

台端部径 粘土紐積み上げ成形。台部 台部外面ナデ、内面指ナデ。 白色粒 台部のみ。

6 台付甕 7.5cm は「ハ」の字状に開き、端部 底部内面ハケ。

は内側に折り返している。 内外一淡橙褐色

口径(12.8) 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒 ・白色粒 約1/3。

7 甕 陪高 18.0 部は緩やかに外反する。胴 部外面ケズリの後雑なミガ

底径 5.2 部は張り、最大径を中位に キ、内面ナデ。底部外面ケ 外一茶褐色 外面に黒斑

有する。底部は平底を呈す。 ズリ。 内ー暗褐色 あり。

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内面ヨコナデ。坪部 片岩粒・白色粒 口縁部のみ。

8 高坪 19.8cm 部は直線的に外傾し、口唇 内外面ナデ。 赤色粒

部はやや内湾する。 内外ー赤茶褐色

粘上紐巻き上げ成形。脚柱 脚柱部外面ハケ、内面シボ 白色粒・赤色粒 脚部のみ。， 裔 杯 部は膨らみをもって開き 、 リの後ケズリ 。脚端部内外

脚端部は内湾ぎみに開く 。 面ハケの後ヨコナデ。 内外一淡橙褐色

口縁部径 粘土紐巻き上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 完形。

10 小酪丸底壷 10.9cm 部はやや内湾ぎみに外傾す 部外面上半ハケの後ナデ、 赤色粒

器 古向 る。体部は張り、底部は小 下半ケズリの後ナデ。体部

8.8cm さな平底を呈する。 内面箆ナデ。 内外一明茶褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 D縁部外面箆ナデの後ヨコ 白色粒 ほぼ完形。

11 小肪丸底壷 8. 7cm 部はやや内湾ぎみに外傾す ナデ、内面ヨコナデ。体部

器 高 る。体部は張り、底部は厚 外面上半ナデ、下半ケズリ

10.3cm く、丸底を呈する。 の後ナデ。イ本部内面指ナデ。 内外一明茶褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 完形。

12 小形丸底壷 9.6cm 部は直線的に外傾する。体 部外面ナデ、内面指ナデ。

器 古向 部は張り、底部は中央部が 底部外面に

9.5cm やや窪む平底風を呈する。 内外一橙褐色 黒斑あり。

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ハケの後ヨコナ 白色粒・赤色粒 3/4。

13 小形丸底壷 9.5cm 部は内湾ぎみに外傾する。 デ、内面ヨコナデ。体部外

器 古向 体部は張り、偏平ぎみであ 面ケズリの後ナデ、内面ナ

7.9cm る。底部は丸底を呈する。 ァ̀―令。 内外一茶褐色
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No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 胎 土・ 色調 備 考

残存 高 粘土紐積み上げ成形。体部 口縁部内外面ハケの後ナデ。 白色粒・赤色粒 体部のみ。

14 小形丸底壷 7. 5cm は張ってやや偏平をな し、 体部外面ケズリの後ナデ、

底部は丸底ぎみである。 内面指ナデ。 内外一明茶褐色

残存高 6.5 粘土紐巻き上げ成形。頸部 D縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・赤色粒 体部のみ。

15 小胎丸底壷 は広く、体部はあまり張ら 部外面ナデ、内面指ナデ。 外一淡茶褐色 外面に黒斑

底部径 4.6 ない。底部は平底を呈する。 底部外面ナデ。 内一茶褐色 あり 。

残存高 6.3 粘土紐積み上げ成形。体部 口縁部外面ハケの後ヨコナ 白色粒 ・赤色粒 体部4/5。

16 小杉丸底壷 は張り、底部は小さな平底 デ、内面ヨコナデ。体部外

底部径 2.3 を呈する。 面ナデ、内面ナデ。 内外ー暗褐色

残存高 6.3 粘士紐積み上げ成形。比較 体部外面ナデの後ケズリ、 白色粒 体部のみ。

17 小形丸底壷 的小ぶりで、体部は張り、 内面箆ナデ。底部外面ケズ

底部径 3.0 底部は小さな平底を呈する。 リ。 内外一淡茶褐色

残存高 5.2 粘士紐積み上げ成形。比較 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・赤色粒 体部のみ。

18 小杉丸底壷 的小ぶりで、体部は張り、 部外面ケズリの後ナデ。内

底部径 2.3 底部は小さな平底を呈する。 面下半指ナデ、上半箆ナデ。 内外一茶褐色

第31号住居跡（第51図）

調壺区北側の中央部に位置する。第32号住居跡や第33号住居跡と重複し、それらを切って構築さ

れている。調査区内では住居の南側半分が検出されただけなので、本住居跡の全容は不明である。

壁は、緩やかに立ち上がり、確認面からの深さは40cmある。調査区内で検出された部分には、壁溝

は見られない。床面は、地山を荒掘りした後、暗黄褐色士を埋め戻して構築した貼床式である。比

較的堅緻であり、やや起伏が見られる。

カマドは、住居南西側壁の南側コーナ一部寄りに付設されていたようであり、ローム粒子と焼士

粒子を多量に含む方形ぎみのカマド掘り方が検出されている。カマド本体はすでに崩壊しており、

その形状は不明である。

出土遺物は、覆土中より鬼高式の土器片が少量出土しただけである。

第30• 31 • 32号住居跡土層説明

第1層：暗褐色土層（白色粒子・鉄斑・ローム粒子を均ーに含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第2層：暗褐色土層 （ローム粒子を均ーに、焼土粒子・炭化粒子を微量含む。粘性・しまりともない。）

第3層 ：暗黄褐色土層（ロームプロックを多量に、焼士粒子・炭化粒子を均ーに含む。粘性・しまりともない。）

第4層：暗黄褐色土層（ロームブロックを多量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第5層 ：黒褐色土層 （ロームブロックを均一に、焼土粒子・ロ ーム粒子を微量含む。粘性に富み、しまりはない。）

第6層：暗褐色土層 （白色粒子 ・鉄斑を均ーに、炭化粒子を微量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第7層：暗褐色土層 （ローム粒子・鉄斑を均ーに、焼土粒子・炭化粒子を微量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第8層：暗褐色士層 （ローム粒子・ロームブロックを均ーに含む。粘性・しまりともない。）

第 9層：黄褐色士層 （ロームブロックを多量含む。粘性はなく、しまりを有する 。）

第10層：暗黄褐色士層 （ロームブロックを均ーに含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第11層：暗褐色土層 （ローム粒子を均ーに、焼土粒子・炭化粒子を微屈含む。粘性・ しまりと もな い。）

第12層：暗褐色士層 （焼土粒子を均一に、ロ ーム粒子を微量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第13層：暗黄褐色土層 （ローム粒子・ロ ームブロックを多量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第14層：暗黄褐色土層 （ロームブロックを多量含む。粘性・しまりともない。）
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第52図 第31号住居跡出土土器

第31号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態 ・成形手法の特徴 調 整手 法 の 特 徴 胎土 ・色 調 備 考

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面左回 りのヨコ 白色粒・小 石 口縁部1/3

1 甕 (16. 8cm) 部は緩やかに外反し、胴部 ナデ。胴部外面縦方向のケ 破片。

はあまり張らない。 ズリ、内面ナデ。 内外一橙褐色

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面左回りのヨコ 赤色粒・白色粒 口縁部1/3

2 鉢 (14. 6cm) 部は胴部からそのまま外傾 ナデ。胴部外面ケズリ 。 外—明茶褐色 破片。

し、口唇部はやや外反する 。 内—暗褐色

口縁部径 口縁部は器肉が薄く、外反 口縁部内外面左回りのヨコ 赤色粒・白色粒 約1/2。

3 杯 (13. 8cm) ぎみに直立する。体部は比 ナデ。胴部外面ケズリ、内 外一橙褐色

較的浅く、丸底を呈する 。 面ナデ。 内一明橙褐色

第32号住居跡 （第51図）

調査区北側の中央部に位置する。住居跡の西側を重複する第31号住居跡に、南側を第 2号溝跡に

よって切られている。調査区内で検出されたのは、住居の南側半分だけであるため、本住居跡の全

容は不明である 。

平面形は、比較的整った方形もしくは長方形を呈するものと思われる。規模は、東西方向4.73m、

南北方向は2.35mまで測れる。主軸方位は、 N-88°-Eをとる。

壁は、直線的に立ち上がり、確認面からの深さは25cm前後ある。調査区内で検出された各壁下に

は、幅16cm前後の壁溝が連続して巡っている。床面は、地山を荒掘りした後、暗黄褐色土を埋め戻

した貼床式である。全体に平坦で、比較的堅緻である。

カマドは、住居東側壁に付設されている。袖は、ロ ームブロックを主体とする暗黄褐色土を、壁

に直接貼り付けて構築している。燃焼部は、良く焼けており、 NQ6の高杯を伏せて支脚に転用して

いる。貯蔵穴(p1)は、住居の南東コーナ一部にある。直径80cmの不整円形を呈し、床面からの深

さは40cmある。主柱穴は見られない。

出土遺物は、カマド内や貯蔵穴周辺を主体に、土器が出土している。NQ1の甕は、カマド内より

出土しており、その中には完形の杯(No4)が入っていた。NQ3の甕は、住居南東コーナ一部の床面

上に正位に置かれていたもので、その出土状態や胴部下半の接合痕のところできれいに割れている

ことから、甑として再利用されたものと推測される。 NQ2の小形甑は、底部に高台の付くもので、

特異な形態を呈している。
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第32号住居跡出土土器観察表

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の 特徴 胎土 ・ 色 調 備 考

D径21.0 粘土紐積み上げ成形。口縁 D縁部内外面左回りのヨコ 片岩粒 ・白色粒 約4/5。

部はやや外反ぎみに外傾す ナデ。胴部外面上半箆ナデ、 赤色粒 外面に黒斑

1 甕 器高28.9 る。胴部は張り、最大径を 下半ナデの後ケズリ 。胴部 あり 。

中位に有する。底部は突出 内面箆ナデの後ケズリ 。底 内外一淡褐色 カマド内出

底径 7.7 し、平底を呈する。 部外面ナデ。 土。

高台部径 粘土紐積み上げ成形。底部 胴部下半外面ナデ、内面指 白色粒・赤色粒 底部のみ。

2 小形甑 4.4cm は小さな平底を呈し、雑な ナデ。底部外面ナデ。 外一淡橙褐色 底部穿孔は

作りの高台が付く 。 内一明茶褐色 焼成前。

口縁部径 粘土紐輪積み成形。口縁部 口縁部内外面左回りのヨコ 赤色粒 ・白色粒 ほぽ完形。

3 甕 16.0cm は緩やかに外反する 。胴部 ナデ。胴部外面ナデの後ケ （底部欠失）

残 存高 は張り、最大径を中位に有 ズリ、内面箆ナデ。 外一淡茶褐色 甑に転用された

21. 2cm する。 内一明茶褐色 可能性あり。

口縁部径 口縁部は短く直立し、体部 D縁部内外面ヨコナデ。ロ 白色粒・赤色粒 完形。

4 杯 12.5cm との境に凹線状の窪みを有 縁部外面下端棒状工具によ 角閃石 カマド内の

器 古向 する。体部は比較的深く、 るナデ。体部外面ケズリの 外一淡褐色 N叫の甕内

4. 7cm 底部は丸底を呈する。 後ナデ、内面ナデ。 内一橙褐色 より出土。

残 存高 粘土紐輪積み成形。胴部は 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒・赤色粒 胴部のみ。

5 小形壷 9.5cm やや張り、最大径を下位に 部外面上半ナデ、下半ケズ

底 部径 有す。底部は小さく中央部 リの後ナデ。内面ナデ。 外一明茶褐色

3.5cm がやや窪む。 内ー暗褐色
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No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の 特徴 胎土 ・ 色 調 備 考

口縁部径 粘土紐輪積み成形。口縁部 口縁部内外面ヨコナデ。杯 白色粒・赤色粒 杯部3/4。

6 商 杯 (17.4cm) は直線的に外傾し、口唇部 部外面ケズリ、内面ナデ。 脚部完形。

推 定高 やや上方に向く。脚柱部は 脚柱部内外面ナデ。脚端部 内外一明茶褐色

(12. 3cm) 太く短い。 内面ヨコナデ。 カマド支脚。

第33号住居跡 （第51図）

調査区の北西側に位置する。住居跡の東側を重複する第31号住居跡に切られている。調査区内で

検出されたのは、住居の南側半分だけであるため、本住居跡の全容は不明である。

平面形は、比較的整った方形もしくは長方形を呈するものと思われる。規模は、東西方向は推定

で5.60m、南北方向は2.10mまで測れる。主軸方位は、 N-86°-Eをとると推測される。

壁は、直線的に立ち上がり、確認面からの深さは30cm前後ある。西側と南側壁には連続して幅20

cm前後の壁溝が巡っている。床面は、地山を荒掘りした後、暗黄褐色士を埋め戻した貼床式である。

全体に平坦で、比較的堅緻である。 p2は本住居跡の貯蔵穴と推測され、ほぽ住居の南東側コー

ナ一部に位置する。直径70cmの不整形を呈し、床面からの深さは60cmある。カマドや主柱穴は、調

査区内では検出されなかった。

出土遺物は、土器が出土しているが、 No1 ・ 3 ・ 4はP2の貯蔵穴内から出土し、 NQ2は覆土中か

らの出土である。

二＼1
第54図 第33号住居跡出土土器

三 3

□: 
第33号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 胎土 ・ 色 調 備 考

口縁部径 粘土紐輪積み成形。口縁部 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒・角閃石 口縁部1/4。

1 甕 (15. 0cm) は短く緩やかに外反する。 部外面ハケの後、中位ナデ。 P2貯蔵穴内

胴部はやや張る。 内面丁寧なナデ。 内外一橙褐色 出土。

口縁部径 粘上紐輪積み成形。口縁部 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・白色粒 約1/3。

2 小形甕 (11. 4cm) は短く直立ぎみに外反し、 部外面ケズリ、内面ナデ。 外一淡褐色

胴部はやや張る 。 内一黒褐色

口径13.6 口縁部は短く、やや内傾す 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・角閃石 完形。

3 杯 器高 4.0 る。体部は比較的浅く、底 部外面ケズリの後、上半ナ 赤色粒

底径 3.8 部は中央部がやや窪む平底 デ。内面ナデ。底部外面ケ P2貯蔵穴内

を呈する。 ズリの後ナデ。 内外一明茶褐色 出土。

D縁部径 口縁部は内湾ぎみに開き、 D縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒 ・角閃石 完形。

4 墳 12.2cm 口唇部は短く外傾する。体 部外面ケズリの後、雑なナ 赤色粒 内外面に黒

器 古向 部は深く、丸底を呈する 。 デと部分的なミガキ。内面 斑あり。貯

5.0cm 器肉はやや厚い。 ナデの後、放射状暗文。 内外一淡茶褐色 蔵穴内出土。
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第34号住居跡 （第56図）

調査区の南西側に位置する。重複する第37号住居跡を切っているが、住居の北側コーナ一部を第

2号溝跡によって切られている。調査区内で検出されたのは、住居の北東側半分だけであるため、

本住居跡の全容は不明である。

平面形は、比較的整った方形もしくは長方形を呈するものと思われる。規模は、北西から南東方

向6.35m、北東から南西方向は6.50mまで測れる。主軸方位は、 N-147°-Eをとる。

壁は、直線的に立ち上がり、確認面からの深さは45cmある。北西側壁下と北東側壁下には、幅20

cm前後の壁溝が連続して巡っている。床面は、住居中央部に暗黄褐色土（第 5層）を若干埋め戻した

貼床式である。やや緩やかな起伏があり、非常に堅緻である。

カマドは、南東側壁の中央やや南寄りに付設されている。規模は、全長126cm、最大幅118cmを測

る比較的大形のカマドである。天井部はすでに崩壊している 。袖は、粘土を主体とする黄褐色土を

壁に直接貼り付け、非常に厚く構築されている。左側袖の中央付近は、上部を後世のピ ットに よっ

て壊されている。燃焼部は、底面が床面よりも若干掘り窪めて作られており、支脚は設置されてい

ない。底面や袖の内側は非常に良く焼けている 。

ピットは、住居内より 6箇所検出されている。p1とP2は、その位置や形態から本住居跡の主

柱穴と考えられるものである。いずれも 二段に掘られており、床面からの深さは約40cmある。p3 

は、貯蔵穴と推測されるもので、カマド右側の住居南側コーナ一部付近に位置する。形態は不整形

を呈し、 二段に掘られている。床面からの深さは40cmあり、底面は平坦である。P

4~P6は本住居跡に伴うと考えられるものであるが、その性格は不明である。
〇）

こ
O 2cm 
l,  1 

出士遺物は、土器が多量に出土している。これらの土器は、カマド及び貯蔵穴の

中やその周辺の床面上から出土した本住居跡の廃棄に伴ってそのまま遺棄された和

泉式後半のものと、住居廃絶後に住居中央部の覆土中に一括投棄された鬼高式初頭

のものがある。士器以外では、覆土中より土玉（第55図）が 1点出土している。 第55図 土玉

第34号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 胎土・色調 備 考

残存高28.1 粘土紐積み上げ成形。胴部 胴部外面ケズリの後上半ミ 片岩粒 ・白色粒 約2/3。

1 亜= は張り、最大径を中位に有 ガキ、内面箆ナデ。底部外 外面に黒斑

底径 9.8 する。底部はやや突出する。 面ケズリ 。 内外一明茶褐色 あり 。

口径(17.0)粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ヨコナデの後ケ 白色粒・赤色粒 約1/3。

2 甕 部は緩やかに外反し、胴部 ズリ、内面ヨコナデ。胴部 外一橙褐色

残存高25.0 はやや長胴ぎみである。 外面ケズリ、内面箆ナデ。 内一淡橙褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒 ・白色粒 約2/3。

3 甕 19.4cm 部は直線的に外傾する。胴 部外面ケズリの後ナデ、内

残存 高 部は張り、最大径を中位に 面ナデ。 内外一明茶褐色 外面に格子

25.0cm 有する。 状の刻線。

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒 ・黒色粒 残存部ほぽ

4 甕 17.6cm 部は緩やかに外反する。胴 部外面ケズリの後部分的な 完形。

残存 高 部は張り、最大径を中位に ナデ、内面箆ナデ。 内外一淡褐色 外面に煤の

22.6cm 有する。 付着あり 。
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第56図第34号住居跡
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第34号住居跡土層説明

第1層：暗褐色土層 （白色粒子を均一に、ローム粒子を微量含む。粘性・しま りと もない。）

第2層：暗褐色土層 （ローム粒子を均ーに含む。粘性・ しまりともない。）

第3層：暗褐色士層 （ローム粒子・ロームブロ ック ・焼土粒子 を微量含む。粘性 ・しま りともない。）

第4層：黒褐色士層 （ローム粒子を微量含む。粘性に富み、しま りはない。）

第5層：黄褐色土層 （ロームプロック を多量含む。粘性はな く、 しまりを有する 。）

第34号住居跡カマ ド土層説明

第 1層：暗褐色土層 （粘土粒子・焼土粒子を均一

に含む。粘性・しまりともな

い。）

0
ー
｀

1m 
| | 

第2層：淡黄褐色土層 （粘土ブロ ックを多量含む。

粘性に富み、しまりはない。）

第3層：赤褐色土層 （焼土粒子・焼土ブロックを

多量に、粘土粒子を微量含む。

粘性・しまりともない。）

第4層：黒褐色土層 （炭化粒子・ローム粒子を均

ーに含む。粘性に富み、 しま

りはない。）

第 5層 ：暗褐色土層 （炭化粒子・焼土粒子を均一

に、ロ ーム粒子を微最含む。

粘性に富み、しまりはない。）

第6層：黄褐色土層 （粘土ブロックを多贔に、焼

土粒子を微量含む。粘性はな

く、 しま りを有す る。）

第57図 第34号住居跡カマド

No. 器種 法 量 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の 特徴 胎土 ・色 調 備 考

口縁部径 粘上紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・ 黒色粒 残存部ほぽ

5 甕 14.0cm 部は緩やかに外反する。 部外面丁寧なナデ、内面箆 白色粒 完形。

ナデ。 内外一茶褐色

口径16.3 輪積み成形。口縁部は緩や 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・白色粒 約3/4。

6 甕 器高22.0 かに外反する。胴部は張り、 部内外面箆ナデ。底部外面

底径 6.6 最大径をやや下位にもつ。 ナデ。 外ー暗茶褐色 外面に煤の

底部は突出する 。 内ー暗褐色 付着あり 。

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒 ・白色粒 口縁部1/4。

7 甕 (16. 6cm) 部は緩やかに外反し、胴部 部外面ナデの後部分的なケ 外一淡褐色

は張る。 ズリ、内面箆ナデ。 内一淡橙褐色

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒 口縁部1/2。

8 甕 (16. 8cm) 部は緩やかに外反し、胴部 部は内外面ナデ。 外面に黒斑

は張る 。 内外一明茶褐色 あり 。

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒 約1/2。， 大形甑 21. 8cm 部は肥厚して直立し、複合 部外面ナデの後部分的に雑

残存閾 状を呈す。胴部はあまり張 なケズリ 、内面ケズリの後、

22.6cm らず、最大径を上位に有す。 上半箆ナデ。 内外一明茶褐色
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第58図 第34号住居跡出土土器(1)
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第60図 第34号住居跡出土土器(3)

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整 手法 の特 徴 胎土 ・色調 備 考

口径(14.2) 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・小石 約3/4。

10 小形甕 器高(17.0) 部は緩やかに外反する。胴 部外面ナデの後ケズリ、内 罪と底固Ii齢しな

底径 4.4 部は張 り、最大径を中位に 面ナデ。底部外面ナデ、内 外一淡橙褐色 い。籾1堀頃元。

有す。底部の中央部は窪む。 面指ナデ。 内一淡茶褐色 蒲楳研着あり。

口径12.7 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・片岩粒 ほぽ完形。

11 小形甕 器高13.9 部は緩やかに外反する。胴 部外面ケズリ、内面ケズリ 白色粒 外面は二次

底径 4.0 部は張り、最大径を中位に の後上半ナデ。底部外面ケ 外一淡橙褐色 焼成によ り

有す。底部は小さな平底。 ズリ、内面ナデ。 内一淡茶褐色 荒れている。

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒 ・片岩粒 鉢部ほぽ完

12 台付鉢 14. 0cm 部は緩やかに外反する。胴 部外面ハケの後下半ナデ、 形 （脚部欠

残存高 部はあまり張らず、底部と 内面箆ナデ。底部外面ナデ。 失）。

10.8cm の境には稜を有する。 内外ー暗橙褐色
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No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 胎 土 ・ 色 調 備 考

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。脚 赤色粒・白色粒 約2/3。

13 高杯 (17. 1cm) 部は直線的に外傾する。脚 部外面ミガキの後ナデ、内

器 古向 部は膨らみをもって広がり、 面ケズリ 。脚端部内外面ヨ

14.6cm 脚端部は水平に開く 。 コナデ。 内外一明茶褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ハケの後ヨコ 白色粒 杯部のみ。

14 高 杯 19.4cm 部は緩やかに外反し、口唇 ナデ。杯部外面ハケの後ヨ

部は平坦な面をもつ。 コナデ、内面ヨコナデ。 内外一明茶褐色

D縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部ヨコナデの後外面ミ 赤色粒・白色粒 杯部のみ。

15 高杯 18.8cm 部は直線的に外傾する。 ガキ、内面ナデ。杯部外面 片岩粒

ケズリの後ナデ。 内外一明茶褐色

16 高杯 口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ナデ。脚部外 赤色粒・白色粒 坪部3/4。

16. 7cm 部は内湾ぎみに外傾する。 面ケズリ 。 内外一橙褐色

残存 高 粘士紐巻き上げ成形。脚部 脚部内外面ナデ。脚端部内 赤色粒 ・白色粒 脚部のみ。

17 高 杯 9.3cm は膨らみをもち、脚端部は 外面ヨコナデ。

直線的に開く 。 内外一淡茶褐色

残存 麻 粘土紐巻き上げ成形。脚部 脚部外面ケズリの後ミガキ、 赤色粒・白色粒 脚部1/2。

18 高杯 11. 0cm は緩やかに外反 し、脚端部 内面ケズリ 。脚端部内外面

は反り返る。 ョコナデ。 内外一明茶褐色

残 存高 粘土紐巻き上げ成形。脚部 脚部内外面ナデ。脚端部外 赤色粒・白色粒 脚部のみ。

19 高杯 10. 1cm は膨らみをもって広がり、 面ケ ズリの後ヨ コナデ、内 外一淡褐色

脚端部は緩やかに外反する。 面ヨコナデ。 内一明茶褐色

残存 高 粘士紐巻き上げ成形。脚部 脚部外面ナデ、内面ケズリ 。 赤色粒 ・白色粒 脚部のみ。

20 高 杯 10.0cm はやや膨らみをもって広が 脚端部内外面ヨコナデ。

り、脚端部は外反する。 内外一淡褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・白色粒 ほぽ完形。

14.4cm 部は直線的に外傾する。胴 部外面上半ナデ、外面下半

21 小形壷 器 古向 部は偏平に強く張り、最大 ケズリ 。内面ナデ。 器表面はや

13.4cm 径を中位に有す。底部は丸 外一明茶褐色 や荒れてい

底ぎみの小さな平底を呈す。 内一茶褐色 る。

口径13.8 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・白色粒 ほぽ完形。

部は蛇行ぎみに外傾し、ロ 部外面上半ナデ、外面下半 内面放射状

22 小形壷 器高13.4 唇部は短く上方に向く 。胴 ケズリの後T寧なナデ。内 暗文あり 。

部は偏平ぎみに強く張り、 面ナデ。 口縁部外面

底径 3.3 底部は小さな平底を呈する。 内外一明茶褐色 に黒斑あり 。

粘土紐輪積み成形。口縁部 口縁部内外面ハケの後、ヨ 白色粒 口唇部欠失。

残 存高 中位に段を有し、複合を呈 コナデ。胴部外面上半ナデ、 頸部内面煤

23 隧 8.9cm する。胴部は強く張り、偏 下半ケズリの後ナデ。内面 の付着あり。

平を呈する。底部中央に小 ハケの後、箆ナデ。 胴部中位に

さな窪みを有する。 内外一淡橙褐色 焼成前穿孔。

口径16.0 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面及び内面上半ヨ 赤色粒・白色粒 約2/3。

24 埼 器高 6.5 部は体部より内湾しながら コナデ。体部外面ケズリの 外一淡茶褐色 体部外面縦

底径 5.5 開く 。底部は突出する。 後ナデ。底部内面ケスJリ。 内一淡褐色 亀裂顕著。

口縁部径 粘土紐輪積み成形。口縁部 口縁部外面ヨコナデ、内面 赤色粒 ・白色粒 約1/2。

25 鉢 (10.4cm) は緩やかに外反し、口唇部 ハケ。胴部外面ハケ、内面 外一茶褐色 外面に煤の

に若干窪んだ平坦面を持つ。 箆ケズリ 。 内一橙褐色 付着あり 。
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No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の 特徴 胎土 ・色調 備 考

口径11.4 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ハケの後ヨコナ 白色粒 完形。

26 鉢 部は緩やかに外反する。胴 デ、内面ハケ。胴部外面上

器高 8.7 部は張り、底部は丸底。 半ハケ、下半ケズリ 。 内外一橙褐色

27 坑 口縁部径 口縁部は直線的に短く外傾 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 口縁部1/3

(15. 0cm) する。 部外面ナデ、内面箆ナデ。 内外一橙褐色 破片。

口径(13.8) 口縁部は若干内湾ぎみに短 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 約3/4。

28 埼 僻高 7.4 く外傾する。体部は深く、 部外面ケズリの後上半ナデ。 内一赤橙褐色

底径 3.8 底部は平底を呈する。 内面箆ナデ。 外一橙褐色

口径13.0 口縁部は内湾ぎみに短く外 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒 完形。

29 塙 器高 7.5 傾する。体部は深く、底部 部外面ケズリの後上半ナデ。

底径 5.3 は平底を呈する 内面ナデ。 内外ー赤茶褐色

口径12.9 口縁部は短く外傾する。体 口縁部外面及び体部内面ヨ 赤色粒・白色粒 ほぽ完形。

30 坑 部は比較的浅く、底部は丸 コナデ。体部外面上半ナデ、 内面放射状

器高 5.7 底を呈する。 下半ケズリ。 内外一茶褐色 暗文あり 。

口径(13.O) 口縁部は短く外傾する。体 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 口縁部1/4。

31 坑 部は比較的浅く、底部は若 部外面上半ナデ、下半ケズ

僻高 5.3 干上げ底ぎみの平底を呈す。 リ。体部内面箆ナデ。 内外ー暗橙褐色

口径12.0 口緑部は短く外傾する 。体 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 ほぼ完形。

32 埼 器高 6.5 部は深く、底部は小さな平 部外面上半ナデ、下半ケズ

底径 2.6 底を呈する。 リ。体部内面指ナデ。 内外一橙褐色

口径11.l 口縁部は短く内湾ぎみに立 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 完形。

33 埼 器高 5.3 ち、口唇部内面に平坦面を 部外面上半ナデ、下半ケズ 黒色粒

底径 4.5 持つ。体部は浅く、底部は リ。体部内面ナデ。底部外

上げ底ぎみの平底を呈する。 面ナデ。 内外一明茶褐色

34 培 口縁部径 口縁部は短く若干外傾する。 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 口縁部1/3。

(12. 2cm) 体部はやや深い。 部内外面ナデ。 内外一明茶褐色

口径13.9 D縁部は蛇行しながら直立 口縁部内外面ヨコナデの後 白色粒•黒色粒 約2/3。

35 杯 する。体部は比較的深く 、 外面ハケ。体部外面上半ナ

器高 6.0 底部は丸底を呈する。 デ、下半ケズリ 。体部ナデ。 内外一茶褐色

口径(12.4) 口縁部は短く直線的に直立 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒•黒色粒 約1/3。

36 杯 料高 4.2 する。体部は浅＜、底部は 部外面上半ナデ、下半ケズ 外一淡褐色 内面斑点状

底径 3.2 上げ底ぎみの平底を呈する。 リ。内面ナデ。 内一淡橙褐色 剥落顕著。

口径10.3 口縁部は短く直線的に内傾 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 ほぼ完形。

37 杯 器高 4.2 する。体部は浅く、底部は 部外面上半ナデ、下半ケズ 内面放射状

底径 3.7 上げ底ぎみの平底を呈する。 リ。内面ナデ。 内外一明茶褐色 暗文あり 。

38 土玉 長さ 1.9 側面・断面とも楕円形を呈 表面はナデ。穿孔は焼成前 白色粒・黒色粒 完形。

幅 1. 7 する。 で、片面穿孔。 内外ー暗茶褐色 穿孔径0.4cm

第35号住居跡（第61図）

調査区の南東側に位置する。住居跡の北西コ ーナ一部を第 1号溝跡に切られている。調査区内で

検出されたのは、住居西側の一部だけであるため、本住居跡の全容は不明である。

壁は、直線的に立ち上がり、確認面からの深さは10cm-35cmある。壁溝は伴わない。床面は、掘

り方を伴わない直床式で、やや緩やかな起伏がある。住居内より不定形のピッ トが 1箇所検出され

ているが、その性格は不明である。出土遺物は、鬼高式の上器片が少量出土しただけである 。
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第2層：暗褐色士層 （ローム粒子を均ーに、ロームプロックを微量

含む。粘性に富み、しまりはない。）

第 3層：暗黄褐色上層 （ローム粒子を多量含む。粘性・しまりとも

ない。）

゜
2m 

第61図第35号住居跡

第36号住居跡 （第63図）

調査区の北西端に位置する。住居跡の南西側を第37号住居跡と第 2号溝跡によって切られている。

調査区内で検出されたのは、住居の南東側の一部だけであるため、本

住居跡の全容は不明である。

壁は、直線的に立ち上がり、確認面からの深さは10cm~l5cmある。

床面は、部分的に暗黄褐色土を埋め戻した貼床式で、全体に堅緻で平

坦であるが、若干緩やかな起伏が見られる。住居内からはピットが 2

箇所(Pl・P2)検出されているが、その性格は不明である。

出土遺物は、住居北東側の床面上より小形壷が 1個体出上している。

この他では、住居南側の床面上に15cm~20cmの偏平な棒状の片岩が方
10叩

向を揃えて 8個重なって出土している。これらの集石は、いわゆる

「編物石」と呼ばれるものに類似するが、その性格や用途について検 第62図 第36号住居跡

討を要する。 出土土器

第36号住居跡出土土器観察表

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整 手 法の 特 徴 胎土・色調 備 考

口縁部径 粘土紐輪積み成形。口縁部 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒 ・赤色粒 約2/3。

1 小形壷 (14. 2cm) 直線的に外傾し、口唇部は 部外面ケズリの後雑なミガ

器 古向 やや上方に向く 。胴部は張 キ、内面ナデ。 外一茶褐色 胴部外面に

15.9cm り、最大径を下位に有する。 内一淡褐色 黒斑あり。
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第63図 第36• 37号住居跡

第36• 37号住居跡土層説明

第 1層：暗茶褐色士層 （焼士粒子を多量に、ローム粒子を均ーに含む。粘性・しまりともない。）

第2層：暗褐色土層 （ローム粒子を均ーに、焼士粒子を微量含む。粘性・しまりともない。）

第3層 ：暗褐色士層 （ローム粒子 ・炭化粒子を均ーに含む。粘性に富み、しまりはない。）

第4層 ：黒褐色土層 （ローム粒子 ・炭化粒子を微醤含む。粘性に富み、しまりはない。）

第 5層 ：暗褐色土層 （ローム粒子 ・ロームブロックを均ーに含む。粘性に富み、 しまりはない。）

第 6層 ：黒褐色土層 （ローム粒子を均ーに、ロームプロックを微量含む。粘性・しまりともない。）

第 7層 ：暗褐色上層 （白色粒子を均ーに、ローム粒子を微量含む。粘性 ・しまりともない。）

第8層 ：暗褐色上層 （ローム粒子・ロ ームプロック・焼土粒子を微量含む。粘性 ・しまりともない。）

第9層 ：暗黄褐色土層 （ローム粒子を多量含む。粘性 ・しまりともない。）
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第37号住居跡 （第63図）

調査区の北西端に位置する。住居跡の北側上面を第 2号溝跡に、東側を第34号住居跡によって切

られている。調査区内で検出されたのは、住居の北東側の一部だけであるため、本住居跡の全容は

不明である。

壁は、緩やかに立ち上がり、確認面からの深さは30cmある。調査区内で唯一検出された住居の北

東側壁下には、幅20cmの壁溝が巡っている。床面は、部分的に黒褐色土を埋め戻した貼床式で、全

体に堅緻で平坦である。

炉は、大部分が調査区外にあるため、その全容は不明である。調査区内で検出した部分では、掘

り込みをもたない地床炉のようであり、赤褐色に非常に良く焼けて硬化している。

出土遺物は、炉の西側の床面上に壷・甕・高杯が多量に密集した状態で出土している。この他に注

目されるものとして、床面よりやや浮いた状態で羽口 (Nol8)が 1点出土している。これは、本住居

跡には鉄屑などがまったく見られないことから、おそらく本住居跡で使用されていたものではなく、

本住居跡が廃絶された後に覆士中に投棄されたものと考えられる。

第37号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎 土 ・色 調 備 考

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面上半ヨコナデ、 片岩粒 ・赤色粒 ほぼ完形（

23.4cm 部は二重口縁を呈し、強く 下半箆ナデ。口縁部内面ヨ 白色粒 底部欠失）。

1 互ギE 器 高 外反する。胴部は強く張り、 コナデ。胴部外面ハケの後

31. 4cm 最大径を中位に有する 。底 箆ナデ、内面箆ナデ。 外上半一茶褐色 外面に煤の

底 部径 部はあまり突出しない平底 外下半ー暗褐色 付着・黒斑

(8.6cm) を呈する。 内一暗褐色 あり。

口径18.2 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ハケの後ヨコ 片岩粒 ・赤色粒 ほぽ完形。

2 甕 器高24.0 部は緩やかに外反し、胴部 ナデ。胴部外面ハケの後ケ

底径 6.0 は強く張る。底部は若干突 ズリ、内面ケズリの後上半

出する平底を呈する。 ナデ。底部外面ケズリ。 内外一淡褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・白色粒 胴部下半欠失。

3 甕 21. 3cm 部は強く外反する。胴部は 部外面ケズリ、内面ナデの 胴部内面上

張り、最大径を中位に有す。 後上半ケズリ 。 内外一淡褐色 半指頭圧痕。

口径22.4 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ハケの後ヨコ 片岩粒・赤色粒 ほぽ完形。

部は緩やかに外反する 。胴 ナデ。胴部外面ハケの後上 白色粒

4 甕 器高33.0 部は張り、最大径を上半に 半ナデ、下半ケズリ。胴部

持つ。底部はやや突出し、 内面上半箆ナデ、下半ケズ 外ー暗褐色 器形はやや

底径 7.1 上げ底風の平底を呈する。 リ。 内一淡褐色 歪んでいる。

口径20.0 粘土紐輪積み成形。口縁部 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒 ・赤色粒 約3/4。

は内湾ぎみに外傾する。胴 部外面なザ箆ズナ···-•デ←リのを後加中位に部
白色粒

5 甕 器裔25.1 部はやや張り、最大径を中 分的 える。胴

位に持つ。底部はは突出し、 部内面ナデ。 外面に黒斑

底径 6.6 上げ底風の平底を呈する。 内外一明茶褐色 あり 。

口縁部径 粘土紐輪積み成形。口縁部 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・赤色粒 底部欠失。

6 甕 20.0cm は緩やかに外反する。胴部 部内外面上半箆ナデ、下半 外一明茶褐色 外面に黒斑

は強く張り、球胴を呈する。 ナデ。 内一暗褐色 あり 。

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒 約1/2。

7 甕 (20.6cm) 部は緩やかに外反する。胴 部内外面箆ナデ。

部は強く張る 。 内外一淡褐色
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第64図 第37号住居跡出土土器(1)
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第65図 第37号住居跡出土土器(2)
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第66図 第37号住居跡出土土器(3)

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法 の特徴 胎土・色 調 備 考

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ヨコナデ、内面 赤色粒・白色粒 約4/5。

8 嵩杯 22.8cm 部は外反ぎみに開く。脚部 ケズリの後箆ナデ。脚部外

器 古向 は膨らみ、脚端部は水平方 面ケズリの後ナデ、内面ケ 脚部外面縦

16.8cm 向に開く 。 ズリ。脚端部内外面ナデ。 内外一明茶褐色 方向の暗文。

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。脚 赤色粒・白色粒 ほぼ完形。， 高杯 20.0cm 部は直線的に外傾する。脚 部外面ナデ、内面ケズリ。

器 高 部は比較的長く、脚端部は 脚端部内外面ヨコナデ。

18.0cm 外反ぎみに開く 。 内外一橙褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。杯 赤色粒・白色粒 ほぼ完形。

10 高杯 22.6cm 部は外反ぎみに開き、口唇 部外面ナデ。脚部外面ミガ 杯部内外面

器 高 部はやや内湾する。脚部は キ、内面ナデ。脚端部内外 脚端部外面

17. 7cm 太く、脚端部は強く開く。 面ヨコナデ。 内外一茶褐色 暗文あり 。

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ケズリの後ヨ 赤色粒・白色粒 口縁部1/4

11 覇杯 22. 7cm 部は直線的に開く 。脚部は コナデ。脚部外面ケズリの 欠損。

器 古向 太く、脚端部は外反ぎみに 後ミガキ、内面後ケズリ 。

17. 7cm 強く開く 。 脚端部内外面ヨコナデ 内外一明茶褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。杯 赤色粒・白色粒 坪部3/4、脚

12 高杯 21. 4cm 部はやや外反ぎみに開く 。 部外面ナデ。脚部外面ミガ 部1/2。

器 高 脚部は太く、脚端部は外反 キ、内面ナデの後ケズリ 。 脚端部に黒

14.6cm ぎみに水平方向に開く 。 脚端部分内外面ヨコナデ。 内外一明茶褐色 斑あり 。
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No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整 手法 の特徴 胎土 ・色 調 備 考

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。 口縁 口縁部内外面ナデの後ヨ コ 赤色粒 ・白色粒 約2/3。

13 高杯 (22. 6cm) 部は直線的に強く外傾する。 ナデ。杯部外面ナデ。脚部

器 古向 脚部は太く膨らみ、脚端部 内外面ナデ。脚端部内外面

14.2cm は直線的に開 く。 ョコナデ。 内外一茶褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ナデ。脚部外 赤色粒・白色粒 ほぼ完形。

14 裔 杯 18.9cm 部は直線的に開く 。脚部は 面ミガキ、内面ナデ。脚端 脚端部外面

器 古向 太く開き、脚端部はやや外 部ヨコナデ。 に不規則な

15.6cm 反ぎみに開く 。 内外一淡橙褐色 刻線あり 。

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。杯 赤色粒・白色粒 約1/2。

15 高杯 24. 0cm 部は外反しながら開く 。脚 部外面ナデ。脚部外面ナデ、 外一明茶褐色

部は太く、中位に穿孔痕。 内面ケズリ 。 内一淡茶褐色 全面赤彩。

残存高7.2 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・白色粒 約1/2。

16 小形丸底壷 部は強く外傾する。体部は 部外面ケズリの後ナデ、内 外面に黒斑

底径 2.4 張 り、底部は小さな平底。 面ナデ。 内外一茶褐色 あり 。

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ケズリの後ミガ 黒色粒 ・白色粒 ほぽ完形。

17 小形丸底壷 9.8cm 部は直線的に外傾する。体 キ、上端部及び内面ヨコナ

器 古向 部は張らずに浅く、丸底を デ。体部外面ケズリの後ナ

6.8cm 呈する。 デ、内面ナデ。 内外一茶褐色

口径 9.0 粘土紐積み上げ成形。端部 先端部外面指押さえ、内面 片岩粒・赤色粒 内面赤色化、

18 羽 口 残存高10.2 は「ハ」の字状に開き、先端 指ナデ。体部外面ケズリの 白色粒 外面暗灰色

部は薄くなる。 後ナデ、内面ナデ。 内外一茶褐色 化。

2.土 塘

第 1号土凛（第67図）

調査区の南端に位置する。士城の南側上面を第 1号溝跡によって切られている。平面形は、 比較

的整った長方形を呈している。規模は、南北方向1.87m、東西方向0.83mを測る。壁は、緩やかに

立ち上がり 、確認面からの深さは10cm前後ある。底面は、全体的に平坦であるが、南側に向かって
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第67図土凛
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緩やかに傾斜している。覆土は、白色粒子とローム粒子を微量

含む黒褐色土である。出士遺物がまったくないため、本土城の

時期や性格は明確にできないが、第 2号溝跡に切られているこ

とから、古墳時代後期以前のものであることが解る。

第 2号土塘 （第67図）

調査区中央部の南東側寄りに位置する。土城の南東側上面を

第 1号溝跡に、南西側の一部を倒木痕によ って切られている。平

面形は、やや楕円形に近い不整円形を呈している。規模は、北

西～南東方向1.12m、北東～南西方向は1.44mまで測れる。壁

は、緩やかに立ち上がり、確認面からの深さは10cmある。底面

は、全体的に平坦であるが緩やかな起伏が見られ、南西側に向

かって傾斜している。覆土は、ロームブロックを均ーに含む暗

褐色土である。第 1号士堀と同じく、出土遺物がまったくない

ため、本土城の時期や性格は明確にできないが、第 2号溝跡に

切られていることから、古墳時代後期以前のものであることが

解る。

3.溝跡

第 1号溝跡 （第68図）

調査区の南側から東端にかけて位置する。和泉期の第28号住

居跡や鬼高期の第27号住居跡及び第35号住居跡を切り、調査区

東端で現在の水路によって切られている 。調査区内では南西か

ら北東に向かって若干蛇行する流路を取っているが、南側の調

資区外ではその流路を南に変える。

... ヽ第 1号溝跡土層説明

第 1層：灰褐色士層 （細砂を均一に、小石・炭化粒

子を微量含む。粘性に富み、し

まりを有する。）

第2層：暗灰色士層 （小石を多量含む。粘性・しまりともない。）

第3層 ：暗褐色士層 （細砂 ・小石を多量含む。粘性 ・しまりともない。）

第4層 ：灰褐色土層 （細砂を均ーに含む。粘性に富み、しまりはない。）

第5層 ：灰褐色土層 （細砂を多量含む。粘性・しまりともない。）

第6層 ：暗灰色土層 （細砂を多量に、ローム粒子 ・小石を微量含む。枯性・

しまりともな い。）

第7層 ：淡褐色土層 （細砂を微量含む。粘性に富み、しまりはない。）

第8層：暗褐色土層 （マンガン塊 ・ローム粒子を均ーに含む。粘性に富み、

しまりはない。）
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規模は、上幅がほぽ 2mと均一の形態を呈し、確認面からの深さは70cmを測る。断面の形態は、

溝の南東側壁が比較的急に内湾して立ち上がるのに対して、反対側の北西側壁は緩やかに内湾しな

がら立ち上がる。溝の中央部は、幅40cm弱のほぼ均ーで底面が平坦な溝のように深くなっており、

集水的な構造になっている 。

覆土中には細砂粒や小石が顕著に見られ、かなり頻繁に水が流れていたことが伺え、幹線水路的

な役割をもった溝であったと推測される。 しかしながら、溝の掘り返しの痕跡が見られないことか

ら、溝の管理はそれほど行われていなかったようであり、流水によって運ばれた砂や小石の堆積に

よって次第に埋没していったようである。

出土遺物は、覆土中より鬼高式を主体とする多量の土器片が出土している。本溝跡の時期は、出

士遺物から古墳時代後期と考えられる。
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第69図 第 1号溝跡出土土器
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第 1号溝跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色調 備 考

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・赤色粒 口縁部1/4。

1 甕 (21. 4cm) 部は緩やかに外反する。胴 部外面ケズリ、内面上半箆 白色粒

部は張らない。 ナデ、下半ナデ 内外一淡黄褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・赤色粒 口縁部1/4。

2 甕 (23.8cm) 部は緩やかに外反する。胴 部外面ケズリ、内面ナデ。 外ー暗茶褐色

部は張らない。 内一明茶褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒 約1/3。

3 甕 22. 1cm 部は緩やかに外反する。胴 部外面ケズリ、内面ナデ。

部は張る。 内外一淡橙褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・赤色粒 口縁部1/3。

4 鉢 (23. 4cm) 部は若干外傾する。体部は 部外面ケズリ。

深く、器肉は厚い。 内外一淡橙褐色

口径11.7 粘土紐積み上げ成形。口縁 D縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・黒色粒 約3/4。

5 鉢 部は内傾し上半は外反する。 部外面ケズリ、内面ナデ。 白色粒

器高10.2 体部は浅く丸底を呈する。 内外一橙褐色

口径13.5 口縁部はやや長く、緩やか 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 ほぽ完形。

6 杯 に外反する。体部は浅く、 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 5.4 丸底を呈する。 内外一淡橙褐色

口径12.8 口縁部はやや短く、緩やか 口縁部外面ヨコナデ、内面 白色粒 ・黒色粒 完形。

7 坪 に外反する。体部は浅く、 軟質刷毛状工具によるヨコ

器高 4.2 丸底を呈する。 ナデ。体部外面ケズリ。 内外一淡橙褐色

口縁部径 口縁部はやや長く、緩やか 口橡部内外面ヨコナデ。体 赤色粒 ・黒色粒 約1/3。

8 杯 (12.6cm) に外反する。体部は浅く、 部外面ケズリ、内面ナデ。

丸底を呈する。 内外一橙褐色， 杯 口縁部径 口縁部は緩やかに外反する。 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒 口縁部のみ。

12.4cm 部外面ケズリ。 内外一淡茶褐色

口径(4.0) 手捏成形。口縁部は短く内 口縁部外面ヨコナデ。胴部 赤色粒・白色粒 約2/3。

10 手捏 賠高 5 5 傾する。胴部はやや張り、 内外面ナデ。底部外面ナデ。 片岩粒

底径 3.5 底部は平底を呈する。 内外ー暗茶褐色

口径 5.4 手捏成形。口縁部は短く緩 口縁部外面指押さえの後ヨ 赤色粒・白色粒 ほぽ完形。

11 手捏 やかに外反する。胴部はや コナデ、内面ナデ。胴部外 外面に黒斑

器高 5.2 や張り、底部は丸底ぎみ。 面ナデ、内面指ナデ。 内外ー暗茶褐色 あり。

須恵器 残存高 5.7 胴部は低く、強く張る偏平 胴部内外面回転ナデ。底部 白色粒•黒色粒 約1/2。

12 広D展顎壷 ぎみの器形をなし、底部は 外面手持ち箆ケズリ 。 ロクロ回転

底径(8.0) 広い平底を呈する。 内外ー暗灰色 右回り。

須恵器 脚部は比較的細く、脚端部 脚部内外面回転ナデ。 白色粒 脚部のみ。

13 高杯 に向かって緩やかに外反す ロクロ回転

る。器肉は薄い。 内外ー暗灰褐色 右回り。

14 須恵器 口縁部径 口縁部は直線的に外傾する。 口縁部内外面回転ナデ。天 白色粒 口縁部1/5。

杯蓋 (13. 0cm) 井部外面回転箆ケズリ 。 内外一淡灰色

- 80 -



第 2号溝跡

調査区の北側に位置する。重複する古墳時代の住居跡を切り、ほぼ東西方向に向いて直線的な流

路をとる。規模は、上幅が50cm-75cmあり、確認面からの深さは30cmを測る。断面は逆台形を呈し、

底面はほぽ平坦である。出士遺物はないが、覆土中にA軽石を含むことから、本溝跡の時期は近世

後半以降と考えられる。
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第70図

／ー／ 2

三 3

- 更ー 4 

梅沢遺跡調査区外出土土器

5
 

I 0cm 

遺構外出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎 土 ・色 調 備 考

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・ 白色粒 1/2。

1 甕 15.8cm 部は緩やかに外反し、口唇 部外面丁寧なナデ。内面ケ

残存 高 部に平坦面を持つ。胴部は ズリ状の強いナデ。 外面に黒斑

16.4cm 張る 。 内外一明茶褐色 あり 。

口径 19.4 口縁部は短く直立し、 D唇 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・黒色粒 1/2。

2 杯 部は若干外傾する。体部は 部外面ケズリ、内面ナデ。 器形はやや

器高(6.0) やや深く、丸底を呈する。 内外一淡褐色 歪んでいる。

須恵器 口径(15.1) 口縁部は直線的に外傾する。 口縁部内外面回転ナデ。天 白色粒 約1/4。

3 杯 蓋 天井部は低く、つまみ部は 井部外面回転箆ケズリ、内 ロクロ回転

器高 5 4 小さくやや偏平ぎみである。 面一定方向のナデ。 内外一淡灰色 右回り 。

4 須恵器 口縁部径 口縁部は短く直線的に外傾 口縁部内外面回転ナデ。天 白色粒 口縁部1/8。

杯 蓋 (13. 8cm) する 。 井部外面回転箆ケズリ 。 内外一淡白色

5 須恵器 頸部は直立する。胴部は張 内外面回転ナデ。胴部外面 白色粒 ・黒色粒 1/4。
亜・ギ り、最大径を上半に持つ。 下半回転箆ケズリ 。 外ー暗灰色
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第71図 東牧西分遺跡調査位置図
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第VII章 東牧西分遺跡の発掘調査

第 1節遺 跡の概要

本遺跡は、児宝町大字高関字東牧西分から大字下浅見字柳町にかけて所在する、古墳時代～平安

時代にわたる集落跡である。本遺跡の北側約100mには第VI章で述べた梅沢遺跡があり、東側約400

mには第III章で述べた飯玉東遺跡が位置している。

今回調査した本遺跡のA・B・C地点は、標高70mの東西方向に延びる比較的広い自然堤防上の中

央部から東側に位置している。本遺跡の立地するこの自然堤防は、ほとんどがすでに水田化されて

おり、その耕作による削平が著しいため、検出された遺構も遺存状態があまり良好とは言えないも

のが大半を占めている。そのため本遺跡では、すでに耕作によって削平された遺構もかなりあるの

ではないかと推測される。その中でA地点だけは、唯一畑として利用されていたため、他の地点に

比べて遺構の遺存状態がやや良好であり、自然堤防の東端部であるにもかかわらず、当初の予想を

遥かに上回る数の遺構が高い密度で検出されている 。

A·B·C地点で検出された遺構は、住居跡47軒・掘立柱建物跡 3 棟•井戸跡 3 基・土城 1 3基・溝跡 8

条である。これらの遺構の大半は、古墳時代～平安時代に属すると考えられるものであり、 5世紀

後半と 8世紀前半に欠落する時期が見られるものの、比較的継続性のある集落跡と思われる。

五領期の遺構は、住居跡 8軒と溝跡 1条（第6号溝跡）である。該期の住居跡は、他時期の住居跡

に比べて掘り込みが深く、焼失住居が多く見られるのが特徴である。形態は方形を呈するものが多

く、大型や小型など一般的な住居跡とは異なった規模を有するものもある。第 6号溝跡は、 C地点

の谷状地形を利用したもので、比較的規模が大きく排水的な水路と考えられるものである。和泉期

の遺構は、住居跡 2軒と土壊 l基（第13号土城）である。第33号住居跡ば炉をもつが、第41号住居跡

にはカマドが付設されており、当地方における出現期のカマドとして注目される。鬼高期の遺構は、

住居跡 6軒と溝跡 2条であり、いずれも鬼高期の後半～終末のものである。住居跡は、その全容の

わかるものが少ないが、第19号住居跡のように大型のものもある。溝跡は、 A地点の第 1号溝跡と

B地点の第 5号溝跡があるが、これらは形態が類似していることから、同一の溝である可能性が高

いものである。真間期の遺構は、住居跡 14軒 •土城 2 基（第 4 · 6 号土城 ） •井戸跡 1 基（第 3 号井戸

跡）であり、これらは真間期前半の 7世紀後半を主体としている。当地域では、本遺跡のような沖

積低地内の自然堤防上に立地する集落は鬼高期の終末に廃絶され、沖積低地周辺の台地上や丘陵上

に移動する現象が認められることからすれば、本遺跡はその後も継続して集落が営まれる特異な集

落として注目されよう 。住居跡では、 A地点調査区北側の第 7・11・12・14号住居跡の 4軒が、ほぽ直

線上に並ぶ配置を取っていることが注目される。第 3号井戸跡は、井戸本体から調査区外に溝が延

びるもので、いわゆる「溜井」の形態に類似している。国分期の遺構は、住居跡15軒・掘立柱建物跡

3 軒 •井戸跡 2 基・土城 5 基 ・溝跡 2 条である。該期の遺構は、 A地点の南半から C地点の東側にか

けて分布しているが、 他時期のも のに比べて遺存状態が悪く、 また重複しているものがほとんどで

あるため、出土遺物にも混入品が多く見られる。A地点の調査区南西側に位置する第22~24号住居

跡は大型住居跡で、同一地点での建て直しによる重複と考えられるものである。
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第74図 東牧西分遺跡B地点全測図
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第2節 検出された遺構と遺物

1.住居跡

第 1号住居跡 （第78図）

A地点の調査区南側に位置する。重複する第33号住居跡と第 2号土城を切り、第 2号住居跡と第

27号住居跡に切られている。遺構の遺存状態は、本遺跡の中では比較的良好な方である。

平面形は、東西方向3.80m・南北方向2.66mの比較的整った長方形を呈する。住居の主軸方位は、

N-91°-Eをとる。確認面からの深さは20cm程度あり、壁は緩やかに立ち上がる。壁溝は各壁下と

もまったく見られない。床面は、平坦で堅緻である。貯蔵穴や主柱穴等の施設はないが、住居の南

西側に性格不明の浅い小ピットを伴っている。

カマドは、北側壁の西寄り（北カマド）と東側壁中央の 2箇所に見られるが、これらは同時に存在

したものではなく、北カマドから東カマドに作り替えられたものである。住居廃絶時に伴う東カマ

ドは、全長83cm・最大幅70cmを測り、壁に対してほぼ直角に付設されている。袖はなく、煙道部は

すでに削平されている。燃焼部は、床面を若干掘り窪めて作られている。覆土中にば焼土粒子や焼

土ブロックが顕著に見られるが、底面や壁面はあまり焼けていない。本住居跡の構築当初に作られ

た北カマドは、住居壁外に残存する部分では、全長166cm・幅100cmを測り、

壁に対してやや斜めに付設されている。燃焼部は、床面を若干掘り窪めて

作られており、壁面は部分的に良く焼けている。煙道部はすでに削平され

ている。

出土遺物は、住居中央部の床面付近やカマド内より、土師器の甕や杯と

須恵器の杯が出土しているが、いずれも破片であり、またNo5のような混

入品も見られる。この他、土器以外では床面上より石製の紡錘車 （第76図）

が 1点出土している。

本住居跡の時期は、出土遺物より国分期の所産と考えられる 。

“7 ゜
5cm 

第76図 石 製紡 錘 車

← (¥-（＼□(¥¥̀  2 

□ 3 

ローニ5
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□ 6 

¥＼ 。廻

第77図 第 1号住居跡出土土器
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第 1号住居跡土層説明

第1層：暗褐色土層（焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子を均ーに含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第2層：暗茶褐色士層（ローム粒子 ・マンガン塊を均ーに、焼土粒子・炭化粒子を微量含む。粘性に富み、しまり

を有する。）

第3層 ：黒褐色士層（ローム粒子・炭化粒子を均ーに含む。粘性に富み、しまりはない。）

第 1号住居跡東カマド土層説明

第 1層：暗褐色士層 （ローム粒子・焼士粒子を多量含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第2層：暗赤褐色土層 （焼士ブロックを多量に、焼士粒子を均ーに含む。粘性に富み、しまりを有する 。）

第 3層 ：暗褐色土層 （焼土粒子・炭化粒子を均ーに、ローム粒子を微量含む。粘性に富み、しまりを有する 。）

第 1号住居跡北カマド土層説明

第 1層：暗褐色土層 （ローム粒子を均ーに、焼上粒子 ・炭化粒子を微量含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第 2層：赤褐色土層（焼土ブロック ・焼土粒子を多量含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第 3層：黒褐色土層（炭化粒子を多量に、ローム粒子を微量含む。粘性に富み、しまりはない。）

第4層：暗赤褐色上層（焼土粒子を均ーに含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第 2号住居跡土層説明

第1層：暗灰色士層（ローム粒子・焼士粒子を微量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第2層：暗黄褐色土層（ロームプロックを均ーに含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第3層：黒褐色士層（炭化粒子・焼土粒子を均ーに含む。粘性 ・しまりともない。）

第 2号住居跡カマド土層説明

第1層：暗褐色土層 （焼土粒子・炭化粒子を微量含む。

”。 1m 

第79図 第 2号住居跡カマド

第 1号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴

粘士紐積み上げ成形。口縁

1 甕 口縁部径 部は下半が直立し、上半は

(21. 2cm) 長く直線的に外反する。胴

部は張る。器肉は薄い。

粘性・しまりともない。）

第2層：黒褐色土層（炭化粒子を多量含む。粘性に富み、

しまりはない。）

第3層：暗褐色士層（ローム粒子を多量に、焼土粒子 ・

炭化粒子を微量含む。粘性に富み、

しまりはない。）

調整手法の特徴 胎 土 ・色 調 備 考

口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒•黒色粒 約3/4。

部外面ケズリ、内面ナデ。

内外一淡橙褐色
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No. 器種 法 量 形態 ・成形手法の特徴 調 整 手 法の 特 徴 胎土・色 調 備 考

D縁部径 粘土紐積み上げ成形。D縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒 口縁部1/3。

2 甕 (20.6cm) 部は下半が直立し、上半は 部外面ケズリ、内面指押さ

直線的に外傾する。 えの後ナデ。 内外一淡橙褐色

口縁部径 口縁部はやや外反ぎみに立 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒 約1/3。

3 杯 (14. 0cm) つ。体部は比較的深く、底 部外面上半ナデ、下半～底

部は偏平の丸底を呈する。 部ケズリ。 内外一淡褐色

口径(12.0) 口縁部は体部よりやや内湾 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・黒色粒 約1/2。

4 杯 ぎみに立つ。底部は偏平ぎ 部内外面ナデ。底部外面ケ

器高 3.5 みの丸底を呈する。 ズリ、 内面ナデ。 内外一淡橙褐色

口径(11.8) 口縁部は体部よ り蛇行しな 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・片岩粒 約1/3。

5 杯 がら立つ。底部は偏平ぎみ 部内外面ナデ。底部外面ケ

器高 3.5 の丸底を呈する。 ズリ 、内面ナデ。 内外一淡褐色

須恵器 口径12.4 口縁部は体部より内湾ぎみ 体部内外面右回 りの回転ナ 片岩粒・白色粒 4/5。

6 杯 器高 3.5 に開き 、口唇部はやや肥麻 デ。底部外面回転糸切り。

底径 6.0 する。底部は平底を呈する。 末野産。

石製 直径 4.0 平面形はほぽ円形で、断面 上下面とも丁寧な研磨。側 凝灰岩 完形。

7 紡錘車 厚さ 2.1 は上面が若干小さい台形を 面はケズリの後、雑な研磨。

重量 58g 呈する。

第 2号住居跡 （第78図）

A地点の調査区南側に位置し、重複する第 1号住居跡と第20号住居跡及び第 5号土城を切ってい

る。遺構の遺存状態はあまり良好とは言えない。

平面形は、東西方向3.28m・南北方向3.14mの方形を呈しているが、西側壁は南に向かって若干

開いている。住居の主軸方位は、 N-102°-Eをとる。壁は緩やかに立ち上がり、確認面からの深

さは 5cm-13cmある。床面は、ロームブロ ック を多量に含む暗黄褐色土を平坦に埋め戻した貼床式

で、住居中央部は比較的堅緻であるが、壁に寄った周辺部はやや軟弱である。貯蔵穴や主柱穴及び

壁溝等の施設はまったくないが、住居中央部に 2箇所性格不明の浅い小ピ ットがある。

カマドは、東側壁中央のやや南寄りに位置し、壁に対して直角に付設されている。規模は、全長

120cm ・最大幅64cmを測る。袖はなく、煙道部はすでに削平されている。燃焼部は、焚口部よりさ

らに一段掘り窪められている。焼土は顕著でなく、壁はあまり焼けていない。

本住居跡では、カマド前面の床下より 、いわゆる床下土壊が 1基検出されている。平面形は、不

整円形を呈し、規模は122cmx 108cmを測る。床面からの深さは25cmあり、底面は平坦をなしている。

覆土最下層にば焼上粒子や炭化粒子が顕著に見られ（第3層）、その上をロームブロックを主体と

する暗黄褐色土（第2層）で薄く被覆し、さらに暗灰色土（第 1層）によって埋め戻している。

出土遺物は、土師器や須恵器の破片が覆土中より少量出上している。No2の完形の杯は、住居南

側の床面上より壁に立て掛けられたような状態で出士している。この他では、カマド南側の床面上

より 比較的大きな自然石が 1個出土している。

本住居跡の時期は、出土遺物より国分期の所産と考えられる。
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第80図 第 2号住居跡出土土器

第 2号住居跡出土土器観察表

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手法の特徴 胎土・色調 備 考

口径11.8 口縁部は体部より直線的に 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 1/3。

1 杯 外傾する。底部は偏平ぎみ 部外面ナデ。底部外面ケズ

器高 3.5 の丸底を呈する。 リ、内面ナデ。 内外一橙褐色

口径11.8 口縁部は体部より直線的に 口縁部内外面及び体部内面 黒色粒・白色粒 ほぽ完形。

2 杯 外傾し、口唇部はやや上方 ョコナデ。体部外面ナデ。

器高 3.2 に向く。底部は平底ぎみ。 底部外面ケズリ、内面ナデ。 内外一明茶褐色

口径(11.2) 口縁部は体部よりやや内湾 口縁部内外面ヨコナデ。体 黒色粒・白色粒 1/4。

3 杯 ぎみに開く 。底部はかなり 部外面ナデ。底部外面ケズ

器高 3.4 偏平ぎみの丸底を呈する。 リ、内面ナデ。 内外一淡茶褐色

須恵器 底部径 粘土紐積み上げ成形。底部 胴部外面回転ナデの後ナデ、 黒色粒・白色粒 1/3。

4 甕 (11. 4cm) はやや薄い平底を呈し、胴 内面回転ナデ。底部内外面

部は内湾ぎみに立ち上がる。 ナデ。 内外ー暗灰色

第 3号住居跡（第81図）

A地点の調査区南側に位置し、重複する第30号住居跡と第31号住居跡及び第 8号土城を切ってい

る。 遺構の遺存状態はあまり良好とは言えず、かろうじて残存しているような状況である。

平面形は、南北方向2.62m・東西方向2.12mの比較的整った長方形を呈する。住居の主軸方位は、
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第81図第3号住居跡
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N-4°-Wをとる。確認面からの深さは 2cm~8cmある。床面は、比較的堅緻で平坦である。

カマドは、北側壁のほぼ中央に壁に対して直角に付設されている 。規模

は、全長67cm・最大幅40cmを測る。袖はなく、壁外に燃焼部が延びるタイ

プである。燃焼部は、住居の床面とほぼ同じ高さで、あまり焼けていな
ロミJ

し‘
゜
出士遺物は、土師器や須恵器の破片がごく少量出士しただけである。こ

の他では、住居中央部の床面上に置かれたような状態で、比較的大きな自

然石が 1個出土している。

` 2 

本住居跡の時期は、出士遺物より国分期の所産と推測される 。

第 3号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法 の特徴

須恵器 口径(12.0) 体部は底部より内湾ぎみに 体部内外面回転ナデ。底部

1 杯 器高 3.3 開き、口唇部は若干肥厚す 外面回転糸切 り。

底径 6.4 る。底部は平底を呈する。

2 須恵器 底 部径 体部は底部より直線的に開 体部内外面回転ナデ。底部

杯 6.6cm く。底部は平底を呈す。 外面回転糸切 り。

第4A号住居跡（第84図）

10cm 

第82図第3号

住居跡出土土器

胎土・色 調 備 考

黒色粒・白色粒 1/2。

内外一淡灰色

黒色粒・白色粒 1/4。

内外ー暗灰色

A地点の調査区南側の東端に位置する。入れ子状に重複する第 4B号住居跡を切っている。遺構

の遺存状態は、本遺跡の中では比較的良好な方である。住居跡の東側半分は調査区外に位置するた

め、本住居跡の全容は不明である 。

平面形は、方形もしくは長方形を呈するものと思われ、南北方向2.18 

m ・東西方向は1.16mまで測れる。確認面からの深さは30cmあり、壁は直

線的に立ち上がる。床面は、地山を直接掘り窪めた直床式で、全体に堅緻

であるが若干起伏が見られる。出士遺物は、覆土中より土器片が少量出土

しただけである。

本住居跡の時期は、出土遺物より国分期の所産と考えられる 。

第 4号住居跡出土土器観察表

こ
10cm 

第83図第4号

住居跡出土土器

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法 の特徴 胎土・色 調 備 考

口縁部径 体部は底部より外反ぎみに 口縁部内外面ヨコナデ。体 黒色粒・白色粒 2/3。

1 杯 12.0cm 開き、口縁部は体部より内 部外面ナデ。底部外面ケズ

器 古向 湾ぎみに立つ。底部は偏平 リ、内面ナデ。

2. 7cm で平底ぎみである。 内外一明橙褐色

第4B号住居跡（第84図）

A地点の調査区南側の東端に位置する。住居跡の中央部を第 4A号住居跡に切られ、重複する第

5号住居跡と第 6号住居跡を切っている。遺構の遺存状態はあまり良好とは言えない。住居跡の東

側半分は調査区外に位置するため、本住居跡の全容は不明である。
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平面形は、方形もしくは長方形を呈するものと思われ、南北方向4.30m ・東西方向は1.66mまで

測れる。確認面からの深さは 6cm~20cmあり、壁は緩やかに立ち上がっている。床面は、地山を直

接掘り窪めた直床式で、平坦であるが北側に向かってやや傾斜している。出士遺物は、覆土中より

土器片が少量出土しただけである。

本住居跡の時期は、出土遺物や遺構の重複関係よ り国分期の所産と思われる。

女I ・c1 
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第84図第4~6号住居跡
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第5号住居跡（第84図）

A地点の調査区南側の東端に位置する。重複する第 6号住居跡を切っているが、住居跡の東側を

第4B号住居跡に切られているため、本住居跡の全容は不明である 。遺構の遺存状態はあまり良好

とは言えない。

平面形は、方形もしくは長方形を呈するものと思われ、南北方向2.94m・東西方向はl.65mまで

測れる。確認面からの深さは 5cm~l4cmあり、壁は緩やかに立ち上がっている。床面は、地山を直

接掘り窪めた直床式で、全体に平坦であるがやや軟弱である。出土遺物は、床面近くより土器破片

が少量出土している。

本住居跡の時期は、出土遺物より真間期の所産と考えられる。

10cm 

ミ 2

3
 

第85図 第 5号住居跡出土土器

第 5号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整 手法 の特徴 胎 土・色 調 備 考

底部径 粘土紐積み上げ成形。胴部 胴部外面ケズリ、内面ナデ。 黒色粒 ・白色粒 約1/2。

1 鉢 6.0cm 内湾しながら大きく開く 。 底部外面ケズリ 。

底部は平底を呈する。 内外一明橙褐色

D径(13.0) 口縁部は内湾ぎみに外傾す 口縁部内外面ヨコナデ。体 黒色粒・ 白色粒 約1/4。

2 杯 る。体部は比較的浅く、丸 部外面ナデ。底部外面ケズ

器高 3.8 底を呈する。 リ、内面ナデ。 内外一明橙褐色

3 須恵器 外面平行叩き、内面ナデ。 白色粒 破片。

甕 内外ー暗灰色

第6号住居跡（第84図）

A地点の調査区南側の東端に位置し、住居跡の南側を重複する第 4B号住居跡と第 5号住居跡に

切られている。遺構の遺存状態はあまり良好とは言えない。住居跡の東側半分は調査区外に位置す

るため、本住居跡の全容は不明である。

平面形は、方形もしくは長方形を呈するものと思われる。確認面からの深さは、調査区断面で23

cmを測る。床面は、地山を周溝状もしくはドーナツ状に荒掘りした後、ロームブロックを含む暗茶

褐色土（第6層）を埋め戻した貼床式で、全体に平坦で堅緻である。調査区内で検出された部分では、

主柱穴や壁溝等の施設はまったく見られなかった。床面上には炭化材が多く残存しており、覆土中

には焼土ブロックや焼土粒子が顕著に見られることから、本住居跡は焼失したものと考えられる。

出土遺物は、住居の西側壁に近い床面上から、甕・鉢・器台などの比較的形状を止めた土器がまとま

って出土している。

本住居跡の時期は、出土遺物より五領期の所産と考えられる。
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第86図 第 6号住居跡出土土器
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第 6号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法の 特徴 胎土 ・色調 備 考

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 D縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒 ・赤色粒 約1/2。

1 台付甕 12.4cm 部は「S」字状を呈し、胴部 部外面ハケの後下半ケズリ、 白色粒 外面に煤の

は張る。器肉は薄い。 内面ナデの後一部ケズリ 。 内外一淡茶褐色 付着あり。

口径(12.8) 粘土紐輪積み成形。口縁部 口縁部内外面ナデ。胴部外 片岩粒・赤色粒 胴部完形、

2 甕 器高 12.1 は簿く内湾ぎみに外傾する。 面上部ハケ、下半ケズリの 白色粒 口縁部1/4。

底径 4.6 胴部は偏平ぎみに強く張り、 後ナデ。内面ナデの後ケズ 外面煤の付

底部は上底風の平底を呈す。 リ。底部ケズリの後ナデ。 内外一淡茶褐色 着あり 。

口径19.8 粘土紐積み上げ成形。口縁 口唇部内外面ヨコナデ。ロ 片岩粒・白色粒 2/3。

部は強く外反し、口唇部は 縁部外面ナデ、内面ミガキ。

3 鉢 器高 8.6 短く上方に向き、外面に平 胴部内外面細かなミガキ。

坦面をもつ。器高は低く、 外ー暗赤茶褐色

底径 2.4 底部は小さな平底を呈する。 内一黒色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ミガキ。器受 片岩粒・白色粒 1/2。

4 器 台 8. 5cm 部は緩やかに外反する。穿 部外面ケズリの後ミガキ、 脚部穿孔は

器 古向 孔部は筒状をなさず、脚部 内面ミガキ。脚部外面ケズ 3箇所と思

9.1cm は接合部より直線的に開く。 リの後ミガキ、内面ナデ。 内外一明褐色 われる。

粘土紐積み上げ成形。口縁 口唇部内外面ヨコナデ。器 片岩粒 ・白色粒 4/5。

口縁部径 部は緩やかに外反し、口唇 受部内外面ミガキ。脚部外 黒色粒 ・赤色粒

8.4cm 部は短く上方に向き、外面 面ケズリの後ミガキ、内面 脚部穿孔は

5 器台 に凹線を有する。穿孔部は ケズリの後ナデ。 3箇所。

器 古向 筒状をなさず、脚部は接合

9.2cm 部より外反ぎみに開き、端 外ー黒灰褐色

部内面は窪む。 内一淡茶褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ミガキ。 片岩粒・赤色粒 口縁部1/3。

6 器台 (9.0cm) 部は器肉が薄＜、緩やかに 外一明褐色

短く外反する。 内一黒褐色
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第 7号住居跡 （第87図）

A地点の調査区中央部に位置し、重複する第19号住居跡と第20号住居跡を切っている。遺構の遺

存状態は、あまり良好とは言えない。

平面形は、長方形を呈するが、住居の東西両壁とも北に向かって若干開いている。規模は、東西

方向4.00m・南北方向3.36mを測る 。住居の主軸方位は、 N-80°-Eをとる。確認面からの深さ

は20cm程度あり、壁は直線的に立ち上がっている。床面は直床式と考えられ、全体に平坦で堅緻で

ある 。 貯蔵穴•主柱穴 ・壁溝等の住居内施設はまったく存在しない 。

カマドは、住居東側壁の中央よりやや南に寄った位置に、壁を若干掘り込んで付設されている。

袖はすでに崩壊してその痕跡すら認められず、煙道部も削平されている。燃焼部は長さ65cm・幅51
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第87図 第 7号住居跡 第88図第7号

住居跡出土土器

第 7号住居跡土層説明

第1層：暗茶褐色土層 （焼土粒子・炭化粒子を均ーに含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第2層：暗褐色土層（ローム粒子を均ーに、焼土粒子を微麓含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第3層 ：暗褐色士層（ローム粒子・ロームプロックを微量含む。粘性・しまりともない。）

第 7号住居跡カマド土層説明

第1層：暗赤褐色土層（焼土粒子を多醤に、炭化粒子 ・ローム粒子を微批含む。粘性 ・しまりともない。）

第2層：暗褐色士層（焼士プロックを微罷含む。粘性に富み、 しまりはない。）
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cmの楕円形に近い形態を呈 している。床面よりも 一段低く掘り込んで作 られており、壁面は非常に

良く焼けている。

出士遺物は、住居跡の覆土中より鬼高式や真間式の土器片がご く少量出土している。第88図に図

示した鬼高式の杯は、覆土中から出土した破片であるため混入の可能性もあ り、本住居跡に伴うも

のか不明である。

本住居跡の時期は、出土遺物が少量であり混入も考え られることから明確にしがたいが、カマド

の燃焼部が壁を掘 り込む形態であることからみて、鬼高期終末から真間期の所産と推測される。

第 7号住居跡出土土器観察表

No. 器 種 法 量 形態 ・成形手法の特徴 調整手 法の特徴 胎土 ・色調 備 考

口径(13.0) 口縁部は外反ぎみに開 く。 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒 ・白色粒 1/4。

1 杯 体部は浅く 、底部は丸底を 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 4.2 呈する。 内外ー暗橙褐色

口径(11.4) 口縁部は緩やかに外反する。 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒 ・白色粒 1/3。

2 杯 体部は浅く 、底部は丸底を 部外面ケズリ、内面ナデ。 片岩粒

器高 3.8 呈する。 内外一明橙褐色
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第89図第8号住居跡

第 8号住居跡土層説明

第1層 ：黒灰色土層 （焼土粒子を多量に、炭化粒子を微量含む。粘性 ・しまりともない。）

第2層 ：淡灰色土層 （ローム粒子・マンガン塊を均ーに、焼土粒子を微量含む。粘性 ・しまりともない。）

第3層 ：淡灰色土層 （マンガン塊を均ーに、ロ ーム粒子を微量含む。粘性はなく、しま りを有する。）

第4層 ：暗灰色土層 （マンガン塊を均ーに、ロ ーム粒子・焼土粒子・炭化粒子を微量含む。粘性・し まりともない。）

第 5層 ：暗灰色士層 （マンガン塊を多量に、炭化粒子・焼土粒子を微量含む。粘性 ・しまりともない。）

第 8号住居跡カマド土層説明

第 1層 ：暗褐色土層 （焼上粒子・炭化粒子を均ーに含む。粘性 ・しまりともない。）

第2層 ：暗灰色土層 （マンガン塊を均ーに、炭化粒子を微量含む。粘性・しま りともない。）

-99 -



第 8号住居跡 （第89図）

A地点の調壺区南西側の西端に位置し、重複する第21号住居跡を切っている。遺構の遺存状態は、

あまり良好とは言えない。住居跡の西側は調査区外に位置するため、本住居跡の全容は不明である 。

平面形は、方形もしくは長方形を呈するものと思われる。規模は、南北方向3.66m・東西方向は

1.12mまで測れる。確認面からの深さは 3cm~l6cmあり、壁は直線的に立ち上がっている。床面は

直床式で、全体に平坦で堅緻である。住居内ではピットが3箇所検出されているが、北側のやや規

模の大きい 2箇所のピットは、本住居跡に伴うものではなく、後世の所産である。

カマドは、住居東側壁の中央やや北寄りの位置に付設されている。袖はなく、煙道部はすでに削

平されている。燃焼部は、床面とほぼ同一の高さで、 壁面は良く焼けている。出士遺物は、住居の

床面上や覆土中より、土器片が比較的多く出土している。

本住居跡の時期は、出土遺物より国分期の所産と考えられる。
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第 8号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土・色調 備 考

1 甕 口縁部径 口縁部は直立する頸部より 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒 ・赤色粒 1/4。

(23. 8cm) 直線的に長く外傾する。 部外面ケズリ、内面ナデ。 内外一淡茶褐色

2 甕 口縁部径 口縁部は緩やかに外反する 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒 ・白色粒 1/3。

(21. 2cm) が、上半部は強く外傾する。 部外面ケズリ、内面ナデ。 内外ー暗茶褐色
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No. 器 種 法 量 形態・ 成形手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 胎 土 ・ 色 調 備 考

3 甕 口縁部径 口縁部は直立ぎみの頸部よ 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・白色粒 口縁部のみ。

19.2cm り直線的に外傾する。 部外面ケズリ、内面ナデ。 内外ー暗茶褐色

4 甕 口縁部径 口縁部は内傾する頸部より 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・白色粒 1/4。

(20. 2cm) 直線的に外傾する。 部外面ケズリ、内面ナデ。 内外一淡橙褐色 煤付着。

D径(15.4) 口縁部は体部よ り直立する。 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 1/2。

5 杯 体部は比較的深く、底部は 部及び底部外面ケズリ、内 黒色粒

器高(4.5) 丸底を呈する。 面ナデ。 内外一明橙褐色

口径14.0 口縁部は内湾ぎみに開く 。 口縁部内外面ヨコナデ。体 黒色粒・白色粒 1/2。

6 杯 体部は浅く、底部は偏平ぎ 部内外面ナデ。底部外面ケ

器高 3.0 みの丸底を呈する。 ズリ、内面ナデ。 内外一淡橙褐色

口径(13.8) 口縁部は内湾ぎみに外傾す 口縁部内外面ヨコナデ。体 黒色粒 ・白色粒 2/3。

7 杯 る。 体部は浅く 、底部は偏 部内外面ナデ、底部外面ケ

器高 3.2 平ぎみの丸底を呈する。 ズリ、内面ナデ。 内外一淡橙褐色

口径(12.8) 口縁部は内湾ぎみに開く 。 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 1/4。

8 杯 体部は浅く、若干湾曲する。 部内外面ナデ、底部外面ケ

器高(3.4) 底部は平底ぎみである。 ズリ、内面ナデ。 内外一淡橙褐色

口径(12.6) 口縁部は内湾ぎみに外傾す 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒 2/3。， 杯 る。体部は浅く、底部は偏 部内外面ナデ、底部外面ケ

器高 3.2 平ぎみの丸底を呈する。 ズリ、内面ナデ。 内外一淡橙褐色

口径(11.8) D縁部は内湾ぎみに若干外 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・黒色粒 1/3。

10 杯 傾す る。体部は浅 ＜、底部 部内外面ナデ。底部外面ケ

器高(3.3) は偏平ぎみの丸底を呈する。 ズリ、内面ナデ。 内外一淡褐色

須恵器 底 部径 底部は平底を呈する。 体部内外面回転ナデ。底部 白色針状物質 1/2。

11 杯 6.2cm 外面回転糸切りの後外周回 白色粒

転箆ケズリ 。 内外ー暗茶褐色 南比企産。

須恵器 口径(12.4) 口縁部は直線的に外傾する。 口縁部内外面回転ナデ。底 白色針状物質 1/2。

12 杯 器高 3.4 底部は平底を呈する。 部外面回転糸切りの後外周

底径 6.8 回転箆ケズリ 。 内外一淡褐色 南比企産。

須恵器 口径(11.6) 口縁部は直線的に外傾する。 口縁部内外面回転ナデ。底 白色粒 1/4。

13 杯 器高 4 0 底部は平底を呈する。 部外面回転糸切り 。

底径(7.0) 内外ー暗灰色

第 9号住居跡 （第92図）

A地点の調査区南西側の西端に位置する。住居南側壁の一部を第 3号土城に切られ、南東側コー

ナ一部は第10号住居跡を切っている。遺構の遺存状態は比較的良好な方ではあるが、住居跡の大半

は調査区外に位置するため、本住居跡の全容は不明である。

確認面からの深さは20cm程度あり、壁は直線的に立ち上がる。床面は、ロームブロックを含む暗

黄褐色土（第 4層）を郎分的に埋め戻した貼床式で、全体に平坦で堅綴である。出土遺物は、覆土中

より真間式前半の土器片がごく少量出土しただけである 。

本住居跡の時期は、出土遺物より真間期の所産と考えられる。
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第10号住居跡 （第92図）

A地点の調査区南西側に位置 し、重複する第 9号住居跡に切 られ、第29号住居跡を切っている。

遺構の遺存状態は比較的良好な方ではあるが、住居跡の大半は調査区外に位置するため、本住居跡

の全容は不明である。

平面形は、方形もしくは長方形を基本形にするものと思われるが、コーナ一部の丸みが強く、西

側壁は北に向かって開いている。規模は、東西方向は2.80mまで、南北方向は73cmまで測れる。確

認面からの深さは25cm程度あり、壁は直線的に立ち上がる 。床面は、

地山を直接削り出した直床式で、全体に平坦である。調査区内で検出

された範囲が住居の壁際であるためか、やや軟弱である 。出士遺物は、

覆土中より鬼高式の土器片が少量出土しただけである。

本住居跡の時期は、 出士遺物より鬼高期の所産と考えられる。

ミ 10cm 

第91図第10号

住居跡出土土器

第10号住居跡出土土器観察表

叫 器 種 l法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 胎 土・色 調 備 考

口径13.8 口縁部は直線的に外傾し、 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 約3/4。

杯 I 外面に 2本の凹線を施す。 部外面ケズリ、内面ナデの 外面に黒斑

器閥 4.0 体部は浅く、丸底を呈する。 後雑な放射状の暗文を施す。， 内外一明茶褐色 あ り。
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第92図 第9 • 10号住居跡

第 9~10号住居跡土層説明

く第 9号住居跡＞

第 1層：暗褐色士層 （マンガン塊を均ーに、焼士粒子を微量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第2層 ：暗褐色土層 （ローム粒子・マンガン塊を均ーに含む。粘性・しまりともない。）

第3層 ：暗褐色土層 （マンガン塊を均ーに、ローム粒子 ・焼上粒子を微量含む。粘性はなく 、 しまりを有する。）

第4層 ：暗黄褐色土層 （ローム粒子を均ーに含む。粘性・しまりともない。）

く第10号住居跡＞

第5層 ：暗褐色土層 （ローム粒子を均ーに、焼土粒子を微量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第6層 ：暗褐色上層 （ローム粒子 ・焼土粒子を微量含む。粘性・しまりともない。）
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第11号住居跡（第94図）

A地点の調査区中央部に位置し、重複する第19号住居跡と第 1号溝跡を切っている。遺構の遺存

状態は、比較的良好である。

平面形は、比較的整った方形を呈し、規模は東西方向4.74m ・南北方向4.62mある。住居の主軸

方位は、 N-87°-Eをとる 。壁は、直線的で垂直ぎみに立ち上がり、カマド南側の南東コーナー

部を除く各壁下には、幅15cm前後深さ 8cm程度の壁溝が巡っている。確認面からの深さは40cm程度

ある。床面は、ロームブロ ックを主体とする暗黄褐色土を埋め戻 した貼床式で、全体的に平坦であ

るが若干起伏が見られる。カマド焚口部前面や主柱穴に囲まれた住居中央部は堅緻であるが、壁際

に近い住居周辺部はやや軟弱である。

主柱穴は、住居のほぼ対角線上に 3箇所検出されている。南東側には主柱穴が掘り込まれていな

いが、その配置からみて 4本主柱であったものと考えられる。形態は、直径15cm-35cmの円形を呈

し、深さは18cm-32cmあり、西側の主柱穴は 2箇所とも東側に比べて規模が小さい。貯蔵穴は、南

東コーナ一部に位置している。方形ぎみの平面形を呈し、規模は80cmX75cmある。床面からの深さ

は25cmあり、底面は平坦である。この他、住居南側壁の中央やや東寄り付近に楕円形を呈する士城

状の掘り込みが見られるが、これは本住居跡に伴うものではなく後世の撹乱である 。

カマドは、住居の東側壁中央のやや南寄りに位置し、壁に対してほぽ直角に付設されている。規

模は、全長 163cm •最大幅78cmを測る 。 袖は、ロームブロックを含む暗褐色土（第 5 層）を、住居の壁

に直接貼り付けて構築している。燃焼部は、住居の壁を掘り込まない形態で、底面は床面よりも若

干低く、壁は良く焼けている。煙道部は、住居の壁を境にして燃焼部より一段高くなっており、壁

外に約 lmほど直線的に延びている。

出士遺物は、住居中央から西側の覆土中より、大量の土器片がまとまって出土している。これら

の上器は、住居廃絶後の覆土埋没過程中に西側から一括廃棄されたものであるが、この大量の土器

片を含む覆土第 2層は、上下の土層に比べて焼土粒子や炭化粒子を極端に多く含んでおり 、また士

器片が密集しているところでは焼土ブロックも顕著に見られることから、窪みとなった廃屋を利用

して、火を使った何だかの行為が行われたことが推測されるものであり、おそらくその行為に関係

した土器群ではないかと思われる。このような住居跡の覆士中より大量の土器が出土した例は、上

里町の八幡太神南遺跡や立野南遺跡（富田 ・赤熊1985)

に好例があるが、それら に比べて本住居跡のものには

須恵器が極端に少ない点が注目される。なお、 No64の

須恵器蓋は覆士中から出土した小破片で、他の土器群

に比べてやや新しいと思われるもので、混入した可能

性もある。土器以外では、覆上中の大量の土器片に混

じって砥石の破片(No66)が 1点出士している。

本住居跡の時期は、その出土状態から見て住居に直

接伴う可能性が高いNo32の杯やカマド脇の甕などの土

器から、真間期の所産と考えられる。

ー

゜
5cm 

66 

第93図 第11号住居跡出土砥石
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第94図 第11号住居跡

第11号住居跡土層説明

第 1層：黒褐色土層 （焼士粒子・炭化粒

子を微量含む。粘性

はなく、しまりを有

する。）

第2層：黒褐色士層 （焼土粒子 ・炭化粒

子を多星含む。粘性

に富み、しまりはな

い。）

第3層：黒褐色土層 （ローム粒子を均ーに含む。粘性はなく、しま りを有する 。）

第4層：暗褐色土層 （ローム粒子を均ーに、小石 ・炭化粒子を微量含む。粘性・しまりともない。）

第5層 ：暗褐色土層 （ローム粒子を均ーに、ロ ームブロック・焼士粒子を微量含む。粘性に富み、しま りを有する 。）

第6層 ：黒褐色土層 （炭化粒子を微量含む。粘性に富み、しまりはない。）

第7層：暗褐色土層 （炭化粒子を均ーに含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第8層：暗褐色土層 （ロームプロックを微量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第9層：暗褐色土層 （マンガン塊を均ーに、焼上粒子 ・炭化粒子を微量含む。粘性に富み、しまりを有する。）
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4 +  I疇 ：111:住：：□；:：：:均一に、 焼土粒子を微量含

む。粘性に富み、しまりはない。）

第 2層：暗赤褐色士層 （焼士プロックを多量含む。粘

性・しまりともない。）

第3層：黒灰色士層 （炭化粒子を均ーに含む。粘性 ・し

まりともない。）

/
|
|
|
 

第4層：暗灰色土層 （ローム粒子・鉄斑 ・焼土粒子・炭

化粒子を微量含む。粘性に富み、

しまりはない。）

第5層：暗褐色土層 （ロームプロックを均ーに含む。粘

性はなく、しまりを有する。）

0 1m 
I l | 

第95図 第11号住居跡カマド

・第11号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 胎土・ 色調 備 考

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面下半ケズリの後 片岩粒・赤色粒 1/4。

1 甕 (22.2cm) 部は強く外反し、口唇部は ョコナデ、内面ヨコナデ。 白色粒

残存 高 やや内湾ぎみに方向を変え 胴部外面ケズリ、内面箆ナ

27.0cm る。胴部はあまり張らない。 T一 ゃo 内外一明橙褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。D縁 D縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒・黒色粒 1/2。

2 甕 23.2cm 部は緩やかに外反し、口唇 部外面ケズリ、内面箆ナデ。

残存 高 部は薄くなる。胴部はあま 外一淡褐色

20. 7cm り張らない。 内一黒褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・白色粒 1/4。

3 甕 (21. 4cm) 部は緩やかに外反する。胴 部外面ケズリ、内面ナデ。 黒色粒 内面は荒れ

部はあまり張らない。 内外ー暗橙褐色 ている。

粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒 • 黒色粒 1/4。

4 甕 口縁部径 部は緩やかに外反する。胴 部外面ケズリ、内面ナデ。 赤色粒 口縁部内面

(21. 8cm) 部はあまり張らなず、口縁 に帯状の変

部との境に段を有する。 内外一淡橙褐色 色あり。

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒 ・黒色粒 1/3。

5 広口壷 (23. 0cm) 部は緩やかに外傾する。胴 部外面ケズリ、内面ナデ。

部は強く張る。 内外一淡褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ヨコナデ、内面 片岩粒 ・白色粒 口縁部のみ。

6 広口壷 20.0cm 部は緩やかに外反する。胴 箆ナデの後ヨコナデ。胴部 黒色粒 ・赤色粒

部は境に段をもち、張る。 外面ケズリ、内面箆ナデ 内外ー暗褐色

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・白色粒 1/4。

7 小形甕 (15.0cm) 部は直線的に外傾する。胴 部外面ケズリ、内面箆ナデ。

部はやや張る。 内外一淡茶褐色
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第96図 第11号住居跡出土土器(1)
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No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手法 の特 徴 胎土・色調 備 考

口径17.6 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・白色粒 3/4。

8 小形甕 器高16.0 部は緩やかに外反する。 胴 部外面ケズリ、内面ナデ。 外面は二次

底径 7.6 部はやや張 り、底部は不安 底部外面ケズリ、内面箆ナ 外一淡橙褐色 焼成を受け

定な丸底ぎみを呈する。 ァ-・。 内一明橙褐色 ている。

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・赤色粒 1/3。， 小形甕 (14. 2cm) 部は直立ぎみに緩やかに外 部外面ケズリ、内面箆ナデ。 外ー暗橙褐色

反する。 胴部はやや張る。 内一淡褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒 ・黒色粒 1/3。

10 小杉広D壷 (9.4cm) 部は短く直立ぎみに外反し、 部外面ケズリ、内面指ナデ。 外面二次焼

口唇部は若干肥厚する。 内外ー暗橙褐色 成を受ける。

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒・黒色粒 ほぽ完形。

11 小形広口壷 15.2cm 部は短く 外反する。胴部は 部外面ケズリ、内面箆ナデ。

器 高 偏平ぎみに張 り、底部は丸 底部外面ケズリ、内面ナデ。 底部外面に

9.4cm 底を呈する。 内外一明橙褐色 黒斑あり 。

口径20.8 口縁部は体部より大きく緩 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・赤色粒 3/4。

12 皿 やかに内湾 しながら開き、 部外面ケズリ、内面ナデ。 器形はやや

器高 2.6 口唇部外面に面をもつ。 内外一淡褐色 歪んでいる。

13 皿 口径19.8 口縁部は体部より大きく緩 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 1/3。

器高 2.8 やかに内湾しながら開く。 部外面ケズリ、内面ナデ。 内外一淡橙褐色

口径19.8 口縁部は体部より大きく緩 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・赤色粒 2/3。

14 皿 やかに内湾しながら開き、 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 2.6 口唇部は短 く直立する。 内外一淡褐色

15 皿 口径(19.8) 口縁部は体部 ＇より大きく開 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒 ・黒色粒 1/2。

器高(4.1) き、 D唇部は短く直立する。 部外面ケズリ 、内面ナデ。 内外一淡橙褐色

口径19.4 口縁部は体部よ り大き く緩 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・ 黒色粒 4/5。

16 皿 やかに内湾しながら開き 、 部外面ケズリ 、内面ナデ。

器高 2.6 口唇部外面に面をもつ。 内外一淡褐色

口径(19.6) 口縁部は体部より大きく緩 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒 ・白色粒 1/2。

17 皿 やかに内湾しながら開き、 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高(3.7) 口唇部外面に面をもつ。 内外— i炎橙褐色

口径(19.0) 口縁部は体部より大きく緩 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・黒色粒 1/3。

18 皿 やかに内湾しながら開き 、 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 2.5 口唇部は短く上方に向く 。 内外一明橙褐色

口径(18.0) 口縁部は体部より大きく開 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒 ・黒色粒 1/3。

19 皿 き、口唇部は短く内湾ぎみ 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 3.0 に直立する。 内外一明茶褐色

口径20.2 口縁部は比較的短く、強く 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 1/2。

20 皿 外反 しながら開く 。体部は 部外面ケズリ、内面ナデ。 外ー赤橙褐色 二次焼成を

器高 3.0 浅く、器肉は薄い。 内一淡褐色 受ける。

21 皿 口径19.0 口縁部は緩やかに外反する。 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 3/4。

器高 3.5 体部は浅く、器肉は厚い。 部外面ケズリ、内面ナデ。 内外一淡橙褐色

22 皿 口径(18.2) 口縁部は短く、緩やかに外 口縁部内外面 ヨコナデ。体 片岩粒 ・赤色粒 1/2。

器高 2.9 反する。体部は浅い。 部外面ケズリ、内面ナデ。 内外ー暗橙褐色

口径(18.2) 口縁部はやや強く外反し、 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒 ・赤色粒 1/3。

23 皿 体部との境に凹線を有する。 部外面ケズリ、内面ナデ。 白色粒 外面に黒斑

器高 3.5 体部は浅く、器肉は厚い。 内外ー暗橙褐色 あり 。
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第97図 第11号住居跡出土土器(2)
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No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整 手 法 の特 徴 胎土・色 調 備 考

口縁部径 口縁部は体部より内湾しな 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 2/3。

24 杯 21.0cm がら開き、口唇部は短く内 部外面ケズリ、内面ナデ。

器 古向 屈する。休部は深く、底部

7.2cm は丸底を呈する。 内外一明橙褐色

口縁部径 口縁部は体部より内湾しな 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 1/3。

25 杯 (18. 4cm) がら立ち、口唇部は若干内 部外面ケズリ、内面ナデ。

器 高 湾する。体部は深く、底部

(6.5cm) は丸底を呈する。 内外一明橙褐色

口径17.2 口縁部は体部より強く内湾 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・赤色粒 2/3。

26 杯 する。体部はやや偏平ぎみ 部外面ケズリ、内面ナデ。 白色粒

器高 5.5 で、底部は丸底を呈する。 内外一明橙褐色

口縁部径 口縁部は体部よ り内湾しな 口唇部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 1/2。

27 杯 (15. 4cm) がら開き、口唇部は短く内 部外面ケズリ、内面ナデ。

器 古向 屈する。体部は深く、底部 外ー暗褐色 外面に黒斑

4. 7cm は丸底を呈する。 内一淡茶褐色 あり。

口径(14.0) 口縁部は体部より内湾ぎみ 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 1/3。

28 杯 に立つ。体部はやや深く、 部外面ケズリ、内面ナデ。 外ー黒褐色

器高 4.0 底部は丸底を呈する。 内一明橙褐色

口径13.8 口縁部は体部より内湾ぎみ 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 2/3。

29 杯 に短く直立する。体部は深 部外面ケズリ、内面ナデ。 内面に黒色

器高 4.4 く、底部は丸底を呈する。 内外一淡褐色 付着物あり 。

口径(14.0) 口縁部は体部より内湾ぎみ 口縁部内外面ヨコナデ。体 黒色粒 ・白色粒 1/3。

30 杯 に短く直立する。体部はや 部外面ケズリ、内面ナデ。

梢高 3.8 や深く、底部は丸底を呈す。 内外一明橙褐色

口径(13.6) 口縁部は体部より内湾ぎみ 口縁部内外面ヨコナデ。体 黒色粒・白色粒 1/2弱。

31 杯 に短く直立する。体部は深 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高(3.6) く、底部は丸底を呈する。 内外一明橙褐色

口径(13.2) 口縁部は体部より内湾ぎみ 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 1/3。

32 杯 に短く直立する。体部は深 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高(4.0) く、底部は丸底を呈する。 内外一明橙褐色

D径13.0 D縁部は体部より短く内傾 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 2/3。

33 杯 する。体部は深く、底部は 部外面ケズリ、内面は不明。 黒色粒

器高 4.2 丸底を呈する。器肉は厚い。 内外一明橙褐色

口径(13.0) 口縁部は体部より短く直線 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒 ・白色粒 2/3。

34 杯 的にやや内傾する。体部は 部外面ケズリ、内面は不明。 赤色粒

器高 4.4 は深く、底部は丸底を呈す。 内外ー暗橙褐色

口径(12.6) 口縁部は体部より内湾ぎみ 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒 ・白色粒 1/2。

35 杯 に短く内傾する。体部は深 部外面ケズリ、内面は不明。 黒色粒

器高(3.5) く、底部は丸底を呈する。 内外一淡橙褐色

口径12.8 口縁部は体部より短く直線 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 ほぼ完形。

36 杯 的に内屈する。体部はやや 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 3.0 浅く、底部は丸底を呈する。 内外一明橙褐色

口径12.4 口縁部は体部より短く内湾 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 2/3。

37 杯 する。体部は深く、底部は 部外面ケズリ、内面ナデ。 黒色粒

器高 3.9 丸底を呈する。 内外一明橙褐色
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第98図 第11号住居跡出土土器 (3)

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 胎 土・ 色調 備 考

口径(11.6) 口縁部は体部より短く内屈 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 1/。

38 杯 する。体部は深く、底部は 部外面ケズリ、内面ナデ。 黒色粒

器高 3.9 丸底を呈する。器肉は厚い。 内外一明橙褐色

口径12.0 口縁部は体部より短く内湾 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 3/4。

39 杯 ぎみに直立する。体部は深 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 3.8 く、底部は丸底を呈する 。 内外一淡茶褐色

口径10.8 口縁部は体部より短く内湾 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 2/3。

40 杯 する 。体部はやや偏平ぎみ 部外面ケズリ、内面ナデ。 外面に黒斑

器高 3.0 で底部は丸底を呈する。 内外一明橙褐色 あり 。

口径(10.8) D縁部は体部より短く内屈 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 3/4。

41 杯 する。体部は深く、底部は 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 3.0 丸底を呈する 。 内外一明橙褐色

口径11.0 口縁部は体部より短く内湾 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 2/3。

42 均 する。体部は深く、底部は 部外面ケズリ、内面ナデ。 外一明橙褐色

器高 3.4 丸底を呈する 。 内一淡灰褐色

口径11.0 口縁部は体部より短く内屈 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 完形。

43 杯 し、口唇部内面に面をもつ。 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 3.4 体部は深く、底部は丸底。 内外一淡橙褐色

口径10.8 口縁部は体部より短く内屈 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 2/3。

44 杯 する。体部はやや偏平ぎみ 部外面ケズリ、内面ナ デ。 二次焼成を

器高 2.7 で、底部は丸底を呈する。 内外一明橙褐色 受けている。

口径10.8 口縁部は体部より短く内屈 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・赤色粒 ほぽ完形。

45 杯 する。体部は深く、底部は 部外面ケズリ、内面ナデ。 白色粒 二次焼成を

器甜 3.1 丸底を呈する。 内外一明橙褐色 受けている。
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No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整 手 法 の特徴 胎土・色調 備 考

口径10.6 D縁部は体部より短く内屈 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒 • 黒色粒 ほぽ完形。

46 杯 する。体部は底部より方向 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 3.4 を変え、底部は丸底を呈す。 内外一明橙褐色

口径10.6 口縁部は体部より短く内屈 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 完形。

47 杯 する。体部は深く、底部は 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 3.1 丸底を呈する。 内外一明橙褐色

口径10.6 口縁部は体部より短く内屈 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒 ・黒色粒 ほぽ完形。

48 杯 する。体部は深く、底部は 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 3.3 丸底を呈する。 内外ー暗褐色

口径(lo.6) 口縁部は体部より短く内湾 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・黒色粒 1/2。

49 杯 ぎみに直立する。体部は深 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 3.5 く、底部は丸底を呈する。 内外一淡橙褐色

口径10.8 口縁部は体部より内湾ぎみ 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・黒色粒 ほぽ完形。

50 杯 に短く直立する。体部は深 部外面ケズリ、内面は不明。

器高 3.6 く、底部は丸底を呈する。 内外一淡橙褐色

口径(10.0) 口縁部は体部より短く内屈 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒 ・黒色粒 1/2。

51 杯 する。体部は偏平ぎみで、 部外面ケズリ、内面ナデ。 外面に黒斑

料高 2.8 底部は丸底を呈する。 内外ー暗褐色 あり。

口径10.0 口縁部は体部より短く内屈 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒•黒色粒 2/3。

52 杯 する。体部は深く、底部は 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 3.1 丸底を呈する。 内外一淡橙褐色

口径(10.4) 口縁部は体部より短く内湾 D縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・黒色粒 1/3。

53 杯 ぎみに直立する。体部は深 部外面ケズリ、内面は不明。 外面に黒斑

器高 3.2 く、底部は丸底を呈する。 内外一淡茶褐色 あり。

口径(10.2) 口縁部は体部より短く内屈 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 1/3。

54 杯 する。体部はやや偏平ぎみ 部外面ケズリ、内面ナデ。 外一淡橙褐色

器高 3 1 で、底部は丸底を呈する。 内一淡褐色

口径10.2 口縁部はイ本部より短く内湾 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・黒色粒 ほぼ完形。

55 杯 ぎみに内傾する。体部は深 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 3.2 く、底部は丸底を呈する。 内外一淡橙褐色

口径(10.0) 口縁部は体部より短く内湾 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 1/3。

56 杯 ぎみに直立する。体部は深 部外面ケズリ、内面ナデ。 黒色粒 外面に黒斑

器高 3.5 く、底部は丸底を呈する。 内外一明橙褐色 あり 。

口径(10.0) 口縁部は体部より短く直線 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 1/3。

57 坪 的に直立する。体部は深く、 部外面ケズリ、内面は不明。 黒色粒

器高 3.1 底部は丸底を呈する。 内外一明橙褐色

口径10.4 口縁部は体部より短く内湾 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 1/2強

58 杯 する。体部は深く、底部は 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 3.1 丸底を呈する。 内外一橙褐色

口径(9.8) 口縁部は体部より短く内屈 口縁部内外面ヨ コナデ。体 白色粒•黒色粒 1/2 

59 杯 する。体分は深く、底部は 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 3.2 丸底を呈する。 内外一明橙褐色

口径(10.0) 口縁部は体部より短く内屈 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒 ・黒色粒 1/2 

60 杯 する。体分は深く 、底部は 部外面ケズリ、内面ナデ。 外一明橙褐色

器高 2.8 丸底を呈する。 内一淡橙褐色
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No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 胎 土・色 調 備 考

口径 9.8 口縁部は体部よ り短く 内屈 口縁部内外面ヨ コナデ。 体 赤色粒・ 白色粒 ほぼ完形。

61 杯 し、 口唇部は若干肥厚する。 部外面ケズ リ、内面ナデ。 器形はやや

器高 2.5 体部は偏平で、底部は丸底。 内外— i炎橙褐色 歪んでいる。

口径10.8 口縁部は短 く直立し、体部 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 2/3。

62 坪 との境に段をもつ。体部は 部外面ケズリ、内面ナデ。 外ー黒褐色

器高 3.4 深く、底部は丸底を呈する。 内一淡茶褐色

口径11.6 D縁部は短 く緩やかに外反 D縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒 ・白色粒 2/3。

63 杯 する 。体部は深 く、底部は 部外面ケズリ、内面はナデ

器高 4.2 丸底を呈する 。 の後に放射状暗文を施す。 内外ー淡橙褐色

須恵器 口径(18.0) 口縁部は天井部よ り横に開 口縁部内外面回転ナデ。天 白色粒•黒色粒 小破片。

64 蓋 き、口唇部外面に面をもつ。 井部外面回転箆ケズリ、内 ロクロ回転

内面にはかえ りをもつ。 面回転ナデ。 内外一淡灰色 右回り。

口縁部径 口縁部は天井部より内湾ぎ 口縁部内外面回転ナデ。天 赤色粒・白色粒 4/5。

65 須恵器 11. 0cm みに開き、内面にかえりを 井部外面回転箆ケズリ 。内

蓋 器 古向 もつ。天井部はやや低く、 面回転ナデ。 ロクロ回転

3.4cm 宝珠状の低いつまみをもつ。 内外一淡灰色 右回り 。

66 砥 石 残存長 7.6 平面及び断面の形態とも分 表裏面及び両側面とも良く 凝灰岩 約2/3。

最大幅 4.0 銅形を呈する。上半部欠損。 擦られている。 重量161g 

第12号住居跡 （第100図）

A地点の調資区北側に位置し、重複する第 1号掘立柱建物跡に切られている。遺構の遺存状態は、

比較的良好な方である。

平面形は、比較的整った方形を呈し、規模は、東西方向4.10m・南北方向3.74mある。住居の主

軸方位は、 N-90°-Eをとる。確認面からの深さは18cm~28cmあり、壁は直線的に立ち上がってい

る。各壁下とも壁溝は見られない。床面は、ロームブロックを含む暗黄褐色土（第 4層）を若干埋め

戻した貼床式で、全体に平坦で堅緻である 。貯蔵穴は、カマド南側の南東コーナ一部に位置してい

る。74cmX56cmの長方形ぎみの平面形を呈し、東側が方形状に一段深くなっている。床面からの深

さは15cmあり、底面は平坦である。

カマドは、住居東側壁の中央南寄りに位置し、壁に対してほぼ直角に付設されている。袖は、暗

褐色土（第 4層）を住居の壁に直接貼り付けて構築しているが、左側袖が直線的であるのに対して、

右側袖は湾曲している。燃焼部は、住居の床面より若干掘り窪められており 、燃焼部底面から煙道

部にかけて厚く灰（第 3層）が被覆している。煙道部は、燃焼部より 一段高く、若干傾斜しながら直

線的に壁外に延びているが、その先端部は後世のピットによって切られている。出土遺物は、比較

／
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第99図 第12号住居跡出土土器
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第12号住居跡土層説明

第 1層：暗褐色土層 （小石を

均ーに、炭化粒子・

ローム粒子を微量含

む。粘性はなく、し

まりを有する 。）

第2層：暗黄褐色土層 （ロー

ムブロックを多量含

む。粘性はなく、し

まりを有する。）

第3層：黒灰色土層 （マンガ

ン塊を均ーに、ロ―

ム粒子・小石を微量

含む。粘性・しまり

ともない。）

第4層：暗黄褐色土層（ロ―

ムブロ ック を均ーに

含む。粘性はなく、

しまりを有する。

< 

で＞

~ ? 

第12号住居跡カマド土層説明

第 1層：暗褐色士層（小礫を均ーに、ローム粒子・焼

土粒子を微量含む。粘性・しまりともない。）

第2層 ：暗赤褐色士層（焼士プロックを多量含む。粘

性 ・しまりともない。）

第3層 ：黒褐色土層 （炭化粒子を多駄含む。粘性・し

まりともない。）

第4層：暗褐色土層（ローム粒子を均ーに含む。粘性

はなく、しまりを有する）。

1m 
第5層：暗褐色土層 （小礫・焼土粒子を均ーに含む。

j 粘性 ・しまりともない。）

第100図第12号住居跡
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的少なく、カマド周辺や覆土中より土器片が少量出土しただけである 。

本住居跡の時期は、出土遺物より真間期の所産と考えられる。

第12号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・ 成形手法の特徴 調整 手 法の 特 徴 胎土 ・色 調 備 考

粘上紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・白色粒 約1/3。

1 甕 口縁部径 部は緩やかに外反し、胴部 部外面ケズリ、 内面箆ナデ。

(20. 4cm) との境にはケズリによる段 外面に黒斑

を有する。胴部は張らない。 内外ー暗橙褐色 あり 。

口径(13.6) 口縁部は体部よ り短く直立 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 1/4。

2 杯 直立 し、体部は深く、底部 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高(3.9) は丸底を呈する。 内外ー暗橙褐色

口径(12.0) 口縁部は体部よ り短く内湾 D縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 1/4。

3 杯 ぎみに直立する 。体部は深 部外面ケズリ、内面ナデ。 器表面は荒

器高 3.6 く、底部は丸底を呈する 。 内外一淡褐色 れている。

第13号住居跡 （第102図）

A地点の調査区北側の西端に位置する 。重複する第16号住居跡を切っているが、第 1号掘立柱建

物跡に切られている。遺構の遺存状態は比較的良好な方ではあるが、住居跡の西側半分は調壺区外

に位置するため、本住居跡の全容は不明である。

平面形は、方形もしくは長方形を呈するものと思われ、規模は南北方向3.02m・東西方向は2.20

mまで測れる。住居の主軸方位は、 N-81°-Eをとる。確認面からの深さは27cmあり、壁は直線的

に立ち上がっている。各壁下とも壁溝は見られない。床面は直床式で、全体に堅緻で平坦であるが、

やや北に向かって傾斜している。カマド南側の南東コーナ一部には士塙状の掘り込みがある 。規模

は大きいが、床面からの深さは10cm程度と非常に浅く、一般的な貯蔵穴とは形態を異にしている。

カマドは、住居東側壁の中央やや南側寄りに位置し、壁に対してほぼ直角に付設されている。袖

は、ロームブロックを含む暗褐色土（第 5層）を、壁に直接貼り付けて構築している 。左右両袖とも

内湾し、燃焼部に比べて焚口部が狭い形態をとっている。燃焼部は、住居の壁を若干掘り込む形態

で、比較的深い掘り方（第 4層）をもつ。燃焼面は住居の床面とほぼ同じ高さであり、比較的良く焼

けている。煙道部は、すでに削平されているため不明である。出土遺物は、土器が覆士中より少量

出土している。このうち、No3の杯は、カマド南側の床面上より出土したもので、本住居跡に伴う

ものと考えられる。

本住居跡の時期は、出土遺物より真間期の所産と考えら れる。

-］7 7/~7¥-＼ 1 

口ー／： □ 3 

10cm 

第101図 第13住居跡出土土器
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第102図 第13• 15号住居跡

0 2m 
I I I 

第13~16号住居跡土層説明

く第13号住居跡＞

第 1層 ：黒褐色土層 （小礫を均ー に、炭化粒

子 ・ 焼 土 粒子 を 微 量 含 む 。

粘性 ・しまりともない。）

第 2層：黒褐色土層 （小礫を均ー に、炭化粒

子 ・ローム粒子を微量含む。

粘性はなく、しまりを有する。）

く第15号住居跡カマド煙道部＞

第3層：暗褐色土層 （小石、焼土粒子を均ーに

含む。粘性・しまりともな

い。）

1m 第4層：赤褐色土層 （焼士層。）

く第16号住居跡＞

第 5層 ：黒褐色士層 （小礫を均ーに、ロ ーム粒

子を微量含む。粘性・しま

りともない。）

第6層 ：暗褐色土層 （小礫・ロ ーム粒子を均ーに含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第 7層 ：暗赤褐色土層 （焼土粒子を均ーに含む。粘性に富み、しまりはない。）

第13号住居跡カマド土層説明

第 1層 ：暗黄褐色土層 （ロームブロ ックを均ーに、炭化粒子・焼土粒子を微量含む。粘性はな く、しま りを有する。）

第2層：赤褐色土層 （焼土粒子を多量含む。粘性 ・しまりともない。）

第3層：黒褐色土層 （焼土粒子を均ーに含む。粘性 ・しまりともない。）

第4層 ：黒褐色土層 （ローム粒子・マンガン塊を均ーに含む。粘性・しまりともない。）

第5層：暗褐色土層 （ロームプロ ックを均ーに含む。粘性はなく、しま りを有する。）
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第13号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の 特徴 胎土 ・色調 備 考

粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒 ・白色粒 1/4。

1 広口壷 口縁部径 部は緩やかに外反し、口唇 部外面ナデの後ケズリ、内 黒色粒

(22.4cm) 部は内湾ぎみに上方を向く 。 面箆ナデ。

胴部は強く張る。 内外一淡褐色

口径(13.0) 口縁部は体部より短く直立 D縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 1/4。

2 杯 する。 体部は深く、底部は 部外面ケズリ、内面ナデ。 黒色粒

器高(3.8) 丸底を呈する。 内外一淡橙褐色

口径(10.0) 口縁部は体部より短く外反 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 1/4。

3 杯 ぎみに直立する。体部は深 部外面ケズリ、内面ナデ。 外ー黒褐色

器高 3.3 く、底部は丸底を呈する。 内一淡茶褐色

第14号住居跡 （第103図）

A地点の調査区北端に位置する。遺構の遺存状態は比較的良好であるが、住居の北側半分は調壺

区外に位置するため、本住居跡の全容は不明である。

平面形は、方形もしくは長方形を呈するものと思われ、規模は東西方向3.06m ・南北方向は1.12 

mまで測れる 。住居の主軸方位は、N-88°-Eをとる。確認面からの深さは28cmあり、壁は直線的

で垂直ぎみに立ち上がる。調壺区内で検出された各壁下には壁溝は見られない。床面は、暗黄褐色

士（第7層）や暗褐色土（第8層）を埋め戻した貼床式であるが、床下の状況は複雑で、長方形状の掘

ーヘI

~ o 2m 

第103図 第14号住居跡

第14号住居跡土層説明

第1層 ：黒褐色土層 （小礫を均ーに、炭化粒子 ・焼士粒子を

微量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第2層：暗褐色土層 （小礫・焼士粒子を均ーに、炭化粒子を

微量含む。粘性 ・しまりともない。）

第3層 ：暗黄褐色士層 （ロームブロックを多量に、焼土ブロ

ックを均ーに含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第4層 ：暗赤褐色士層 （焼士プロックを多量含む。粘性・し

まりともない。）

第5層 ：黒褐色土層 （炭化粒子を均一に、焼士粒子を微量含

む。粘性・しまりともない。）

第 6層 ：淡灰褐色土層（小礫を均ーに、ローム粒子を微量含

む。粘性に富み、しまりはない。）

第7層 ：暗黄褐色土層 （小礫 ．ローム粒子を均ーに含む。粘

性 ・しまりともない。）

第 8層 ：暗褐色土層 （白色粒子 ・ローム粒子を微量含む。粘

性 ・しまりともない。）

第 9層 ：黒色土層（ローム粒子を微量含む。粘性に富み、し

まりを有する。）

第10層 ：暗褐色土層 （ローム粒子を均ーに、焼土粒子を微量

含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第 a層 ：淡灰色土層 （小礫を均ーに含む。粘性に富み、しま

りはない。）
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り込み（第9・ 10層）も見られる。全体に平坦で、住居中央部は堅緻であるが、周辺部は軟弱である。

主柱穴や貯蔵穴は、調査区内で検出された範囲には見られない。

カマドは、住居の東側壁に位置し、壁に対して直角に付設されている。調査区内で検出されたの

はその南側半分だけであるため、カマドの全容は不明である。袖はなく、燃焼部は住居の壁をかな

り掘り込んだ形態をと っている。燃焼面は、住居の床面より若干低く、壁は非常に良く焼けている。

煙道部は、すでに削平されているため不明である。

本住居跡の覆士は 2層に分かれるが、住居跡の東側か らの流入が顕

著である。特に第 2層の暗褐色土はカマド上半を削り取るように流入

しており、 2層とも小礫を均ーに含んでいることから、洪水などによ

る短時間の埋没が推測される。なお、本住居跡と同様な埋没状況は、

同時期と考えられる第13号住居跡でも認められる。出土遺物は、覆土

中より土器片が少量出上しただけである 。

本住居跡の時期は、出士土器より真間期の所産と考えられる。

第14号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法の 特徴

口径(13.6) 口緑部は体部より短く直立 口縁部内外面ヨコナデ。体

1 杯 する 。体部はやや浅く、底 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高（ 3.6) 部は丸底を呈する。

口径(10.6) 口縁部は体部より短く内湾 口縁部内外面ヨコナデ。体

2 杯 ぎみに直立する。体部は深 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高(3.3) く、底部は丸底を呈する。

第15号住居跡（第102図）

尺 ]
こ／／ー2

10cm 

第104図第14号

住居跡出土土器

胎 土 ・ 色 調 備

赤色粒・白色粒 1/4。

内外一淡褐色

白色粒・黒色粒 1/5。

内外—明橙褐色

考

A地点の調査区北側の西端に位置し、重複する第16号住居跡を切っている。調査区内で検出され

たのは、カマドの煙道部だけであるため、本住居跡の全容は不明である。

カマド煙道部は、調査区内で約 lmほど検出されており 、全体に非

常に良く焼けている。出士遺物は、煙道部の先端より甕と杯の破片が出

土しただけである。

本住居跡の時期は、出土土器より鬼高期の所産と推測さ れる。

口□三
10cm 

第105図第15号

住居跡出土土器

第15号住居跡出土土器観察表

： ：器打種 ［口：至（13:）I ]5三［竺：：こ竺： Iご：口 王 ；： こ7:令:I丑［こ:tI l:。 考

器高(4.5) I底部は丸底を星する。 内外一明橙褐色
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第16号住居跡 （第106図）

A地点の調査区北側の西端に位置 し、重複する第13号住居跡と第15号住居跡に切られている。調

査区内で検出されたのは、住居跡の東側 ーニャ＋
ー、

コーナ一部付近だけであるため、本住居跡

の全容は不明である。

確認面からの深さは25cm程度あり、壁は

比較的緩やかに立ち上がっている。床面は

直床式で、全体に平坦で堅緻である。出士

遺物は、土器片がごく少贔出土しただけで

ある。

本住居跡の時期は、遺構の重複関係や出

土士器より鬼高期の所産と推測される。
贔 ゜ 2m 

第106図 第16号住居跡

第17号住居跡（第108図）

A地点の調査区南側の南西端に位置し、重複する第18号住居跡と第 4号土壊を切っている。遺構

の遺存状態は、あまり良好とはいえない。住居跡の西側は調査区外に位置するため、本住居跡の全

容は不明である。

平面形は、調資区内で検出された部分から推測すると、長方形を呈するものと思われるが、南北

両側の壁は平行せずにやや歪んでいる 。規模は、南北方向2.32m・東西方向は2.80mまで測れる。

住居の主軸方位は、 N-78° -Eをとる。確認面からの深さは 3cm~7cmあり、壁は緩やかに立ち上

がっている。住居東側壁のカマドより南側は、ロームブロックを主体とする黄褐色土（第2層）によ

って貼壁されており、カマドより北側の壁とは約15cm内側にずれている。各壁下とも壁溝は見られ

ない。床面は、全体に堅緻で平坦であるが、やや起伏が

見られる。主柱穴や貯蔵穴等の住居内施設はまったくない。

カマドは、東側壁の中央に位置し、壁に対してほぼ直

角に付設されている 。 規模は、全長 118cm •最大幅60cm を

測る。袖はなく、燃焼部は住居の壁をかなり掘り込んだ

形態をとっている。燃焼面は、床面より 10cm程度低く、

壁面は比較的良く焼けている。煙道部は、すでに削平さ

れているため不明である。

出土遺物は、土器片が少量出土しただけである。この

うちNo1の甕は、カマド内から出土したもので、本住居

跡に伴うものである。

本住居跡の時期は、出土土器より国分期初頭の所産と

考えられる。

＼
 

10cm 

第107図 第17号住居跡出土土器
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°'疇 <JI量 第17号住居跡土層説明

-` 
第 1層：暗褐色土層 （炭化粒子・焼土粒子

を均ーに含む。粘性

はなく、しまりを有

する。）

第2層： 黄褐色土層 （ロー ムブロ ックを多

最含む。粘性はなく、

しま りを有する。）

冒
UL直
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D
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第17号住居跡カマド土層説明

第 1層： 暗赤褐色土層 （焼土ブロックを多

羹含む。粘性・ しま

りともない。）

2m 

—予

第2層： 黒灰色上層 （炭化粒子を多量に、

焼土粒子を微量含

む。粘性・しまりと

もない。）

第3層：暗灰色上層 （マンガン塊・焼土プ

ロック ・ローム粒子

を微塁含む。粘性・

しまりともない。）

翫

第4層：暗赤褐色土層 （焼士粒子を多量含

む。粘性・しまりと

もない。）

゜
1m 

第108図 第17号住居跡

第17号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎 土・ 色 調 備 考

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。頸部 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒 ・白色粒 2/3。

1 甕 (20.4cm) は外反ぎみに直立し、口縁 部外面ケズリ、内面箆ナデ。 黒色粒

残 存高 部はやや内湾ぎみに外傾す

23. 7cm る。胴部はやや張る。 内外一明橙褐色
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第18号住居跡 （第109図）

A地点の調査区南西端に位置し、重複する第17号住居跡と第 4号士城に切られている。遺構の遺

存状態は比較的良好であるが、住居跡の西側と南側コーナ一部は調査区外に位置するため、本住居

跡の全容は不明である 。

平面形は、コーナ一部が丸みをもつ方形を呈し、規模は北西～南東方向3.68m・北東～南西方向

3.66mある。住居の主軸方位は、 N-64° -Wをとる。確認面からの深さは35cmあり、壁は直線的に

立ち上がっている。各壁下に壁溝は見られない。床面は直床式で、堅緻で平坦に作られているが、

全体に細かな凹凸が見られる。主柱穴は 4本主柱穴で、住居の対角線上に位置している 。いずれも

直径30cm程度の円形を呈するが、深さはまちまちである。住居の南側コーナ一部には規模の大きな

円形状の掘り込みがあるが、これは本住居跡に伴うものではなく、後世の撹乱である。

炉は、住居北西側の主柱穴間中央に位置している。床面を若干掘り窪めた地皿炉で、直径約30cm

／` 三 ~I I¥＼帽四彎言',
ぷ ／

゜
p 匂 疇:□／i6,（，ゞ◇:4 °>° llg 

(__ E) I I旦＇

゜ 狂
（へ＼ 勺,． ．． ~ ＼／ ／@ ` ¥IE F 

〇勺8

｀ 
3 -̀ --竺/ II 

≪I 

` UI 

ロI<01 ul 

＼ 

11. .11' F 

疇
I E 

旦 旦＇

犀 ”一ー／／／／／／犀／／／／鼻／鼻／／鼻／鼻／犀／／犀ー／／／夏`
0 2m 
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第109図 第18号住居跡

第18号住居跡土層説明

第1層：黒褐色土層 （マンガン塊を均ーに、焼土粒子を微量含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第2層：暗褐色土層（マンガン塊を多量含む。粘性に富み、しまりはない。）
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第110図第18号住居跡出土土器
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の円形を呈している。底面は良く焼けて、赤色化している。出土遺物は、住居東側の床面近くより、

比較的多くの土器が出土している。これらの土器は、原形を止めているものは少なく、多くは散乱

したような状態であった。住居跡北東側の覆土下層中にば焼土ブロックを多量に含む部分がある。

本住居跡の時期は、住居跡の形態や出土士器より五領期の所産と考えられる。

第18号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態 ・成形手法の特徴 調 整手 法の 特徴 胎 土・ 色調 備 考

粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ハケの後ナデ。 赤色粒・白色粒 1/3。

1 亜・ギ 残 存 高 は強く外反する。胴部は張 胴部外面斜方向のハケの後

24.0cm り、最大径を中位にもつ。 下部にナデを加える。胴部

底部は突出する。 内面ナデ。 内外一明茶褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・赤色粒 3/4。

13.6cm 部は S字状を呈する。胴部 部外面ケズリの後ハケ、内 白色粒

2 台付甕 器 高 は強く張り 、最大径を中位 面ハケの後下半に一部ハケ

25.5cm にもつ。台部はハの字状に を加える 。台部外面ハケの

開き、端部を折り返す。 後部分的なナデ、内面ナデ。 内外ー暗褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ハケの後ヨコ 赤色粒・白色粒 1/2。

3 台付甕 23.4cm 部は直線的に外傾する。胴 ナデ。胴部外面斜方向のハ

残 存高 部は強く張り、最大径を中 ケ、内面箆ナデ。 外一明茶褐色

26.5cm 位にもつ。 内一暗灰褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒 1/4。

4 鉢 (15. 0cm) 部は直線的に外傾する。胴 部外面ケズリの後ミガキ、

残 存高 部は張り、底部は若干突出 内面ナデ。 外面に煤の

11. 0cm すると思われる。 内外—暗茶褐色 付着あり。

底部径 粘土紐輪積み成形。底部は 胴部外面ミガキ、内面ナデ。 赤色粒・白色粒 胴祁下半のみ。

5 小型壷 4.0cm 突出する若干上げ底風の小 底部外周ケズリ、外面ナデ。 外一明茶褐色 外面に煤の付着

さな平底を呈する。 内一暗褐色 及び黒斑あり。

口径14.6 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・赤色粒 完形。

6 椀 器高 7.6 部は複合口縁状を呈す。胴 部外面箆ナデの後下半ケズ 白色粒

底径 3.5 部は張らず、底部は突出し リ、内面ナデ。底部内外面 二次焼成を

ない上げ底風の平底を呈す。 ナデ。 内外一明茶褐色 受けている。

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 外面ハケの後ナデ、内面ナ 赤色粒・白色粒 1/3。

7 境 (11. 2cm) 部は直線的に外傾する。胴 ァ--5。

部は張らない。 内外一明茶褐色

残 存高 粘土紐積み上げ成形。胴部 胴部外面ナデの後ミガキ、 赤色粒・白色粒 胴部のみ。

8 ミニチュア 4.6cm は球形に張り、最大径を中 内面指ナデの後上半箆ナデ。

底部径 位にもつ。底部は平底を呈 底部外面ナデ。頸部外面に 外一茶褐色

2.5cm する 。 箆描による等間隔止簾状文。 内一暗褐色
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第19号住居跡（第112図）

A地点の調査区の中央部に位置する 。重複する第 7号住居跡と第11号住居跡に切られ、第20号

住居跡を切っている。 遺構の遺存状態は、あまり良好とは言えず、かろうじて残存しているような

状況である。

平面形は、比較的整った長方形を呈する。規模は、南北方向6.50m・東西方向5.60mを測り、検

出された住居跡の中では比較的大型の住居跡である。住居の主軸方位は、N-67°-Eをとる。確認

面からの深さは 3cm~ 16cmあり、壁は緩やかに立ち上がっている。各壁下には壁溝は見られない。

床面は、ロームブロ ック を主体とする暗黄褐色土を埋め戻した貼床式で、住居中央部は比較的堅緻

であるのに対して、周辺部はやや軟弱である。主柱穴は、住居のほぼ対角線上に 4本ある。形態は、

直径40cm~60cmの円形を呈し、床面からの深さは30cm~80cmある。住居中央部やカマド周辺には浅

い小ピットが多く見られるが、その性格は不明である。貯蔵穴は、住居の南東コ ーナ一部に位置し、

直径80cm程度の不整円形を呈している。確認面からの深さは55cmあり、底面は平坦である。貯蔵穴

内からは、 No1の甕の破片が出土している。この他、住居中央部には大きな円形の土城状の掘り込

みがあるが、これは本住居跡に伴うものではなく、後世の撹乱である。

カマドは、住居東側壁の中央やや南寄りに位置し、壁に対して直角に付設されている。規模は、

全長194cm・幅90cmを測る 。袖は、暗褐色土 （第 7層）を住居の壁に直接貼り付けて構築している。

大部分はすでに削平されているが、床面にその痕跡が見られ、袖の先端部の補強に使われたと考え
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第111図 第19号住居跡出土土器
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｀ 

□ B 麟

冒`第19号住居跡カマ ド土層説明“ 第 1層 ：暗黄褐色土層 （ロ ーム粒子を多量に、焼士粒子を微量

含む。粘性はなく、 しまりを有する。）

第2層：暗褐色土層 （焼上粒子を均一に、ローム粒子を微量含

む。粘性・しま りともない。）

第3層：暗赤褐色土層 （焼土粒子を多量含む。粘性・しまりと

もない。）

<I 

第4層：暗褐色土層 （焼土粒子を微麿含む。粘性・しまりとも

ない。）

第5層 ：暗赤褐色土層 （焼土プロック・焼土粒子を多量含む。

粘性・しま りともない。）

第6層：暗灰色士層 （ローム粒子・鉄斑を均ーに含む。粘性に

富み、しまりはない。）

第7層：暗褐色士層 （ローム粒子を多量含む。粘性はなく、し

まりを有する。）

瓢疇。 1m 

第113図 第19号住居跡カマ ド

られる甕の口縁部破片 (No3 ・ 4)が残存していた。燃焼部は、住居の壁を掘り込まず、床面よりも

一段深い形態であるが、あまり焼けていない。煙道部は、燃焼部から緩やかに移行

し、住居の壁外に若干湾曲ぎみに延びている 。出土遺物は、カマド内や貯蔵穴周辺

より土器片が出土している 。これらは、カマドの一部に使用されたもの (No3 ・ 4) 

ゃ、貯蔵穴内(No1)および住居の床面付近(No2 ・ 5)から出土しているため、その

ほとんどが本住居跡に伴うものと考えられる 。土器以外では、覆土中より棒状の鉄

製品 (No7)が出士している。

本住居跡の時期は、出土遺物より鬼高期の所産と考えられる。

鬱-

7
 

廿
廿
廿
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o 2cm 
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第114図

棒状鉄製品

第19号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 胎土・色調 備 考

口縁部径 粘上紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・白色粒 1/2。

1 甕 (20.2cm) 部は緩やかに外反する。胴 部外面ケズリ、内面箆ナデ。

部は張らず、長胴を呈する。 内外一茶褐色

✓ 口, 縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ヨコナデ、内面 片岩粒・白色粒 1/2。

2 甕 (19.5cm) 部は直線的に外傾する。胴 ハケの後ナデ。胴部外面ケ 赤色粒

部はあまり張らない。 ズリ、内面箆ナデ。 内外一明茶褐色
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No. 器種 法 量 形態 ・成形手法の特徴 調 整手 法 の 特徴 胎 土・ 色 調 備 考

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。 片岩粒・白色粒 口縁部のみ。

3 甕 19.0cm 部はやや長く、緩やかに外 赤色粒

反する。 内外一茶褐色

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。 片岩粒・白色粒 1/2。

4 甕 (18. 2cm) 部は緩やかに外反し、口唇 赤色粒

部は短く 横 に向 く。 内外一明茶褐色

口縁部径 口縁部は直線的に若干外傾 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・黒色粒 2/3。

5 杯 (13. 0cm) し、 体部との境に凹線を有 部外面ケズリ 、内面ナデ。

器 尚 する。 体部は浅く、丸底を

4. 0cm 呈する。 内外一明茶褐色

粘土紐積み上げ成形。口縁 内外面 とも 回転ナデ。胴部 白色粒 1/2。

須恵器 口縁部径 部は緩やかに外反する 。ロ 外面に5本歯の櫛描波状文

6 壷 (13. 2cm) 唇部は上下に摘まみ出 され、 を2段施す。

外面に凹線を もつ。 胴部は 外一淡灰色 D縁部は歪

球形に張る。 内ー暗灰色 んでいる。

7 棒状鉄器 残存 3.2 棒状の鉄器の一部で、両端を欠失している。断面は方形を呈するが、やや丸みをもつ。

厚 さ 0.5 錆はかなり進行し、 地金深くに及んでいる。 残存部約1/3。

第20号住居跡（第115図）

A地点の調査区中央部に位置 し、重複する第 2号住居跡・第 7号住居跡・第19号住居跡及び第 5

号土壊によ って切られている。遺構の遺存状態は、比較的良好である。

平面形は、コーナ一部がやや丸みをもつ比較的整った方形を呈する。規模は、南北方向6.34m・ 

東西方向6.74mを図り、検出された住居跡の中では比較的大型の住居跡である。住居の主軸方位は、

N-21°-Eをとる 。確認面からの深さは、西側で40cm・東側で20cmあり、壁は直線的で垂直ぎみ

に立ち上がる。各壁下には幅15cm・深さ10cm程度の壁溝があり、途切れずに全周している。床面は、

住居の周辺部をロームブロ ックを含む黄褐色土で若干埋め戻した貼床式で、住居中央部は比較的堅

緻であるのに対して、周辺部はやや軟弱である。全体に平坦であるが、住居中央部には細かな凹凸

が顕著に見られる。主柱穴は、住居の対角線上に位置する 4本主柱穴である。形態は、 32cm-64cm

の円形や不整形を呈し、深さは北側の 2本が10cm程度とかなり浅いのに対して、南側の 2本は40cm

と深くなっている。これらの主柱穴のうち南西側の柱穴では、 その底面より礎石と考 えられる自然

石が 1個出土している。貯蔵穴は、住居南側壁付近の東寄りに位置している。平面形は 212cmX 68 

cmの長方形に近い形態を呈しているが、底面は一様ではなく、深さの異なる 4つの方形状の掘り込

第20号住居跡土層説明

第1層：暗褐色土層 （白色粒子 ・ローム粒子 を均ーに含む。粘性はな く、し まりを有する。）

第 2層： 黒褐色土層 （焼土粒子を均ーに含む。粘性に富み、 しま りを有する。）

第 3層：暗褐色上層 （ロームブロ ックを均ーに含む。粘性はな く、 しまりを有する。）

第4層：暗茶褐色土層 （鉄斑・ マン ガン塊を均ーに、焼土粒子を微量含む。粘性に富み、 しまりを有する。）

第 5層：暗灰色土層 （ローム粒子を均ーに、マ ンガン塊を微量含む。粘性に富み、 しまりはない。）

第6層：暗黄褐色土層（ ローム粒子 を多量含む。粘性に富み、しま りはない。）

第7層：暗黄褐色士層 （ローム粒子 を均ーに含む。粘性・ しまりともない。）
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第115図 第20号住居跡
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みが並列した形状をなしている 。床面からの深さは、西側から順に55cm・ 60cm ・ 42cm ・ 10cmあり、いず

れも底面は平坦である。貯蔵穴内からは、 Na2の壷やNal7の小形鉢がその覆土中より出土 している。

炉は、主炉と副炉とでも呼ぶべき 2形態の異なる炉があ り、両者は近接して位置している 。主炉

は、住居北側の主柱穴間中央のやや内側寄りに位置する。形態は、床面を若干掘り窪めた地皿炉

で、直径40cmの円形を呈し、底面は良く焼けている。副炉は、主炉の西側約30cmと東側約70cmの2

箇所に位置している。いずれも床面が焼けているだけの地床炉で、不整形を呈 しているが、非常に

良く焼けて固囲の床面よりも堅化している。

出土遺物は、比較的豊富で多くの土器が出土 しているが、これらの土器のすべてが本住居跡に伴

う一括資料と考えることはできない。住居中央部から出土した土器は、床面上に位置するものが多

く見られるが、住居の周辺部から出土した土器には、床面からかなり浮いた覆土中に位置するもの

がいくつかあり 、住居廃絶後の覆士中に投棄されたと推測されるものも存在する 。

本住居跡の時期は、出土土器より五領期の所産と考えられる。

第20号住居跡出土土器観察表

ぬ 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土・ 色調 備 考

粘土紐積み上げ成形。口縁 口唇部及び頸部凸帯ヨコナ 片岩粒・赤色粒 3/4。

口縁部径 部は二重口縁を呈 し、口唇 デ。口縁部及び頸部外面ハ 白色粒

24. 6cm 部は面をもつ。頸部と胴部 ケの後ナデ、内面ハケの後

1 亜・ギ の境には断面三角形の貼り ミガキ。胴部外面ハケの後

残 存高 付け凸帯を有する。胴部は 箆ナデ、内面ナデ。口縁部

41. 5cm 強く張り、最大径をやや下 と胴部上半に節が太く粗い

位にもつ。 撚糸を施文。 内外ー暗茶褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ハケの後ミガキ、 赤色粒 ・白色粒 1/2。

2 亜= (14. 2cm) 部は緩やかに外反する。頸 内面ミガキ。胴部外面ハケ

部は「く」の字をなす。 の後ミガキ、内面ナデ。 内外一淡茶褐色

粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ハケの後ナデ、 赤色粒 ・白色粒 3/4。

3 亜士 口縁部径 部は幅狭の複合口縁を呈し、 内面ナデ。

12.0cm 頸部と胴部の境に断面三角

形の貼り付け凸帯を有する。 内外一淡褐色

口径17.8 粘土紐輪積み成形。口縁部 口縁部内外面ミガキ。胴部 片岩粒・赤色粒 ほぼ完形。

は緩やかに外反し、頸部は 外面ハケの後ミガキ、内面 白色粒 底部外面は

4 亜ギ 器高29.9 「く」の字を呈する。胴部は ナデ。底部内外面ハケ。 摩滅顕著。

強く張り、底部は上げ底風 外面に黒斑

底径 8.0 の突出する平底を呈する。 内外一明茶褐色 あり 。

D径16.2 粘土紐輪積み成形。口縁部 口縁部内外面ハケの後口唇 赤色粒 ・白色粒 4/5。

は比較的強く外反し、頸部 部内外面ヨコナデ。頸部内 胴部はやや

5 互-E 器高29.5 は「く」の字を呈する。胴部 面箆ナデ。胴部外面ナデの 歪んでいる。

は強く張り 、底部は上げ底 後ハケ、内面ナデ。 外一明茶褐色 底部外面は

底径 6.0 風の突出する平底を呈する。 内一淡褐色 摩滅顕著。

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ケズリの後ナデ、 片岩粒 ・赤色粒 残存部ほぽ

24. 2cm 部は長く緩やかに外反し、 内面ナデ。口唇部内外面ヨ 白色粒 完形。

6 台付甕 下部に不明瞭な段をもつ。 コナデ。胴部外面ケズリの

残存 尚 胴部は強く張り、最大径を 後上半左下がり ・下半右下 外面は煤の

32. 1cm やや上位にもつ。 が りのハケ、内面ナデ。 内外一淡褐色 付着顕著。
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第116図 第20号住居跡出土土器(1)
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第117図 第20号住居跡出土土器(2)
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第118図 第20号住居跡出土土器 (3)

No. 器 種 法 量 形態・ 成形手法の特徴 調整手 法の特徴 胎土・色調 備 考

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒・黒色粒 1/2。

7 台付甕 18.2cm 部は「S」字状を呈し、口唇 部外面ケズリの後ハケ、内 赤色粒

部は肥厚する。胴部は張る。 面ナデ。 内外一淡灰褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・白色粒 1/2。

8 台付甕 13.6cm 部は「S」字状を呈し、口唇 部外面ケズリの後ハケ、内

残存 高 部に凹線をもつ。胴部は張 面ナデ。

20.0cm り、最大径を上位に有する。 内外一淡茶褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。頸 片岩粒・赤色粒 3/4。， 台付甕 13.6cm 部は「S」字状を呈する。胴 部外面ハケ。胴部外面ナデ 白色粒 外面下半は

残存 高 部は強く張り、最大径をや の後ケズリ、内面ナデの後 二次焼成を

13.5cm や上位に有する。 下半ハケ。 内外一淡茶褐色 受けている。

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ハケの後ヨコナ 片岩粒・赤色粒 3/4。

10 台付甕 14.6cm 部は緩やかに外反し、上半 デ、内面ヨコナデ。胴部外 白色粒

残 存高 は直立する。胴部は張り、 面ハケ、内面箆ナデ。

17. 7cm 最大径を中位に有する。 内外一明茶褐色
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No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土・ 色調 備 考

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・赤色粒 3/4。

11 台付甕 14.4cm 部は緩やかに外反する。胴 部外面ハケ、内面ハケの後 白色粒

器 高 部は強く張る。台部は小さ ケズリ。台部外面ナデ、内 外面に黒斑

27.4cm く、直線的に開く。 面ハケ。 内外ー暗茶褐色 あり 。

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・赤色粒 4/5。

12 台付甕 15.4cm 部は内湾ぎみに外傾する。 部外面ハケ、内面ナデ。台

器 古向 胴部は張る。台部は低く、 部外面ナデ、内面箆ナデ。

23.5cm 直線的に開く 。 内外一明茶褐色

口縁部径 粘土紐輪積み成形。口縁部 口縁部外面ハケの後ヨコナ 片岩粒・赤色粒 4/5。

13 台付甕 17.8cm は緩やかに外反し、中位に デ、内面ヨコナデ。胴部外 白色粒

残存 高 若干稜をもつ。胴部は張り、 面ハケ、内面ナデ。台部内 外面に煤の

20.3cm 最大径を中位にもつ。 外面ナデ。 内外一淡茶褐色 付着あり 。

口径 15.0 粘土紐輪積み成形。口縁部 口縁部内外面ハケの後ヨコ 赤色粒・白色粒 残存部完形。

14 台付甕 は緩やかに外反する。胴部 ナデ。胴部外面ハケ、内面 外面に煤の

残存高21.5 は張り、やや長胴を呈する。 ナデ。台部外面ナデ。 内外一淡茶褐色 付着あり 。

D縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面刷毛状工具に 赤色粒 ・白色粒 3/4。

15 甕 14.4cm 部は緩やかに外反し、口唇 よるヨコナデ。胴部外面ハ

部はやや上方に向き、外面 ケの後ケズリ、内面ハケ。

に凹線をもつ。胴部は張る。 内外一明茶褐色

口径14.2 粘士紐積み上げ成形。口縁 外面ケズリの後ミガキ、内 赤色粒 ・白色粒 1/2。

16 境 器高 7.1 部は体部より内湾しながら 面ミガキ。底部外面ミガキ。

底径 3.4 開く 。底部は平底を呈する。 内外一淡褐色

口径10.2 粘上紐積み上げ成形。口縁 外面ハケの後ナデ、内面ミ 赤色粒・白色粒 ほぼ完形。

17 境 器高 5.9 部は内湾しながら開き、底 ガキ。底部外面ナデ。 片岩粒 内面タール

底径 4.7 部は突出ぎみの平底を呈す。 内外一明茶褐色 状の付着物。

口径 8.4 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・白色粒 4/5。

18 境 器高 6.5 部は短く直線的に外傾し、 部外面ハケの後ナデ、内面

底径 4.0 肥厚する。底部は突出ぎみ ナデ。底部外面ハケの後ナ

の平底を呈する。 デ、内面箆ナデ。 内外一明茶褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ともミガキ。 赤色粒 ・白色粒 杯部完形。

19 高杯 17.8cm 部は脚接合部より内湾ぎみ

に強く開く 。 内外— i炎茶褐色

20 器 台 口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ハケの後ミガキ、 片岩粒・赤色粒 残存部完形。

11. 4cm 部は内湾ぎみに開く 。 内面ミガキ。 内外一茶褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 D唇部内外面ヨコナデ。ロ 片岩粒・赤色粒 残存部完形。

21 器 台 8.9cm 部は内湾ぎみに開き、 D唇 縁部外面ミガキ、内面ナデ。 白色粒

部は外反ぎみに薄くなる。 脚部外面ナデ。 内外一明茶褐色
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第21号住居跡（第119図）

A地点の調査区南西側に位置する。重複する第29号住居跡を切り、第 8号住居跡と第 6号土城に

住居の一部を切られている。遺構の遺存状態は、あまり良好とは言えない。

平面形は、東西方向3.36m・南北方向3.18mの方形を呈するが、住居の北側壁と南側壁は平行せ

ずにやや歪んでいる。住居の主軸方位は、 N-162°-Wをとる。確認面からの深さは 5cm~ 18cmあ

り、壁は匝線的ではあるが比較的緩やかに立ち上がっている。床面は直床式で、全体に平坦で堅緻

である。住居内ではピットが2箇所検出されているが、南西コーナ一部に位置するものは、後世の

もので、本住居跡に伴うものではない。

カマドは、住居の南側壁の中央やや西寄りに位置し、壁に対してやや斜めに付設されている。規

模は、全長86cm・幅57cmを測る。袖はなく、燃焼部は住居の壁をかなり掘り込んだ形態をとってい

る。燃焼部底面は、床面よりも一段低く、北に向かってやや傾斜している。壁面及び底面は良く焼

けて赤色化している。出土遺物は、カマド内や覆土中より土器片が少量出士しただけである。

本住居跡の時期は、出土土器より真間期の所産と考えられる。

第21号住居跡出土土器観察表

叫器種 法 量 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎 土 ・色 調 備 考

須恵器 口径11.2 D縁部は体部より直線的に 口縁部内外面回転ナデ。底 白色粒・黒色粒 1/2。

杯 器高 3.6 外傾し、口唇部は若干外反 部外面回転箆切りの後一定 ロクロ回転。

底径 5.8 する 。底部は小 さな平底。 方向のナデ。 内外ー暗灰色 右回り
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第119図 第21号住居跡

第120図 第21号

住居跡出土土器
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第22号住居跡 （第121図）

A地点の調査区南西側に位置する。第23号住居跡や第24号住居跡と東側壁をほぼ一致させて入れ

子状に重複し、住居南西コーナ一部の一部を第 1号井戸跡に切られている。遺構の遺存状態は、検

出された住居跡の中では、比較的良好な方である。

平面形は、整った長方形を呈する。規模は、東西方向5.26m・南北方向4.32mある。住居の主軸

方位は、 N-89°-Eをとる。確認面からの深さは10cm~20cmあり、壁は直線的に立ち上がっている。

各壁下には、壁溝は見られない。床面は、暗茶褐色土（第8層）を埋め戻した貼床式で、 全体に平坦

で非常に堅緻である。住居中央部の床面上には炭化粒子を主体とする黒褐色土（第 5層）が薄 く被覆

しており、覆土中には焼土ブロ ックや焼土粒子が顕著に見られることから、本住居跡は焼失した可

能性が高いと推測される。主柱穴や貯蔵穴等の施設はまったく検出されなかった。

カマドは、住居東側壁のほぼ中央に位置し、壁に対してほぼ直角に付設されている。規模は、全

長132cm・最大幅93cmを測る。袖は、ロームブロックを主体とする暗黄褐色土（第6層）を、住居の

壁に直接貼り付けて構築している。燃焼部は、壁を掘り込む形態で、住居の床面より若干低くなっ

ている。煙道部は、燃焼部より 一段高く、住居外に傾斜しながら60cm程直線的に延びている。出士

遺物は、カマド内や住居の床面付近の覆土中より、比較的多くの土器片が出土している。

本住居跡の時期は、出土土器より国分期の所産と考えられる。

第22号住居跡出土土器観察表

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手法の特徴 胎土・色 調 備 考

残 存高 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面回転ナデ。胴 片岩粒・白色粒 1/2。

1 須恵器 38.3cm 部は緩やかに外反する。胴 部外面叩きの後ナデ、内面

甕 底部径 部は張り、最大径を上位に 上半ナデ・下半箆ナデ。

(16.6cm) もつ。底部は大きな平底。 内外ー暗灰色 末野産。

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒 ・白色粒 1/4。

2 甕 (20. 0cm) 部はやや外傾ぎみに立ち、 部外面ケズリ、内面ナデ。

口唇部は内湾ぎみに開く 。 内外一淡橙褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒・黒色粒 1/2。

3 甕 (18. 6cm) 部は一度直立し、口唇部は 部外面ケズリ、内面ナデ。

内湾ぎみに開く 。 内外一明橙褐色

口径12.4 口縁部は体部より内湾しな 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・黒色粒 ほぽ完形。

4 杯 がら立つ。体部は浅く、底 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 3.2 部は平底を呈する。 内外— i炎茶褐色

第22号住居跡土層説明

第1層：黒褐色土層 （焼土粒子を均一に、ローム粒子・炭化粒子を微最含む。粘性 ・しまりともない。）

第2層：暗灰色土層 （マンガン塊・焼土粒子を均ーに含む。粘性 ・しまりともない。）

第3層：暗黄褐色土層 （ロームプロックを多量に、焼土粒子を均ーに含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第4層：暗赤褐色土層 （焼土プロ ックを多最含む。粘性・しまりともない。）

第5層 ：黒褐色士層（炭化粒子を多量含む。粘性・しまりともない。）

第6層 ：暗灰色土層 （炭化粒子を多量に、焼土粒子を均ーに含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第7層 ：灰色土層 （マンガン塊を多量に、ローム粒子を均ーに含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第8層：暗茶褐色土層（マンガン塊を多量に含む。粘性はなく、しまりを有する。）
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第22号住居跡カマド土層説明

第 1層：黒褐色土層 （炭化粒子・焼士粒子を均ーに含む。粘

性・しまりともない。）

第2層：暗褐色土層 （焼土粒子を多量含む。粘性・しまりとも

ない。）

第3層 ：暗褐色土層（焼土プロックを微量含む。粘性 ・しまり

ともない。）

第4層 ：暗赤褐色土層（焼土プロ ック・焼土粒子を多韮含む。

粘性 ・しまりともない。）

第5層：暗灰色土層 （ローム粒子を均ーに、炭化粒子・焼土粒

子を微盤含む。 粘性 ・しまりともない。）

第6層：暗黄褐色土層 （ローム粒子・ロームプロックを多鵞含

む。粘性はなく、しまりを有する。）

第121図 第22号住居跡
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第122図 第22号住居跡出土土器

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手 法の特 徴 胎土・ 色調 備 考

須恵器 口径13.2 口縁部は若干内湾ぎみに外 口縁部内外面回転ナデ。底 赤色粒・白色粒 ほぼ完形。

5 杯 器高 3.7 傾し、口唇部は短く横に開 部外面回転糸切り 。 ロクロ回転

底径 6.2 く。底部は平底を呈する。 内外一淡灰褐色 右回り 。

須恵器 高台部径 高台部貼り付け。裔台部は 高台部及び体部内外面回転 白色粒 2/3。

6 高台付 7.8cm 外傾して貼り付けられ、端 ナデ。底部外面同転糸切り。 ロクロ回転

境 部は窪む。 内外一淡灰色 右回り 。

須恵器 高台部径 高台部貼り付け。高台部は 高台部及び体部内外面回転 白色粒 高台部のみ。

7 高台付 7.8cm 外傾して貼り付けられ、端 ナデ。底部外面回転糸切り 。 ロクロ回転

境 部は面をもつ。 内外— i炎灰褐色 右回り 。

須恵器 口径(19.0) 口縁部は短く直立する。天 口縁部内外面回転ナデ。天 片岩粒 ・赤色粒 1/3。

8 蓋 井部は低く、偏平化したっ 井部外面回転箆ケズリ 。つ 外一淡褐色 ロクロ回転

器高 4.5 まみがつく 。 まみ部回転ナデ。 内一淡灰褐色 右回り 。

須恵器 口縁部径 口縁部は天井部より外反ぎ 口縁部内外面回転ナデ。天 白色粒 1/6。， 蓋 (16. 0cm) みに開き、端部は短く直立 井部外面回転箆ケズリ 。 ロクロ回転

する。 内外ー暗灰色 右回り 。

- 136 -



No. | ：恵： 1 円径l4:1口：：｛；：：：ア：き 1:縁：内：：回車ロナ？。：1 :~: •：色？立 Il:ま完升：
10 I 蓋 みに開き、端部は丸く直立井部外面回転糸切り。 外ー暗褐色

器高 2.4 Iする。 内一淡赤褐色 I末野産。

第23号住居跡 （第125図）

A地点の調査区南西側に位置する。重複する第22号住居跡と第 1号井戸跡に切られ、第24号住居

跡と第39号住居跡を切っている。

平面形は、比較的整った長方形を呈する。規模は、

東西方向5.96m・南北方向4.76mあり、検出された

住居跡の中では大型の住居跡である 。住居の主軸方

位は、 N-91°-Eをとる。確認面からの深さは30cm

~40cmあり、壁は直線的に立ち上がっている。各壁

下には幅約20cm・深さ10cm程度の均ーな形態の壁溝

が巡っている。床面は、住居の周辺部を埋め戻した

貼床式で、全体に平坦に作られている。住居中央部

は比較的堅緻であるのに対して、周辺部はやや軟弱

である。主柱穴は、ほぼ住居の対角線上に位置する

4本主柱穴である。形態は、直径35cm~46cmの楕円

形ぎみの形態を呈し、床面からの深さは25cm~60cm

とまちまちである。貯蔵穴は見られない。

カマドは、住居東側壁の中央南寄りに位置し、壁

に対してほぽ直角に付設されている。規模は、全長
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第123図 第23号住居跡カマド

156cm ・最大幅82cmある。袖は、ロームブロックを含む暗褐色士を住居の壁に直接貼

り付けて構築している 。燃焼部は、住居の壁を四角形にかなり掘り込む形態をとり、

燃焼面は床面より若干低くなっている。煙道部は、燃焼部より 一段高く、直線的に住

居外に長く延びている。

出土遺物は、カマド内及びその周辺や住居跡の南東側の覆土中より、比較的多くの

士器が出土している。土器以外では、覆土中より土錘が 1点出土している。

本住居跡の時期は、出土土器より国分期初頭の所産と考えられる。

O 2cm 
1,  1 

第124図

土錘

第23~24号住居跡土層説明

く第23号住居跡＞

第1層 ：暗褐色土層（焼土粒子を均一に、炭化粒子を微量含む。粘性・しまりともない。）

第 2層：暗褐色士層（マンガン塊・ローム粒子を多量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第3層：暗灰色士層（マンガン塊を多量に、焼土粒子を微量含む。粘性 ・しまりともない。）

く第24号住居跡＞

第4層 ：暗褐色土層（焼土粒子を微最含む。粘性 ・しまりともない。）

第5層 ：暗灰色士層（焼土粒子・ローム粒子を均ーに含む。粘性に富み、しまりを有する。）
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第23号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手 法の特徴 胎 土・ 色 調 備 考

口径22.4 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒 3/4。

1 甕 器高31.6 部は緩やかに外反する 。胴 部外面ケズリ、内面箆ナデ。 外一淡褐色

底径 5.5 部はやや張り、底部は平底。 底部外面ケズリ 。 内一暗橙褐色

口径22.4 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・白色粒 2/3。

2 甕 器高32.2 部は短く直立してから緩や 部外面ケズリ、内面ナデ。

底径 5.9 かに外反する。胴部はやや 底部外面ケズリ 。 外一淡橙褐色 内外面に煤

張り、底部は平底を呈する 。 内一淡灰褐色 の付着あり 。

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒 ・白色粒 4/5。

3 甕 22.6cm 部は緩やかに外反する。胴 部外面ケズリ、内面ナデ。 黒色粒

部はやや張る。 内外一淡褐色

4 甕 底部径 粘土紐積み上げ成形。胴部 胴部外面ケズリ、内面ナデ。 赤色粒・白色粒 1/2。

6.8cm は張り、底部は平底を呈す。 底部外面ケズリ 。 内外一淡橙褐色

口径(18.0) 口縁部は短く外反し、口唇 内外面とも回転ナデ。底部 白色粒 1/4。

5 須恵器 器高 10.4 部は上方につまみ上げられ 外面ナデ。

鉢 底径(12.0) る。胴部はあまり張らず、

底部は平底を呈する。 内外ー暗灰色

須恵器 口径(15.6) 口縁部は内湾ぎみに外傾す 口縁部内外面回転ナデ。底 白色針状物質 2/3。

6 杯 器高 3.5 る。底部は平底を呈する。 部外面回転糸切りの後、外

底径 9.8 周回転箆ケズリ。 内外一淡灰色 南比企産。

口径10.4 口縁部は体部より短く内屈 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 完形。

7 杯 する。体部は浅く、底部は 部内外面ナデ。底部外面ケ

器高 2.8 乎底ぎみである。 ズリ 。 内外ー暗褐色

口径(13.8) 口縁部は体部より内湾しな 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒 1/2。

8 杯 がら立つ。体部は深く、底 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 4.7 部は丸底を呈する 底部外面ケズリ 。 内外一淡橙褐色

口径13.6 口縁部は体部より内湾しな 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒 ・黒色粒 4/5。， 杯 がら立つ。体部は浅く、底 部内外面ナデ。底部外面ケ

器高 3.5 部は丸底を呈する。 ズリ 。 内外一淡褐色

口径(13.0) 口縁部は体部より内湾ぎみ 口縁部外面ヨコナデ、内面 白色粒・黒色粒 1/4。

10 杯 にやや外傾する。体部は浅 箆ナデ。体部外面ナデ。底

器高 3.3 く、底部は丸底を呈する 。 部外面ケズリ 。 内外ー暗茶褐色

口径13.0 口縁部は体部より内湾しな 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒 ・黒色粒 3/4。

11 杯 がら立つ。体部は浅く、底 部内外面ナデ。底部外面ケ

器高 3.3 部は丸底を呈する。 ズリ 。 内外一明橙褐色

口径(13.0) 口縁部は体部より内湾ぎみ 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 1/4。

12 杯 に開く 。イ本部は浅 ＜、底部 部内外面ナデ。底部外面ケ

器高 3.2 は丸底を呈する 。 ズリ 。 内外一淡褐色

口径12.4 口縁部は体部より内湾ぎみ 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・黒色粒 2/3。

13 杯 に立つ。体部は浅＜、底部 部内外面ナデ。底部外面ケ

器高 3.3 は丸底を呈する。 ズリ 。 内外一淡橙褐色

長さ 4.4 若干中膨らみの棒状を呈す 表面及び両端面丁寧なナデ。 白色粒 ・黒色粒 完形。

14 土 錘 厚さ 1.1 る。両端部は丁寧に平坦に 穿孔は中心部を通り、直径

重量 12g 仕上げられている。 0.2mmと比較的細い。 表面一淡褐色
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第24号住居跡 （第125図）

A地点の調査区南西側に位置する 。遺構の遺存状態は極めて悪く、重複する第23号住居跡に住居

跡の大半を切られている。残存しているのは、住居の北側の一部だけであるため、本住居跡の全容

は不明である。

平面形は、残存する部分から推測すると、長方形もしくは方形を呈するものと思われる。規模は、

東西方向6.02m・南北方向は90cmまで測れ、重複する第23号住居跡と同じく、大型の住居跡であっ

たものと推測される。確認面からの深さは34cmあり、壁は直線的に立ち上がっている。北側壁下に

は、幅15cm・深さ 7cmの均ーな形態の壁溝がある。床面は、ロームブロックを含む暗黄褐色土を埋

め戻した貼床式で、全体に平坦である。出土遺物は、住居跡の覆土中より上器破片が少量出土して

いるが、混入品が顕著に見られる。

本住居跡の時期は、住居跡の重複関係や出土土器より、第23号住居跡とあまり時間差のない国分

期初頭の所産と推測される。

ーロニ二
1 

ここ口

10cm 9 -〗二二/戸4
第127図 第24号住居跡出土土器

第24号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎 土・色 調 備 考

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒 ・白色粒 1/3。

1 広口壷 (24.0cm) 部は緩やかに外反する 。胴 部外面ケズリ、内面ナデ。

部は張る。 内外一淡橙褐色

口径12.2 口縁部は体部より内湾ぎみ 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒•黒色粒 ほぼ完形。

2 杯 に開く 。体部はやや深く、 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 3.6 底部は平底ぎみである 。 底部外面ケズリ 。 内外一淡橙褐色

口径(12.6) 口縁部は体部より内湾ぎみ 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 1/4。

3 杯 に開く 。体部は浅く、底部 部内外面ナデ。底部外面ケ

器高 2.9 は丸底を呈する。 ズリ 。 内外一淡橙褐色

口縁部径 口縁部は体部より内湾ぎみ 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・黒色粒 1/2。

4 皿 19.4cm に開き、口唇部は短く内屈 部外面ケズリ、内面ナデ。

器 閥 する。体部は浅く、底部は

2.8cm 丸底を呈する 。 内外一淡橙褐色
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第25号住居跡（第128図）

A地点の調査区南端に位置し、重複する第30号住居跡・第32号住居跡 • 第39号住居跡を切 っ ている 。

遺構の遺存状態は、あまり良好とは言えず、かろうじて残存しているような状況である。住居跡の

南側コーナ一部は調査区外に位置するため、本住居跡の全容は不明であるが、検出された部分から

ある程度住居跡の形態を推測することは可能である。

平面形は、比較的整った長方形を呈する。規模は、北東～南西方向3.18m・北西～南東北西2.54

mある。住居の主軸方位は、 N-113°-E

をとる。確認面からの深さは 5cm~ 14cmあ

り、壁は緩やかに立ち上がっている。各壁

下には壁溝は見られない。床面は直床式と

推測され、全体に平坦で堅緻である。住居

内からは比較的大きく浅いピットが2箇所 ＿ 

検出されているが、本住居跡に伴うものか

は不明である。カマドは、すでに削平され

ているが、住居南東側壁の南寄りにその痕

跡が確認されている。

出土遺物は、少量の土器片が出土しただ

けである。 NQ2の杯は、他のものと時期が

異なり、重複する第30号住居跡からの混入

品と推測される。

本住居跡の時期は、住居跡の形態や出土

土器より、国分期の所産と考えられる。

［ ____, 

／ざ

゜
ロ）
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゜゚゜

ニ゜
2m 

第128図 第25号住居跡

二

□
 

□ 2 

予三~5
第129図 第25号住居跡出土土器

口
10cm 

第25号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整 手法 の 特 徴 胎 土・ 色 調 備 考

口径(11.4) 口縁部は体部より蛇行して 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 1/3。

1 杯 内湾ぎみに立つ。体部はや 部内外面ナデ。底部外面ケ 外ー暗橙褐色

器高 3.8 や深く、底部は平底ぎみ。 ズリ 。 内ー暗茶褐色

口径(12.0) 口縁部は体部より内湾ぎみ 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒 ・白色粒 l/4。

2 杯 に立つ。体部は浅く、底部 部内外面ナデ。底部外面ケ

器高 3.2 は丸底を呈する。 ズリ 。 内外ー暗茶褐色
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No. 器 種 法 量 形態 ・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・ 色 調 備 考

3 須恵器 口径(12.0) 口縁部はやや内湾ぎみに外 内外面とも回転ナデ。 白色針状物質 1/3。

杯 器高 3.8 傾する 。 内外ー暗灰色 南比企産。

4 須恵器 高台部径 高台部貼り付け。高台部は 高台部及び体部内外面回転 片岩粒・白色粒 残存部完形。

裔台付境 8.4cm 外傾し、体部は丸みをもつ。 ナデ。底部外面回転糸切り。 内外一淡灰色 末野産。

5 須恵器 高台部径 高台部貼り付け。高台部は 高台部及び体部内外面回転 片岩粒 ・白色粒 残存部完形。

高台付培 8.8cm やや外傾している。 ナデ。底部外面回転糸切り。 内外一淡灰色 末野産。

第26号住居跡（第131図）

A地点の調壺区南端に位置し、重複する第27号住居跡と第28号住居跡及び第 2号溝跡を切り、第

7号土壊に切られている。遺構の遺存状態は、あまり良好とは言えない。

平面形は、長方形を呈するものと思われる。規模は、東西方向3.20m・南北方向は3.24mまで測

れる。住居の主軸方位は、 N-82° - Eをとる。確認面からの深さは 5cm~l3cmあり、壁は緩やかに

立ち上がっている。各壁下には壁溝は見られない。床面は直床式と推測され、やや軟弱である。全

体に平坦であるが、若干起伏が見られる。住居跡内からは比較的大きな浅いピットが 1箇所検出さ

れているが、本住居跡に伴うものかは不明である。

カマドは、住居東側壁の中央南寄りに位置し、壁に対してやや斜めに付設されている。規模は、

全長110cm・幅71cmを測る。袖はなく、燃焼部は住居の壁をかなり掘り込んだ形態をとっている。

燃焼面は、床面よりも一段低く、やや傾斜している。壁面は良く焼けている。煙道部は、先端部が

削平されているが、燃焼部より 一段高く、傾斜しながら住居外に延びている。出土遺物は、カマド

周辺から住居跡の南側を主体に、士器片が少量出土している。

本住居跡の時期は、出土土器より国分期の所産と考えられる。

＼二二 ＼ 口
10cm 

第130図 第26号住居跡出土土器

第26号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手 法の特徴 胎 土 ・色 調 備 考

口径(12.0) 口縁部は体部より内湾ぎみ 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・黒色粒 1/3。

1 杯 に開く。底部は平底ぎみ。 部内外面ナデ。底部外面ケ 白色粒

器高(3.1) ズリ 。 内外一淡茶褐色

須恵器 口径12.4 口縁部は体部より直線的に 口縁部内外面回転ナデ。底 白色粒・黒色粒 2/3。

2 杯 器高 3.5 外傾し、口唇部はやや外反 部外面回転糸切り 。 ロクロ回転

底径 5.9 する。底部は平底を呈する。 内外ー暗灰色 右回り 。

須恵器 D径12.2 口縁部は体部より内湾ぎみ 口縁部内外面回転ナデ。底 片岩粒・白色粒 2/3。

3 杯 器高 3.5 に開き、口唇部はやや外反 部外面回転糸切り 。 黒色粒

底径 7.2 する。底部は平底を呈する。 内外一淡灰色 末野産。
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第26号住居跡カマド土層説明

第 1層 ：暗赤褐色土層 （焼土プロ ック を均ーに含む。粘性はなく、し

まりを有する。）

第2層：暗褐色土層 （焼土粒子を均ーに含む。粘性はな く、し まりを

有する。）

第3層 ：暗灰色土層 （焼土粒子を微量含む。粘性はな く、しまりを有

する。）

第 4層：暗褐色土層 （焼土粒子・炭化粒子を微量含む。粘性・しまり

ともない。）

゜
1m 

第131図 第26号住居跡

第27号住居跡（第132図）

A地点の調査区南側に位置し、重複する第26号住居跡と第 7号土城に切られている。遺構の遺存

状態は、あまり良好とは言えず、かろうじて残存しているような状況である。住居跡の南側を第26

号住居跡に切られているため、本住居跡の全容は不明である。
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平面形は、長方形を呈するものと思われるが、住居の北東側壁は東に向かってやや開いている。

規模は、 北西～南東方向3.08m・北東～南西方向3.80mある。住居の主軸方位は、 N-135°-Eを

とる。確認面からの深さは 9cm程度あり、壁は緩やかに立ち上がっている。残存する各壁下には壁

溝は見られない。床面は直床式で、全体に堅緻で平坦をなすが、細かな凹凸が見られる。住居跡内

からは小さなピットが4箇所検出されているが、本住居跡に伴うものかは不明である。

カマドは、住居南東側壁の中央南寄りに、その痕跡が見られる。上半はすでに第26号住居跡によっ

て削平されており、燃焼部の下半だけが残存している。燃焼部は、住居の壁をかなり掘り込んだ形

態をとり、床面よりも一段低くなっている。出土遺物は、土器片がごく少量出土しただけであるが、

住居の北側コーナ一部の床面上より完形の須恵器杯(No1)が出土している。

本住居跡の時期は、出土土器より国分期の所産と考えられる。
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゜I | | 

2m 

第132図 第27号住居跡

第27号住居跡カマド土層説明

第1層 ：暗赤褐色土層（焼土ブロックを均ーに含む。粘性・しまりともない。）

第2層 ：黒灰色土層（炭化粒子・焼士粒子を微量含む。粘性・しまりともない。）

第3層：暗褐色土層（ローム粒子・焼士粒子を微量含む。粘性 ・しまりともない。）

口 10cm 

第133図第27号

住居跡出土土器

第27号住居跡出土土器観察表

No. I器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手 法の特徴 胎 土・色 調 備 考

須恵器 口径12.1 口縁部は体部より直線的に 口縁部内外面回転ナデ。底 小石 ・白 色粒 完形。

1 I 杯 器高 3.1 に開き、口唇部は若干外反 部外面回転糸切り 。 黒色粒 ロクロ回転

する。底部は平底を呈する。 内外一淡灰褐色 右圃り。
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第28号住居跡（第134図）

A地点の調介区南端に位置し、重複する第26号住居跡・第30号住居跡及び第 2号溝跡に切られて

いる。遺構の遺存状態は比較的良好であるが、住居南側の大半が調査区外に位置するため、本住居

跡の全容は不明である。

平面形は、方形もし くは長方形を呈するものと思われる。規模は不明であるが、東西方向は5.02

mまで、南北方向は1.82mまで測れる。確認面からの深さは50cm程度あり、壁は直線的で垂直ぎみ

に立ち上がっている。検出された壁下には壁溝は見られない。床面は、住居内の周辺部を埋め戻し

た貼床式で、全体に平坦で比較的堅緻である。主柱穴は、住居内の調査区壁際のピ ットが該当する

ものと考えられ、おそらく 4本主柱穴の一部を構成するものであろう 。直径50cm程度の円形を呈す

るものと思われ、床面からの深さは54cmある。この他、住居の北東コーナ一部にもピットが検出さ

れているが、これは本住居跡に伴うものではない。出土遺物は、住居跡の覆士中より士器片が出土

しているだけである。

本住居跡の時期は、出土土器より五領期の所産と考えられる。
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第134図 第28号住居跡

第28号住居跡土層説明

第1層：黒褐色土層 （炭化粒子・焼土粒子を微量含む。粘性 ・しまりともない。）

第2層：暗褐色土層 （焼土粒子・ローム粒子を微量含む。粘性 ・しまりともない。）

第3層：暗黄褐色士層 （ローム粒子を均ーに含む。粘性・しまりともない。）

第4層：黒褐色士層（白色粒子・ローム粒子・焼土粒子を微量含む。粘性 ・しまりともない。）

第5層：黒灰色土層 （鉄斑・焼士粒子を微量含む。粘性に富み、しまりはない。）

第6層：暗茶褐色士層 （鉄斑・ローム粒子を均ーに含む。粘性はなく 、しまりを有する。）

第7層 ：暗灰色士層 （ローム粒子・炭化粒子を均ーに含む。粘性に富み、しまりはない。）

第 8層 ：暗赤褐色士層 （焼士粒子を多量含む。粘性・しまりともない。）

第9層 ：暗茶褐色土層 （ローム粒子を多量含む。粘性 ・しまりともない。）

第10層 ：黒褐色土層 （ローム粒子を均ーに、焼士粒子を微量含む。粘性・しまりともない。）
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第135図 第28号住居跡出土土器

第28号住居跡出土土器観察表

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手法の特徴 胎土 ・色 調 備 考

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・赤色粒 1/2。

1 甕 15.8cm 部は直線的に外傾する。胴 部外面ハケ、内面ナデの後 外ー暗褐色

部は張る。 ケズリ 。 内一黒褐色

2 甕 口縁部径 口縁部は「S」字状を呈する。 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・赤色粒 1/5。

(14. 4cm) 部外面ハケ、内面ナデ。 内外一淡灰褐色

3 亜・ギ D縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ナデ。 片岩粒・白色粒 1/4。

(13. 0cm) 部は幅狭の複合口縁を呈す。 内外ー暗橙褐色

4 小形壷 口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ナデ、内面ケズ 赤色粒・白色粒 1/4。

(5. 0cm) 部は短く直線的に外傾する。 リ。胴部内外面ナデ。 内外ー暗橙褐色

第29号住居跡（第136図）

A地点の調査区南西側に位置し、重複する第10号住居跡・第21号住居跡・第24号住居跡に切られ

ている。遺構の遺存状態は、比較的良好である。

乎面形は、比較的整った方形を呈する。規模は、北西～南東方向4.44m・北東～南西方向4.48m 

ある。住居の主軸方位は、N-38°- Wをとる。確認面からの深さは30cmあり、壁は直線的で垂直ぎ

みに立ち上がっている。各壁下には幅20cm．深さ 5cm前後の均ーな形態の壁溝が、途切れずに全周

している。床面は、住居内の壁際に近い周辺部をロームブロックを含む暗黄褐色士で埋め戻した貼

床式で、全体に平坦であるが、やや緩やかな起伏が見られる。主柱穴に囲まれた住居中央部は比較

的堅緻であるのに対して、主柱穴外側の周辺部はやや軟弱である。

炉は、住居北西側の主柱穴間中央に位置する。 40cmX37cmの円形を呈し、床面が焼けているだけ

の地床炉である。主柱穴は、 4本主柱穴で住居跡のほぼ対角線上に位置している。形態は、直径34

cm~40cmの円形に近い形態を呈し、床面からの深さは50cm前後あるが、東側の主柱穴だけは30cmと

他に比べてやや浅くなっている。この東側の主柱穴の脇には、表面が焼けて赤色化した大きな自然

石が出土しているが、これは東側に重複するピットに伴うものであり、本住居跡とは直接関係しな

い。貯蔵穴は、住居の南側コーナ一部に位置している。形態は、 82cmX60cmのやや崩れた長方形ぎ

みの形態を呈し、床面からの深さは30cmある。底面は広く平坦である。この他、住居内には浅いピッ

トがいくつか検出されているが、その多くは本住居跡に直接伴わないものである。

出土遺物は、住居跡の覆土中より土器が比較的多く出土している。これらの出土状態は、住居中

央部では覆土中でも比較的低い位置から出土し、壁際に近いものほど高い位置から出土しており、
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第136図 第29号住居跡

第29号住居跡土層説明

第 1層：暗茶褐色土層 （ローム粒子を微量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第2層：黒褐色上層 （ローム粒子・炭化粒子・焼士粒子を微量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第3層：暗褐色土層 （ローム粒子を均ーに、ロームプロ ック・焼土粒子を微量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

覆土の堆積と一致した状態が認められる。そのため、本住居跡から出士した土器のほとんどは、住

居廃絶後の覆土埋没過程中に周辺から投棄されたものと考えられる。土器以外では、住居中央部の

覆土中より、自然石を利用した砥石が出土している。

本住居跡の時期は、住居跡の形態や出土土器より、五領期の所産と考えられる。

第29号住居跡出土土器観察表

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 胎 土・ 色調 備 考

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ハケの後ヨコ 赤色粒 ・白色粒 4/5。

1 台付甕 15.2cm 部は緩やかに外反する。胴 ナデ。胴部外面ハケ、内面

器 古向 部は張り、台部は内湾しな ナデの後部分的なハケ。台

26. 6cm がら開く 。 部外面ハケ、内面ナデ。 内外一茶褐色

- 148 -



2
 

4
 

3
 

5
 

10cm 

第137図 第29号住居跡出土土器

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整 手 法の 特徴 胎 土・ 色 調 備 考

口径12.2 粘土紐輪積み成形。口縁部 口唇部内外面ヨコナデ。ロ 赤色粒 ・白色粒 ほぽ完形。

2 境 器嵩 7.4 は短く外傾し、口唇部は直 縁部外面ハケ。胴部外面ハ 黒色粒

底径 4.9 立する。胴部は張らず、底 ケの後ナデ、内面ミガキ。

部は平底を呈する。 底部外面ナデ。 内外一明茶褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒 ・赤色粒 4/5。

3 小筋丸底壷 9.6cm 部は直線的に外傾する。胴 部外面ケズリの後上半ナデ、 白色粒

器 吉向 部は偏平ぎみに張り、底部 内面指ナデ。底部外面ケズ 外面に黒斑

6.8cm は平底ぎみである。 リ。 内外一明茶褐色 あり 。

口径 7.4 器受部は内湾しながら開く。 器受部内外面ミガキ。脚部 赤色粒・白色粒 3/4。

4 器 台 器高 8.4 脚部は外反しながら大きく 内外面ミガキ。 脚部穿孔は

脚婿部径11.2 開き、穿孔は筒状をなす。 内外ー暗茶褐色 4箇所。

口径 8.6 器受部は内湾しながら開き、 器受部内外面ハケの後ミガ 黒色粒 ・白色粒 1/2。

5 器台 器高 9.1 口唇部は若千上方に向く。 キ。脚部外面ハケの後ミガ

槻錨邸径12.0 脚部は外反しながら大きく キ、内面ハケの後ナデ。 脚部穿孔は

開き、穿孔は筒状をなす。 内外ー赤茶褐色 3箇所。

第30号住居跡 （第138図）

A地点の調査区南端に位置し、重複する第 3号住居跡と第25号住居跡及び第 8号土城に切られ、

第28号住居跡・第32号住居跡・第39号住居跡を切っている。遺構の遺存状態は、あまり良好とは言

えず、かろうじて残存しているような状況である。住居の南側半分は調査区外に位置しているため、

本住居跡の全容は不明である。

平面形は、方形もしくは長方形を呈するものと思われる。規模は、北東～南西方向5.60m・北西

～南東方向は4.24mまで測れ、調査区内で検出された住居跡の中では、比較的大型の住居跡である

ことが推測される 。住居の主軸方位は、 N-45° -Eをとる 。確認面からの深さは 5cm~ 10cmあり、

壁は緩やかに立ち上がっている。調査区内で検出された各壁下には、壁溝は見られない。床面の構
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造については、遺構の重複が激しいため不明であるが、全体に平坦に作られている。住居内には比

較的浅いピ ットが数箇所検出されているが、これらはすべて本住居跡に伴うものではない。

カマドは、住居北東側壁の中央北寄りに位置し、壁に対してほぼ直角に付設されている。規模は、

全長125cm・幅60cmを測る 。袖はなく、燃焼部が住居の壁をかなり掘り込んだ形態をとっている 。

燃焼部は床面より 一段低く、燃焼面はやや傾斜し、壁面とも良く焼けている。煙道部は、すでに削

平されているため不明である。出士遺物は、土器破片がごく少量出土しており、土器以外ではカマ

ド南東側の床面上より士錘が 1個体出土している 。

本住居跡の時期は、出土土器より真間期の所産と推測される。

第：デぞ跡：出五万言戸翌言戸翌喜 I :：:::;~:~：；： 1丘已已：：： 1 :；。考

第31号住居跡（第139図）

A地点の調査区南側に位置し、重複する第 3号住居跡と第 2号溝跡及び第 8号土壊に切られ、第

32号住居跡と第33号住居跡を切っている。遺構の遺存状態は良好である。

平面形は、若干壁が張る方形を呈している。規模は、南北方向4.70m・東西方向4.44mある。住

居の主軸方位は、N-19°-Wをとる。確認面からの深さは35cm前後あり、壁は直線的で垂直ぎみに

立ち上がっている。各壁下には幅20cm深さ 5cm前後の整った形態の壁溝が巡っているが、住居東側

壁の南半から南東コーナ一部にかけては壁溝が見られず途切れている。床面は、住居内の周辺部を

埋め戻した貼床式で、全体に緩やかな起伏が見られる。住居中央部は比較的堅緻であるのに対して、

周辺部はやや軟弱である。主柱穴や貯蔵穴と考えられるものは、検出されていない。住居内からは

柱穴状の比較的深いピットが数箇所検出されているが、本住居跡に伴うものかは不明である。

カマドは、住居の北側壁と東側壁の 2箇所に見られるが、これらは同時に存在したものではなく 、

東側のカマドから北側のカマドに作り替えられたものである 。北カマドは、壁のほぼ中央に位置し、

壁に対して若干東に傾いて付設されている。規模は、全長204cm・最大幅108cmを測る。袖は、ロ―

第31~33号住居跡土層説明

く第31号住居跡＞

第 1層：暗黄褐色士層 （ローム粒子・ロームブロ ックを均ーに含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第2層：黒褐色土層 （炭化粒子を均ーに含む。粘性・しまりともない。）

第3層：黒灰色土層 （炭化粒子・焼士粒子を均ーに含む。粘性に富み、しまりはない。）

第4層：暗赤褐色土層 （焼土粒子を多量含む。粘性・しま りともない。）

第5層：黒褐色土層 （炭化粒子を多量に、焼土粒子を微量含む。粘性・しまりともない。）

く第33号住居跡＞

第6層：黒褐色土層 （焼土粒子を均一に、炭化粒子を微贔含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第7層：暗褐色土層 （ローム粒子を微量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第8層：暗赤褐色上層 （焼土粒子を多量含む。粘性・しまりともない。）
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第140図 第31号住居跡カマド

第31号住居跡北カマド土層説明

第 1層 ：暗褐色土層 （ローム粒子 ・焼上粒子を微量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第2層：暗黄褐色土層 （ロームプロックを均ーに、炭化粒子を微量含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第3層：暗赤褐色土層 （焼土粒子を均ーに含む。粘性・しまりともない。）

第 4層：黒褐色土層 （炭化粒子を多量含む。粘性に富み、しまりはない。）

第 5層：暗褐色土層 （ローム粒子を多量に、焼土粒子・炭化粒子を微量含む。粘性・しまりともない。）

第6層：暗褐色土層 （焼土粒子を均一に、ローム粒子・炭化粒子を微量含む。粘性 ・しまりともない。）

第7層：暗褐色土層 （ロームプロックを均ーに含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第31号住居跡東カマド土層説明

第1層：暗褐色土層 （ロームプロック・焼土プロックを均ーに含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第2層：黒褐色土層（炭化粒子・焼土粒子を均ーに含む。粘性・しまりともない。）

第3層 ：暗褐色土層 （焼土粒子を多量に、炭化粒子・ローム粒子を微量含む。粘性・しまりともない。）

第4層：黒褐色土層（焼土粒子・炭化粒子を多量に、ローム粒子・焼土プロックを均ーに含む。粘性・しまりともない。）

第5層 ：暗褐色土層（焼土粒子・炭化粒子 ・ローム粒子を均ーに含む。粘性・しまりともない。）
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ムブロックを含む暗褐色土（第 7層）を住居の壁に直接貼り付けて構築している 。左右両袖とも短く、

先端部にはNo1 ・ 2の甕を伏せて補強に使用している 。燃焼部は、住居の壁を若干掘り込んだ形態

をとり、燃焼面は床面より 一段低く平坦で良く焼けている。煙道部は、燃焼部より 一段高く、住居

外に120cm程度やや傾斜しながら直線的に延びている 。東カマドは、北カマドと同様に壁のほぼ中央

に位置し、壁に対してやや南に傾いて付設されている。規模は、全長202cm・幅70cmを測る。袖は

すでに破壊されており、燃焼部の掘り方と煙道部だけが残存している。燃焼部は、住居の壁を若干

掘り込んだ形態をとり、燃焼面は床面より 一段低くなっている。煙道部は、燃焼部より一段高く、

ほぼ水平に住居外に110cmほど直線的に延びて立ち上がっている 。

出上遺物は、住居の覆土中より比較的多くの土器片が出士しているが、本住居跡に伴うと考えら

れる床面上から出士した士器は、北カマド

の周辺や北東コーナ一部付近に集中してい

る。NQ6の須恵器長頸壷も、住居北西コー

ナ一部付近の床面上から正位で出土してお

り、本住居跡に伴うものである。士器以外

では、北カマドの燃焼部中央より、鉄製鎌

(NQll)が出土している。

本住居跡の時期は、出土土器より真間期

の所産と考えられる。

第31号住居跡出土土器観察表
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第141図 第31号住居跡出土鉄製鎌

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の 特徴 胎土 ・色調 備 考

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・白色粒 3/4。

1 甕 22.6cm 部は強く外反する。胴部は 部外面ケズリ、内面箆ナデ。 黒色粒

あまり張らず、長胴を呈す。 内外一淡褐色

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・白色粒 4/5。

2 甕 20.8cm 部は緩やかに外反する 。胴 部外面ケズリ、内面箆ナデ。 黒色粒

部はあまり張らない。 内外一橙褐色

底 部径 粘土紐積み上げ成形。胴部 胴部外面ケズリ、内面下半 片岩粒・赤色粒 3/4。

3 甕 4.5cm は張らず、底部は不安定で ナデの後上半箆ナデ。底部 白色粒・黒色粒

小さな平底を呈する。 外面ケズリ、内面ナデ。 内外一淡褐色

底 部径 粘土紐積み上げ成形。胴部 胴部外面ケズリ、内面箆ナ 片岩粒・白色粒 3/4。

4 甕 4.6cm あまり張らず、底部は不安 デ。底部外面ケズリ、内面 外一淡橙褐色

定で小さな平底を呈する。 ナデ。 内ー暗茶褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 D縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒 ・白色粒 上半部のみ。

5 小形甕 17.0cm 部は緩やかに外反し、口唇 部外面ケズリ、内面箆ナデ。 黒色粒

部内面に沈線をもつ。 内外一淡褐色

須恵器 底 部径 粘士紐積み上げ成形。胴部 胴部内外面回転ナデ。底部 白色粒•黒色粒 胴下半のみ。

6 長頸壷 7.5cm は張り、最大径を上半にも 外面ナデの後外周箆ケズリ。

つゥ底部は平底を呈する。 内面ナデ、外周指押さえ。 内外一灰色

口径11.0 口縁部はやや外反ぎみに直 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・黒色粒 2/3。

7 杯 立する。体部は浅く、底部 部～底部外面ケズリ、内面 外一淡褐色

器高 3.1 は丸底を呈する。 ナデ。 内一黒褐色
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第142図 第31号住居跡出土土器

No. 器種 法 量 形態・ 成形手法の特微 調整手法の特徴 胎 土・ 色 調 傭 考

口径10.6 口縁部は内湾ぎみに短く直 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 3/4。

8 杯 立する。 体部はやや深く、 部～底部外面ケズリ、内面 黒色粒

器高 3.8 底部は丸底を呈する。 ナデ。 内外一明橙褐色

口径10.4 口縁部は外反ぎみに短く内 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 1/2強。， 杯 屈する。体部は浅＜、底部 部～底部外面ケズリ、内面 黒色粒

器高 3.6 は丸底を呈する。 ナデ。 内外一淡茶褐色

口径10.4 口縁部は内湾しながら短く 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・黒色粒 1/2強。

10 杯 内傾する。体部は浅く、底 部～底部外面ケズリ、内面 外一淡褐色 外面に黒斑

器高 3.2 部は丸底を呈する。 ナデ。 内一淡橙褐色 あり。

11 鉄製鎌 残存長13.1 背部は若干湾曲し、基部は短く屈曲する。刃部はかなり擦り減って幅が短くなっている。

最大幅 3.5 錆はすでに安定し、地金部分はほとんどない。先端部欠失。
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第32号住居跡（第138図）

A地点の調査区南側に位置し、重複する第25号住居跡と第31号住居跡及び第 8号土城に切られて

いる。遺構の遺存状態は極めて悪く、かろうじて残存しているような状況であり、遺構の形態や床

面の状態から住居跡と判断したものである。住居跡の大半を切られているため、本住居跡の全容は

不明である。

出土遺物がま ったくないため本住居跡の時期は明確ではないが、遺構の重複関係よ り真間期以前

の所産と推測される。

第33号住居跡（第139図）

A地点の調査区南側に位置し、重複する第 1号住居跡と第31号住居跡及び第 1号土壊に切られて

いる。遺構の遺存状態は、あまり良好とは言えない。

平面形は、残存する部分から判断すると、比較的整った方形を呈するものと推測される。規模は、

南北方向4.76m・東西方向5.06mある。住居の主軸方位は、 N-27°-Wをとる。確認面からの深さ

は8cm-15cmあり、壁は直線的に立ち上がっている。残存する各壁下には壁溝は見られない。床面

は、主柱穴外側の壁際周辺部を若干埋め戻した貼床式である。全体に堅緻であり、やや緩やかな起

伏が見られる。主柱穴は、住居のほぼ対角線上に位置する 4本主柱穴と思われ、その内の 3本が検

出されている。形態は、直径40cm前後の円形を呈し、床面からの深さは50cm-60cmと比較的深い。

炉は、住居北側の主柱穴間中央のやや内側に位置する。床面が焼けているだけの地床炉で、非常に

良く焼けて赤色に堅化している。

出土遺物は、住居の床面上より比較的多くの完形に近い土器が出土しており、良好な一括資料と

言える。これらの土器は、台付甕が炉の周辺より、他のものは住居北側の壁際にまとまって出土し

ており、 NQ8の小形甑はNo9の小形鉢に重ねて置かれていたものが、そのまま横転したような状況

で出土している。

本住居跡の時期は、出土土器より和泉期の所産と考えられる。

第33号住居跡出土土器観察表

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 胎 土・色 調 備 考

口縁部径 粘土紐輪積み成形。口縁部 口縁部内外面ヨコナデ。頸 片岩粒・赤色粒 残存部完形。

1 壷 14.6cm は緩やかに外反し、頸部外 部外面ヨコナデ、内面指押 頸部外面に

面に補強の粘土を貼る。 さえ。胴部内外面ナデ。 内外一淡茶褐色 爪圧痕。

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・赤色粒 3/4。

2 台付甕 16.4cm 部は緩やかに外反する。胴 部外面ケズリ、内面ナデ。 白色粒

器 高 部は強く張る。台部は直線 台部外面ケズリの後ナデ、

28. 2cm 的に開き、端部は折り返す。 内面指ナデ。 内外ー暗褐色

口縁部径 粘土紐輪積み成形。口縁部 口縁部内外面箆ナデ。胴部 片岩粒・赤色粒 4/5。

17.4cm は緩やかに外反する。胴部 外面ケズリの後下半ナデ、 白色粒

3 台付甕 は張り、最大径を上位に有 内面上位ナデ・中位指ナデ・

器 古向 する。台部は小さく内湾ぎ 下位箆ナデ。台部外面ナデ、 外ー暗茶褐色

34. 8cm みに開く 。 内面箆ナデ。 内一黒褐色
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第144図 第33号住居跡出土土器 (2)

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整 手法 の特 徴 胎土・色調 備 考

残存高22.8 粘土紐積み上げ成形。胴部 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・白色粒 1/2。

4 甕 は張り、最大径を中位にも 部及び底部外面ケズリの後 外面に黒斑

底部径11.6 つ。底部は平底を呈する。 上半ナデ、内面箆ナデ。 内外ー暗茶褐色 あり 。

口縁部径 脚部粘土紐巻き上げ成形。 杯部内外面ナデ。脚柱部外 赤色粒 ・白色粒 3/4。

20.2cm 口縁部は外反ぎみに開き、 面ミガキ、内面ナデ。脚端

5 高杯 口唇部は若干内湾する。脚 部内外面ナデ。

器 古向 柱部は膨らみ、脚端部は外

16.5cm 反しながら開く 。 内外一明茶褐色

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ナデの後雑なミ 片岩粒 ・赤色粒 ほぽ完形。

19.0cm 部は直線的に開く 。脚柱部 ガキ、内面ヨコナデ。杯部

6 高杯 は膨らみ、脚端部は低く内 外面ケズリ 。脚柱部外面ケ

器 古向 湾ぎみに強く開く 。 ズリの後ミガキ、内面ナデ、 外面に煤の

14.5cm 脚端部内外面ヨコナデ。 内外一淡橙褐色 付着あり 。

口縁部径 脚部粘土紐巻き上げ成形。 口縁部内外面ヨコナデ。杯 赤色粒 4/5。

7 高杯 18.4cm 口縁部は内湾ぎみに外傾す 部外面ケズリの後ナデ、内

器 高 る。脚柱部は膨らみ、脚端 面指ナデ。脚端部内外面ヨ

15.3cm 部は高く、内湾ぎみに開く 。 コナデ。 内外一淡橙褐色

口径12.6 粘土紐積み上げ成形。口縁 外面箆ナデ、内面ナデ。 片岩粒・赤色粒 ほぽ完形。

8 甑 器高15.8 部は若干内湾する。胴部は 白色粒 穿孔は焼成

底径 5.2 張らず、底部は平底を呈す。 内外一茶褐色 前に 1孔。

口径12.8 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・白色粒 ほぽ完形。， 鉢 器高11.4 部は緩やかに外反する。胴 部外面ケズリの後ナデ、内

底径 5.4 部は張り、底部は平底。 面ナデ。底部外面ナデ。 内外一茶褐色
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No. 器種 法 量 形態・ 成形手法の特徴 調 整 手 法 の特 徴 胎土・色調 備 考

口径18.0 粘士紐積み上げ成形。口縁 外面ナデ、内面箆ナデ。 片岩粒 ・白色粒 3/4。

10 鉢 部は内湾しながら開く 。底 外面は荒れ

器高 7.4 部は厚く、丸底を呈する。 内外ー暗茶褐色 ている。

口径 9.2 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・白色粒 ほぽ完形。

11 小他丸底壷 部は内湾ぎみに外傾する。 部外面ケズリの後丁寧なナ 内面に煤の

器高 8.3 胴部は張り、底部は丸底。 デ、内面丁寧なナデ。 内外一茶褐色 付着あり 。

口径 9.6 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面 ヨコ ナデの後ナ 片岩粒・白色粒 完形。

12 小形丸底壷 器高 6.9 部は大きく外反する。胴部 デ。内面ヨコナデ。胴部外 赤色粒

底径 3.9 はやや張り、底部は平底。 面ナデの後下半ケズリ 。 内外ー暗茶褐色

口径 9.4 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒 ・白色粒 残存部完形。

13 小診丸底壷 部は大きく外反する。胴部 部内外面箆ナデ。 赤色粒

残存邸6.3 はやや張り、底部は平底。 内外ー暗茶褐色

口径 8.6 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ナデ。胴部外 片岩粒・白色粒 ほぽ完形。

14 小形丸底壷 器高 7.1 部は緩やかに外反する。胴 面ナデの後ケズリ、内面指

底径 3.8 部やや張り、底部は平底。 ナデ。底部外面ナデ。 内外ー暗茶褐色

口径 8.6 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ナデ、内面ヨコ 片岩粒・赤色粒 完形。

15 小彬丸底壷 器高 6.8 部は緩やかに外反する。胴 ナデの後ケズリ 。胴部外面 外ー暗茶褐色

底径 3.4 部やや張り、底部は平底。 ナデの後ケズリ、内面ナデ。 内ー暗褐色

口径10.8 粘士紐巻き上げ成形。口縁 外面ナデ、内面箆ナデ。底 片岩粒・赤色粒 ほぽ完形。

16 境 器高 5.0 部は内湾しながら開く 。底 部外面ナデ。 白色粒

底径 4.5 部は突出し、平底を呈する。 内外一茶褐色

口径11.3 粘土紐巻き上げ成形。口縁 外面ナデ、内面箆ナデ。底 片岩粒・赤色粒 完形。

17 境 器高 5.2 部は内湾しながら開く。底 部外面ナデ。 白色粒 外面に黒斑

底径 5.0 部は突出し、平底を呈する。 内外ー暗茶褐色 あり 。

第34号住居跡 （第145図）

A地点の調査区中央部の西端に位置し、重複する第35号住居跡を切っている。遺構の遺存状態は、

あまり良好とは言えない。住居跡の大半は調介区外に位置するため、本住居跡の全容は不明である。

平面形は、方形もしくは長方形を呈するものと思われる。住居の主軸方位は、 N-73°-Eをとる。

確認面からの深さは15cm前後あり、壁は直線的で垂直ぎみに立ち上がっている。検出された部分で

は壁溝は見られない。床面は、ロームブロックを含む暗褐色土を埋め戻した貼床式で、全体に堅緻

である。住居跡内からは、ピットや土壊状の浅い掘り込みが検出されているが、これらは本住居跡

に伴うものではない。

カマドは、住居東側壁に位置する。規模は、全長64cm・最大幅61cmを測る。 袖 は、ロ ームブロ ッ

クを含む暗褐色土（第 3層）を、直接住居の壁に貼り付けて構築している。燃焼部は、住居の壁を若

干掘り込んだ形態をとり、燃焼面は床面とほぼ同じ高さで、良く焼けている。煙道部は、すでに削

平されているため不明である。出士遺物は、覆土中より土器片がごく少量出土しただけである。

本住居跡の時期は、カマドの形態や出土上器より真間期の所産と推測される。
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第35号住居跡（第145図）

A地点の調査区中央部の西端に位置し、童複する第34号住居跡と第 2号井戸跡に切 られ、第37号

住居跡を切っている。 遺構の遺存状態は、あまり良好とは言えない。住居の西側壁は調査区外に位

置するため、本住居跡の全容は不明である。

平面形は、コーナ一部がやや丸みをもつ比較的整った長方形を呈するものと思われる。規模は、

南北方向4.70m・東西方向は4.94mまで測れる。住居の主軸方位は、 N-88°-Eをとる。確認面か

らの深さは10cm前後あり、壁は緩やかに立ち上がっている。調査区内で検出した各壁下には、壁溝

は見られない。床面は、ロームブロックを含む暗褐色土を若干埋め戻した貼床式で、全体に平坦に

作られているが、やや軟弱である。主柱穴は、住居の対角線上に位置する 4本主柱穴である。形態

は、直径40cm前後の円形を呈し、床面からの深さは26cm~60cmある。

カマドは、住居東側壁の中央やや北寄りに位置し、壁に対してほぽ直角に付設されている。規模

は、全長91cm・最大幅87cmを測る。袖は、暗褐色土（第 4層）を住居の壁に直接貼り付けて構築して

いる。左右両袖とも直線的に延び、その先端部にはNo1とNo2の甕を伏せて補強に使用しているが、

No 1はすでに崩壊して床面上に散乱している。燃焼部は、住居の壁を掘り込んだ形態をとり、燃焼

面は床面よりも若干低くなっている。煙道部は、すでに削平されているため不明である。出土遺物

は、カマド内及びその周辺と住居南東コーナ一部付近の床面上より、かたまって出土している。

本住居跡の時期は、出土土器より真間期の所産と考えられる。

第35号住居跡出土土器観察表

ぬ 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 胎 土 ・色 調 備 考

口径21.0 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・赤色粒 4/5。

部は緩やかに外反し、口唇 部外面ケズリ、内面箆ナデ。 白色粒

1 甕 器高34.1 部はやや内湾する。胴部は 底部外面ケズリ 。

あまり張らず、底部は不安

底径 4.8 定な平底を呈する。 内外一淡橙褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・白色粒 3/4。

2 甕 21. 8cm 部は緩やかに外反し、口唇 部外面ケズリ、内面ナデ。

部は横に開く。胴部はあま

り張らない。 内外一淡褐色

3 甕 底部径 粘土紐積み上げ成形。底部 胴部外面ケズリ、内面ナデ。 白色粒 ・黒色粒 底部のみ。

5.0cm は小さな平底を呈する。 底部外面ケズリ 。 内外ー暗褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。 D縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒 ・白色粒 2/3。

4 甕 21. 6cm 部は緩やかに外反し、 D唇 部外面ケズリ、内面箆ナデ。 黒色粒

部内面に凹線をもつ。 内外一淡橙褐色

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒 ・赤色粒 3/4。

5 甕 20.4cm 部は緩やかに外反する。胴 部外面ケズリ、内面箆ナデ。 白色粒 外面に黒斑

部はあまり張らない。 内外一淡橙褐色 あり 。

底部径 粘土紐積み上げ成形。胴部 胴部外面ケズリ、内面ナデ。 片岩粒 ・白色粒 胴下半のみ。

6 大形甑 (9.6cm) はあまり張らず、端部は丸 黒色粒

く仕上げられている。 内外一淡橙褐色
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第34号住居跡カマド土層説明

第1層：暗赤褐色土層 （焼土粒子を多量含む。粘性はなく、しまりを有

する。）

第2層：黒褐色土層 （ローム粒子 ・炭化粒子を均ーに、焼土粒子を微量

含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第3層：暗褐色土層 （ローム粒子・ロームプロックを均ーに含む。粘性

はなく、しまりを有する。）

｀
 

゜
1m 

第146図第34号住居跡カマド

屈
，レし

ゥ

6 I'Cl丸

ぐ

三

第35号住居跡カマド土層説明

第1層：暗褐色土層（焼土粒子・炭化粒子を微醤含む。粘性は

なく、しまりを有する 。）

第2層：暗赤褐色士層 （焼土プロックを多屈含む。粘性 ・しま

りともない。）

第 3層 ：黒褐色土層（炭化粒子を均ーに含む。粘性に富み、し

まりはない。）

第4層：暗褐色土層（ローム粒子を均ーに、ロームプロック・

焼土粒子を微量含む。粘性はなく、しまり

を有する。）

゜
1m 

第147図 第35号住居跡カマド

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎 土・ 色 調 禰 考

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒 • 黒色粒 1/2。

7 小形甕 (15. 4cm) 部は緩やかに外反する。胴 部外面ケズリ、内面上半ナ 外一淡橙褐色

部はやや張る。 デ・下半箆ナデ。 内一明橙褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒 ・白色粒 残存部完形。

8 小形甕 12.6cm 部は直線的に外傾する。胴 部外面ケズリ、内面ナデ。 二次焼成を

部は張る。 内外一淡茶褐色 受けている。

口径11.4 口縁部は体部より内湾しな 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒 ・赤色粒 2/3。， 杯 がら立つ。器高は深く、底 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 3.8 部は丸底を呈する。 内外ー暗橙褐色
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No. 器種 法 量 形態 ・成形手法の特徴 調 整手 法 の 特徴 胎土 ・色 調 備 考

口径11.2 口縁部はやや外傾ぎみに直 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒 完形。

10 均 立する。体部は浅く、底部 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 3.3 は丸底を呈する。 内外一淡茶褐色

口径(8.0) 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒 1/3。

11 小筋広□壷 部は短く直立する。胴部は 部外面ケズリ、内面ナデ。 二次焼成を

器高(5.7) あまり張らず、底部は丸底。 内面ー赤褐色 受けている。

口径(11.0) 口縁部は緩やかに外反する。 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・白色粒 1/3。

12 杯 体部は浅く、底部は丸底を 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高(3.1) 呈する。 内外一淡茶褐色

第36号住居跡（第150図）

A地点の調査区中央部の西端に位置し、重複する第37号住居跡を切っている。遺構の遺存状態は、

あまり良好とは言えない。住居の西側半分は調資区外に位置し、また住居跡の北側は撹乱を受けて

いるため、本住居跡の全容は不明である。

平面形は、方形もしくは長方形を呈するものと思われる。住居の主軸方位は、N-93°-Eをとる。

確認面からの深さは 5cm前後あり、壁は緩やかに立ち上がっている。調査区内で検出された各壁下

には、壁溝は見られない。床面は、暗褐色土を若干埋め戻した貼床式で、全体に平坦であるが、や

や軟弱である。主柱穴や貯蔵穴は検出されていない。

カマドは、住居東側壁の中央付近に位置すると推測され、壁に対してやや斜めに付設されている。

規模は、全長91cm・最大幅86cmを測る。袖は、ロームブロックを含む暗褐色土（第 1層）を、住居の

壁に直接貼り付けて構築している。燃焼部は、住居の壁を掘り込んだ形態をとるが、やや幅が狭い。

燃焼面は、住居の床面と同一の高さで、壁面は良く焼けてい

る。出土遺物は、土器片がごく少量出土しただけである。

本住居跡の時期は、出土土器が少ないため明確ではないが、

一応真間期の所産と推測される。

←ー ―ー こ汽
10cm 

第149図 第36号住居跡出土土器

第36号住居跡出土土器観察表

No.1器皿種 ::::: I ：ぞ日，：：：：四召::： I :::：::iョ三）；7：： 1 :し:•：色？立 11:。 考

立する。体部は浅い。 内外ー暗褐色

第37号住居跡（第149図）

A地点の調査区中央部西端に位置し、重複する第35号住居跡と第36号住居跡及び第 2号井戸跡に

切られている。遺構の遺存状態は、あまり良好とは言えない。住居の西側コーナ一部付近は調査区

外に位置するため、本住居跡の全容は不明であるが、検出された部分から住居跡の形態を推測する

ことは可能である。

平面形は、比較的整った方形を呈するものと推測される。規模は、 北西～南東方向4.00m ・北東

～南西方向4.00mある。住居の主軸方位は、 N-145° -Eをとる。確認面からの深さは 3cm~20cm 
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あり、壁は直線的で垂直ぎみに立ち上がっている。調査区内で検出された各壁下には、壁溝は見ら

れない。床面は直床式と推測され、全体に平坦で非常に堅緻である。

カマドは、住居の南東側壁の中央やや北寄りに位置するが、上半部は重複する第35号住居跡によ

り削平されており、燃焼部の掘り方のみ残存している。袖は、すでに削平あるいは崩壊しているた

め不明である。燃焼部は、住居の壁を若干掘り込んだ形態をとっている。燃焼面は、住居の床面よ

りも一段低く、壁面は良く焼けている。出土遺物は、床面付近より 土器片がごく少量出士しただけ

である。

本住居跡の時期は、出土士器より鬼高期の所産と考えられる。

口 ニロ〔 二□三二 □ 
10cm 

第151図 第37号住居跡出土土器

第37号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の 特徴 胎 土・ 色調 備 考

1 杯 口縁部径 口縁部は体部より緩やかに 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 1/5。

(14. 2cm) 外反する。 ， 部外面ケズリ、内面ナデ。 内外一明橙褐色

口径(14.O) 口縁部は蛇行しながら外傾 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・赤色粒 1/3。

2 杯 する。体部は浅く、底部は 部外面ケズリ、内面ナデ。 白色粒

器高 4.2 丸底を呈する。 内外ー暗褐色

口径(12.8) 口縁部は若干外反ぎみに外 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 1/3。

3 杯 傾する 。体部は浅＜、底部 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 4.6 は丸底を呈する。 内外一淡橙褐色

第38号住居跡（第152図）

A地点の調査区南西側の南端に位置する。遺構の遺存状態は、あまり良好とは言えない。住居の

南側半分は調査区外に位置するため、本住居跡の全容は不明である。

平面形は、東西両壁がやや張る方形もしくは長方形を呈するものと思われる。規模は、東西方向

2.80m ・南北方向は1.50mまで測れ、比較的小型の住居跡である。住居の主軸方位は、 N-57°-E

をとる。確認面からの深さは 8cm程度あり、壁は緩やかに立ち上がっている。調査区内で検出され

た各壁下には、壁溝は見られない。床面は直床式で、全体に平坦で堅緻である。

カマドは、住居東側壁の中央付近に位置すると推測され、住居の壁に対してほぼ直角に付設され

ている。規模は、全長103cm・幅42cmを測る 。袖はなく、壁外に燃焼部が延びるタイプで、第 3号

住居跡のカマドの形態と類似している。燃焼部は、住居の床面とほぼ同じ高さである。出土遺物は、

土器片が少量出土しただけである。

本住居跡の時期は、出土土器より国分期の所産と考えられる。

- 166 -



瓢 。

胃

言
O 1m 
| l I 

2m 

第152図 第38号住居跡

□/--／〔1 □ 2 

〗=」-
3 

10cm 

第153図 第38号住居跡出土土器

第38号住居跡出土土器観察表

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整 手法 の 特徴 胎土 ・ 色調 備 考

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒・黒色粒 1/5。

1 甕 (19. 4cm) 部は直立し、口唇部は直線 部外面ケズリ、内面ナデ。

的に外傾する。 内外一明橙褐色

須恵器 口径(12.8) 口縁部は内湾ぎみに外傾し、 口縁部内外面ヨコナデ。底 白色針状物質 1/2。

2 杯 器高 3.6 口唇部は肥厚する。体部は 部外面回転糸切りの後外周

底径 7.6 浅く、底部は平底を呈する。 回転箆ケズリ 。 内外一淡灰色

須恵器 高台部径 高台部貼り付け。謁台部は 高台部内外面回転ナデ。 白色粒 1/4。

3 高台付 (7.2cm) 外傾する 。端部は肥厚し、

境 外面は窪む。 内外一淡灰色

第39号住居跡（第154図）

A地点の調査区南端に位置し、重複する第22・ 23 ・ 25 ・ 30号住居跡に切られている。遺構の依存

状態は比較的良好である。なお、本住居跡の南東コーナ一部は調査区外に位置している。

平面形は、比較的整った長方形を呈するが、住居の西側壁は若干張っている。規模は、東西方向

3.29m ・南北方向2.95mあり、比較的小型の住居跡である 。住居の長軸方位は、N-97° -Eをとる。

確認面からの深さは最高で40cmあり、壁は直線的で垂直ぎみに立ち上がっている。各壁下には壁溝

は見られない。床面は直床式で、全体に平坦であるが若干緩やかな起伏が見られ、やや軟弱である。
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第39号住居跡出土石皿

2m 

第154図 第39号住居跡

住居の北側より直径36cmと27cmの円形を呈する比較的浅いピ ットが2箇所検出されているが、その

性格は不明である。炉は、住居中央より北東側寄りに位置する。床面が焼けているだけの地床炉で

あるが、非常に良く焼けて堅化 している。

出土遺物は、住居の中央部より 比較的多量の土器が散乱したような状態で出土している。これら

の土器は、住居中央部付近のものは床面に近く、周辺部のものほどレベルが高くなっており、覆土

が自然に堆積した状態と よく一致している。おそらくは、そのほとんどが住居廃絶後の覆土埋没過

程中に周辺から投棄されたものであろう 。この他には、 これらの多量の土器に混じって、住居中央

部北側寄りの覆土中 より破損した石皿(No22)が 1点出土している。この石皿は、その特徴から本住

居跡の時期のものではなく 、縄文時代のものと推測され、偶然的に再利用されたか混入品であろう 。

本住居跡の時期は、出土士器より五領期の所産と考えられる。

第39号住居跡出土土器観察表

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特微 調 整 手法 の 特 微 胎 土・ 色調 備 考

口径16.6 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ハケの後ナデ、 赤色粒・白色粒 ほぽ完形。

1 壷 器高23.0 部は直線的に強く外傾する。 内面ミガキ。胴部外面ハケ 胴部上半に

底径 6.8 胴部は強 く張り、底部は突 の後丁寧なミガキ、内面ナ 焼成前の穿

出する平底を呈する。 デ。底部外面ケズリ 。 内外一明茶褐色 孔 2箇所。
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No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整 手法 の特徴 胎土・ 色調 備 考

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ハケの後上半ヨ 赤色粒・白色粒 1/2。

2 亜ギ 15.6cm 部は緩やかに外反する。胴 コナデ、内面ハケ。胴部外

残存 高 部は強く張り、最大径を中 面ハケ、内面ナデの後下半 外一淡橙褐色

22.6cm 位にもつ。 ケズリ。 内一灰褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口唇部内外面ヨコナデ。ロ 赤色粒 ・白色粒 4/5。

(15.2cm) 部は緩やかに外反し、口唇 縁部外面ハケの後ミガキ、

3 壷 部は上方に摘まみ上げられ、 内面ハケの後ナデ。胴部外

残存 高 外面に面をもつ。胴部は強 面ハケの後ミガキ、内面ケ 外面に黒斑

21. 9cm く張る。 ズリ 。 内外一明茶褐色 あり。

残 存高 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ナデ。胴部外 赤色粒・白色粒 残存部完形。

4 亜ギ 14. 7cm 部は外反する。胴部は偏平 面ミガキ、内面ナデ。底部 外上半—暗灰褐色

底部径 をなし、底部は上げ底風の 外面ケズリ 。 外下半一淡褐色

4. 0cm 平底を呈する。 内ー暗灰褐色

口径 8.6 粘土紐輪積み成形。口縁部 口縁部内外面ハケの後ヨコ 片岩粒・白色粒 1/2。

は緩やかに外反する。胴部 ナデ。胴部外面ハケの後下 上半と下半

5 小形壷 器高(12.3) は張り、最大径をやや下位 半ナデ、内面ナデの後下半 は接合せず、

にもつ。底部は突出する平 ハケ。底部外面ナデ。 外一明茶褐色 器形は図上

底径 4.8 底を呈する。 内一茶褐色 復元。

口径 9.4 粘土紐輪積み成形。口縁部 口縁部内外面ハケの後上半 片岩粒・赤色粒 3/4。

は緩やかに外反する。胴部 ョコナデ。胴部外面ハケの 白色粒

6 小形壷 器高12.2 は張り、最大径をやや下位 後下半ナデ、内面ナデの後

にもつ。底部は突出する平 下半ハケ。底部外面ナデ。

底径 4.4 底を呈する。 内外一明茶褐色

口径 8.8 粘士紐輪積み成形。口縁部 口縁部内外面ハケの後上半 片岩粒・黒色粒 4/5。

は緩やかに外反する。胴部 ョコナデ。胴部外面ハケの 白色粒 上半と下半

7 小形壷 器高(11.2) は張り、最大径をやや下位 後下半ナデ、内面ナデの後 は接合せず、

にもっ。底部は突出する上 下半ハケ。底部外面ナデ。 器形は図上

底径 5.0 げ底風の平底を呈する。 内外一明茶褐色 復元。

口縁部径 粘土紐輪積み成形。口縁部 口縁部内外面ハケの後上半 片岩粒・白色粒 3/4。

8 小形壷 9. 2cm は緩やかに外反する。胴部 ョコナデ。胴部外面ハケの

は張る。 後下半ナデ、内面ナデ。 内外一淡茶褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ハケの後ヨコ 赤色粒・白色粒 1/2。， 甕 14. 8cm 部は緩やかに外反する。胴 ナデ。胴部内外面ハケ。

部は張る 内外一淡茶褐色

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。ロ 赤色粒・白色粒 1/2。

10 甕 16. 2cm 部は緩やかに外反し、外面 唇部に箆による刻みを施す。

に輪積み痕を残す。 胴部外面ハケ、内面箆ナデ。 内外一淡茶褐色

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒 • 黒色粒 2/3。

11 甕 13.4cm 部は内湾ぎみに外傾する。 部外面ハケ、内面ナデの後 白色粒

胴部は張り、器肉は薄い。 ケズリ 。 内外一淡褐色

12 甕 口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・白色粒 口縁部のみ。

16. 4cm 部は「S」字状を呈する。 部外面ハケ、内面ナデ。 内外一淡褐色

台端部径 粘土紐積み上げ成形。胴部 胴部外面ハケ、内面ナデ。 赤色粒・白色粒 1/3。

13 台付甕 9.0cm は張り、台部は「ハ」の字状 台部外面ハケの後ナデ、内

に開き、端部を折り返す。 面ナデ。 内外ー暗灰褐色
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第156図 第39号住居跡出土土器(1)
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第157図 第39号住居跡出土土器(2)
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No. 器種 法 量 形態 ・成形手法の特徴 調 整 手法 の特 徴 胎 土 ・色 調 備 考

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ハケの後ヨコナ 赤色粒・白色粒 ほぽ完形。

14 台付甕 13.6cm 部は内湾ぎみに外傾する。 デ、内面ハケ。胴部内外面

器 古向 胴部は張り、台部は小さく ハケ。台部外面ハケ、内面 外一淡褐色

20.6cm 「ハ」の字状に開く 。 ナデの後ハケ。 内ー暗茶褐色

15 台付甕 台端部径 粘土紐積み上げ成形。台部 内外面ハケ。 赤色粒・白色粒 台部のみ。

9.4cm は「ハ」の字状に開く。 内外一淡褐色

残存 高 粘土紐積み上げ成形。胴部 外面ケズリの後上半に 6本 片岩粒・白色粒 1/2。

16 甕 11. 0cm はやや張り、最大径を中位 歯の右回りによる櫛描波状

にもつ。 文を施文する。内面ミガキ。 内外ー暗茶褐色

口径(19.8) 粘土紐積み上げ成形。口縁 外面ナデの後下半ミガキ、 片岩粒・白色粒 2/3。

17 甑 器高 9.6 部は体部より内湾ぎみに開 内面ミガキ。 底部穿孔は

底径 3.8 く。底部は小さな平底。 内外一明茶褐色 焼成前。

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ハケの後ヨコ 赤色粒・白色粒 4/5。

18 鉢 15.2cm 部は内湾ぎみに外傾する。 ナデさらに部分的なミガキ。

器 高 胴部はあまり張らず、底部 胴部外面ケズリの後ミガキ、 底部外面に

8.8cm は丸底を呈する。 内面箆ナデ。 内外一茶褐色 黒斑あり。

口径(21.6) 枯土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ナデ。胴部外 赤色粒・白色粒 1/3。

19 鉢 部は内湾ぎみに外傾する。 面ケズリの後ナデ、内面ナ

器高 8.8 胴部は張らず、底部は丸底。 Tー→o 内外一淡橙褐色

粘土紐積み上げ成形。杯部 杯部内外面ミガキ。脚部外 片岩粒・赤色粒 1/3。

20 高 杯 残存 高 は内湾しながら開き、口縁 面ミガキ、内面ナデ。

9.2cm 部は短く外反する。脚部は 脚部穿孔は

外反しながら大きく開く 。 内外一明茶褐色 4箇所。

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。杯部 口唇部内外面ヨコナデ。杯 赤色粒・白色粒 1/3。

21 高杯 (12. 4cm) は内湾しながら開き、口唇 部内外面ミガキ。脚部外面 脚部穿孔は

器 古向 部内面に面をもつ。脚部は ミガキ、内面ナデ。 上下 3箇所

10.6cm 外反しながら大きく開く 。 内外一橙褐色 ずつ。

残存長25.6 偏平な自然石の上面を、楕 右側の側縁部に形状調整の 緑色片岩 約2/3。

22 石 皿 円形状に丁寧に磨り窪めて ためと思われる荒い加工が 上半馬鳴紅Ii観

最大幅12.4 いる。 見られる。 はり変色している。

第40号住居跡（第158図）

B地点の調査区南側に位置し、重複する第 3号溝跡と第 4号溝跡に切られている。遺構の遺存状

態は、あまり良好とは言えない。住居跡の東西両壁は調資区外に位置するため、本住居跡の全容は

不明である。

平面形は、方形もしくは長方形を呈するものと思われ、南北方向は3.36mを測る。住居の主軸方

位は、 N-7°-Eの北側にとるものと推測される。確認面からの深さは18cmあり、壁は緩やかに立

ち上がっている。調査区内で検出された各壁下には、壁溝は見られない。床面は、ロームブロック

を全体に若干埋め戻した貼床式で、ほぼ平坦に作られているが、比較的軟弱である。炉は、住居中

央部の北寄りに位置する。床面が焼けているだけの地床炉で、焼けている範囲はやや狭い。住居の

床面上には、炭化材が多く見られることから、本住居跡は消失したものと考えられる。出土遺物は

比較的少なく、土器片がごく少量出土しただけである。

本住居跡の時期は、出土土器より五領期の所産と考えられる。
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・m1 冒 第40号住居跡土層説明

第 1層：黒褐色土層 （マンガン塊・焼土粒子

を均ーに含む。粘性に

富み、しまりはない。）

第2層：暗褐色土層 （マンガン塊を均ーに、

ロームブロックを微量

含む。粘性に富み、し

まりはない。）

゜
2m 

第158図 第40号住居跡

1 口 2

10cm 3
 

第159図 第40号住居跡出土土器

第40号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎 土・ 色調 備 考

1 甕 口縁部径 口縁部は「S」字状を呈し、 D縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・白色粒 小破片。

(21. 8cm) 口唇部は丸く肥厚する。 部外面ハケ、内面ナデ。 外賠褐色内— i炎褐色

2 台付甕 粘土紐積み上げ成形。台部 台部内外面ナデ。 赤色粒 ・白色粒 2/3。

は「ハ」の字状に開く。 内外一淡橙褐色

口径(7.0)粘土紐積み上げ成形。器受 口唇部内外面ヨコナデ。器 赤色粒 ・白色粒 1/4。

3 器 台 部は内湾ぎみに開く 。脚部 受部内外面箆ナデ。脚部外 二次焼成を

器高 8.1 は外反しながら開く 。 面箆ナデ、内面ナデ。 内外ー暗橙褐色 受けている。

第41号住居跡（第160図）

C地点の調査区東側に位置する。第2号掘立柱建物跡の柱穴によって住居南側コーナーの一部を

切られている。遺構の遺存状態は、本遺跡の中では比較的良好な方である。

平面形は、住居コーナ一部が若干丸みをもつ長方形を呈するが、住居の北東側壁に比べて南西側

壁がやや短くなっている 。規模は、北東～南西方向3.75m ・北西～南東方向2.80mを測る。住居の

主軸方位は、 N-137°-Eをとる。確認面からの深さは15cm前後あり、壁は直線的に立ち上がって

いる。各壁下には壁溝は見られない。床面は直床式で、全体に平坦で堅緻である。住居内からはピッ

- 173 -



／ (1/., 

>
@6 

◎ “い旦 I I~
gて

II旦＂り2 Q) 

｀ 
4 

二
UL 

u¥ 

l!.9 ． 杉多

讐二ら／／／／／／／／／／／／重／／プ／／／／／／ー／／／／／／”//／／7//̀
g D 

第41号住居跡土層説明

第 1層：黒灰色土層 （鉄斑を

多量に、マンガン塊・

ローム粒子・焼土粒

子を均ーに含む。粘

性に富み、しまりを

有する。）

第2層：暗黄灰色土層（鉄斑・

ローム粒子・マンガ

ン塊を多量含む。粘

性に富み、しまりを

有する。）

゜
2m 

0| 

z 

-疇麟。

乙

1m 

第160図第41号住居跡

第41号住居跡カマド土層説明

第 1層：赤褐色土層（焼土層。）

第 2層：暗褐色土層（ローム粒子 ・炭化粒子 ・ロームプロ ックを均ーに含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第 3層：暗黄褐色土層 （ロームプロソクを多拭含む。粘性はなく、しまりを有する。）
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トが4箇所検出されているが、南西壁寄りの規模が大きく深いピットは、住居埋没後に掘削された

もので、本住居跡に伴うものではない。

カマドは、住居南東壁の東側コーナ一部寄りに位置し、壁に対して約65゚ 西に傾いて付設されて

いる。規模は、全長56cm・最大幅80cmを測る。袖は、ローム粒子を主体とする暗黄褐色土を、住居

の壁に直接貼り付けて構築している。袖の厚さは比較的薄く、先端付近はかなり崩壊している。燃

焼部は、住居の壁を掘り込まず、焚口部が大きく開く形態で、非常に良く焼けている。燃焼面は、

カマドの奥に向かって緩やかに傾斜し、最奥部に比較的大きく偏平な自然石を 2個積み重ね、さら

にその上に高杯(No3)を伏せて支脚にしている。煙道部は、すでに削平されているため不明である。

出土遺物は、カマド内より甕と高杯、住居北東側の壁際より大形甑．鉢・小形丸底壷などの士器

が出土している。これらの土器は、カマド内では支脚として再利用されたNo3の高杯の上にNo1の

甕が据えられた状態で出土し、住居北東側の壁際の土器はいずれも床面に置かれていたものが横転

したような状態で出土しており、その出土状態から見て本住居跡で同時に使用されていたものと考

えられ、良好な一括資料と言えるものである。土器以外では、住居中央西寄りの床面上に小さな炭

化材が検出されているが、本住居跡が焼失したような痕跡は認められない。

本住居跡の時期は、出土土器より和泉期の所産と考えられる。

第41号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎 土・ 色調 備 考

残存高18.1 粘土紐積み上げ成形。胴部 胴部外面ケズリ、内面指ナ 片岩粒・赤色粒 2/3。

1 甕 は球形に強く張る。底部は デ。底部内外面ナデ。 外ー暗褐色 外面に煤の

底径 7.2 突出する平底を呈する。 内一淡褐色 付着あり 。

口径21.8 粘土紐輪積み成形。口縁部 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒 ・赤色粒 完形。

2 大形甑 器高23.2 は直線的に短く外傾する。 部外面箆ナデ、内面ハケの 白色粒・小石

底径 7.2 胴部はあまり張らず、底部 後指ナデ。 内外面に黒

はやや突出ぎみである。 内外一茶褐色 斑あり 。

口径17.8 脚部粘土紐巻き上げ成形。 口縁部内外面ヨコナデ。杯 赤色粒・白色粒 ほぼ完形。

3 高 杯 口縁部は外反ぎみに開く 。 部内外面ナデ。脚部外面ケ

器高16.3 脚部は太く、端脚部は強く ズリの後ナデ、内面箆ナデ。

外反する。 脚端部内外面ヨコナデ。 内外一明茶褐色

口径11.2 粘士紐積み上げ成形。口縁 外面ナデの後下端ケズリ、 赤色粒 ・白色粒 3/4。

4 杯 器高 7.8 部は胴部より内湾ぎみに立 内面ナデ。底部内外面ナデ。

底径 7.0 ち、底部は平底を呈する。 内外ー暗茶褐色

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒 ・黒色粒 完形。

5 小椛丸底壷 8.4cm 部は直線的に外傾し、口唇 部外面ナデの後下半ケズリ、

器 古向 部は若干内湾する。胴部は 内面箆ナデ。 外一茶褐色

9.0cm 張り、底部は丸底を呈する 。 内一黒褐色

口径15.0 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒 ・白色粒 ほぼ完形。

6 鉢 器高 9.9 部は緩やかに外反する 。胴 部外面ナデの後ケズリ、内 外一明茶褐色

底径 4.4 部は張らず、底部は平底。 面ナデ。底部外面ケズリ 。 内一淡褐色

口径14.6 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒 ・白色粒 完形。

7 鉢 器高 8.9 部は緩やかに外反する 。胴 部外面ナデの後ケズリ、内 内面に煤の

底径 4.2 部は張らず、底部は平底。 面ナデ。底部外面ナデ。 内外一茶褐色 付着あり。
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第161図 第41号住居出土土器

No. 器

8
 

種

鉢

法 量

口径(14.0)

器高 8.6 

底径 4.5 

形態・ 成形手法の特微

粘土紐積み上げ成形。口縁

部は緩やかに外反する。胴

部は張らず、底部は平底。

調整 手法 の特 微

口縁部内外面ヨコナデ。胴

部内外面ナデ。底部外面ナ

デ。

胎土・色 調

赤色粒・白色粒

外一茶褐色

内ー暗灰褐色

゜

備

一12
ー

考

第42号住居跡（第163図）

C地点の調査区東側の南端に位置し、重複する第43号住居跡と第44号住居跡を切っている。遺構

の遺存状態は比較的良好であるが、住居の大部分は調査区外であるため、本住居跡の全容は不明で

ある。

平面形は不明であるが、調査区内で検出された北西側コーナ一部はかなり丸みの強い形態を呈し

ている。確認面からの深さは36cmあり、壁は比較的緩やかに立ち上がっている。調査区内で検出さ

れた壁下には壁溝は見られない。床面は、 ロームプロ ックを含む暗黄褐色土を埋め戻した貼床式で、
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全体に平坦で堅緻である。住居内からば性格不明の浅いピットが 1箇所検出されている 。出土遺物

は、覆上中より土器片がごく少量出士しただけである 。

本住居跡の時期は、遺構の重複関係や出土土器より国分期の所産と考えられる 。

第43号住居跡（第163図）

C地点の調査区東側の南端に位置し、重複する第42号住居跡に切られ、第44号住居跡を切ってい

る。遺構の遺存状態は比較的良好な方ではあるが、住居の大部分は調査区外であるため、本住居跡

の全容は不明である。

平面形は不明であるが、住居の北東側コーナ一部はやや丸みをもっている。確認面からの深さは

20cm~26cmあり、壁は緩やかに立ち上がっている。住居の北東側コ ー

ナ一部には、一部壁溝が見られる。床面は直床式で、堅緻である。規

模が小さく浅いピ ットが、住居の壁際に 2箇所検出されており、その

間を壁溝でつないでいることから、壁溝と関連するものと考えらる。

出土遺物は、覆土中より土器片がごく少量出土しただけである 。

本住居跡の時期は、出士土器より国分期の所産と考えられる。

□三〗
10cm 

第162図第43号

住居跡 出土土器

y ー

c
 

<Cl 
I 

..| 

第42~44号住居跡土層説明

く第42号住居跡＞

第 1層：暗褐色土層 （鉄斑・マンガン塊を均ーに含む。粘性に富み、しま

りはない。）

第2層：暗灰色士層 （鉄斑・マンガン塊を均ーに、ローム粒子・焼土粒子

を微量含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第3層：黒灰色士層 （マンガン塊を均ーに、鉄斑・ロ ーム粒子・焼上粒子

を微最含む。粘性に富み、しまりを有する。）

く第43号住居跡＞

第4層 ：暗褐色土層（鉄斑を多量に、マンガン塊・ローム粒子を微量含む。

粘性に富み、しまりを有する。）

口
，
 

B
-

三
第5層：暗灰色上層 （ローム粒子 ・鉄斑 ・マンガン塊を均ーに含む。粘性

に富み、しまりを有する。）

゜
2m 

く第44号住居跡＞

第6層：暗灰色土層 （鉄斑を多量含む。粘性に富み、しまりはない。）

第163図 第42~44号住居跡
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第43号住居跡出土土器観察表

: ： ：f: ］ ]門：I;戸竺：：： 1 ：：ピ三ナ箆：； I旦互Il:。 考

第44号住居跡 （第163図）

C地点の調査区東側の南端に位置し、重複する第42号住居跡と第43号住居跡及び第 3号掘立柱建

物跡に切られている 。遺構の遺存状態はあまり良好とは言えず、住居の南側半分は調査区外に位置

するため、本住居跡の全容は不明である。

平面形は、方形もしくは長方形を呈するものと思われる。規模は、東西方向3.98m・南北方向は

l.OOmまで測れる。確認面からの深さは10cm程度あり、壁は緩やかに立ち上がっている。調査区内

で検出された各壁下には、壁溝は見られない。床面は直床式で、

ほぽ平坦で作られており、比較的堅緻である。出土遺物は、覆土

中より土器片がごく少量出土しただけである。NQlの土師器長頸

壷の破片は、住居の北西コーナ一部付近に位置する浅い小ピット

内から出土したもので、そのピットとともに本住居跡に直接伴う

ものかは不明である。

本住居跡の時期は、出土土器より真間期の所産と推測される。

10cm 

第164図 第44号
住居跡出土土器

第44号住居跡出土土器観察表

No.1器壷種［法量［：言竺ミ 1:：ピ三ナケ：： 1戸：： I ；~：こ
第45号住居跡（第165図）

C地点の調査区東側の北端に位置し、璽複する第 3号掘立柱建物跡に切られている。遺構の遺存

状態はあまり良好とは言えず、かろうじて残存しているような状態である。住居の北側半分は調査

区外に位置するため、本住居跡の全容は不明である。

平面形は、方形もしくは長方形を呈するものと思われるが、住居のコ ーナ一部はやや丸みをもっ

ている。規模は、東西方向3.98m・南北方向は2.10mまで測れる。確認面からの深さは最高で10cm

あり 、壁は緩やかに立ち上がっている。調壺区内で検出された住居の北東側と南東側の壁下には壁

溝が巡っているが、南西側の壁については一部に強い削平を受けているため明確ではない。床面は、

ロームブロックを含む暗黄褐色土を若干埋め戻した貼床式で、全体に平坦に作られており、 比較的

堅緻である。出土遺物は、覆土中よ り土器片が少量出土しただけである。No3の杯の破片は、南側

壁際の中央に位置する小 ピット内から出土している。

本住居跡の時期は、出土土器より鬼高期終末の所産と考え られる。
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` A - iDI一臨第45号住居跡土層説明

第 1層：暗褐色土層 （マンガン塊・

函ヽ --- 鯛 鉄斑を多鼠に含む。粘性

に富み、しまりを有する。）

Q ~ (へ＼ （（）） □三旦『＾ 
饂 第 2層 ：H咋灰色土層（マンガン塊・

0 ローム粒子を均ーに含む。

粘性に富み、しまりはなり）

0I 

A A' 

第 3層 ：暗褐色土層（マンガン塊

を均ーに、焼土粒子を微

駄含む。粘性に富み、し

まりはない。）

g g 

第 4層：昭黄褐色土層 （マ ンガン

塊・ローム粒子を多量含

む。粘性・しまりともない。）

゜
2m 

第165図 第45号住居跡

口／ 口 2 □ 3 
三

1 Dem 

第166図 第45号住居跡出土土器

第45号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の 特徴 胎 土 ・色 調 備 考

口径(13.0) 口縁部は体部より内湾しな 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒 ・黒色粒 1/3。

1 杯 がら立つ。体部は浅く、底 部内外面ナデ。底部外面ケ 体部内外面

器高 3.5 部は丸底を呈する 。 ズリ 。 内外一淡褐色 指頭圧痕。

2 均 口径(10.4) 口縁部は体部より外反する。 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 1/4。

器高(3.3) 体部は浅く、底部は丸底。 部外面ケズリ、内面ナデ。 内外一淡橙褐色

3 杯 口径(10.0) 口縁部は体部より外反する。 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 1/3。

器高(3.5) 体部は浅く、底部は丸底。 部外面ケズリ、内面ナデ。 内外一明橙褐色

口径(10.0) 口縁部は体部より短く直線 D縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 1/3。

4 杯 的に外傾する。体部は浅く、 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高(3.3) 底部は丸底を呈する。 内外一淡褐色
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第46号住居跡（第167図）

C地点の調査区西側の北端に位置し、重複する第 8号溝跡に切られている 。遺構の遺存状態は比

較的良好であるが、住居北側の大半は調査区外であるため、本住居跡の全容は不明である。

平面形は、方形あるいは長方形を呈するものと思われるが、住居のコーナ一部はやや丸みをもっ

ている。規模は、東西方向は5.60mまで、南北方向は2.20mまで測れる。確認面からの深さは38cm

A
- A' 

//  
A-

A
―
 

1111 

Ol 

C
＿
 

C
-

゜
2m 

第167図 第46号住居跡

第46号住居跡土層説明

＜第 8号溝＞

第 1層 ：淡灰褐色土層 (A軽石を多量に、ロームプロック・粘士プロックを微量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第2層：淡灰褐色土層 (A軽石を多最に、ローム粒子を微量含む。粘性はなく、しま りを有する。）

第3層 ：暗灰褐色土層 (A軽石を均ーに、鉄斑・マンガン塊を微量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第4層：暗灰色土層 (A軽石・鉄斑を均ーに含む。粘性に富み、しまりはない。）

第5層：暗灰色上層 (A軽石・鉄斑 ・マンガン塊を均ーに含む。粘性に富み、しまりはない。）

第 6 層：暗灰色土層 ( A軽石・鉄斑 • 砂を均ーに含む 。 粘性に富み、しまりはない 。）

く第46号住居跡＞

第7層 ：淡灰色土層 （白色粒・鉄斑・ロ ーム粒子 ・粘土粒子を均ーに含む。粘性に富み、しまりはない。）

第8層：黒褐色土層（鉄斑を均ーに含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第9層：暗茶褐色土層 （鉄斑・マンガン塊を均ーに含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第10層 ：黒灰色土層 （鉄斑・マンガン塊・ローム粒子を均ーに含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第11層：暗茶褐色土層 （ローム粒子を均ーに、マンガン塊・鉄斑を微量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第12層：暗褐色土層（焼土粒子を多量に、炭化粒子を微量含む。粘性 ・しまりともない。）

第13層 ：暗黄褐色土層 （ロームフ：ロックを微量含む。粘性・しまりともない。）

第14層：淡褐色土層 （焼土粒子・炭化粒子を均ーに含む。粘性・しまりともない。）

第15層：暗褐色土層 （ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を均ーに含む。粘性・しまりともない。）
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あり、壁は直線的に立ち上がっている 。調査区内で検出された各壁下には、壁溝は見られない。床

面は直床式で、全体に平坦に作られており堅緻である。住居の南西コーナ一部付近には、貯蔵穴と

推測される規模の大きい楕円形を呈するピットがある。床面からの深さ

は40cmあり、底面はやや丸みをもっている。住居の南東側コーナ一部付

近からは、多くの炭化材が検出されており、覆土下半に焼土粒子や炭化

粒子が顕著に見られることから、本住居跡は焼失したものと推測される。

出土遺物は、土器片がごく少量出士しただけである。NQlの士器は、住

居南西コーナ一部付近の貯蔵穴と推測されるピットから出土している。

本住居跡の時期は、出土土器より五領期の所産と考えられる 。

第46号住居跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴

口径(12.0) 口縁部は胴部より内湾ぎみ 口縁部内外面ヨコナデ。胴

1 小形鉢 器高 6.5 に外傾する。胴部は張らず、 部外面ハケの後下半ケズリ、

底径 2.0 底部は中央部が窪む小さな 内面ナデ。

平底を呈する 。

- 181 -
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第168図第46号

住 居跡出土土器

胎 土 ・色調 備 考

赤色粒・白色粒 1/4。

外一茶褐色 底部外面に

内一暗茶褐色 黒斑あり。



2.掘立柱建物跡

第 1号掘立柱建物跡（第169図）

A地点の調査区北側の西端に位置し、重複する第12号住居跡と第13号住居跡及び第 1号溝跡を切っ

ている。本建物跡は、形態や覆土が類似する柱穴状のピットが、方形もしくは長方形に配列されて

いると推測されるものであるが、各側柱とも柱穴間の間隔は不規則であり、また建物跡の西側半分

は調査区外に位置するため、明確ではない。そのため、 一応建物跡の可能性があるものとして扱っ

ておきたい。

規模は、南北方向が3間で6.14

mを測り、北側と南側の 2間が約

2mあるのに対して、真ん中の 1

間は1.14mと間隔が狭くなってい

る。東西方向は 2~3間の3.14m

まで測れ、北側と南側では間数や

柱間距離が異なっているようであ

る。本建物跡の南北方向は、 N-

6 ° - Eに向いている。

柱穴は、直径45cm前後の円形を

呈するものが多い。確認面からの

深さは、 40cm前後と比較的そろっ

ており、底面はいずれも平坦になっ

ている。

出土遺物は、各柱穴の覆土中よ

り真間期～国分期と推測される土

師器の破片がごく少量出土しただ

けであるが、該期の遺構と重複し

ているものが多いため、本建物跡

の時期に属するものか明らかでは

ない。

／◎ 

本建物跡の時期は、時期を確定

できるような要素が少ないため明
.!! 

確ではないが、このような柱穴の

間隔が不規則な配列をとる建物跡

は、当地方では中世以降の比較的 c 

小規模な建物跡によく見られるこ

とから、ここでは一応国分期以降

の所産と考えておきたい。

≪I 

口

<I 

’
 

B
-
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-

゜形 1 l|  
2m 

第169図 第 1号掘立柱建物跡
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第 2号掘立柱建物跡 （第170図）

C地点の調査区東側の南端に位置し、重複

する第41号住居跡を切っている。建物跡の南

側の大半は調査区外に位置するため、本建物

跡の全容は不明であるが、形態の類似する柱

穴と推測されるピットの配列から、建物跡の

可能性が高いと考えられるものである。

規模は、東西方向が 2間で3.60mあり、南

北方向は 1間分が検出されており 1.50mまで

測れる 。東西方向の 1間は1.80mであるが、

調査区内で検出された南北方向の 1間は1.30 

mとやや短い。

柱穴は、 60cm~80cmの比較的規模の大きな

楕円形を呈するものが多く、確認面からの深

さは60cm前後とかなり深くそろっている。底

面は、いずれも広い平坦をなしている。柱穴

の覆土は、ロ ーム粒子やロームブロックを含

む黒褐色土で、柱痕は見 られなかっ た。

出土遺物は、 柱穴の覆土中よ り土器の破片

がごく少量出土 しただけである。

本建物跡の時期は、出土土器よ り国分期の

所産と推測される。

□) 

¥
0

|

0

ロ
ロ

囀

2m 

第170図 第 2号掘立柱建物跡

第 3号掘立柱建物跡 （第171図）

C地点の調壺区東側に位置し、 重複する第44号住居跡と第45号住居跡を切っている。本建物跡の

西側には、中央部に第 6号溝跡が掘削され、 国分期に埋没した緩やかな谷状の地形が見 られるが、

本建物跡は、この谷状の地形が埋没して平坦にな った後に構築されている。建物跡の南側は調査区

外に位置しているため、本建物跡の全容は不明である。

形態は、東西方向 2間・南北方向は 3間以上の側柱式で、長方形を呈するものと推測される。規

模は、梁行4.30m・桁行は5.20mまで測れる。建物の主軸方位は、N-22°- Wをとる。柱の通りは

比較的良く、梁行・桁行ともほぽ直線上にきれいに並んでいる。柱心間は、梁行 ・桁行とも2.15m

を測り、ほぽ等間隔に配列されている。

柱穴は、直径40cm~50cmの不整円形を呈するものが多い。確認面からの深さは、 50cm~70cm前後

の比較的深いものが主体であるが、西側桁行の最南部に位置する柱穴だけは、他に比べて極端に浅

くな っている。柱穴底面は、いずれも平坦である。柱痕は、多くの柱穴で確認されている 。直径25

cm前後の円形もしくはそれに近い形態を呈 し、いずれも柱穴掘り方の内側の壁面に接して、柱穴掘
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第171図 第 3号掘立柱建物跡

り方の底面より一段深く掘り込まれている。

出土遺物は、柱穴の覆土中より士器がごく少量出士しただけである 。

このうちのNo1の土師器杯は、東側桁行の最南部に位置する柱穴の覆土

中から出土した完形品である。

本建物跡の時期は、出土土器より国分期の所産と考えられる。

□三□〗
1 Dem 

第172図 第 3号掘立柱

建物跡出土土器

第 3号掘立柱建物跡出土土器観察表

叫器種 I法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の 特徴 胎 土・ 色調 I備 考

口径13.4 口縁部は若干外反する。体 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・黒色粒 1完形。

杯 I 器高 4.0 部はやや深く、内湾ぎみに 部外面ケズリの後ナデ、内 外一明茶褐色

底径 8.3 開く 。底部は平底を呈する。 面ナデ。底部外面ケズリ。 内一淡茶褐色
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3.井戸 跡

第 1号井戸跡 （第174図）

A地点の調査区南西側に位置し、重複する第22号住居跡と第23号住居跡を切っている。

平面形は、やや楕円形に近い形態を呈している。規模は、 l.70m Xl. 54mと比較的小形である 。

深さは、全掘できなかったため不明である 。断面の形態は、上半部は内湾しながら緩やかに開き、

下半部は直径80cmの筒状を呈し、次第に細くなっている。木枠や石組等の痕跡がまったく認められ

ないことから、素掘りの井戸であった ものと推測される。出土遺物は、上半部の覆土中より士器片

がごく少醤出土しただけである。

本井戸跡の時期は、出土遺物や遺構の重複関係から、国分期以降の所産と推測される 。

第2号井戸跡（第174図）

A地点の調査区中央部に位置し、重複する第35号住居跡と第37号住居跡を切っている。

平面形は、第 1号井戸跡と同様のやや楕円形に近い形態を呈している。規模は、 1.84m X 1. 60m 

と比較的小形である 。深さは、全掘できなかったため不明である。断面の形態は、直線的に1.50m 

程急傾斜して落ち込み、そこから直径65cmの筒状に深くなるようである。木枠や石組等の痕跡がまっ

たく認められないことから、素掘りの井戸であったものと推測される。出土遺物は、上半部の覆土

中より土器片がごく少量出士しただけである。

本井戸跡の時期は、出土遺物や遺構の重複関係から、真間期以降の所産と推測される 。

第 3号井戸跡（第174図）

A地点の調壺区北側に位置し、重複する第 1号溝跡を切っている。本井戸跡は、本遺跡で検出さ

れた他の井戸跡と異なり、井戸本体の南側より不定形の広く浅い溝が西側に向かって調査区外に延

びている。形態にやや差異が見られるものの、いわゆる水田の潅漑を目的とした「溜井」と呼ばれて

いるもの（能登 ・石坂 ・小島 ・徳江1983)に類似している。

井戸本体は、 1.40m X 1. 05mの小規模な不整円形を呈し、上半

部は緩やかに傾斜し、下半部は筒状に深くなっている 。深さは、

全掘できなかったため不明である。井戸本体から西側に延びる溝

跡は、最大幅3.00m・深さ38cmを測る。壁は緩やかに立ち上がり 、

底面は平坦で西に向かって低くな っている 。覆土中には一部焼土

の投げ込みが見られる 。出土遺物は、溝跡の覆土中より 比較的多

くの土器と 小形の砥石 (No.9)が出土している。

本井戸跡の時期は、出土土器より真間期の所産と考えられる。

゜
5cm 

，
 第173図 第3号井戸跡出土砥石

第 3号井戸跡出土土器観察表

叫 器 種 1：縁部：I粘：：ご竺:バ:縁::1-面法ヨ:ナ?0: ：~｀立 Il:。 考

甕 I (20. 8cm) 部は緩やかに外反し、口唇 部外面ケズリ、内面ナデ。 白色粒

部に凹線を もつ。 内外一淡褐色
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ロニ
!Dem 

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手 法の特徴 胎 土・ 色調 備 考

口径19.6 口縁部は体部より緩やかに 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 1/2。

2 皿 外反する 。体部は浅＜、底 部外面ケズリ、内面ナデ。 外一淡茶褐色

器高 4.3 部は丸底を呈する。 内一淡褐色

口径17.8 口縁部は体部より緩やかに 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 2/3。

3 皿 外反する。体部は浅く、底 部外面ケズリ、内面ナデ。 黒色粒 内面に黒斑

器裔 4.0 部は丸底を呈する。 内外一淡橙褐色 あり 。

口径(14.0) 口縁部は体部より短く直立 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 1/4。

4 杯 する。体部はやや深く、底 部内外面ナデ。底部外面ケ

器高(4.2) 部は丸底を呈する。 ズリ、内面ナデ。 内外一淡褐色

口径(12.2) 口縁部は体部より短く直立 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 1/4。

5 杯 する。体部はやや深く、底 部外面ケズリ、内面ナデ。 赤色粒

器高 3.9 部は丸底を呈する。 内外一橙褐色

口径11.6 口縁部は直立ぎみに外反す 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒 ・黒色粒 3/4。

6 杯 る。（本部は浅＜、底部は丸 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 3.5 底を呈する。 内外ー暗橙褐色

口径11.4 口縁部は直立ぎみに外反す 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒 ・白色粒 1/2。

7 杯 る。体部は浅く、底部は丸 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 3.3 底を呈する。 内外一明橙褐色

口径11.2 口縁部は直立ぎみに外反す 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒 ・白色粒 3/4。

8 杯 る。体部はやや深く 、底部 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高 4.0 は丸底を呈する。 内外ー淡橙褐色

長さ 5.8 平面形は隅丸の四角形を呈 表裏面は良く擦られている 砂岩 完形。， 砥 石 幅 4.5 する。上半部は薄く 、下方 が、側面はあまり擦られて

厚さ 2.4 に向かって厚くなる。 いない。 重量90g
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4.土 壕

第 1号土壕 （第179図）

A地点の調査区南側に位置し、重複する第33号住居跡を切っている。遺構の遺存状態は、比較的

良好な方である。

平面形は、 1.94m Xl. 34mの長方形を呈するが、各コ ーナ一部はやや丸みをも っている。確認面

からの深さは16cm~23cmあり、壁は直線的に立ち上がっている。底面は広くほぼ平坦である。覆土

中には焼土粒子や炭化粒子が顕著に見られるが、土城内で火を焚いたような痕跡は認め られない。

出土遺物は、底面より若干浮いた状態で土師器や須恵器の土器片が比較的多く出土している。

本士城の時期は、出土土器より国分期の所産と考えられる。

ロニニ二））2ニニニ／ー3¥
10cm 

第176図 第 1号土壕出土土器

第 1号土壌出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態 ・成形手法の特徴 調整 手 法の 特徴 胎 土・ 色 調 備 考

口径12.6 口縁部は体部よ り内湾ぎみ 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・白色粒 ほぼ完形。

1 杯 に立つ。体部は浅く、底部 部外面ナデ。底部外面ケズ 黒色粒

器高 3.2 は平底ぎみである。 リ、内面ナデ。 内外一淡橙褐色

口径(12.4) 口縁部内湾ぎみに外傾する。 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・黒色粒 1/3。

2 均 体部は浅く、底部は平底ぎ 部内外面ナデ。底部外面ケ

器高(3.2) みである。 ズリ 。 内外一淡茶褐色

口径(12.0) 口縁部内湾ぎみに外傾する。 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・黒色粒 1/3。

3 杯 体部は浅く、底部は平底ぎ 部外面ナデ。底部外面ケズ

器高 3.0 みである。 リ、内面ナデ。 内外一淡茶褐色

須恵器 底 部径 体部は若干内湾ぎみに開き、 内外面回転ナデ。底部外面 赤色粒・白色粒 底部のみ。

4 杯 6.0cm 底部平底を呈する。 回転糸切りの後、外周回転 外一淡灰褐色

箆ケズリ 。 内一淡茶褐色

第 2号土塘（第179図）

A地点の調査区南側に位置する。遺構の遺存状態は、比較的良好な方ではあるが、土城の南端を

重複する第 1号住居跡に切られているため、本土城の全容は不明である。

平面形は、楕円形に似た不整形を呈する。規模は、東西方向1.74m ・南北方向は2.60mまで測れ

る。確認面からの深さは 9cm~ 18cmあり、壁は緩やかに立ち上がっている。底面は広く平坦である

が、南北両端に向かって、緩やかに上がっている。覆上は、暗灰色士を主体とするが、上半部には

焼土粒子や炭化粒子が顕著に見られる。出土遺物は、覆土中より上器片が比較的多く出土し ている。

本土城の時期は、出土土器より国分期の所産と考えられる。
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第177図 9第 2号土頒出土土器

第2号土壕出土土器観察表

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整 手法 の 特徴

口径(14.0) 口縁部は体部より内湾ぎみ 口縁部内外面ヨコナデ。体

1 杯 に外傾する。体部は低く、 部内外面ナデ。底部外面ケ

器高(3.0) 底部は丸底を呈する。 ズリ。

口径(12.6) 口縁部は体部より内湾ぎみ 口縁部内外面ヨコナデ。体

2 杯 に立つ。体部は低く、底部は 部内外面ナデ。底部外面ケ

器高 3.3 丸底を呈する。 ズリ 。

口径(12.8) 口縁部は体部より内湾ぎみ 口縁部内外面ヨコナデ。体

3 杯 に外傾する。体部は低く、 部内外面ナデ。底部外面ケ

器高 3.0 底部は丸底を呈する。 ズリ 。

口径(12.8) 口縁部は体部より内湾ぎみ 口縁部内外面ヨコナデ。体

4 杯 に開く 。体部は低く、底部 部内外面ナデ。底部外面ケ

器高(3.1) は丸底を呈する。 ズリ 。

5 須恵器 口径(12.8) 口縁部は内湾ぎみに開く 。 体部内外面回転ナデ。底部

杯 器高 3.9 底部は薄く、平底を呈する。 外面回転糸切り 。

6 須恵器 底部径 底部は大きく平底を呈する。 底部外面回転糸切り後、外

杯 (8.8cm) 周回転箆ケズリ 。

第 3号土壕（第179図）

A地点の調査区南西側に位置し、重複する第 9号住居跡を切っている。

ーここ三：
¥--=-;-」

10cm 

胎土・色調 備 考

白色粒 1/4。

内外一淡茶褐色

片岩粒・白色粒 1/2。

黒色粒

内外一淡橙褐色

片岩粒・白色粒 1/3。

内外一淡橙褐色

白色粒 • 黒色粒 1/4。

内外一淡茶褐色

白色粒・黒色粒 1/3。

内外一淡灰褐色

白色針状物質 1/2。

内外一淡灰色

平面形は、直径1.20mの円形を呈する。確認面からの深さは最高で16cmあり 、壁は緩やかに立ち

上がっている。底面はやや丸みをもち、壁に向かって緩やかに高くなっている。覆土は、炭化粒子

を含む黒褐色土の単一層である。出土遺物は、覆土中より土器片が比較的多く 出土しているが、特

に須恵器の破片が多く出土している点は注目される。

本士城の時期は、出士士器より国分期の所産と考えられる。

へ←一;ーヘーへ← ← ロ = — 
10cm ミニエーン：

ロニン/てこノロニノ□こン：
第178図 第 3号土墳出土土器
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｀ 言

土壌土層説明

く第 1号土壕＞

ー
-l 

第゚180図土

曇

l 

2m 冒言言言三量冒冒
凛(2)

第1層：黒灰色土層 （焼土粒子・炭化粒子を多量含む。粘性 ・しまりともない。）

第2層：暗灰色土層 （マンガン塊を均ーに、焼土粒子を微量含む。粘性に富み、しまりはない。）

第3層：暗黄褐色士層 （ローム粒子を均ーに含む。粘性に富み、しまりはない。）

く第 2号土壌＞

第1層：黒褐色士層 （炭化粒子を多量に、焼士粒子を微量含む。粘性・しまりともない。）

第2層：暗灰色士層 （焼土粒子を均一に、ロ ーム粒子を微量含む。粘性・しまりともない。）

第3層 ：暗灰色士層 （ロームブロックを均ーに含む。粘性・しまりともない。）

第4層：暗灰色土層（マンガン塊を均ーに含む。粘性・しまりともない。）

く第 4号土壕＞

第 1層：暗黄褐色士層 （ロームブロックを均ーに、焼土粒子を微量含む。粘性 ・しまりともない。）

第2層：黒褐色土層 （ローム粒子 ・炭化粒子・焼土粒子を微量含む。粘性に富み、しまりはない。）

第 3層：暗黄褐色土層 （ロームブロックを多量含む。粘性に富み、しまりを有する。）
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第 3号土壕出土土器観察表

No. 器 種 法 量 形態 ・成形手法の特徴 調整 手法 の 特徴 胎土 ・ 色 調 備 考

口縁部径 粘上紐積み上げ成形。口縁 D縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒・白色粒 1/3。

1 甕 (22.0cm) 部は「コ」の字状を呈し、ロ 部外面ケズリ 、内面箆ナデ。

唇部は受口状に内湾する。 内外一淡茶褐色

須恵器 口径(18.0) 口縁部は直線的に強く開き、 内外面回転ナデ。底部外面 白色粒・黒色粒 1/5。

2 皿 器高 3.2 口唇部は外反する。体部は 回転糸切り 。 ロクロ回転

底径(5.8) 低く、底部は平底を呈する。 内外ー暗灰色 右回り。

須恵器 口径(14.8) 口縁部は内湾ぎみに開き、 内外面圃転ナデ。底部外面 白色粒 1/2。

3 皿 器高 2.5 口唇部は横に向く 。体部は 回転糸切 り。 ロクロ回転

底径 6.0 低 く、底部は平底を呈する。 内外ー暗灰色 右回 り。

須恵器 口径(13.0) 口縁部は内湾ぎみに開き、 内外面回転ナデ。底部外面 片岩粒・白色粒 1/2。

4 杯 器高 4.0 口唇部は若干丸く肥厚する。 回転糸切り 。

底径 6.8 底部は薄い平底を呈する。 内外ー暗灰色 末野産。

須恵器 口径(13.0) 口縁部は内湾しながら開く 。 内外面回転ナデ。底部外面 白色粒 • 黒色粒 1/3。

5 妬 器高 4.0 口唇部は丸く肥厚し外傾す 回転糸切り 。 ロクロ 回転

底径(5.4) る。底部は平底を呈する。 内外一淡灰色 右回 り。

須恵器 口径(13.2) 口縁部は内湾ぎみに開き、 内外面回転ナデ。底部外面 赤色粒・白色粒 1/4。

6 杯 器高 4.0 口唇部は丸く肥庫する。底 匝転糸切り 。 ロクロ回転

底径(6.0) 部は平底を呈する。 内外— i炎灰褐色 右回 り。

須恵器 口径(12.8) 口縁部は内湾ぎみに開き、 内外面回転ナデ。底部外面 白色粒・黒色粒 1/3。

7 杯 器高 4.1 口唇部は丸く肥厚し外傾す 回転糸切り。 ロクロ回転

底径 5.2 る。底部は平底を呈する。 内外ー暗灰色 右回り。

第4号土塘（第179図）

A地点の調査区南西側の西端に位置し、重複する第17号住居跡に切られ、第18号住居跡を切って

いる。土城の西側半分は調査区外に位置するため、本士壊の全容は不明である。

平面形は、直径1.10m程度の円形を呈するものと思われる。確認面からの深さは20cm程度あり、

壁は緩やかに立ち上がっている。底面は広く平坦をなし、中央に浅いピット状の落ち込みが見られ

る。覆土中の第 1層と第 3層にはロームブロックが顕著に見られ、意図的に埋め戻されたものと思

われる。出土遺物は、覆土中より土器片がごく少量出士しただけである。

本土城の時期は、遺構の重複関係や出土土器より、真間期の所産と推測される。

第5号土壕（第179図）

A地点の調査区南側に位置し、重複する第 2号住居跡に切られ、第20号住居跡を切っている。遺

構の遺存状態は、あまり良好とは言えない。

平面形は、コーナ一部の丸みが強い長方形に近い形態を呈しているが、北側と東側の壁はやや張っ

ている。規模は、東西方向112cm・南北方向94cmを測る。確認面からの深さは13cmあり、壁は緩や

かに立ち上がっている。底面は、広く平坦である。覆土はローム粒子を含む黒褐色土の単一土層で、

出土遺物は まったくない。

本土城の時期は、出土遺物がないため明確にできないが、遺構の重複関係からは和泉期～真間期

の所産と推測される。
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第6号土塘 （第179図）

A地点の調査区南西側に位置し、重複する第21号住居跡を切っている。

平面形は、長方形を呈するが、東西の両壁はやや歪んでいる。規模は、東西方向1.98m ・南北方

向l.OOmを測る。確認面からの深さは25cm程度あり、壁は緩やかに立ち上がっている。底面は、広

く平坦である。覆土はロ ーム粒子と焼土粒子を微量含む暗褐色土の単一土層で、出土遺物は土器片

がごく少量出土しただけである。

本土城の時期は、遺構の璽複関係や出土土器より、真間期以降の所産と推測される。

第7号土壕 （第179図）

A地点の調査区南側に位置し、重複する第26号住居跡と第27号住居跡を切っている。遺構の遺存

状態は、あまり良好とは言えない。

平面形は、コーナー文献の丸みが強い長方形を呈する 。規模は、東西方向216cm・南北方向90cm

を測る。確認面からの深さは15cm程度あり、壁は直線的に立ち上がっている。底面は広く平坦であ

る。本土城内にはピットが3箇所検出されているが、これらはいずれも本土壊に伴うものではない。

覆土は第 6号士堀と類似している。出土遺物は、土器片がごく少量出土しているが、本土壊に伴う

ものかは不明である。

本土壊の時期は、遺構の重複関係や出士士器より、国分期以降の所産と推測される。

第8号土壕（第179図）

A地点の調査区南側に位置し、重複する第 3号住居跡に切られ、第30~31号住居跡を切っている。

遺構の遺存状態は、あまり良好とは言えない。

平面形は、直径120cmの円形を呈する。確認面からの深さは20cm程度あり、壁は直線的で垂直ぎみ

に立ち上がっている。底面は広く平坦である。覆土はローム粒子や焼土粒子を微量含む黒褐色土を

主体としているが、出土遺物はまったくない。

本土壊の時期は、出土遺物がないため明確にできないが、遺構の重複関係からは真間期～国分期

の所産と推測される。

第 9号土壕（第179図）

A地点の調査区中央部に位置する。土壊の東側半分は調査区外に位置するため、本土城の全容は

不明である。

平面形は、円形もしくは楕円形に近い形態を呈するものと思われる。規模は、南北方向1.40m ・ 

東西方向は1.06mまで測れる。確認面からの深さは15cm程度あり、壁は緩やかに立ち上がっている。

底面は広く平坦である。覆土はローム粒子 ・焼士粒子・炭化粒子を微量含む黒褐色土を主体として

いるが、出土遺物はない。

本土城の時期は、出土遺物がないため明確にできないが、覆土の状態からは国分期以前の所産と

推測される。
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第10号土壕 （第180図）

C地点の調査区東側の北端に位置する。土城の西側は第45号住居跡と接し、南側の上半は撹乱を

受けている。土城の北側は調査区外に位置するため、本土城の全容は不明である。

平面形は、ややコーナ一部が丸みをもつ長方形か方形を呈するものと思われるが、西側の壁は北

に向かって開いている。規模は、東西方向2.44m・南北方向はl.OOmまで測れる。確認面からの深

さは20cm~35cmあり、壁は緩やかに立ち上がっている。底面は平坦であるが、西に向かって緩やか

に傾斜している。出士遺物はまったくなく、本土城の時期は不明である。

第11号土墳 （第180図）

C地点の調査区東側に位置する。本土城の北側と東側上半に撹乱を受けているが、遺構の遺存状

態は比較的良好である。

平面形は、コーナ一部の丸みが強いやや不整の長方形に近い形態を呈している。規模は、南北方

向2.20m・東西方向1.90mを測る。確認面からの深さは23cmあり、壁は緩やかに立ち上がっている。

底面は広く平坦であるが、東に向かって緩やかに傾斜している。南東側コーナ一部にピットが検出

されているが、本土城に伴うものかは不明である。覆土はローム粒子を含む暗褐色を主体としてい

る。出土遺物はまったくなく、本土城の時期は不明である。

第12号土壌 （第180図）

C地点の調査区東側に位置する。本土渡は、多くの小規模なピットによって切られており、遺存

状態はあまり良好とは言えない。

平面形は、東西方向l.94m ・南北方向l.20mの不整形を呈している。確認面からの深さは 7cm~ 

20cmあり、壁は緩やかに立ち上がっている。底面は平坦であるが、やや北に向かって傾斜している。

覆上は、ローム粒子やロームブロックを含む黒褐色士の単一土層で、覆土中からは土器片がごく少

量出土している。

本土城の時期は、出土土器より真間期～国分期の所産と推測される。

第13号土攘 （第180図）

C地点の調資区中央部にある第 6号溝跡が掘削されている谷状地形の東側緩斜面部に位置してい

る。土城上面は谷状地形の埋没土 （第6号溝跡第 6層）によって被覆されている。

平面形は、円形に近い形態を呈している。規模は、南北方向1.86m・東西方向1.79mを測る。確

認面からの深さは、 15cm程度と比較的浅い。壁はかなり緩やかで底面との境は不明瞭な皿状を呈し

ている。覆土は、焼土粒子や炭化粒子を多く含む黒褐色士の単一土層である。出土遺物は、覆土上

面より比較的多くの土器が破片になって出土している。本土壊は、その位置から谷状地形を掘削し

た排水的水路と考えられる第 6号溝跡に関係するものと推測され、おそらくその溝に関する祭祀に

使用した土器を意図的に壊した後、土城内に廃棄したものではないかと思われる。

本土壊の時期は、出土土器より五領期末～和泉期初頭に属するものと考えられる。

-194 -



~

[
□

4

/
 

-

[

 

-
9

ロ

4
 

7
 

8
 

10cm 

第181図 第13号土壌出土土器

第13号土填出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態 ・成形手法の特徴 調整手 法の特徴 胎 土・ 色調 備 考

口径 15.8 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ハケの後ヨコナ 片岩粒 ・白色粒 1/2。

1 甕 器高(23.0) 部は緩やかに外傾する。胴 デ、内面ヨコナデ。胴部外 赤色粒

底径 5.4 部は張り、やや長胴をなす。 面ハケの後部分的なナデ、 胴部外面に

底部は輪台状の平底を呈す。 内面ナデの後部分的なハケ。 内外一淡茶褐色 黒斑あり。

口径16.8 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒 ・白色粒 ほぽ完形。

2 甕 器高20.1 部は緩やかに外反する。胴 部外面ハケの後ナデ、内面 内外面とも

底径 5.5 部は強く張り 、底部は突出 ナデ。底部外面ケズリ。 二次焼成を

する平底を呈する。 内外一明橙褐色 受けている。

口径16.0 粘土紐積み上げ成形。口縁 D縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒 ・白色粒 3/4。

3 小形甕 器高13.4 部はやや内湾ぎみに強く外 部外面ハケの後下半ケズリ、 赤色粒 外面煤付着。

底径 4.0 傾する。胴部は張り、底部 内面上半箆ナデ・下半ナデ。 外一淡赤褐色 二次焼成を

は平底を呈する。 底部外面ケズリ 。 内一淡褐色 受けている。

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒 ・白色粒 1/4。

4 小形甕 (15. 2cm) 部は緩やかに外反する。胴 部内外面ケズリ 。 外一淡橙褐色

部はやや張る。 内ー暗茶褐色
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No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の 特徴 胎 土・ 色調 備 考

底 部径 粘土紐積み上げ成形。底部 胴部外面ミガキ、内面ハケ 片岩粒・赤色粒 1/2。

5 亜.- 6.0cm は胴部よりやや突出し、平 の後ケズリ。底部外面ケズ 外一明茶褐色

底を呈する。 リ。 内一淡褐色

底 部径 粘土紐積み上げ成形。胴部 胴部外面ケズリの後ナデ、 赤色粒 ・白色粒 底部のみ。

6 亜ギ 4.8cm 下半に稜をもつ。底部は薄 内面ナデ。底部外面ナデ。 二次焼成を

く、平底を呈する。 内外ー暗茶褐色 受けている。

口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 内外面ミガキ。 片岩粒 ・白色粒 1/4。

7 高 杯 (20. 8cm) 部はやや内湾ぎみに開き、 赤色粒 内面に斑点

杯部下端に稜をもつ。 内外ー暗茶褐色 状剥落あり。

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部外面ナデ、内面ハケ 片岩粒・白色粒 1/2。

8 小酪丸底壷 (8.2cm) 部は緩やかに外反する。胴 の後ナデ。胴部外面ナデの 赤色粒 外面に黒斑

部は強く張る 。 後下半ケズリ、内面指ナデ。 内外一淡茶褐色 あり 。

5.溝跡

第 1号溝跡

A地点の調資区北側に位置し、重複する第11号住居跡と第 3号井戸跡に切られている。調壺区内

では南西から北東方向に向かって、若干弓状に湾曲した流路をとっている。

本溝跡は、上幅110cm前後の均ー的な形態を呈し、確認面からの深さは30cm程度の比較的小規模な

溝である。溝断面の形態は、底面が幅20cmの狭い平坦面をなし、墜が直線的に立ち上がる逆台形を

呈する。覆土は細砂を含む暗褐色土を主体とし、覆土中より比較的多くの士器片が出土している。

本溝跡の時期は、出上土器や遺構の重複関係より鬼高期の所産と考えられる。

二
10cm 

3
 

第182図 第 1号溝跡出土土器

第 1号溝跡出土土器観察表

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 胎 土 ・色 調 備 考

口径(10.6) 口縁部は体部より直線的に 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒 1/3。

1 杯 外反する。体部は浅 く、底 部外面ケズリ、内面ナデ。

器高(3.7) 部は丸底を呈する。 内外ー暗橙褐色

D径 5.2 手捏ね成形。体部は内湾ぎ 体部外面ナデ、内面指ナデ。 赤色粒・白色粒 完形。

2 手捏ね 器高 4.3 みに開き 、口縁部は整って 底部外面ナデ。

底径 3.6 いる。底部は平底を呈する。 内外一淡茶褐色

粘士紐積み上げ成形。頸部 外面 ミガキ、 内面箆ナデ。 白色粒・黒色粒 1/4。

3 甕 は緩やかに括れる。 頸部外面に13本歯の多連止

櫛描簾状文、胴部に櫛描波 櫛描文は右

状文を施文する。 内外一淡褐色 回りに施文
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第2号溝跡

A地点の調査区南側に位置し、重複する第26号住居跡に切られ、第28号住居跡と第31号住居跡を

切っている。調査区内では北西から南東方向に向かって流路をとっているが、北西側は第31号住居

跡と重複するあたりで途切れている。

本溝跡は、上幅40cm~55cmの比較的小規模な溝で、確認面からの深さは北西端部で25cm、南東端

部で60cmを測る。溝断面の形態は、底面が幅20cm~30cmの平坦面をなし、壁が直線的に急角度で立

ち上がる逆台形を呈する。覆土の土層は自然堆積を示し、焼土粒子や炭化粒子を微量含んでいる。

出土遺物は、覆土中より土器片が少量出土している。

本溝跡の時期は、出土土器や遺構の重複関係より国分期の所産と考えられる。

ーニニニ □□□： ロ
/／- - -ロ--,.~~

第183図 第2号溝跡出土土器

第 2号溝跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 胎土・色調 備 考

口径(13.8) 口縁部は体部より短く内湾 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒・白色粒 1/2。

1 杯 ぎみに直立する。体部は浅 部外面ナデの後ケズリ、内

器嵩 3.5 く、底部は丸底を呈する。 面ナデ。 内外一淡茶褐色

口径(12.0) 口縁部はやや内湾ぎみに外 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・黒色粒 1/4。

2 杯 傾する。体部は浅＜、底部 部内外面ナデ。底部外面ケ

器高(3.1) は丸底を呈する。 ズリ、内面ナデ。 内外一明橙掲色

D径(12.0) 口縁部はやや内湾ぎみに外 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒 ・白色粒 1/2強。

3 杯 傾する。体部は浅＜、底部 部内外面ナデ。底部外面ケ 黒色粒

器高 3.8 は平底ぎみである。 ズリ、内面ナデ。 内外一淡橙褐色

須恵器 口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 内外面とも回転ナデ。 白色粒 1/4。

4 鉢 (30.0cm) 部は緩やかに外傾し、口唇 ロクロ回転

部は上下に若干肥厚する。 内外一淡灰褐色 右回り。

須恵器 口径(11.0) 天井部は広い平坦をなし、 口縁部内外面回転ナデ。天 白色粒 1/4。

5 蓋 口縁部は直線的に外傾する。 井部外面回転糸切りの後、

器高 2.8 外縁手持ち箆ケズリ 。 内外一淡灰色

須恵器 口径11.8 口縁部は直線的に外傾し、 D縁部内外面回転ナデ。底 白色粒 ・黒色粒 ほぽ完形。

6 杯 器裔 3.4 口唇部は若干外反する。底 部外面回転糸切り 。 ロクロ回転

底径 6.4 部は厚い平底を呈する。 内外一灰色 右回り。
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第3号溝跡

B地点の調査区中央部に位置し、重複する第40号住居跡と第 5号溝跡を切っている。調査区内で

は南北方向に直線的な流路をとり、現在見られる地境の小水路とほぼ一致している。

規模は、上幅60cm前後の均ーな幅で、確認面からの深さは20cm~30cm程度ある。溝底面はやや丸

みをもち、壁は緩やかに立ち上がっている。覆土の土層は自然堆積を示し、覆土中にはA軽石を均

ーに含んでいる。出土遺物は、土器片がごく少星出土しただけである。

本溝跡の時期は、覆土の状態から近現代の所産と推測される。

第4号溝跡

B地点の調査区南側の西端に位置し、重複する第40号住居跡を切っている。調査区内では若干弓

状に曲がった流路をとっているが、どちらに向かって流れていたかは不明である。

規模は、上幅が lm前後あり、確認面からの深さは30cmを測る。溝底面は、幅20cm-25cmの比較

的均ーな平坦面をなしている。壁はゆるやかに立ち上がっているが、西側の壁は中段

をもっている。覆土は、鉄斑やマンガン塊を含む淡灰色土を主体とするが、覆土上面

には部分的にロームブロックを均ーに含む暗黄褐色土が見られる。

出土遺物は、覆土中 より上器片が少量出土しているが、

No 1の杯は溝底面から出土した完形品である。土器以外で

は土錘が 1点(NQ2)覆士中 より出士している。

本溝跡の時期は、出土土器や遺構の重複関係より国分期

□ 
10cm 0 2cm 

l , 1 

の所産と考えられる。
第184図 第 4号溝跡出土遺物

第 4号溝跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・色 調 備 考

口径13.6 体部は内湾しながら開き、 口縁部内外面ヨコナデ。体 赤色粒 ・白色粒 完形。

1 杯 器高 3.6 口縁部は薄く外傾する。底 部外面ナデの後ケズリ、内 黒色粒

底 径 8.0 部は広い平底を呈する。 面ナデ。底部外面ケズリ 。 内外一明橙褐色

残存長 5.8 中膨らみの棒状を呈する。 表面ナデ。穿孔の断面は、 赤色粒 ・白色粒 約4/5。

2 土錘 厚さ 1.6 両端部を欠失。 6rnm~8rnmの楕円形で、比 黒色粒 表面は摩滅

重鼠 15g 較的太い。 表面ー暗茶褐色 している。

第5号溝跡

B地点の調査区中央部に位置し、重複する第 3号溝跡に切られている。本溝跡は、調査区内では

東西方向に流路をとっており 、形態的にはA地点の第 1号溝跡と酷似していることから、第 1号溝

跡の西側延長部分である可能性が高い。

規模は、上幅80cmの均ーな幅で、確認面からの深さは38cmを測る。溝底面は幅15cm前後の平坦面

をなし、壁は壁が直線的に立ち上がる断面逆台形の形態を呈する。 出土遺物は、ま ったくない。

本溝跡の時期は、出土土器がないため明確にできないが、 A地点の第 1号溝跡と同じ水路である

可能性が高いことから、それと 同時期の鬼高期の所産と推測される。
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第 6号溝跡

C地点の調査区中央部にある幅約13mの緩やかで比較的浅い谷状地形のほぼ中央に位置する。流

路は、この谷状地形と同一の南北方向にとっており、おそらく谷状地形の最深部を掘削して溝にし

たものと推測される。調査区内では検出された溝跡の一部しか調査できなかったため、本溝跡の全容

は不明である。

規模は、上幅が 6m前後あり、確認面からの深さは1.50mを測る。溝断面の形態は、溝底面が l

m前後の広い平坦面をなし、壁は直線的であるがかなり緩やかに立ち上がる、いわゆる逆台形に近

い形態を呈している。覆土は、黒灰色粘質土を主体とするが、最下層 （第12層）には細砂が多量に見

られることから、ある程度恒常的に水が流れていた ことが推測される。堆積状態は自然堆積を示し、

掘り返しは認められない。

出土遺物は、覆土中より多量の士器片が出土しているが、そのほとんどはまったく接合しないも

のばかりである。これらの多量の土器片は、ほとんどが第 8層より上の谷状地形の埋没土（第 5~8

層）から出士している。時期は五領期～国分期のものが見られるが、量的には真間期～国分期のもの

が圧倒的多数を占めている。 これに対して下層の溝埋没土（第 9~12層）では、土器片の量は少ない

ながら、五領期のものだけであり、他の時期のものは出土していない。第186図に図示した土器は、

No 1 ・ 2 ・ 4 ~ 7が上層の谷状地形埋没士の第 6層中より出上したものであり、 No3の器台は下層の

溝埋没土の第 9層中から出士したものである。

本溝跡は、覆士やそれに伴う土器の出土状態より、五領期に掘削された可能性が高いと考えられ、

第185図 第 6号溝跡土層断面図

第 6号溝土層説明

第 1層：暗灰色士層 (A軽石・鉄斑を均ーに含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第2層：黒色土層 (A軽石を均ーに、鉄斑を微量含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第3層 ：暗茶褐色土層 (A軽石を多量に、鉄斑を均ーに含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第4層：暗灰色土層 (A軽石・鉄斑を多量含む。粘性・しまりともない。）

第5層：黒色上層 （鉄斑を均ーに含む。粘性に富み、しまりを有する。）

O 2m 
1,  1 

第6層 ：灰褐色土層 （鉄斑を多量に、白色粒子・マンガン塊を微量含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第7層：淡灰色土層 （鉄斑を多量に、ローム粒子・白色粒子を微量含む。粘性に富み、しまりはない。）

第8層：灰色土層 （白色粒子を均ーに、鉄斑を微量含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第9層：黒灰色土層 （鉄斑を均ーに、白色粒子を微量含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第10層：暗灰色土層 （鉄斑を多量に、軽石粒を微量含む。粘性に富み、しまりはない。）

第11層：茶灰色土層 （鉄斑・ローム粒子を多量に、粘性に富み、しまりはない。）

第12層：灰色土層 （白色粒子・砂を多星に、鉄斑を微量含む。粘性に富み、しまりはない。）
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その後五領期～和泉期のうちに溝本体は埋没し、国分期には谷状地形自体もほぽ平坦に埋没してい

たことが推測される。

八‘〗‘\ ＼! 
＼‘¥こI¥
＼` ＼／ご／二-
二二□二

/ 2 

3
 

ロニロ4 こ
二ロ 10cm 

第186図 第6号溝跡出土土器

第 6号溝跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴 調 整 手法 の 特 徴 胎 土 ・ 色調 備 考

口縁部径 粘士紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 白色粒・黒色粒 1/3。

1 甕 (16. 8cm) 部は緩やかに外反し、口唇 部外面ケズリの後ナデ、内 外ー暗褐色 外面に黒斑

部は短く上方に向く 。 面ナデ。 内一淡褐色 あり 。

2 鉢 口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 赤色粒 ・白色粒 3/4。

(12. 0cm) 部は緩やかに外反する。 部内外面ナデ。 内外一明橙褐色

3 器台 残 存高 粘土紐積み上げ成形。脚部 脚部外面ミガキ、内面ナデ 片岩粒・赤色粒 脚部のみ。

7.8cm は「ハ」の字状に大きく開く 。 の後ケズリ 。 内外ー暗橙褐色 穿孔3箇所。

4 小形甕 口縁部径 粘土紐積み上げ成形。口縁 口縁部内外面ヨコナデ。胴 片岩粒・赤色粒 1/3。

(14. 0cm) 部は直線的に外傾する。 部外面ケズリ、内面ナデ。 内外ー黒褐色 煤付着顕著。

口径(13.2) 口縁部は直線的に外傾し、 口縁部内外面ヨコナデ。体 片岩粒・赤色粒 1/2。

5 杯 口唇部内面に面をもつ。体 部外面ケズリ、内面ナデ。 白色粒

器高(4.1) 部は浅く、底部は丸底。 内外一明橙褐色

口径(15.2) 口縁部は体部より短く外反 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・黒色粒 1/5。

6 杯 ぎみに直立する。体部は浅 部内外面ナデ。底部外面ケ

器高(3.7) く、底部は丸底を呈する。 ズリ、内面ナデ。 内外一淡茶褐色

口径(14.0) 口縁部は体部より短く直立 口縁部内外面ヨコナデ。体 白色粒・黒色粒 1/5。

7 杯 する。体部はやや深く、底 部外面ケズリ、内面ナデ。

器嵩（ 4.3) 部は丸底を呈すと思われる。 内外ー暗橙褐色

第7号溝跡

C地点の調査区西側に位置する。調査区内では北東から南西方向に向かって流路をとっているが、

溝跡の北東端部はすでに削平されている。遺存状態は、あまり良好とは言えない。

規模は、北東側で上幅1.30m ・南西側で上幅60cmあり、南西側に向かって溝の幅が次第に狭くなっ

ている。確認面からの深さは10cm前後と浅いが、底面は比較的広い乎坦面をなしている。覆土は、
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A軽石を均ーに含む淡灰色土の単一土層である。出土遺物は、覆土中より土器片がごく少量出土し

ているが、本溝跡に伴うものではない。

本溝跡の時期は、覆土の状態より近現代の所産と考えられる。

第8号溝跡

C地点の調査区西側に位置し、厘複する第46号住居跡を切っている。調査区内では南西から北東

方向に向かってほぼ直線的な流路をとっている。

規模は、上幅1.60m ~ 1. 90mあり、確認面からの深さは70cm前後を測る。底面は幅30cmから50cm

の平坦面をなすが、やや細かく蛇行している。壁は、その中位に段をもち下半部は直線的で比較的

急に立ち上がっているのに対して、下半部は緩やかでやや内湾ぎみに立ち上がっている。覆土は、

上半が淡灰褐色土、下半が暗灰色土であり、全体にA軽石を含んでいる。覆土の堆積状態は、自然

堆積を示し、最下層には細砂が見られる。出土遺物は、覆土中より土器片がごく少量出土している

が、本溝跡に伴うものはない。

本溝跡の時期は、覆土の状態より近世後半以降の所産と考えられる。
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第VIlI章鶴蒔遺跡の発掘調査

第 1節 遺跡の概要

本遺跡は、児玉町大字吉田林字鶴蒔に所在し、標高83.5m
を測る条里形地割りの坪内に位置して

いる。本遺跡の周辺には、 lOOm~
110m四方の連続する条里形地割りが比較的良好に残存しており、

本遺跡の西側約120mには女堀川が北流し
、南西側約150mには第V章で述べた樋越遺跡が、南東側

約250mには次章で述べる毛無し屋敷跡が位置している。

主に桑畑 として利用され調査地点は条里坪内の南西側にあた
り、周囲の水田よりも約30cm高く、

ていた。この本遺跡の所在する条里坪内の水田は、
南北方向の一次区画を主体とし、それぞれ南側

の条里坪線に沿って東西方向に走る水路から引水さ
れ、北側の条里坪線に沿って東西方向に走る水

路に排水されている。調査区内で南北方向
に走る 2箇所の幅広い溝状の落ち込みは、この南側の水

路から畑北側の条里坪内の水田に引水す
るために、畑内で水田として利用されていた部分である。

調査区内より検出された遺構は溝跡 9条だけ
で、時期は古墳時代後期 1条（第 7号溝跡） 、中世 6
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代後期と中世の溝跡は、いずれも北西か ら南東方向に向かって流路を取 り、特に中世の溝群が条里

形地割りの方向とま ったく 一致していないことは注意 され、本遺跡周辺の現地表面に残る条里形地

割りの施工が古代まで潮らないことが明らかにな ったことは重要である。

X
1
1
2
2
5
7
1
0
 

Y=-62400 

Y=-62380 

Y=-62370 

I¥  
Y=-62360 

゜
10m 

第189図 鶴蒔遺跡全測図
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第2節検出された遺構と遺物

1.溝 跡

第 1号溝跡（第190図）

調査区の南西端に位置し、北西から南東方向に向かって直線的な流路を取っている。規模は上幅

60cmとほぼ均ーで、確認面からの深さは24cmを測る。壁は直線的に立ち上がり、底面は幅40cmの比

較的広い平坦面をなし、断面は逆台形の形態を呈している。覆土は、 B軽石を微量に含む黒褐色粘

質土を主体としている。出土遺物は、覆土中より古墳時代前期～中期の土器片が 1片出土しただけ

であるが、本溝跡に伴うものではなく混入したものである。本溝跡の時期は、本溝跡に伴うと考え

られる遺物がないため明確にはできないが、覆士の状態より中世の所産と推測される。

第 2号溝跡（第192図）

調壺区の南西側に位置し、重複する第 3号溝跡に切られている。調査区内では北西から南東方向

に向かってほぼ直線的な流路を取っている。溝の形態は第 1号溝跡と類似し、規模は上幅60cm前後

とほぼ均ーで、確認面からの深さは24cmを測る。壁は直線的に立ち上がり、底面は幅30cm~45cmの

平坦面をなし、断面は逆台形の形態を呈している。覆土は、B軽石を含む暗灰色粘質土を主体とし

ている。出土遺物は、混入品ではあるが縄文時代前期の士器片が 1片出土しただけである。本溝跡

の時期は、本溝跡に伴うと考えられる遺物がないため明確にはできないが、覆土の状態より中世の

所産と推測される。

第3号溝跡（第191図）

調査区の南西側に位置し、重複する第 2号溝跡を切っている。調査区内では第 5・ 6号溝跡とほ

ぼ同様に、北西から南東方向に向かって直線的な流路を取っている。規模は上幅 lm前後とほぼ均

ーで、確認面からの深さは52cmを測る。壁は直線的に立ち上がり、底面は幅35cm前後の比較的狭い

平坦面をなし、断面は「V」の字に近い形態を呈している。覆土は、 B軽石を含む黒褐色粘質土を主

体としている。出土遺物は、混入品ではあるが縄文時代中期加増利EIII式の土器片が 1片出土した

だけである。本溝跡の時期は、本溝跡に伴うと考えられる遺物がないため明確にはできないが、覆

土の状態より中世の所産と推測される。

第4号溝跡（第192図）

調査区の西側中央部に位置し、重複する第 5号溝跡と第 6号溝跡を切っている。調査区北西端の

第8号溝跡と同様に、ほぽ東西方向に向いた直線的な流路を取っている。規模は上幅 lm前後とほ

ぼ均ーで、確認面からの深さは14cmと比較的浅い。壁は緩やかに立ち上がり、底面は幅80cm前後の

広い平坦面をなしている。覆土は、 A軽石を含む淡灰褐色士を主体としている。出士遺物は、縄文

時代中期後半の士器片と横刃型石器及び土師器の破片が出土しているが、これらはすべて混入した

ものである。本溝跡の時期は、覆土の状態や現地表面の地境と 一致する第 8号溝跡と類似している

ことから、現代の所産と推測される。
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第190図 第 1号溝跡
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| l | 

第191図 第3号溝跡

第 1号溝跡土層説明

第 I層：現耕作土

第ll層：旧耕作土

第 1層：黒褐色土層（鉄斑・ローム粒子を均ーに、 B軽石・マンガン塊を微量含む。

粘性に富み、しまりを有する。）

第 2 層：黒褐色士層 （鉄斑• B軽石・マンガン塊を微量含む。粘性に富み、しま

りを有する。）

第 3号溝跡土層説明

第 1 層：黒褐色土層 （鉄斑 • B軽石を均ーに含む。粘性に富み、しま りを有する。）

第2層：暗褐色土層 （鉄斑・ロ ーム粒子を多量に、 B軽石・小石を均ーに含む。

粘性に富み、しまりを有する。）

第3層：黒褐色土層 （鉄斑 ・B軽石を均一に、小石を微量含む。粘性に富み、し

まりを有する。）

第4層 ：黒褐色土層 （鉄斑． B軽石・マンガン塊を均ーに含む。粘性に富み、し

まりを有する。）

゜
2m 

第 2• 4 ・ 5号溝跡土層説明

第 1 層：淡灰褐色士層（小石・鉄斑・マンガン塊 • B軽石を微量含む。

粘性に富み、しまりを有する。）

第2層 ：黒灰色土層 (B軽石を均ーに、鉄斑 ・マンガン塊を微量含む。

粘性に富み、しまりを有する。）

第 3層：暗灰色土層 （鉄斑・マンガン塊． B軽石を均ーに含む。粘性

に富み、しまりを有する． ）

第192図 第 2• 4 • 5・号溝跡 第 4層：黒灰色土層 (B軽石・マンガン塊を均ーに、ローム粒子・鉄

斑を微屎含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第5層：暗灰色土層（マンガン塊を多量に、 B軽石を均ーに含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第 6 層：暗灰褐色土層（鉄斑・マンガン塊 •B軽石 ・ ローム粒子を均ーに含む 。 粘性に富み、しまりを有する 。）

二
゜

2m 

第193図 第6号溝跡

第6号溝跡土層説明

第旧層：暗灰色士層 (B軽石を均ーに含む。粘性に富み、しま

りを有する。）

第 1 層：黒褐色土層（小石・鉄斑・ローム粒子• B軽石を均一

に含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第2層：黒褐色土層 (B軽石 ・鉄斑を均ーに含む。粘性に富み、

しまりを有する。）

第3層：暗褐色土層 （小礫を多量に、鉄斑 ・B軽石を均ーに含

む。粘性に富み、しまりはない。）
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第5号溝跡 （第192図）

調査区の中央部に位置し、重複する第 2号溝跡を切っている。調資区内では、北側の第 6号溝跡

と併走して、北西から南東方向に向かってほぼ直線的な流路を取っていたが、後に南東端では北東

方向に向かって流路が変更されている。規模は上幅1.2m前後と比較的均ーで、確認面からの深さは

50cmを測る。壁は直線的に立ち上がり、底面は幅40cm~50cmの平坦面をなし、断面逆台形の形態を

呈している。覆土は、 B軽石を含む黒灰色粘質士を主体としている。出土遺物は、縄文時代前期と

古墳時代後期の士器片が 1片ずつ出土しただけであるが、これらはいずれも混入品である。本溝跡

の時期は、本溝跡に伴うと考えられる遺物がないため明確にはできないが、覆土の状態より中世の

所産と推測される。

第6号溝跡 （第193図）

調査区の中央部に位置し、南側の第 5号溝跡と併走している。北西から南東方向に向かってほぼ

直線的な流路を取っていたが、第 5号溝跡と同様に後に途中から北東方向に向かって流路が変更さ

れている。規模は上幅l.30m ~2. OOmあり、確認面からの深さは46cmを測るが、後に北東方向に向

かって流路が変更された部分では深さが56cmと一段深くなっている。壁は直線的に立ち上がり、底

面は35cm~50cmの平坦面をなしている。覆土は、 B軽石を含む黒褐色粘質土を主体としている。出

士遺物は、混入品ではあるが縄文時代中期加曽利EIII式の土器片が少量出土しただけである。本溝

跡の時期は、出土遺物がないため明確にはできないが、覆土の状態より中軋の所産と推測され、本

溝跡は併走する南側の第 5号溝跡と同時に機能していたものであろう 。

第7号溝跡（第194図）

調査区の北側に位置し、北西から南東方向に向かってやや蛇行した流路を取っている。本溝跡は、

調査区内で検出された溝跡の中では最大の規模をもつものであるが、同じ流路を取る小規模で比較

第 7号溝跡群土層説明

゜

第 1層： 黒褐色土層（鉄斑 ・マ ンガン塊を微量

＂ 二疇第2層暗灰色土層：；冒□三／／
まりを有する。）

2m 

第194図第7号溝跡群

第3層：暗灰色土層（ローム粒子・鉄斑を均一

に含む。粘性に富み、し

まりを有する。）

第4層 ：暗褐色士層 （ローム粒子を均ーに含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第 5層：暗灰色土層 （マンガン塊を多贔に、鉄斑・ローム粒子を微量含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第 6層 ：黒褐色土層 （マンガン塊を多量に含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第 7 層：暗黄褐色土層 （ ロ ー ムブロック• B軽石 ・マンガン塊を均ーに含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第 8層 ：暗灰色土層 (B軽石・鉄斑・ローム粒子を微量含む。粘性に富み、しまりを有する。）

-207 -



8 2 

＼
 

゜
2m 

第195図 第 7号溝跡張り出し部(1)

的浅い溝がいくつか重複している。その重複関係については一つ一つ明確にできなかったが、覆土

の状態から見て、直線的な流路を取るものは本溝跡より新しい中世のものであり、本溝跡と同一に

蛇行しているものは本溝跡が何回か掘り返されたための痕跡と推測される 。

規模は幅 2.30m ~3. 50mあり、確認面からの深さは60cm~70cmを測る。壁は比較的緩やかに立

ち上がり、底面は40cm前後の丸みをも っ

たやや狭い面をなしている。本溝跡の

東側には溝とほぼ直交した張り出しが

2箇所あり、 一つは溝の南北両側に対

象的に張り出しており、もう 一つは溝

の南側だけに張り出しているもので、

いずれも類似した形態を呈 している 。

これらの張り出しは、中央部が溝状に

一段深くなり、やや起伏をもつが明確

10cm 

第196図 第 7号溝跡出土土器
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゜
2m 

第197図 第 7号溝跡張り出し部(2)
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な階段状をなさずに溝底面に向かって緩やかに傾斜している。

出土遺物は、古墳時代後期鬼高式の土器片が少量出土している 。第196図に図示した甕の底部は、

本溝跡東側の張り出し付近の溝覆土中より出土した破片がいくつか接合したもので、摩滅が認めら

れないことから、本溝跡に伴うと考えられるものである。この他では、縄文時代中期後半の土器片

と横刃型石器が出土している。本溝跡の時期は、覆土の状態や出土土器より古墳時代後期の所産と

考えられる。

第 7号溝跡出土土器観察表

No. 器 種 法 量 形態・成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・ 色調 備 考

底 部径 粘土紐積み上げ成形。底部 胴部外面ケズリ、内面箆ナ 片岩粒 ・白色粒 約1/4。

1 甕 6.0cm は、厚目の平底を呈し、胴 デ。底部外面ケズリ 。 外一茶褐色

部へ直線的に移行する 。 内一淡灰褐色

底 部径 粘土紐積み上げ成形。底部 胴部外面ケズリ、内面上半 片岩粒 ・白色粒 底部のみ。

2 甕 7.4cm は、厚目の平底を呈し、胴 ナデ、下半ケズリ 。底部外 外一淡茶褐色

部より突出する。 面ケズリ 。 内一淡灰褐色

第 8号溝跡

調査区の北側に位置し、ほぼ東西方向に向いた直線的な流路を取っている。規模は上幅40cmと均

ーで、確認面からの深さは10cmと比較的浅い。壁は緩やかに立ち上がり、底面は幅32cmの広い平坦

面をなしている。覆土は、A軽石を多量に含む暗灰色土とロームブロックを均ーに含む暗黄褐色土

の2層からなっている。遺物は、まったく出土しなかった。本溝跡の時期は、出土遺物がないため

明確にはできないが、覆土の状態や流路が現地表面の地境と一致することから、現代の所産と推測

される。

第 9号溝跡

調査区の東端に位置し、重複する第 7号溝跡を切っている。 調査区内では北東方向に向いた流路

を取っている。規模は上幅28cmと均ーで、確認面からの深さは10cmと比較的浅い。壁は緩やかに立

ち上がり、底面は幅16cm前後の平坦面をなしている。覆土は第 6号溝跡と類似した黒褐色土を主体

としている。遺物は、まったく 出土しなかった。本溝跡の時期は、出土遺物がないため明確にはで

きないが、覆土の状態より中世の所産と推測され、おそらく南側の第 6号溝跡から分岐された溝と

思われる。
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第IX章 毛無し屋敷跡の発掘調査

第 1節 毛無し屋敷跡の概要

本屋敷跡は、児玉町大字吉田林字毛無しに所在し、標高84mを測る現水田内の平坦地に立地して

いる。旧共和村役場による 『吉田林地誌』には、本屋敷跡が所在する小字の「毛無し」の地名につい

て、「毛無シニ毛無シ屋敷アリ 。里人ノ説二、昔時小管氏ノ後室剃髪シテ寓居ス。ョッテコノ名ア

リト云フ。ソノ説今明ナラス。旧地頭持ノ所、天保年中村請トナル」という伝承が記載されている。

おそらくは、本屋敷跡がこの伝承の「毛無シ屋敷」に該当するものであろう 。

屋敷跡の遺存状態はあまり良好とは言えず、屋敷内の中央部をほぼ対角線上に走る国道462号線

の北西側については、屋敷堀の痕跡が現水田の地割りとして明確に残っているが、その南東側はす

でに宅地化されているため、屋敷堀の痕跡は不明瞭になっている。そのため、現在の地表面に見ら

れる地割りからは、屋敷跡の形状や規模を判断することが難しいが、明治 9年に作成された地籍図

には、本屋敷跡の堀の痕跡が方形の地割りとして非常に明瞭に残っている （第199図）。

それによると本屋敷跡は、東西万向 ・南北方向とも内寸が約60mのかなり小規模なもので、門を
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第198図 毛無し屋敷跡調査位置図
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一重に巡らす比較的整った方形を呈する屋敷であ ったものと推測される。屋敷内部の区画では、そ

の中央部に四角い地割り （第199図の六百四拾八番）が見られるが、それが屋敷内部の区画と関係す

るものかは不明である。また、屋敷堀の外部には、さらに外堀を巡らしているような地割りの様相

は見られない。本屋敷跡の西側と北側を画する堀は、周囲の低地内に見られる条里形地割りの南北

方向と東西方向の坪線にそれぞれ一致しており、本屋敷跡の敷地がそれ以前に施工された条里形地

割りに規制されたものであることが解る。

発掘調査は、国道北西側の南北方向に走る小排水路部分の限定された小規模な調査であ ったため、

本屋敷跡の全体の構造等については明らかではない。調査できたのは屋敷堀のごく 一部で、本屋敷

跡の北西コーナ一部にあたる部分である 。屋敷堀は、上幅 4~5m・深さ約1.7mの比較的規模の

大きな堀で、ほぼ直角に曲がっている。屋敷堀の内側は、地山が外側に比べて20cm~30cmほど高く

なっているが、調査した部分ではピットや柱穴等の遺構はまったく検出されなかった。

本屋敷跡の時期は、屋敷内部の調査がほとんど行われていないため明確にはできないが、今回の

屋敷堀の調査によれば、覆土中の各土層に見られる B軽石の含有状況より、中世後半以降のものと

推測され、覆土中層の第18層付近より出土した唯一の出土遺物である片口鉢（第201図）の形態より、

15世紀代には存在した可能性が高いと考えられる。
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第199図 屋敷跡周辺地籍図 （明治 9年原図を一部修正）
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第 2節 検出された遺構と遺物

1. 屋敷堀跡 （第200図）

調査区内で検出され堀跡は、本屋敷跡の北西コーナ一部にあたり、調査区内でほぼ直角に方向を

変えている 。規模は、上幅が4.48m ~4. 90mあり、北側の堀に比べて西側の堀の方が若干狭い。堀

の断面形態は、上半は内外ともかな り緩やかな傾斜をしているが、下半は中位より方向を変えてか

なり急な傾斜になっている 。確認面からの深さは、 1.60m ~ 1. 75mを測る。底面は、幅80cm~90cm

のほぼ均ーで、比較的広く平坦な形態である。堀下半の地山は、砂利層や砂層を主体とする複雑な

土層であり 、絶えず激しく水が沸いていることから、本屋敷跡の堀は常時ある程度の水を湛えてい
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第200図 屋敷掘跡

- 213 -



たことが推測され、貯水の機能も兼ね備えていたものと考え られる。覆土は、 B軽石をまばらに含

む暗灰色粘土を主体とし、下半には小礫や砂を顕著に含んでいる。掘り返しは見られず、自然に埋

没していったようで、 A軽石降下以前にはすでに若干の窪み程度にな っていたようである 。出土遺

物はほとんどなく、第18層付近より片口鉢の

破片 （第201図）が出土しただけである 。本屋

敷堀跡の時期は明確ではないが、覆土の状態

や出土遺物より中世後半と考えられる。 しか

し、堀自体は掘り返しが見られないことや遺

物がほとんど出士しなかったことからそれほ

ど長期にわたって機能していない可能性がある。

堀跡出土土器観察表

No. 器種 法 量 形態・成形手法の特徴

I 0cm 

第201図 屋敷掘跡出土土器

調整手法の特徴 胎土・ 色調 備 考

粘土紐積み上げ成形。口縁 外面ヨコナデの後下半斜方 片岩粒 ・白色粒 口縁部1/5

1 片口鉢 口縁部径 部は直線的に開く 。口唇部 向の指ナデ。内面ヨコナデ 黒色粒 破片。

(29.0cm) は上方に短くつまみ上げ、 の後横方向の箆ナデ。

外面に平坦面をもつ。 内外ー暗灰色 環元焔焼成。

堀跡土層説明

第1層 ：暗灰褐色土層 （現耕作土。）

第2層 ：暗灰褐色土層 (A軽石を均ーに、鉄斑 ・マンガン塊を微量含む。粘性に富み、しま りを有する。）

第3層 ：灰色土層 (A軽石 ・鉄斑を均ーに含む。粘性に富み、しまりはない。）

第4層 ：灰色土層 (A軽石を多量に、鉄斑を均ーに含む。粘性に富み、しまりはない。）

第5層：暗灰褐色土層 (A軽石を均ーに、鉄斑を多量に含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第6層：暗灰色土層 （鉄斑を多量に、 A軽石を微量含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第7層 ：暗灰褐色土層 （マンガン塊を多量に、 A軽石を均ーに含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第8層：淡褐色土層 (A軽石を多量含む。粘性はなく、しまりを有する。）

第9層：暗灰色士層 （鉄斑を微最含む。粘性に富み、しまりはない。）

第10層 ：暗灰褐色士層 （鉄斑． A軽石を均ーに含む。粘性に富み、しまりはない。）

第11層 ：暗褐色土層（鉄斑・マンガン塊を多量含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第12層 ：暗灰褐色土層 （鉄斑を均ーに、 B軽石 ・小石を微量含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第13層 ：暗灰色土層 （鉄斑を多量に、 B軽石 ・小石を微量含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第14層：暗灰色土層 （鉄斑を多量に、 B軽石を微量含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第15層：暗灰色上層 （鉄斑・マンガン塊を均ーに含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第16層：暗灰褐色土層（鉄斑を多量に、 B軽石 ・小礫を均ーに含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第 17層：暗灰色土層 （鉄斑• B軽石を均ーに含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第 18層：暗灰褐色土層（小礫を多量に、鉄斑• B軽石を均ーに含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第19層：暗灰色土層 （鉄斑 ・マンガン塊・ローム粒子・ B軽石を均ーに含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第20層 ：灰色土層 （鉄斑・ローム粒子を均ーに含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第21層：暗黄褐色土層 （ローム粒子を多量に、鉄斑・マンガン塊を微最含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第22層：暗灰色土層 （鉄斑 ・ローム粒子 ・マンガン塊 ・砂を均ーに含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第23層 ：暗灰褐色士層 （ローム粒子を均ーに、マンガン塊を微量含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第24層：暗褐色土層 （鉄斑を多量に、小石•砂を微量含む 。 粘性に富み、しまりを有する 。）
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第X章 石橋遺跡の発掘調査

第1節 遺跡 の 概 要

本遺跡は、児玉町大字吉田林字石橋に所在し、標高約82mを測る現水田部内に位置している。本

遺跡の周辺には条里形地割りの痕跡が比較的明瞭に見られるが、現水田耕作士下には古代に潮るよ

うな水田層はほとんど認められない。また本遺跡の北側は、東流する女堀川に向かって段々に低く

なっており、小規模な段丘状をなしている。

検出された遺構は、近世の井戸跡と推測される遺構 1基、縄文時代中期加曽利EIII期の土渡 2基

とピット多数及び遺物包含層である。調査区内の東端に沿って南北方向に流路を取る溝跡は、条里

坪線に沿うものであるが、現地表面に見られる溝と重複する最近のものである。本遺跡の主体をな

す縄文時代中期後半の遺構や包含層は、調査区の南側に集中している。調査範囲が幅 2mの小排水

路部分に限られているため遺跡の具体的な様相については不明であるが、遺物包含層の広がりが半

径50m程度であることから見て、かなり小規模な集落と推測される。
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第203図石橋遺跡全体図
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第 2節 検出された遺構と遺物

1. 井戸跡

第 1号井戸跡（第204図）

調査区北側の現地表面に見られる条里形地割りが崩れて不明瞭になった箇所に位置している。本

遺構は、その西側の一部が検出されただけであるため全容は不明であるが、覆土の状態より湧水と

関係する遺構と推測され、検出された部分からは井戸の可能性が高いと考えられるものである 。

平面形は、南北方向 6m以上の比較的規模の大きな不整形を呈している。壁は、北側と西側が比

較的直線的な急傾斜であるのに対して、南側はかなり緩やかな傾斜である。底面は深さ約80cmで広

く平坦な面をなし、南端は直径1.45mの不整円形状にさらに50cm程深くなっている。湧水が激しく、

覆土下半には細砂粒や小石が顕著に見られ、上半には20cm前後の自然石がいくつか出士している。

出土遺物は、覆土中より近世陶器・上師器・縄文土器の破片などが少量出士しただけである。また

南側の不整円形状の落ち込み内からは、棒状の木の枝が 1本出士している。

本井戸跡の時期は、覆土の状態や出土遺物より近世の所産と考えられる。

i
 

I | 0 

第204図 第 1号井戸跡

第 1号井戸跡土層説明

第 I層：現耕作土。

第II層 ：灰色土層 (A軽石を多量に含む。）

第m層 ：淡灰色土層（鉄斑を均ーに含む。）

第N層：茶褐色土層

第 1層：暗灰色土層 （鉄斑を多贔に、 B軽石・マンガ

ン塊を均ーに含む。粘性に富み、しまりを有

する。）

第2層 ：暗灰色土層 （鉄斑 ・マンガン塊を均ーに含む。

粘性に富み、し まりを有する。）

第3層：灰色士層 （鉄斑を均ーに、マンガン塊を微最

含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第 4層：灰色土層 （細砂粒を均ーに、鉄斑を微量含む。

粘性に富み、しまりを有する。）

第 5層 ：暗灰色土層 （鉄斑 ・マンガン塊を微贔含む。

粘性に富み、しまりを有する。）

第6層：暗灰色土層（細砂粒を多量に、鉄斑・マンガ

ン塊を微量含む。粘性に富み、しまりはない。）

第 7層：淡灰色土層 （鉄斑を均ーに含む。粘性に富み、

しまりを有する。）

第8層：暗灰色士層 （細砂粒を多量に、小石 ・鉄斑を

微量含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第9層：灰色土層（鉄斑・マンガン塊を多量に、小石

を微量含む。粘性に富み、しまりを有する。）

第10層：暗灰色土層（細砂粒 ・小石を多量に含む。粘

性・しま りともない。）

第11層：暗灰色士層 （小石・鉄斑を均ーに含む。粘性

2m に富み、しまりを有する。）

第12層 ：暗灰色土層（小石を多量に含む。粘性 ・しま

りともない。）
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2.土 攘

第 1号土壌（第205図）

調査区の中央部に位置する。上城の東側の一部を最近の溝に切られているが、遺構の遺存状態は

比較的良好である。

平面形は、比較的整った円形を呈している。規模は、南北方向1.37m・東西方向1.28mを測り、

確認面からの深さは27cmある。壁は、やや内湾ぎみに緩やかに立ち上がっている。底面は、広 く平

坦をなしているが、北西方向に向かって若干傾斜している 。覆土は、暗茶褐色土を主体とするが、

焼土粒子や炭化粒子を均ーに含み、士城の中央部や壁際では焼土ブロックが顕著に見られることか

ら、土壊内で一時的に火が使用されたものと推測される。

出土遺物は、覆土中よ り加曽利E皿式の土器片が多 く出土している。このうちの第206図No.lの

土器は、胴部中位の輪積み痕より下半を意図的に欠いたものであるが、土堀内に据え置かれたもの

ではなく 、他の土器片と同じく多くの破片とな って投げ込まれたような状態で出土している。この

他、本土城と直接関係するものか不明であるが、本土城の南側30cmの近接した位置より、やは り胴

部中位の輪積み痕より下半を欠いた同時期の土器 （第206図No.2)が口縁部を下にして伏せた状態で

単独に出上している。

本士城の時期は、出土遺物よ り縄文時代中期後半の加曽利Em期の所産と考えられる 。

第 2号土墳（第205図）

調査区中央部のやや北寄りに位置する。土城の上半を最近の溝によって切られており 、遺構の遺

存状態はあまり良好とは言えない。士城の東側の一部は調査区外に位置している。

平面形は、楕円形に近い形態を呈するものと思われ、規模は南北方向 lm・東西方向は1.44mま

で測れる。確認面からの深さは36cmあり、底面は狭く丸みを帯び、壁も緩やかに立ち上がっている。

出士遺物は、覆土中よ り加曽利EIII式の上器片が少量出土している。（第208図）

本土壊の時期は、出士遺物よ り縄文時代中期後半の加曽利E皿期の所産と考えられる 。
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第 2号土壌土層説明

第 1層 ：淡灰色土層 （溝埋士。）

第2層：暗灰色士層 （溝埋士。）

第3層：淡灰色士層 （溝埋士。）

第4層 ：淡茶褐色士層 （ローム

プロックを均―・に含む。

粘性に富み、しまりを

有する。）

第 5層 ：暗茶褐色土層（ロ ーム

粒子を微量含む。粘性

に富み、しまりを有す

る。）
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第206図 第 1号土壊及び周辺出土土器
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第207図 第 1号土壊出土土器
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第XI章ま と め

今回報告 した 8遺跡から検出された遺構や遺物は、縄文時代から中世にわたるものがあ り、それ

ぞれの遺跡の性格 も多岐に及んでいる。これらの遺跡の調査成果は、 当地域の歴史を考える上で個

々に重要な内容をも っているが、それら については後日折 りに触れて述べることとし、ここでは飯

玉東遺跡B地点 ・高縄田遺跡・梅沢遺跡C地点及び東牧西分遺跡で出土 している古墳時代中期を主

休とする時期の遺構と遺物について若干述べて、まとめにかえることにしたい。

第 1節 和泉式～鬼高 I式（前半）土器の編年的位置

児玉地方は、 古墳時代の遺跡が極めて多いことで著名である。今匝報告 した遺跡の所在する女堀

川中流域に限って見ても、現在までに調査された古墳時代の住居跡の数は、未報告分を含めるとお

そらく 1000軒に達する位の数にはなると思われる。その半数以上は後期 （鬼高期）のものであるが、

中期 （和泉期）のものも 100軒位はあろう 。この資料の豊富さとともに特に当地域は、埼玉県内でも

カマドの出現と 普及が早い地域として注目されてお り、古墳時代以降の土器研究はもとよ り、カマ

ド出現をはじめとする集落研究の好フ ィールドと して、多くの研究者により取り上げられている地

域である。

当地域におけるカマド出現前夜から普及期にあたる和泉式～鬼高 I式前半の土器編年については、

当地域の古墳時代士器を体系的に編年立てる中で扱われているものが多 く、1976年の 『本庄市史j

資料縦における編年表をはじめとして、その後の資料増加に伴い中村倉司 （中村1979・ 1989)、利根

川章彦（利根川1981・ 1982)、坂本和俊(1984)の諸氏によりそれぞれ提示されている 。この 3氏によ

る該期の編年は、その趣旨や目的の違いによ って対象とする時期に差異があるが、口縁部と体部の

境に明瞭な段をもつ丸底形態の有稜杯（模倣杯）が出現する段階までの標識資料とその時間的配列に

よる時期区分はほとんど同じであり、最初に発表された中村氏の該期部分の編年（中村1979)がベー

スにな っていると 言っ てよい。このように当地域における和泉式～鬼高 I式前半の土器編年の大枠

はほぽ確立 しており、今後は該期の土器様式を構成する多様な各器種毎の緻密な型式組列の検討と

それによる系譜関係の把握を行なっ 編年 対比表

ていく必要があろう 。ここではそ

れらについて細かく検討する余裕

は ない が、 坂野 和信 氏 （坂野

1988 ・ 1991)が当地域の該期士器

の系譜を畿内の布留式土器 ・韓式

土器・須恵器との関係から検討

し、その模倣行為から和泉式土器

の実態を捉え直そうとしている点

は注目されよう 。

中村(1989) 利根川 (1982) 坂本(1984) 坂野(1991)

I 期 中期 II期 I -1期

（愛宕3・7住） （後張187・136住）

II 期 I 期 中期皿期 I -2期

（諏訪30・32住） （諏訪30・32住） （諏訪30・32住） II -1期

I11 期 II 期 中期W期

（諏訪49住） （諏訪49住） （諏訪49住）

w 期 皿 期 中期V期

（諏訪48住） （諏訪48住） （諏訪48住）
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さて、今回報告した遺跡の中で比較的まとまった資料が出土したのは、梅沢遺跡C地点と東牧西

分遺跡である。いずれも小規模な地点的調査であるため、該期集落の様相はもとより、遺構の全容

すら不明なものが多いが、両遺跡ともカマドをもつ住居跡とカマドをもたない住居跡が検出されて

おり、当地域のカマド出現期の様相を知る上で、その時間的関係が重要となる資料である 。第210

図と第211図は、両遺跡の住居跡から出士した士器のうち、その出土状態より住居跡に伴う 一括性

の高い資料として扱えるものを、中村氏の I~N期の区分（中村1989)に対応させて、 住居毎に相対

的に配列したものである。

I期に該当するものとしては、梅沢遺跡第30号住居跡・第37号住居跡と東牧西分遺跡第33号住居

跡があり、梅沢遺跡第28号住居跡や東牧西分遺跡第13号上城も該期に属するものと思われる。相対

的には、梅沢遺跡第28・30号住居跡・東牧西分遺跡第13号土堀の方が古相である。壷は、頸部の外反

が強く口縁部の段を上位にもつ、 I期に典型的な二重□縁壷がある。甕は、平底甕と台付甕がある。

平底甕は、法量差によ って概ねA~Dの4タイプに別れる 。このうち最も大形の甕Aは、他のタイ

プに比べて口縁部が長く、中村氏や坂野氏が類型化した広口壷にも類似するが、口唇部に面取り調

整を施さないことから、それらとは別系列のものであり、 Nol6は胴下半部の作りからも壷より甕に

近いものであろう 。台付甕は、台端部の内側を折り返す S字状口縁台付甕の系譜をもつもの (No

5 ・26)と、口縁部がくの字に外反する素口縁台付甕(No6 ・ 27)がある。両者とも該期に特徴的な外

面箆ケズリかその上にナデを加えるもので、両者とも台部はかなり小さくな っている。No26はS字

状口縁台付甕の終末段階のもので、唯一台端部の折り返し技法のみにその系譜の痕跡を留めるもの

である。甑は、 No28の小形甑があるが、 一般的な鉢形のものではない。小形丸底壷は、口縁部に最

大径をもつものが主体で、器肉が均ーで薄く口縁部が内湾ぎみに開き丸底を呈する布留式系のもの

と、口縁部が外反ぎみに開き底部が不安定で小さな平底を呈するものがある。鉢は、大形の埼状で

丸底を呈するものと胴部がやや偏平で肩が張り口縁部が外反して開くものがあるが、前者のNo33は、

該期の一般的な器種として存在するものではなく、胎土やその作りから見ておそらく甕の胴下半を

製作途中で作り替えたものと思われる。高杯は、杯部が浅く脚部が比較的長脚を呈するものであるが、

Nol3とNol4は均整のとれた作りで、脚端部が内湾もしくは直線的に開く古い特徴が見られる。

II期には、東牧西分遺跡第41号住居跡と梅沢遺跡第34号住居跡を該当させたが、両者は上器様相

が異なり、前者は I期に近く後者は I11期に近い様相を呈している。東牧西分遺跡第41号住居跡は、

出士土器が少なく多くの器種を欠くが、緯式土器あるいは須恵器の影響によると思われる把手をも

たない単孔の大形甑(No41)が存在する。小形丸底壷は、器肉が均ーで非常に均整のとれた作りのも

ので、口縁部は胴部よりも若干短く、口縁部径と胴部最大径がほぽ同じで底部は丸底を呈している。

鉢は、体部が深く口縁部に最大径をもつ平底形態のものである。この鉢は、後張遺跡第136号住居跡

（立石他1982)等に類似した形態のものが見られ、 I期からの系譜を引く器種であるが、該期以降で

はまったく見られなくなる。高杯は、杯部が小さく深い形態で、脚部は長脚ぎみで脚端部の外反も

高いものである 。梅沢遺跡第34号住居跡では、甕はB・C・Dが出士しており、甕Bは長胴ぎみで

ある。大形甑(No52)は、口縁部が肥厚し最大径を胴部にもつ形態で、後張遺跡第143号住居跡（立石

他1983)出土の大形甑よりも古いと考えられるものであるが、住居内での出土位置が不明であるため、
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厳密には他の土器群と伴うものか明確ではない。小形壷は、胴部が偏平化しているもの (No54)も見

られるが、いずれも頸部は広く口縁部が大きく外反するものである。恩は、小形丸底壷よりも若干

大きめの器形を呈し、穿孔ぱ焼成前のもので、口縁部に段をもつ。底部は中央に小さな窪みをもち、

不明瞭ながら平底に近い。鉢は、体部の深い丸底で、口縁部が外反する小形のものである 。境は、

休部が深く 口縁部が外傾するもの(No58~60)と、体部が浅く明瞭な口縁部をもたず口唇部が短く外

側に向くもの(No61~62)があり、いずれも底部は平底形態が主体である 。杯は、小ぶりで口縁部が

短く内屈する平底形態のもの(No63)があり、皿期に主体的となる「源初杯」（中村1984)の一形態に繋

がる可能性がある。高杯は、全体にやや小ぶりで、有段高杯以外は杯部は坪底部との境の段が不明

瞭な作りで、脚部はやや短く脚端部の外反も低くな っている。鉢形の高坪は、高杯の杯底部に鉢を

乗せたような形態で、鉢部の器高はやや低く胴部と底部の境に高杯と同様の段をもっている。

III期は、今回報告した遺跡の中では良好な資料は検出されていないが、梅沢遺跡第33号住居跡貯

蔵穴内出土の土器が該当する。この貯蔵穴は、重複する第31号住居跡に上半部を切られているため、

厳密には第33号住居跡の貯蔵穴か明確ではないが、貯蔵穴内出土土器の一括性に問題はない。甕は、

胴部の張りと口縁部の外反が弱い長胴を呈するものと思われる。外面はハケの後にナデを部分的に

加えるもので、隣接する川越田遺跡第42号住居跡 （恋河内1993)出土の甕に酷似している 。塊は、

体部の浅い丸底を呈し、口縁部の作りは不明瞭で口唇部が短く外側に向く形態のものである。杯は、

該期に典型的な源初杯で、体部は浅い平底で口縁部が短く直立する形態である 。

w期は、多くの器種を欠くが、梅沢遺跡第32号住居跡が該当する 。また、第II期の第34号住居跡

の覆土上層に投棄された士器群も該期に属すものである 。甕は、 BとCが出土しており 、甕Bは長

胴化している。杯は、口縁部が直立しイ本部は深く底部が厚い丸底を呈し、体部との境に近い口縁部

外面に凹線状の窪みを巡らして段を意識的に強調したものである。

以上、梅沢遺跡C地点と東牧西分遺跡の住居跡から出士した該期の土器を、当地域における該期

編年に対比してみたが、本報告の他の遺跡については高縄田遺跡第 1号住居跡が I期、同第 1号溝

跡が I期以降、 飯玉東遺跡B地点第 3号住居跡が皿～W期、同第 1号溝跡上層が1II期、同第 2号溝

跡が I~ II期に概ね比定することができよう 。しかしながら、ここで行った該期士器の時期比定は、

当地域における既往の絹年の標識資料に対する前後関係により、大ざっぱに対比しただけであるた

め、一括資料に含まれる特定器種の評価の違いによってはその時期比定が異なる場合も生じ、特に

今回 II期及びその直前に該当させた資料（東牧西分33住）にはその可能性があるものと思われる。各

器種毎の細かな類型把握とそれぞれの型式組列上での厳密な位置づけによる対比が必要であろう

が、今後該期の良好な資料の報告予定もあり、改めて再検討したい。

第 2節 出現期のカマドについて

今回報告した東牧西分遺跡の第41号住居跡には、カマドが付設されている（第160図）。この住居跡

の時期は、出士土器の様相から一応II期に対比され、当地域におけるカマドの出現期にあたる。住居

跡は、該期の一般的な住居形態とはやや異なった小型の長方形を呈し、貯蔵穴・柱穴．壁溝等の住

居内施設をもたない単純な構造のもので、カマドは東側コーナ一部の壁に接して構築されている。
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このカマドは、ローム士を主体とした袖部が比較的明確に残ってお り、当地域に見られる出現期

のカマドの中では比較的残存状態が良い方で、カマドの構造をある程度把握することができる。天

井部や煙道部は残存していなかったが、両袖の内側か ら奥壁まで燃焼部の全面がむ らなく非常に良

く焼けてガリガリに堅化していることから、かなり 高温の火熱が行われていたことが伺え、この火

熱を可能にするための天井部と煙道部が、本カマドには不可欠であ ったと思われる。煙道部の機能

については、排煙機能とともに火力を後方に引いて燃焼部の火熱を高める機能があり、煙道の傾斜

が垂直に近くなるほどその機能は高くなるという （笹森1990)。本カマドの支脚（転用高杯）はカマド

の奥壁寄りに位置しているが、燃焼面（火床）は袖先端の焚き口から非常に良く焼けており、火力が

後方の奥壁まで強く引かれていたことが伺われる。また燃焼面は、焚き口から奥壁の上方に向かっ

て傾斜しているが、これは支脚の転用高杯を、 2個厘ねて埋設した石の上に据えて燃焼面の高さに

合わせて調節していることから、カマドの排煙機能を高めるために、燃焼面を意図的に傾斜させて

いることがわかる。これらのことから本カマドは、本来は現在の住居確認面より上に、天井部と奥

壁からそのまま垂直方向に延びるかあるいは住居外に延びる煙道部が存在していたことが考えられ、

該期のカマドとしては構造的に整ったものであったと思われる。

児宝地方の出現期カマドについては、かって東日本におけるカマド在地発生説の根拠ともされた、

その形態的多様性が指摘されているが、井上尚明氏と森原明廣氏はこれらのカマドの形態的差異によ

り類型化して検討されている 。井上氏は、児玉町古井戸遺跡の調査結果からその報告書の考察で、

「従来のカマドをカマドA類」、「天井部の無いものをカマドB類」、「壁際に焼土、粘土があるだけの

ものをカマドC類」に分類され、「C類はカマドを知識として認識した時に、 B類は具体的なモデル

を認識した時に作られ、さらにその構造が把握できた時にA類が出現する」とされ、「おそらく、カマ

ドの存在を知識として認識したのが和泉II期で、その構造を把握して定型化したカマドが出現したの

が鬼高 I期新段階から鬼高II期なのであろう」と、 C類からA類へのカマドに対する認識の深化によ

る発展として考えられている （井上1986)。森原氏は、出現期のカマドの中で「天井部あるいは明瞭

な袖部さえも欠き加熱を包む構造をもたないもの」をカマドとは分離して「カマド状遺構」とし、そ

れらを住居の壁面との位置関係から、 I類 （住居壁面に完全に接し、火床を囲むような高まりをもっ

もの）、 II類（住居壁面に完全に接し、火床を掘り窪めただけのもの）、IIl類（住居壁面から離れ、馬

蹄形の高まりをもつもの）に分類され、「『カマド状遺構」は不完全な構造で現れた後、初現期のカマ

ドヘ不完全な要素を残存しつつ発展 （移行）し、完成されたカマドヘと近づいていくもの」とし、「カ

マド状遺構」は地域的に限定され、当地域は「関東地方において具体的にカマドが 『導入』される以前

に、抽象的なカマドの知識を自律的に取り入れていた地域」とされた（森原1990）。 この森原氏の

「カマド状遺構」は、肝心の I~IIl類に分類された各類型がなにを意味しているのか検討されてお ら

ず、単なる分類に終わってしまった点が残念であるが、これらは概ね井上氏のB類に該当する。両氏

とも当地方の出現期カマドを、天井部や明確な袖部をもたない、カマドとしては構造的に不完全なも

のとし、カマドの構造に対する認識が深化する過程の初期的段階として捉えている点で共通する。

出現期のカマドは、全国的に見ても残存状態の悪さが一つの特徴とされ（杉井1993)、技法的にも

壊れやすいような作りであったことが伺われるが、天井部や煙道部の有無については住居跡自体の
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残存状態の悪さも考慮する必要があるように思われる。当地域の出現期カマドが検出されている住

居跡は、確認面からの深さが15cm程度かそれ以下の残存状態でしかないものが多く、諏訪遺跡第30

~32号住居跡（柿沼他1979)のようにカマド燃焼面（火床）が床面よりも高い位置にあるものについて

は、天井部の有無はもちろんのこと、森原氏の III類のような形態的類型の識別も困難であると 思

われる。 しかし皿類については、住居壁面から離れていることで他とは明確に識別できるもので、

このような形態のカマドが西日本や朝鮮半島にも見られる（杉井1993)こと は、他のカマドとはその

導入の系譜を異にする可能性も考えられる。いずれにしても当地域では、東牧西分遺跡第41号住居

跡のように構造的には完成度が高いと推測されるカマドがII期には存在し、 1ll期にはほぼ完成した

カマドが普及している。そして、不完全とされる形態のカマドがill~N期まで客体的に残存するこ

とは、中村氏が言われるような（中村1989)、まず構造的に整ったカマドが導入され、その模倣とし

て構造的に不完全なカマドが出現するという様相が当地域でも伺え、後張遺跡（立石他1982・ 83)や

閲辺の該期集落の状況からは、カマドの構造に対する認識の差異は、時期的あるいは地域間の問題

ではなく、当地域内の集落間や集落内の住国間の問題であったと思、われる。
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